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			１章　迷宮への挑戦

			


			　この世界に来てから、一体どれぐらい経ったのだろうか。

			　始まりはルーナちゃんを狙ってＧｉｒｌｓガールズ　Ｃｏｒｐｓコーズのガチャを回したあの日。俺は見知らぬ世界へ一人放り出された。

			　唯一の持ち物だったスマートフォン。

			　起動したのはその中に入っていたＧＣのアプリのみ。異世界に来てしまい、訳もわからない状況にもかかわらずガチャを回すと、排出されたものが実体化された。武器や防具やアイテム、そして──ユニットである美少女達。

			　ガチャを回せるだけでも嬉しいというのに、実体化されるなんてワクワクが止まらなかった。

			　ガチャのおかげで戦力を整えられた俺は、この世界で冒険者となり依頼をこなし、魔物を狩り、そして冒険者としてのランクを着々と上げた。

			　途中ガチャを回すためにデスマーチをしたり、同じ冒険者であるイケメンと勝負をしたりと色々あったけど……まあ、順風満帆な異世界ライフを送れていると思う。

			「大おお倉くら殿ー、ボーっとしてどうしたのでありますか？」

			「私達のことを黙ってじーっと眺めて、どうかしたの？」

			「いや、何でもない」

			　宿のベッドに寝転がり、この世界に来てからの思い出にふけながらノール達を見ていた。

			　俺の視線に気がついた彼女達は、どうしたのかと首を傾げて聞いてくる。

			　異世界に来て最初に召喚した、騎士であるノール。お調子者でたまに抜けているところがあるけど、彼女の強さには何度も助けられた。本当に頼りになる奴だ。

			　そして次に召喚した魔導師のエステル。彼女の性格から最初は召喚して大丈夫か不安だったが、ただの杞憂だったなぁ。

			　たまにからかってきたり、危ないことを口走ったりするけど……基本的に可愛らしい良い子だ。

			　そんなことを考えながら視線を外さずにいると、エステルは頬に手を当て、照れくさそうに微笑んだ。

			「もしかして私達に見み惚ほれちゃったのかしら？　ふふ、しょうがないわね」

			「えっ!?　そ、そうなのでありますか！」

			「ち、違うから！　勘違いするな！」

			「あら、残念」

			　それを聞いたノールは、手を口に当てて驚いた仕草をしている。

			　慌ててそれを否定すると、エステルは残念と言いながら、そうは見えない表情で笑った。

			　全く、またからかって……。まあ、こんなやり取りをする日々も悪くないんだけどね。

			　この個性的な彼女達と共に、俺は元の世界へ帰るための手掛かりを探すべく、この世界で冒険をしているのだ。

			「よし、それじゃあ今日もやるぞ！」

			　寝転んでいた体を起こし、スマートフォンを手に持った。そして操作して開くのはガチャ画面。

			　その俺の様子を見て、ノールが呆れたようにしている。

			「あー、またガチャでありますか……。回していいって言ったでありますけど、魔石の無駄遣いは止めてほしいのでありますよ」

			「無駄遣いとは何だ！　ＵＲが出るかもしれないんだぞ！」

			「この前もそんなこと言っていたでありますよね……」

			「ふふ、いいじゃないノール。これでお兄さんのガチャ欲も、少しは満たされるんだから」

			「うー、そうでありますが……」

			　帰る手掛かりを探すと決意したのはいいけど、当てもないので結局いつもの魔石集めを再開していた。

			　そのおかげで前回の装備フェスティバルガチャの消費分もだいぶ戻って、現在魔石は四百六十六個。

			　このまま次のガチャに備えて、今はひたすら貯めるべき……なんだけど。こう貯まってくると、ガチャを回したくなる欲求を抑えることができない。俺の右手が疼く。

			　そんな訳で、ノール達に平伏懇願して、数日に一回単発ガチャを回す許可をいただいた。

			　今まで何回か回したけど、【食料】や【ぬいぐるみ】といったＲ品しか出ていない。その度にノールからもう止めるのでありますよ！　とブーイングを貰っているが、止める訳にはいかない。だって悔しいんだもん！

			　本日の単発ガチャを回すべく、俺は力強い指先で単発ガチャをタップした。

			　画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀。銀で止まった。

			【Ｒぬいぐるみ】

			「……う、うおおぉぉ！　今日も張り切って魔石集めに行くぞ！」

			「Ｒが出たからって、何を言ってるのでありますか！　今日は依頼をする日なのでありますよ！」

			「えっ、そうだったっけ？」

			「もう、お兄さんはガチャのことになると本当にしょうがないわね」

			　また【ぬいぐるみ】を引いたことにより、頭に血が上ってしまった。

			　今日はノールの言うように、冒険者協会の依頼を受ける予定の日。

			　日々の魔石集めだけではなく、Ｄランクに上がったということで、最近は冒険者協会の依頼もちょくちょく受けていた。

			　俺は魔石集めをすることに至上の喜びを感じるが、ノール達はそうもいかない。前の魔石強行軍でノールの発狂未遂もあったし、毎日ジメジメした暗い洞窟にいるのはあまりよろしくないと考えたからだ。

			　そのお陰か最近はウィッジさんが、やる気を出してくれたんですね！　と喜んでくれている。

			


			◆

			


			「さーてと、今日はどの依頼を受けようか」

			　依頼書の貼られた掲示板と睨にらめっこしているが、どうもあまり良い依頼がない。ディガーの繭まゆ、十個で五十万ギルなどもあるが、あんなの討伐しに行くのは嫌だ。

			　あのワサワサした毛の生えているイモムシなんて、相手にしたくないぞ。

			「そうでありますねぇ……。この前倒したラッシュベアーのような、手応えのある魔物を倒しに行くでありますよ！」

			「却下だ！　あんなのもう相手したくないわ！」

			「そ、そんなー」

			　ラッシュベアー討伐、報酬十五万ギル。試しにこの前受けてみたのだが……最悪だったよ。

			　名前のとおり熊だったんだけど、ラッシュと付いているだけあって、スキルの効果で攻撃されても全く怯ひるまずひたすら突撃してくるクレイジーな熊だった。ノールの攻撃を受けようが止まらず、そのまま俺の方に走ってきた時は肝が冷えたぞ。

			　ノールなら問題はないけどさ……俺じゃまだあれは怖いわ。

			「エステルは何か希望はあるか？」

			「そうねぇ……。普段サソリばかり洞窟で相手にしているから、こないだ討伐したアゲルマウスみたいな集団の魔物がいいわね。やっぱり外でまとめて焼き払うのは、気持ちがいいんだもの」

			「……却下で」

			「むぅー、どうして？」

			「周辺に被害が出るからだよ！」

			　アゲルマウス討伐、報酬三十万ギル。

			　これはラッシュベアーよりも高かったが、魔物自体はかなり弱かった。名前どおりこれもネズミで、俺でも一回攻撃すれば倒せるぐらい弱い魔物だ。

			　ただ数が三十体以上と多く、しかも近づいたら一斉に逃げ出す厄介な習性を持っていた。こいつらのせいで近隣の村で畑などに被害が及んでいたとか。

			　被害のあった村の近くを探して、このネズミの討伐をしに行ったんだけど……見つけて早々にエステルが火の魔法をぶっ放して、一撃で壊滅させやがった。

			　平原にでっかいクレーターを作って、周囲にあった木々を吹き飛ばし、現場はめちゃくちゃな状態に。

			　前回のガチャで排出された【グリモワール『イーラ』】のおかげで火の魔法の威力も上がり、使いたくてウズウズしているみたいだ。

			　北の洞窟内だと、危ないから火の魔法は使えないもんな。だからって依頼行く度にあんな状態にしてたら、俺達が討伐対象にされちまいそうだよ。

			　意見もまとまらず、どうしたものかと頭を悩ませていたのだが……。

			「あのー、もしかしてオークラさんでしょうか？」

			　不意に後ろから声をかけられた。

			「はい？　そうですけど……」

			　振り向くとそこには、青年の男性が一人。

			　急に声をかけてどう……あれ？　この人どこかで会ったような……あっ!?

			「ラ、ラウルさんですか!?」

			「はい、お久しぶりです。覚えていてくださったようで、嬉しい限りです」

			「あはは……すぐ思い出せなくて申し訳ありません」

			「いえいえ、お気になさらず。ノールさんもお元気そうで」

			「私はいつも元気なのでありますよ！」

			　俺がこの世界にやってきて、グリンさんと一緒にいた初めて出会った現地の人だ。あれから一度も会っていなかったけど、まさかこんなところで再会するとは。

			「一緒にいるその子は……」

			「あっ、紹介しますね。この子は同じパーティのエステルです」

			「よろしくね」

			「とても可愛らしい子ですね。私は商人のラウルと申します。よろしくお願いしますね」

			　エステルに手を向けて、ラウルさんに紹介した。彼女はいつもどおりのにこやかな表情で、可愛らしく挨拶をする。あざといなぁ。

			　ラウルさんは笑顔でそれに応えた。エステルスマイル相手に軽く返してくるとは……さすが商人だな。

			「エステルさんは……魔導師、ですよね？」

			「ええ、そうよ」

			　魔導師で冒険者をしている人は少ないって話だから、気になるのだろう。

			　シュティングの冒険者協会に来たばかりの時はよく視線を感じたけど、最近は馴染んだのかだいぶ減ったな。

			「本当に魔導師までいるとは……噂には聞いていましたが、本当に凄すごいパーティみたいですね」

			「えっ……う、噂ですか」

			「はい、オークラ・ヘイハチという冒険者が、Ｂランク冒険者と対決して勝ったこと。スティンガーの甲殻を大量に市場に流しているなど、商人の間ではついこの前までオークラさん達のことで持ち切りでしたよ」

			「あっ、はは……そ、そうでしたか」

			　な、何だと……そんな噂が広がっていたとは。

			　Ｂランクの冒険者とは、以前訳あって対決したディウスのことだ。ディウスの方はわかるけど、スティンガーの甲殻のことまで広がっているなんて……まあ、別に隠したりはしてないから不思議じゃないか。

			　ガンツさん以外の武器屋にも、甲殻やハサミを売りに行っているし。俺達が売り過ぎて、スティンガーの素材の相場がかなり下がったぐらいだ。

			　俺としては魔石集めのおまけ程度だから問題はない。

			　そんなちょっとした会話をしてから、ラウルさんは一呼吸置いて、別の話を切り出してきた。

			「オークラさん、話は変わりますが、よろしかったら私の依頼を受けていただけないでしょうか？」

			「依頼、ですか？」

			「実はこれからシュティングの西にあるスブルクという街まで行く用事があって、護衛をしてくれる方を探していたんですよ。往復していただきたいのですが、どうでしょうか？　報酬は三十五万ギルで考えています」

			　うーむ、護衛依頼か。長くなりそうだけど、どの依頼にするか迷っていたし、マンネリ気味の狩りに少し間を置くのもいいか。

			　それにラウルさんには恩もあるし、あの時のお礼はしておきたい。

			「わかりました。その依頼、引き受けます」

			　さっそく協会にラウルさんが依頼を申請し、俺がその場で引き受ける。そしてお互い準備をするために、今日は解散した。

			　別れた後、エステルがどんな経緯いきさつで知り合ったか教えてほしいと言うので、あの時のことを話しながら移動をすることに。

			「へぇー、そんなことがあったのね」

			「ああ、ラウルさんに出会ってなかったら、あの頃苦労していただろうな」

			「そうでありますね。あそこであの人達に出会えたのは幸運だったのでありますよ」

			　出会わなくてもやっていくことはできたと思うけど、グリンさんとラウルさんに会ったおかげで、よりスムーズにこの世界に馴染むことができたのは間違いない。

			　もし会っていなかったら冒険者協会や素材の買取なんて知らなかったし、お金だってない状態だったはずだ。

			　そう思うと、ノールの言うようにあの出会いは本当に幸運だった。

			「お兄さん達の恩人ってことなら、頑張って護衛をしなくちゃね」

			「私も頑張っちゃうのでありますよ！　エステル、共に気合を入れるのでありますよ！　えい、えい、おー！」

			「おー！」

			「あんまり頑張り過ぎるなよ……」

			　ノールはガッツポーズをしながら叫び、やる気満々だ。そんな彼女に促される形で、エステルも片手で杖を掲げて、キリッとした表情で叫ぶ。

			　やる気になってくれるのはいいんだが、ノール達がやる気を出すと逆に危ない事態になるから不安になるんだけど……大丈夫かな。

			


			◆

			


			　依頼当日。

			　早朝からラウルさんと合流した俺達は、シュティングを出発した。

			　俺とエステルはラウルさんが手綱を取る馬車の荷台に乗せてもらっている。そしてノールはというと……。

			「おーいー！　ノール、本当に大丈夫かー！」

			「だ、大丈夫でー、ありますよー！」

			「よっぽど前に乗った馬車がトラウマになっているのね」

			　俺が後ろを見て叫ぶと、ノールは手を振りながら返事をしてきた。

			　そこそこの速さで走る馬車の後ろを、ノールは走って付いてきている。

			　別にこれは俺が走れとか言った訳じゃなくて、彼女自身が走りたいと言うからこうなっただけだ。

			　前に乗った時に酔ったのがそこまでトラウマになっているとは……前に走った方がいいんじゃないかって思ったけど、まさか本当にやるとは。

			　さすがにどうかと思い、馬を借りることを提案したんだけど……断られた。

			　緊急の依頼じゃなくても、協会に頼んでお金を払えば貸してもらえるみたいなのだが……荷台に乗れないのは自分のせいなので、お金を出してまで気を使ってもらうのは申し訳ないのでありますよ！　と言って、意地でも馬には乗らないと拒んだ。

			　別にお金には余裕があるから良かったのに……変なところで律儀な奴だな。

			「あのー、本当にあのままで平気なんでしょうか？」

			「あー、一応この子に支援魔法をかけてもらっているので、大丈夫だとは思いますが……」

			「見ているこっちが疲れてきそうね」

			　出発してから、ラウルさんが何度も本当にこれでいいのかと聞いてくる。

			　何だったら歩く速度に合わせて進みましょうか、と提案までしてくれたが、ノールが私のせいで遅くなるのは申し訳ないのであります！　と、これも断った。

			　本人がいいと言っていても、見ている方としては何だか胸が痛い。エステルも同じ気分なのか、ノールに支援魔法を途切れないように何度もかけてあげているぐらいだ。

			　俺も後でポーションでもあげるか……。

			　それから日が暮れるまで移動を続け、本日の移動は終了。野営の準備をして、ラウルさんと共に焚たき火を囲み食事をすることに。

			「今回はオークラさん達に頼めて助かりました。最近は何かと物騒で、魔物の被害に遭う商人仲間が結構出ているんですよ」

			「そういえば私達も、ブルンネから王都に行く馬車に乗っている途中、ミノタウロスに襲われました」

			「あれってよくあることなのね」

			　ラウルさんの話を聞いて、初めて馬車に乗った時に、ミノタウロスに襲われたことを思い出した。

			　あの時は他のＣランク冒険者もいたし、既にエステルもいたからそこまで脅威にはならなかったけど。

			　あんなのによく襲われるなんて、長距離の移動は護衛必須じゃないか。

			「最近はそうですけど、前はそんなことはなかったんですよ。魔物の行動が活発になっているみたいで、生息地から離れた場所にも現れることが増えているようです」

			「なるほど……何だか嫌な予兆みたいで怖いですね」

			　生息地から離れたねぇ……そういえば、グリンさんと護衛依頼をした時も変な場所にサイクロプスがいたっけ。

			　異常事態みたいなことがこうも起こっていると、これから何かありそうで怖いな。

			「むふふー、美味しいのでありますよー」

			「あれだけ走ったのに、よく食べられるわね」

			「むしろ走った後だからいつもより美味しく感じるのであります！」

			「本当に呆れるぐらいノールは体力があるのね。少しでもいいから私に分けてほしいわ」

			「でしたら私と毎朝ランニングして、同じぐらい食べるのでありますよ！　そうすれば、このぐらいすぐなれるのであります！」

			「いや、無理だろ」

			　ちょっとシリアスになりつつあった雰囲気をまるで気にせず、ノールがパクパクとご飯を食べて幸せそうにしている。

			　ずっと走っていたというのに、それを感じさせないぐらい元気いっぱいだ。

			「ほ、本当に凄いですねノールさん……」

			「あはは……元気なのが取り柄ですから」

			　俺とラウルさんは苦笑いしつつ、少し和んだムードで会話を続けた。

			


			◆

			


			　シュティングを出発してから二日後。

			　何事もなく進んでいたが、ついに異変が訪れた。

			「ラウルさん！　一旦止まってください！」

			「は、はい！」

			　地図アプリで周囲を確認していると、前方にかなりの数の赤い点が出現した。

			　二十個近くはあるぞ……かなり多い魔物の集団だな。

			「どうかいたしましたか？」

			「こっちに向かってくる魔物がいるみたいです」

			「えっ……ま、魔物ですか！」

			　前方から真っ直ぐ進んでくる赤い点。とても回避できそうにないので、迎撃するために俺達は馬車から降りて待ち構える。

			　少し待つと、遠くの方から徐々に黒い集団がゾクゾクと歩いてきた。ゴブリンよりちょっと大きいサイズで、頭部が犬に似ている魔物だ。

			　全身黒みを帯び、そこそこ長い石で造られた簡素な槍やりを持っている。なんだこいつら？

			「あ、あれはハイコボルトです！」

			　その姿を見てラウルさんが叫んだ。

			　ハイコボルトか……コボルトって聞くとそう強く思えないな。一応ステータスは見ておこう。

			


			


			　ハイコボルト　種族：コボルト

			　レベル▼25　ＨＰ▼３５００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼２５０　防御力▼80　敏びん捷しょう▼50　魔法耐性▼０

			　固有能力【なし】　スキル【なし】

			


			


			　うん、弱い。でも通常のコボルトじゃなくて、いきなりハイコボルトか……待てよ？　こいつ等らもしかして希少種じゃね？

			「よっしゃ！　殺ヤるぞ！　焼き払え、エステル！」

			「えっ、いいの？　ふふふ、任せて！」

			「ちょ、お二人共!?　落ち着くでありますよ！」

			　こんな大量に希少種が出てきたのかと、俺は喜々としてエステルに魔法で攻撃してくれと頼んだ。

			　それを聞いた彼女は、目を輝かせてゴソゴソとバッグから赤い【グリモワール】を取り出して杖を構える。

			　直後、赤い魔法陣がエステルの真上に展開され、いつものあの炎の玉が形成されていく。それがある程度の大きさに膨れ上がってから、彼女は杖をコボルト達に振り向ける。

			　宙で固定されていた玉は射出され、先頭を歩いていたハイコボルトのど真ん中に命中。そして爆発炎上。黒い爆煙がモクモクと空に向かって伸びていく。

			　風が吹いて煙が晴れると、そこには何も残っておらず、いつもどおりの綺麗なクレーターが現れた。

			「ハ、ハイコボルトが一瞬で……こ、これでＤランクですか……」

			　それを見ていたラウルさんは、口を開けて唖然とした表情で固まっている。

			　あっ……やり過ぎたかも。

			　ちなみに、この後スマホを確認したところ魔石は増えていなかった。ハイコボルトは希少種ではなかったみたいだ……残念。

			


			◆

			


			　ハイコボルトの襲撃後、無事スブルクに到着して、荷を下ろしてまた新たな荷を積み、王都へと帰ってきた。

			　帰りは魔物に襲われることなく、スムーズに帰ってこられた。

			　ノールは結局最初から最後まで走っていた……本当に凄いな。

			「護衛していただきありがとうございました。積み込みまで手伝っていただいて、申し訳ありません。オークラさん達には、またお世話になってしまいましたね」

			「いえいえ、こちらこそ前にお世話になりましたので。あの時は本当に助かりましたよ」

			　シュティングへ入った後、ラウルさんは依頼達成の証明書を渡してくれた。

			　依頼とはいえ、ちゃんとお礼ができたみたいで良かったよ。

			「まさかあの時会った方々が、冒険者になってこうしてまた護衛をしてくださるとは思ってもいませんでした。思い返せば、あの時からオークラさんもノールさんもお強かったですね」

			「いえ、私はあの頃は……彼女はあの頃からとても強かったですけど」

			「むふふ、あの頃の大倉殿は、私におんぶしてくれと言ったり情けな──むぐっ!?　や、やめりゅでありまふよー」

			　ノールがニヤニヤしながら言ってきたので、思わず彼女の頬を両手で掴んで引き伸ばしてしまった。

			　確かに、確かにあの頃はそんなこともあったけど……今はもう違う！　……たぶん。

			「あはは、あの時から変わらず仲が良いんですね」

			「うぅ……これは仲が良いと言うのでありますでしょうか？　私、いじめられているのであります」

			「情けないとか言おうとするのが悪いんだろうが」

			　俺とノールのやり取りを見て、ラウルさんは笑った。そういえばあの時もこんなやり取りをしたような……何だか懐かしい気分だ。

			「それでは、オークラさん、ノールさん、エステルさん、お元気で。またお会いする機会がございましたら、よろしくお願いしますね」

			「はい、またお会いしましょう」

			　ラウルさんは頭を下げて一礼し、馬車へと乗り込み馬を進めた。俺も頭を下げ、去っていく彼を見送る。

			　いやー、この世界で初めて出会った人と偶然再会するなんて。こんなこともあるんだな。

			　そんなことを思い出しながらしみじみしていると、ツンツンと服の裾を引っ張られた。見てみると、頬を膨らませて不満そうにしているエステルが。

			「むぅー、私を仲間はずれにして楽しそうに話すなんてずるいわ」

			　エステルがいない頃の話だったせいで、会話に参加できなかったことに怒っているみたいだ。

			「えっ、そ、そういうつもりじゃ……」

			「エステルだって大事な仲間なのであります！　ギュッとしてあげるのでありますよ！」

			「むぐっ……く、苦しい……。き、気持ちは嬉しいけど、離してもらえないかしら……」

			　そんなエステルをノールが抱き締めると、少し強めなのか苦しそうにしている。だが、まんざらでもないのか嬉しそうだ。

			


			◆

			


			「オークラさん、そろそろＣランク昇格依頼を受けてみませんか？」

			　いつもどおり冒険者協会へ行くと、ウィッジさんからこんな提案をされた。

			「えっ、昇格依頼ですか？」

			「はい、Ｄランクになってからどんどん依頼をこなしていますので、そろそろどうでしょうか？　実力もありますし、もうＣランクになってもいい頃合いじゃないかなー、なんて思いまして」

			　下を向きつつ、チラチラと俺の顔色を窺いながらウィッジさんは言う。お誘いをする感じだけど、目からは力強く、なってください！　という意志が込められているように見える。

			　あー、これは上からまた何か言われたのかな？

			「受けさせていただけるのでしたら、やらせていただきますよ」

			「ありがとうございます！　それではさっそく、Ｃランク昇格依頼についてですが……」

			　依頼を受けて昇格するのはＣランクまでだし、ここでＣランクになっておけばもう言われることもないだろう。あとはお偉いさんが会議で決めるみたいだしね。ウィッジさんにはお世話になっているし、肩の荷を下ろしてもらいたいところだ。

			　それにＣなら十分ランクとしては高いから、他の冒険者から絡まれる心配もなくなる。

			　上げる機会がせっかくきたんだし、ここはささっと終わらせてしまおう。

			　そんな訳で、さっそくＣランク昇格依頼の内容を教えてもらった。

			　ミノタウロス十体の討伐。それがＣランク昇格の条件だ。

			　Ｄランクの時は一体倒すだけで良かったのに、いきなり十体か。ここにきて昇格依頼の難易度が上がった気がするな。ある意味指定依頼の最後のランクだし、難しい依頼なのは不思議じゃないけど。

			　場所はブルンネ方面。俺達が襲われたのもあっちの方だったから、リポップゾーンがどこかにあるってことか。あんなのが湧き出すって考えると、物騒な場所だな。

			　まあ既に一度狩っているし、俺達もあの頃より遥かに強くなっているから、あっという間に終わりそうだ。

			


			◆

			


			　到着するとそこは、ボロボロの石造りの壁がいくつも立った廃墟のような場所だった。

			　ブルンネとシュティングを繋ぐ街道から、少し離れた位置だ。この前のミノタウロスはここから出てきていたのか。

			　他の狩場とは違い、石の壁やらで仕切られていて視界が悪い。何でこんな物があるんだろ。

			「へー、この前王都に来る時に遭遇した奴はここから流れてきたのか」

			「少し戦いづらそうな場所ね」

			「一度に複数相手をすると厄介なことになりそうであります。ここは慎重にいくべきでありますよ」

			　見える範囲にいるミノタウロスは五体。鼻息を荒くして、ノシノシと歩いている。相変わらず怖い見た目だな……。

			　ノールの言うように、いつもの調子で突っ込んで倒すのは止めておこう。中に入って何かあった時、壁が邪魔になりそうだ。

			「とりあえず一体ずつ誘導して個別に倒していくか」

			「それじゃあ、私が魔法で誘おびき寄せるわね」

			　今回は遠距離攻撃で一体ずつ釣って、各個撃破していこうと思う。

			　他の個体と離れているミノタウロスに目を付け、さっそくエステルに魔法で攻撃してもらう。

			　被弾したミノタウロスがこっちに向かい雄叫びを上げて走ってきた。前回遭遇した時とは違い、ミノタウロスの体は微量の赤いオーラに包まれている。あれがスキルの突進かな。

			　見事に釣れたミノタウロスを、ノールがまず盾で受け止める。動きが止まったところを、俺がエクスカリバールで攻撃して体を抉えぐっていく。

			　前回のガチャで装備が強化されたおかげか、前とは比べ物にならない速さで腕が動いている。自分でも怖いぐらいだ。

			　俺の攻撃に悲鳴を上げよろけるミノタウロスに、攻撃を受け止めていたノールも攻撃を加え始めて、ミノタウロスはすぐに倒れた。

			「よし、いい感じだな」

			「これなら前回のフロッグマンの方が、めんどくさかったでありますよ」

			「あれはうざかったな……」

			「それに比べると、ミノタウロスは体が大きくて当てやすいからいいわね」

			　ミノタウロスも強いはずなんだけど、フロッグマンと比べるとこっちの方が俺達は楽だ。

			　体がデカイ分、的として攻撃しやすい。その代わり攻撃されたら危ないから、油断せずにいこう。

			　気を引き締め、その後もミノタウロスを釣って隔離しては全員で袋叩きにし、順調に狩りは進んだ。

			　これならすぐに終わるだろう、なんて思っていたのだが……。

			「あら、お兄さん。何だか強そうなのが出てきたわよ」

			「ん？　な、何だあれ……」

			「おお！　体からビリビリしたものが出ていて、強そうでありますよ！」

			　ミノタウロス達が徘徊している壁が沢山ある場所の中から、一体のミノタウロスが歩いてきた。

			　通常のミノタウロスに比べ、小さくて細い体をしているが、筋肉が引き締まっていて強きょう靭じんな肉体に見える。手には石の斧ではなく、鉄製に見える銀色の斧。

			　体からは時折、バチバチと音を鳴らしながら光る、稲妻のようなものが飛び出している。

			　……めっちゃ強そうなんですけど。まずはステータスを見てみよう。

			


			


			　アステリオス　種族：ミノタウロス

			　レベル▼50　ＨＰ▼１０００００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼３０００　防御力▼１５００　敏捷▼１６０　魔法耐性▼40

			　固有能力【雷光】　スキル【突進】

			


			


			　……えっ？　何これ。こんな奴がＣランク昇格依頼の狩場にいるなんておかしいだろ!?

			「こ、こんな奴がいるなんて聞いてないぞ……」

			「どうしたのお兄さん？」

			「そんなに凄いステータスなのでありますか？」

			　ステータスを見ていないエステル達は、俺の反応を見て不思議そうにしている。

			　攻撃力三千もある奴なんて相手にしたくないわ……スキルで攻撃力増す可能性もあるし。

			　よし、ここは逃げよう。説明している暇なんてない。

			「いいから！　とりあえず逃げるぞ！」

			「大倉殿！　もう遅いのであります！　走ってきたのでありますよ！」

			　俺が逃げようと後ろを向くと、ノールが叫んだ。振り返って見てみると、さっきまで歩いていたのにアステリオスが走ってきていた。

			　お、俺が逃げる素振りを見せたからか？　めちゃくちゃ速いぞ！　こりゃもう逃げるのは無理だ……。

			　ミノタウロスよりも濃い赤いオーラを纏まとい、地面を抉りながら猛然と向かってくる。

			「くっそ、足止めするから、エステルは離れろ！　今回はあまり攻撃せずに、支援魔法だけ頼む！」

			「わかったわ。気を付けてねお兄さん、ノール」

			　エステルを後方に逃がし、俺とノールで立ち向かうことにした。

			　もし彼女が攻撃を食らったら致命傷だ。ＨＰが多いから削り切るのに時間がかかるし、下手に攻撃をさせてエステルが標的にされたらまずい。

			　いつもどおりノールに盾役としてあの突進を受け止めてもらい、そこを俺が攻撃して一気に畳みかけよう。

			「き、来た……頼んだぞノール！」

			「任せるのでありま──ぐっ!?　お、重っ!?」

			　徐々に迫ってきていたアステリオスの頭部が、ついにノールの盾とぶつかる。ズドンと鈍い音を立てて、お互い地面に足をめり込ませて競り合う。

			　がんばれ！　ノール超がんばれ！

			「うっ、ぐっ──ぬわー!?」

			「ノール!?」

			　苦しそうな声を出しながら踏ん張っていたノールが、アステリオスが頭を跳ね上げたことにより吹き飛んだ。

			　そして、誇らしげに鼻息を噴出したアステリオスが俺の目の前に立ち、赤い瞳がこっちを睨にらみ付けている。

			　あっ……これやばい。

			　ノールが吹き飛ばされるまさかの出来事に呆ほうけていたが、アステリオスが斧を振り上げたことで俺は正気に戻った。

			　そして振り下ろされた斧を何とか避よけ、反撃として体にエクスカリバールを突き刺すと。

			「あばばばばば!?」

			　アステリオスの体からエクスカリバールを伝わり光が流れてきて、全身が痙けい攣れんして動けなくなった。手を離そうにも体が言うことを聞いてくれない。

			　しかし、アステリオスがまた斧を振り上げた瞬間、流れてきていた光が消えた。それと同時に、体の震えも止まる。

			　だが、まだ光の影響が残っているのか、足がガクガクと震えてその場から動けない。その間にも、アステリオスの斧は振り下ろされて俺に迫ってくる。

			　死んじゃう、俺死んじゃう！

			「大倉殿から、離れるで、ありますよ！」

			　絶体絶命のピンチに、ノールが走ってきてアステリオスの顔面に盾を叩き付けて吹き飛ばした。

			「た、助かった……ありがとう」

			「いいのでありますよ。それより、体の方はどうでありますか」

			「……うん、大丈夫だ。ちゃんと動く。何だったんだあれ……」

			「攻撃する瞬間はあのビリビリがなくなるみたいでありますね。一体だけなのは助かったのでありますよ」

			　あのタイミングで来てくれるとか、ノールさんマジイケメン。

			　それより、どうやらあいつの体は攻撃する時以外、雷光っていう固有能力で電撃のようなものに守られているようだ。

			　攻撃時に消えるとなると、そこに反撃を加えて倒すしかないな。

			　いやー、ノールが言うように単体で助かったよ。これで他のミノタウロスがいたらと思うとゾッとするね。

			「よし、このまま俺達で倒すぞ」

			「了解なのでありますよ！」

			　あの電撃の攻略法もわかったので、俺達はアステリオスへと反撃を開始した。

			　俺がウィンドブレスレットの風属性攻撃で注意を引き付け、攻撃を誘う。

			　そして攻撃をするために斧を振り上げたら全力で逃げ、その隙にノールが後ろから斬りつける。

			　今度はノールをターゲットにし始めるが、同じように攻撃をしようとした瞬間、俺が後ろからエクスカリバールを突き刺す。これを交互に繰り返して地道に体力を削っていく。

			　しばらくしてよろけ始めたところで、俺はポケットに入れていた一枚の紙を取り出して、アステリオスの後頭部に貼り付けた。

			「ノール！　離れろ！」

			「了解でありますよ！」

			　貼り付けた物は、前回のガチャで排出された爆裂券。

			　ノールに離れるように言い、爆発しろと念じる。すると、アステリオスの後頭部が爆発し、よろけた。もう一度爆発させると、今度は地面に転がる。

			　さらにもう一度爆発させると、今度は地面ごと爆発した。おまけに二回爆発させ、アステリオスが倒れていた場所は黒い煙に包まれている。

			　だいぶ弱っていたし、これで倒せたはずだ。なかなか凄い爆発だったな。

			「ふぅ……やったか」

			「大倉殿！　油断しちゃ駄目なのでありますよ！」

			「へ？」

			　ノールの叫ぶ声に反応し、煙の方を見てみると……アステリオスが斧を振り被って、俺に投げようとしている姿が。

			　とっさに鍋の蓋を構え投とう擲てきされた斧を防いだが、踏ん張り切れずに俺は斧に弾き飛ばされた。

			「ァン、ドゥ、ヴエエェェ!?」

			　体に直撃することは避けられたが、吹き飛ばされて地面を二、三回飛び跳ねながら転がった。

			　全身が痛い。物凄く痛い。泣きそうだ。

			「大倉殿ー！　大丈夫でありますかー！」

			「あぁ、ノール……頭がふらふらする」

			「はぁ、無事みたいで良かったのであります。これを飲むのでありますよ」

			　すぐノールが駆け寄ってきて、仰向けに倒れている俺の頭を持ち上げて、自分のバッグから出したポーションを飲ませてくれた。

			「んぐ、ふぅ……ありがとう」

			　助かった……あれ？　ノールがここにいるって、アステリオスはどうしたんだ!?

			「おい！　あいつどうした！」

			「あっ、もう、動いちゃ駄目なのであります！　あれなら、今エステルが処理しているのでありますよ」

			「おいおい、エステルが処理ってやばいだろ!?　早く助けに……あれ？」

			　起き上がろうとしたが、ノールに押さえ付けられた。

			　エステルが処理していると聞いて焦ったが、見てみるとアステリオスには地面から伸びる土が絡みつき四肢を拘束され、身動きが取れなくなっていた。

			「どうなってるんだ、あれ……」

			「大倉殿が攻撃されて、エステルが怒っているのであります……。ノール退どいて、そいつ殺せないって言われたので下がったのでありますよ……」

			　エステルの方を見てみると、全身から紫色のオーラが湧き出している。今まで見たことがないほど、感情のない冷たい表情。ディウスの時とは比べ物にならないほど凄みのある雰囲気だ。

			　ま、まさかスキルを使っているのか!?　エステルがスキルを使うところは初めて見るけど……ノールのスキル発動状態と同じぐらいヤバそう。

			　エステルが杖を振ると、彼女の横辺りに魔法陣が出現した。

			　いつもは赤い魔法陣が紫色になっていて、炎が集まり球体状に圧縮される。

			　通常ならこのまま発射されるのだが、だんだんと炎に紫色が混ざり始めて鮮やかな紅へと変化していく。球体から漏れ出していたフレアもなくなり、炎が球体の中でグルグルと渦のように回る。

			　そんな炎の塊が、いつもの倍以上に大きくなった瞬間、アステリオスに向けて撃ち出された。

			　地面を抉りながら進む炎は、アステリオスの巨体を簡単に飲み込んで、後方にいたミノタウロスも巻き込み、遠くの方まで飛んでいく。その途中、いくつかボロボロの壁も巻き込んでぶっ壊していく……。止めて！　狩場を壊さないで！

			　見えないところまで炎の玉が飛んでいくと、凄まじい爆音が辺りに鳴り響いた。空にはキノコのような形をした煙が上がっている。

			　着弾地点から離れているはずなのに、爆発の余波で熱い風が俺のところまで届いた。

			　な、何て威力してるんだよ……前に水魔法で街を水没させるぐらいはできそうとか言っていたけど、本当にできそうだな……。

			「うっわ……。ノール……エステルは怒らせないようにしような」

			「ど、同意なのでありますよ……」

			　完全にオーバーキルだ。

			　拘束してからこの超火力で吹き飛ばすとか……エステルさん怖過ぎる……。

			　遠くの方でもくもくと上がる煙。着弾地点は一体どうなっているのだろうか。

			　アステリオスも消し飛んで、場に静寂が訪れる。そしてことを終えたエステルが、俺達の方へ歩いてくると。

			「お兄さん」

			「はい！　何でしょうか！」

			「あんまり心配させるようなことしないでね？」

			　倒れている俺の傍そばまで来てエステルはしゃがみ込み、真顔で俺を見つめながら彼女は呟く。いつものからかうような雰囲気はなく、マジで怒っている。

			　その顔を見て、俺は彼女を怒らせてはいけないと心から誓い、ウンウンと首を縦に振った。

			


			◆

			


			　アステリオス討伐を終えた俺達は、シュティングに戻ってきた。帰りはビーコンを設置しておいたので一瞬だ。

			　あの後、一応アステリオスのドロップアイテムは回収しておいた。

			　着弾地点に行ったら、とんでもない大きさのクレーターが出来上がっていたよ……。

			　中央に巻き添えになったミノタウロスの角と一緒に、少し赤みがあるアステリオスの角もあった。斧も落ちていたので回収済みだ。

			「本当にごめんな。でもエステル、怒ったからってスキルは使っちゃ駄目だぞ」

			「ええ……頭に血が上っちゃって。ごめんなさいね」

			「エステル、辛くないでありますか？」

			「大丈夫よ。でも、できたら早めに宿に戻りたいわ」

			　そしてやはりエステルにも、ノールと同じようなスキルによる反動があった。

			　ノールの筋肉痛ほどじゃないが、体内の魔力の扱いが上手くいかないみたいで気分が悪いらしい。

			　だから今日はさっさとプレートを更新して宿に帰ろうと思う。

			　その前に冒険者協会に向かって、さっそくいつものようにウィッジさんのところへ報告にやってきた。

			「すみませんー」

			「あっ、オークラさん。Ｃランク昇格依頼が終わったんですか？　相変わらずお早いですね」

			「はい、あと別の魔物の討伐証明もあるんですけど見てもらえますか？」

			「大丈夫ですよー」

			　討伐証明をしてもらうため、ミノタウロスの角十本とアステリオスの角も一緒に手渡した。

			　あれほど強い魔物だ、さぞ討伐報酬も高いだろう。でもあんなのがいるのなら、事前に教えてほしかったな。

			「はい、それでは！　えーと、ミノタウロスの角が十本と……えっ……これって」

			　手渡したドロップアイテムを確認していたウィッジさんが、アステリオスの角を見た途端、こわばった表情に変わった。

			「ほ、本当にあの場所でこの魔物が出たんですか？」

			「はい？　そうですよ」

			「アステリオスはＢランク複数パーティ推奨の魔物なんです。あの狩場にこの魔物が出るなんて、聞いたことがありませんよ」

			　……はい？　Ｂランク複数だと……それは強い訳だ。

			　それよりも、あの狩場にいないはずの魔物っていうことの方が気になるな。

			「普通はあそこにいない魔物なんですか？」

			「はい、そうなんです。最近、その場所にいるはずのない魔物の目撃報告が相次いでいるんです。魔物が領域内から抜け出してくることも増えているみたいなんですよ」

			　そういえば、この前ラウルさんもそんなこと言ってたな。

			　馬車で王都に向かう途中にいたミノタウロスも、不自然なぐらいに湧き場所と離れた位置にいたし。

			　今回のことと何か関係があるのだろうか。

			「今回の件は申し訳ございませんでした。昇格依頼の狩場にこのような魔物が出現するなんて……私共の調査不足でした。後日改めてお詫びをさせていただきます」

			「そんな大袈裟な」

			「いえ、オークラさん達だったから無事でしたが、他の方々だったらどうなっていたか……。それに協会側から提示した場所ですので、無事だったから良かったで済ます訳にはいきません」

			　……たしかに俺達だったから良かったけど、もし他の冒険者達だったら大変なことになっていたかもな。

			　ウィッジさんもいつもの緩さが消えて、真摯な態度に変わっている。

			　何だか大おお事ごとになりそうで嫌な予感がする……というか最近嫌な予感ばかりしてる気が。

			　その後プレートをＣランクの証である銅のプレートに替えてもらった。

			　ついでに受け取ったアステリオスの討伐報酬は一体で三十万ギルとかなりの高額だった。

			　良い収入にはなるけど、また地面を転がることになりそうだし、もう戦いたくはないな……。

			


			◆

			


			　先にノールとエステルを宿まで送り、俺は一人雑貨屋などにドロップアイテムを売りに行った。

			　最近は毎日少しずつ貯まったアイテムを売りに行っているのだ。

			　一気に持っていくと買い取ってもらえなくなるからな……。

			　今日は地面も転がったし、散々な一日だった……あの攻撃を受けても変形すらしない鍋の蓋には感謝しないと。

			　アイテムも売り終わり、宿に帰って借りている部屋に入ろうと扉を開けた。

			　すると、見慣れない銀髪の女の子がベッドに寝転がっている姿が。手の上に不気味な丸い人形を二体載せて、それを眺めてうっとりしている。

			　……ん？　銀髪……ということは。

			「むふふー、やっぱり可愛いなぁー」

			　あっ、この声……やっぱりノールの中の人か。

			　どうして素顔になっているんだ？　素顔になるのは恥ずかしいとか言っていたはずだが……。

			　とりあえず泣き出されても困るし、このまま扉を閉めて見なかったことにしよう。俺だって自家発電を見られたら恥ずかしいからな！　気持ちはわかるぞ、うん。

			　扉を閉めようとそっと動かす。だが、途中でギギッと鈍い音が鳴った。

			「うん？　──あっ」

			　音に気が付いたノールが扉の方を向いて、彼女の青い瞳が俺の目と合う。やっちゃったぜ。

			「よ、よお……」

			「あっ……あぁ……ぴゃぁぁ!?　な、何でもう帰ってきてるんですかー!?」

			「こっちが驚きたいわ！　何でアイマスクしてないんだよ！　驚かせるな！」

			「逆ギレ!?　り、理不尽ですよ……」

			　固まりながらノールは口をパクパクさせ、息を吸い込んだと思うと、絶叫した。

			　こんな場面に遭遇するなら帰ってこない方が良かったよ……。今度から部屋に入る前にノックしようかな。

			「うぅ……わ、私にだって、たまにはアイマスクを外したい時だってあるんです！」

			「そ、そうか、それは悪かったな。それよりも素顔見られて平気なのか？　普通に話ができるとは思わなかったぞ」

			　ノールは起き上がり、俺の方を見てベッドに座り直した。前と違い、今回は顔を見られても取り乱さず大人しい。ただ若干頬が赤くなっている。

			


			[image: ]

			


			　うーむ、あります、って語尾にないと違和感が凄いな。それと普通に会話ができていることが驚きだ。前は見られた途端泣き出して逃げたというのに……。

			「ふっふー、エステルと慣らすための特訓をした成果ですよ！」

			「そうか……頑張ったんだな」

			「そうですよー！　私頑張りましたよ！」

			　自慢げに胸を張ってノールは言う。若干顔もどやってる。

			　まあ、俺達からしたら素顔なんて当たり前のことだけど、ノールにとっては大きな一歩だ。その調子で普通の時も、素顔のままになれるよう頑張ってほしい。

			「そういえば、エステルはどこに行ったんだ？」

			「今はお風呂に入っていますよ」

			　ということは、エステルはしばらくは戻ってきそうにないな。

			　正直素顔のノールと二人っきりで話すのはドキドキしてくる。

			　普段とのギャップのせいなのだろうか。アイマスクを外すだけでこうも女の子らしくなるなんて。初見だったら、絶対同一人物だってわからないな。

			「それで、ノールは何をしていたんだ？」

			「えへへ、貰ったぬいぐるみを見ていたんです！　いいでしょう？」

			「えっ……ああ、うん」

			　手に持っていた手の平サイズのぬいぐるみを俺に見せ付けるように突き出してきた。

			　いや、いいでしょうとか言われても……。本当にこういうのが好きなんだな。

			「それなら他のもいるか？　爆死したのが貯まってるぞ」

			「え！　本当ですか！」

			「ああ、沢山あっても俺は使い道ないしな。素顔になれる努力をしたご褒美ってことで受け取ってくれ」

			「やったー！　大倉さん大好きですよ！」

			「うおっ!?　な、何してんだ！」

			「あうっ、そ、そんなに必死に拒絶しなくてもいいじゃないですか！」

			　ノールが急に抱き付いてきた。慌てて俺が引き剥はがすと、彼女は眉を八の字にして口を尖とがらせ少し不満そうにしている。

			　やれやれ、普段のノールならいくら抱き付かれようが平気だけど、素顔のままだとドキっとして心臓に悪い。

			　一旦ノールを落ち着かせた後、スマホを取り出してアイテム欄を開き、貯まっていたぬいぐるみを放出した。

			　まん丸いピンクの体に鳥のクチバシが付いた奴や、緑色のイモムシの形をしている物など様々な種類が出てくる。手の平サイズじゃなくて、抱き抱えられるような大きさの物も複数あった。

			　……これ、何のためにガチャに入っているんだろう。ノールが喜んでいるからまだ使い道はあるけど、そうじゃなかったら完全にハズレだよな。

			　あるとしたらこれが好感度アイテムとか……さすがにそれはないか。

			「えへへ、ありがとうございます！」

			「お、おう」

			　ノールは出てきたぬいぐるみを抱き抱えると、はにかんだ笑顔を俺に見せた。

			　うっ、悔しいけどやはり可愛い。もうずっとアイマスク外してほしいぐらいだ。目の保養になる。

			　それに想像していたとおり、表情がコロコロ変わって見ていて面白い。可愛いと評価した相手に対する感想じゃないかもしれないけど。

			「……むっ、そろそろ駄目みたいです」

			　急にノールが声を出し、ビクンと体を震わせた。

			　そしてアイマスクを取り出すと、いつものようにそれを装着する。

			「ふぅ、久々に満喫できたのでありますよ」

			「……お前は一体どうなってるんだ」

			　いつもの状態に戻ったノールを見て、さっきの笑顔を見たときめきが失われていく。

			　返して！　ときめきを返して！

			　時間制限があるとか……まるでどこかの星の戦士だな。

			


			◆

			


			　Ｃランクに昇格してから数日後。

			「大倉殿！　今日は迷宮に行くのであります！」

			　机にバンッ、と手を置いて、ノールがいきなり叫んだ。やけにテンションが高い。

			「急にどうしたんだ？」

			「すっかり忘れていたでありますけど、私達迷宮に行くつもりだったでありましょ？　Ｃランクにも上がったのでありますから、そろそろ行ってもいいと思うのでありますよ！」

			「そうね。王都に来た目的の一つに、迷宮に行くっていうのもあったわね」

			　そういえば、いつの間にか迷宮のことが頭から消えていた。

			　ちょうど迷宮推奨最低ランクのＣになったことだし、一度足を運ぶのも悪くない。

			「よし、なら今日は迷宮に行くとするか」

			「やったのであります！　むふふ、何だか冒険に行くみたいで、楽しみなのであります！」

			「私達の持っている寝巻きも落ちるみたいだし、魔物を狩る楽しみもありそうね」

			　ノールもエステルも未知の場所に行くのが楽しみなのか、嬉しそうにしている。

			　一体どんな場所なのだろうか。ノール達が使っているパジャマが落ちる場所だし、この世界の中でも最高に狂った場所に思える。

			　何で魔物倒してパジャマが落ちるんだよ。どう考えてもおかしいだろ。

			　まあそんなことを思いつつも、俺もノール達と同じく、ちょっとワクワクしているんだけどさ。

			


			◆

			


			　ハジノ迷宮に行くということで、まずは冒険者協会で迷宮の資料を見せてもらった。そのついでにアステリオスの時のお詫びとして、百万ギルをいただいた。少なくて申し訳ありません、なんて言われたけど、こんなに貰っていいのかと逆に驚いたぐらいだ。

			　それから俺達は協会を後にし、迷宮を目指して魔法のカーペットに乗って移動している。

			　協会の資料で得た情報から、今回は十層まで行くことに決まった。それ以上は行けそうでも行かない。

			　どうやら資料で見た情報だと、十層まではスライムしかいないみたいだ。

			　迷宮のスライムは状態異常攻撃をしてくる奴がいるみたいで、解毒剤、火傷やけど薬などを十分持っていくようにと記述されていた。

			　スライムで解毒や火傷って……一体どんなスライムなんだろう。

			　そして五層と十層目には、手て強ごわい魔物が存在するという。特に十層目のは強いみたいで、Ｂランク複数パーティじゃないと戦うのは難しいそうだ。

			　今回はお試しみたいなもんだし、アステリオス並みの魔物なんて相手にしたくない。

			　それにいくらノールとエステルが強いとはいえ、俺達はまだ三人だ。奥まで進むとなると少しだけだが不安が残る。

			　もし奥まで行くとしたら、パーティをあと二、三人増やしてからにしたいな。

			　特に回復ができる神官や、攻撃力の高い相手でも耐えることができる重装鎧辺りがいい。

			　そんなことを考えつつ移動をして、ようやく迷宮がある周辺までやってきた。

			「えーと、たしかこの辺に……おっ、あれか」

			「大きな岩でありますよ」

			「これが迷宮なのかしら？　何だか不気味な入り口ね」

			　大体の位置をウィッジさんから聞いていたので、それに従い周辺を探すと、入り口のような穴が空いた大きな岩を発見。

			　岩の横には看板があって【Ｃランク以上の冒険者推奨。Ｃランク以上でも単独で入ることはお止めください】と書いてある。

			　異様な雰囲気の場所だな……明らかに後から急に付け足されたかのような違和感だ。

			　周りの風景と全く合わない異質さ。この中に最初に入った人は、勇気のある人だったんだろうな。

			「さてと、ここにビーコンを設置しておくか」

			「迷宮内でビーコンは使えるのでありますかね？」

			「どうかしら？　でも、それを確認する意味もあるから、今回の迷宮探索はそれだけでも収穫があるはずよ」

			　中へ入る前に、ビーコンを近くの草むらに隠して設置した。

			　迷宮は地下にあるみたいだから、帰りにビーコンは使えないかもしれない。説明文に、電波が届かないこともあるって書いてあったしな。ある意味どうなるのか実験も兼ねての迷宮探索だ。

			　準備も整い、意を決して俺達は迷宮に足を踏み入れた。

			「意外と明るいんだな」

			「壁が発光しているみたいなのでありますよ」

			「北の洞窟と違って、ここは周囲の壁や地面が全部、魔素を含んで発光しているのね」

			　中へ入ると、まず初めは下の方へと続く緩やかな坂道だった。

			　地下にあるのなら勿論明かりもないはずなのだが、周りの壁全体が緑色に発光していて視界は悪くない。

			　辺りをキョロキョロと観察しながら一本道を歩いていると、ある程度の大きさの広間へと出た。

			「むっ、さっそく魔物でありますよ」

			　そこには緑色の丸い生物がいた。ズリズリと動く度に、全身がぷるんぷるんと震えている。

			　まるで液体で出来ていそうな体だ。中央には白い玉が浮かんでいる。

			　その生物が通った道は、発光が失われてただの石のようになっていた。この壁に含まれている魔素を、こいつらは食べているのか？　それにしても……来る前から資料でわかっていたけど、やっぱりスライムって弱そうだな。

			　よく最弱の敵として出てくるイメージが強いし、実際、今目の前にいる奴なんて、軽く蹴飛ばしただけでも倒せそうだ。それにあの体じゃ、攻撃されたってダメージなんてなさそうだ。

			「この程度なら俺でも軽く捻ひねれそうだな。たまには俺が最初に倒して──」

			　いつもはノールに先行してもらったり、エステルに魔法で倒してもらっているから、たまには俺が一番槍を務めよう。

			　そう思ってエクスカリバールを構え、スライムに襲いかかろうとしたのだが……ノールに肩を掴まれ、止められた。

			「大倉殿、待つであります。見た目に騙だまされてはいけないのでありますよ」

			「おいおい、スライムだぞ？　そんなに警戒する必要ないだろ」

			「そうやって油断するのは駄目でありますよ。ここは最低でもＣランク推奨の場所でありますから、パッと見て弱そうな魔物でも注意するべきなのであります」

			　うーん、考え過ぎな気もするけど……言われるとたしかに今のは迂う闊かつだったかもしれない。

			　エステルの方も見てみると、ノールに同意するように頷うなずいていた。

			「そうね。ノールの言うとおりだと思うわ。協会で見た資料だと、たしか一層目の魔物はアシッドスライムだったかしら。溶ける液体を飛ばすみたいだから下手に近づかない方がいいわよ」

			「えっ、溶けるの？」

			「そう資料には書いてあったけど……お兄さん、一緒に読んだはずなのに確認しなかったの？」

			「うっ、い、いや……魔物の種類が見られればいいやって思って詳細まで見てなかったわ……。どうせステータスアプリで見られると思ってたし」

			「全く、しょうがないわね。ノールだってちゃんと読んでいたのに、お兄さんがそれじゃ駄目じゃない。ね、ノール」

			「えっ……じ、実は私も、どんな魔物がいるのか別のページを見ていて、スライムのことは見ていなかったのであります……」

			　頬に手を当てて眉を寄せていたエステルが、ノールの言葉を聞いてそのまま固まっている。

			　重要な部分をちゃんと見ていたのはエステルだけなのか……スライムって単語が目に入った瞬間、まあどうせスライムだしー、って魔物自体の説明まで読み込んでいなかった。

			　しかしこの目の前にいるスライム、溶ける攻撃をしてくるとか凶悪だな……。もしかしてこいつの体、全部その液体なのか？　詳細はエステルから聞いたけど、念のためステータスを見ておこう。

			


			


			　アシッドスライム　種族：スライム

			　レベル▼30　ＨＰ▼７０００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼３００　防御力▼50　敏捷▼５　魔法耐性▼０

			　固有能力【強酸】　スキル【噴出】

			


			


			　強酸なんて固有能力、ＧＣにはなかった。

			　ステータスを見れはするけど、ＧＣになかった能力などはどんなものか俺にはわからない。

			　もし強酸が防御無視とかだったら、迂闊に近寄るのは危ないな……。

			「……こいつ、この見た目で固有能力持ちなのか」

			「今回は事前に情報があったからいいけど、初めて見る魔物は注意しないと駄目よ。お兄さん、気を引き締めてね。……あと、二人共ちゃんと資料は読むこと」

			「本当に申し訳ありませんでした！」

			「申し訳ないのであります！」

			　エステルに怒られた俺とノールは、素直に頭を下げた。

			　どんな時でも油断せず、注意深く進んで魔物に対処する。純粋な強さだけじゃなくて、そういう注意力も冒険者としては必要ってことなのか。だからこそ迷宮は最低Ｃランクになっているんだな。

			　……俺、完全にアウトかも。

			　事前に情報があるのに疎おろそかにしていたから、これからは注意しないとな。エステルがしっかりしていて助かったぞ。

			　スライムは結局、エステルの魔法で遠距離から処理し、先に進むことになった。

			　結構な数を倒したが、今のところは倒してもスライムの素材以外は落ちていない。落ちた物は白い玉だけだ。パジャマみたいな物はなかなか落ちないのかも。

			　一層の奥の方まで着くと、また入り口と同じように下へ行く緩やかな坂があった。

			　先へと進んで今度は二層。いるのは同じようなスライムだったが、今度は紫色だ。

			「これはヴェノムスライムね。毒を持っているから注意して」

			「おっかないスライムばかりだな……まあ俺とノールは状態異常無効があるから平気だけどな。エステルはできるだけ俺達を盾にしながら進むんだぞ」

			「そうでありますね。エステルが状態異常を食らったら危ないのでありますよ」

			「ふふ、二人共ありがとう。とりあえず、あのスライムは倒してしまいましょうか。毒物は消毒しなくちゃね」

			　エステルは微笑みながら可愛らしくえい、と呟いてピンポイントでヴェノムスライムを火の魔法で爆破させた。液体一滴すら残さず消し飛んでいる。

			　状態異常持ちでも、エステル相手だと遠距離から始末されてあまり脅威を感じないな……。

			　それからさらに進んで三層に入ると、今度は透明なスライムが出てきた。

			　これはスタンスライム。固有能力は気絶で、攻撃を食らうと動けなくなるらしい。

			　そのスライムを倒すと、ノールが何かを発見したのか声を上げた。

			「おぉ!?　大倉殿！　ついに落ちたでありますよ！」

			　ノールがドロップアイテムを拾いに駆け寄っていく。そして何かを嬉しそうに抱き抱えて戻ってきたのだが……。

			「おっ、どれど……何だそれ」

			「あら、ぬいぐるみじゃない」

			「むふふ、可愛いのでありますよ！」

			　その腕の中にあった物は、ガチャから出てくる潰れたまんじゅうに似た、青いぬいぐるみだった。

			　本当にこんな物が落ちるんだな……まるで関連性がないじゃないか。

			　まあノールが喜んでいるからいいだろう。

			　ぬいぐるみをバッグに仕舞って先へと進み続け、ついに三層目も終わって四層目に突入。

			　そしてそこにも当然スライムがいたのだが……全身がめっちゃ燃え上がっているスライムが現れた。

			　燃えているけど他のスライムと同じように、赤い透き通った液体で形成されている。

			「凄く燃えているのでありますよ！」

			「あれはヒートスライムね。資料には、俺に触ると火傷をするぜ！　って書いてあったわよ」

			「まあ、あれに触ったら火傷するだろうな……」

			　説明されなくても、明らかに火傷しそうだってわかる。でも火傷は状態異常扱いなのか気になるな。もしあのスライムに触ったら火傷するのか無効になるのか……いや、火傷したくないから触る気はないけどさ。

			　それにしても……この迷宮やばいな。スライムばかりだけど、最初から状態異常満載で完全に殺しにきている。Ｃランクでも準備せずに入ったら、スライム相手に全滅しても不思議じゃないぞ。

			　エステルを中心に俺とノールで守りながら進んで、倒す時はエステルの魔法頼りだ。

			　状態異常無効があるとはいえ、わざわざ危険を冒して近接攻撃しようとは思えない。

			　そして四層も突破し、ついに強敵のいるという五層。

			　上の階層みたいにスライムがあっちこっちにおらず、広場に出るとぽつんと一匹の銀色に近いまん丸のスライムがいた。

			「おっ、こいつは経験値が高そうだな」

			「ずいぶんと硬そうなスライムでありますよ」

			「これはスチールスライムね。体が凄く硬いらしいわよ。普通は相手にせず、そのまま無視して進むみたい」

			　これはＲＰＧ系に出てくるレアなスライムじゃないか？　倒すとかなりの経験値が貰えるけど、すぐ逃げちゃう奴。

			　そう思ったが、エステルが言うには逆にこいつから冒険者が逃げるらしい。

			　鉄のような見た目だし、スティンガーみたいに硬いのかな？　とりあえずステータスを見てみようか。

			


			


			　スチールスライム　種族：スライム

			　レベル▼40　ＨＰ▼２０００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼７００　防御力▼３０００　敏捷▼60　魔法耐性▼０

			　固有能力【なし】　スキル【変態】

			


			


			　変態……もしかして、このスライムは体の形を自由に変えられるのか？　液体金属みたいな奴だな。

			　エステルがいるから、俺達なら問題なく倒せそうだ。何か良い物落としそうだし倒しておくか。

			　そう危機感なく倒すべきかと考えていると、目の前のスライムが突然動き出した。

			　少し離れた位置にいたスライムの体が変形し、針のように鋭く細い状態で俺の方へと向かってくる。かなり速い。

			「うおっ!?」

			「大倉殿！」

			　あまりの速さに俺は反応できなかったが、その前にノールが割り込んで盾で防いだ。

			　い、いきなりあんな風に攻撃してくるとは思わなかった……。ノールがいなかったら、直撃していたかもしれない。

			「ノール、助かった……」

			「いいのでありますよ。それでどうするでありますか」

			　スライムは一瞬にして体を元に戻し、今度は壁に攻撃を撃ち込んですぐに体を縮めて移動している。

			　あの速さだと、攻撃する際に少し遅れが出るエステルじゃ当てるのは厳しそうだ。

			　火の魔法で広範囲を爆破すれば巻き込めそうだが、壁で囲まれたこの地下空間だと俺達まで巻き込まれる。

			　体を変えているのはスキルだから、俺のスカルリングで封じてからエステルの魔法で倒そう。

			「ノール、あいつの攻撃を防いでくれ。受け止めたところで俺が攻撃して、スキルを封じる」

			「了解であります！」

			　エステルの前に俺達は立ち、スライムが彼女の方へ行かないようにする。

			　最初はノールがあいつの対象になっていたみたいで、攻撃はほぼ彼女へと集中していた。

			　そこであいつが伸びて攻撃をしたところで、俺がエクスカリバールを振って攻撃を当てる。

			　すると今度は俺が対象になるが、ノールが滑り込んで盾で弾き返す。

			　それを繰り返していき、しばらくして俺の攻撃を何回も食らったスライムが元の丸い体に戻って動きが止まった。

			　ようやくスキル封印が発動したのか。

			「よし、エステル。あいつに魔法を撃ってくれ」

			「ええ、任せて」

			　そして動きが止まったスライムを、エステルに魔法で攻撃させた。

			　ＨＰが低く魔法耐性もないスライムは、エステルの魔法で一撃だ。

			　消滅した場所には銀色の玉と鉄のような素材で出来たブーツ。おっ、これもレアドロップって奴か？

			「五層目でこれかよ……。十層目の奴はどんだけ強いんだろ……帰らない？」

			「駄目でありますよ！　せめて見るだけ見に行くのであります！」

			「そうね。今後また潜るかもしれないんだから、見に行くだけ行きましょうよ」

			　まさか五層目でこんな魔物が出てくるなんてな……。

			　正直もう帰ろうかなと思ったが、ノール達は行きたいと言う。

			　そうだな。資料で見るだけじゃわからないこともあるし、見るだけ見に行こうか。

			


			◆

			


			　スチールスライムがいた五層を突破し、十層を目指して先を進む。

			　六層、七層、八層と相変わらずスライムだったが、スチールスライムほど苦戦するのはいなかった。

			　そして到達した九層目。

			「エステル、あのスライムは何だ？」

			　到着して早々に、真っ黒な体をしたスライムとご対面した。相変わらずぷるぷると揺れる体をしているが、他のスライムと違い体に赤いドクロマークに見えるものが入っていて、それも動きに合わせて形がぶれている。

			　何だよこのあからさまにヤバそうなスライム。事前に情報を知らなくても警戒する見た目だぞ。

			「これはボンバースライムね。近づいたり刺激を与えたりすると爆発するみたい」

			「ば、爆発!?」

			「それは物騒でありますよ……」

			　爆発だと……もはや何でもありだな、スライム。俺が最初に抱いていたスライムのイメージが完全に崩壊している。

			　徘徊しているボンバースライムに気が付かれないように、俺達は慎重に進み始めた。

			　そしてある程度進むことはできたのだが……そこで問題が発生。

			「うーん、ちょっと数が多いな。どのぐらい近づいたら爆発するのかわからないし、先に遠くから倒しておくか」

			　あっちこっちにボンバースライムが徘徊していて、先に進もうにも倒さなければ爆発範囲に入ってしまいそうだった。

			　どの程度近づくと爆発するのかわからないし、ここは安全策を取るべきだろう。

			　まあ、やることは他のスライムと変わらず、エステルの魔法で処理するだけだけどさ。

			「そうでありますね。エステル、お願いするのであります！」

			「そうね。それじゃあさっそく……えい！」

			　少し離れたところにいるボンバースライムに向かって、エステルがかけ声と共に杖を振る。魔法陣が彼女の横に現れて、ポンッ、という音だけがして何も出てこない。

			　これは……風魔法か？　火の魔法だと爆発が広がりそうだから、無難に風にしたのか。

			　不可視の風がスライムにぶつかったのか、スライムは軽く弾き飛ばされると、黒い体が発光して爆発した。そこまで凄い爆発ではないが、至近距離で爆破されたらかなりダメージを受けそうだ。

			　これで安心して進めるぞ！　っと思ったのだが……また爆発音が響いた。何事かと前を見ると、周囲にいたボンバースライムまで誘爆しているみたいで、次々と爆発がスライムを伝わりこっちに向かってくる。

			「こ、これやばいって！　い、一旦逃げるぞ！」

			「れ、連鎖してどんどん爆発しているのでありますぅー！」

			「ご、ごめんなさい。風魔法で飛ばしたせいで、他のスライムに爆発が届いちゃったみたい」

			「もう爆発しちまってるし気にするな！　さっさと逃げるぞ！」

			「きゃぁ!?　お、お兄さん……」

			　申し訳なさそうに謝るエステルを抱き抱えて、走って九層目の入り口まで逃げ帰る。

			　何とか爆発に巻き込まれることなくこの階層から脱出し、八層と九層の間で爆発音が鳴り止むのを待つ。

			　しばらくしてようやく音がしなくなったので戻ってみると、黒い煙が漂い、黒焦げの何かが散乱した変わり果てた九層目の姿が。

			　ボンバースライムは連鎖爆発したせいか、一体も姿が見当たらない。落ちている物が何か確認してみると、それは服のようなものだった。

			　爆発に巻き込まれたのか……。ここでボンバースライムを連鎖爆発して狩ればドロップアイテムうはうは！　なんて少し考えたけど……これじゃ無理そうだな。

			　そんなちょっとしたアクシデントに見舞われながらも、ボンバースライムがいなくなった九層目を進み、ようやく十層目に足を踏み入れた。

			「何だこれ？」

			「矢印が書いてあるのでありますよ」

			　今度は何が来るのかと待ち構えていたが、入ってすぐ目に入った物は、石の台座。上にはルーレットのような物が置かれている。

			　真ん中には針があって、回転するようになっているようだ。その針がある台には上下左右を向いた矢印が書かれていた。さらに、あからさまに押して！　と、主張しているかのような赤いボタンまである。

			「これを押せってことなのか？」

			「えーと、たしか……十層目はこれを回してランダムに進んでいくみたいよ」

			「えっ……何それ」

			「面白そうでありますね！　早く押してみるのでありますよ！」

			　うん、意味がわからない。何でこんな装置があるんだよ！

			　……まあ、この世界がおかしいのは今に始まったことじゃないし、気にしたら負けか。

			　俺達が来た道以外には、進める場所がない。部屋は四角く、後ろの入り口以外の三方向は壁だ。

			　どうなっているのか近づいて壁をよーく見てみると、俺の頭より少し高い位置に、うっすらと線があった。

			　つまり……これを回して止まった矢印の方向が、開く仕組みになっているのか？　なんてめんどくさいんだ。

			「それじゃあ、押すぞ。何かあったら怖いから、ノール達は警戒しておいてくれ」

			「了解でありますよ」

			「ええ、任せて」

			　正直あまり押したくはないが、先に進むためには仕方がない。

			　何かあった時に備えて、ノール達に警戒してもらいながらボタンを押した。

			　するとルーレットが回り出し、右の矢印へと止まる。

			　矢印が止まった瞬間、右側の壁からゴゴゴと音がし始め、真ん中の部分の壁が下へと動いて道が出てきた。

			「どういう仕組みなんだよ……」

			「さすがは迷宮でありますよ！」

			「そうね。どういう仕組みなのか、ちょっと興味深いわ」

			　さすがは迷宮！　で片付く話なのだろうか……一体どうなっているんだ、ここ。

			　とりあえず道が出てきたので先へ進むことにした。

			　もちろん道に入る前に十分警戒をする。この迷宮に来てから、予想外のことばかり起きているからだ。

			　上からスライムが落ちてきたり、爆発したスライムが連鎖爆発をしたりなどなど……酷ひどい目に遭った。

			　敵がいないかよく確認して開いた場所に入ると、また同じような台座とルーレットが。

			「またなのか!?」

			「ここでも運が試されるのね。お兄さんで大丈夫かしら」

			「大倉殿、頑張ってくださいであります！」

			　おいおい、どうして運ゲーをやらされないといけないんだ……。

			　ノール達は俺を見ながら、とても不安そうにしている。

			　くっ、なぜか俺が回すことが確定しているが、不安そうにされるのは悔しいぞ！

			　その勢いでルーレットを回すと、今度は上。さっきと同じように、前方にある壁の真ん中が動き出して道が出てきた。

			　警戒しながら次の部屋に入ってみると、三層目にいたスタンスライムが四体いた。前の部屋と同じように台座とルーレットもある。

			「むっ、敵か」

			「上の階層にいたスライムなのでありますね」

			　敵がいる部屋も存在するようだ。やはり警戒しておいて正解だったようだな。

			　スライムを処理し、ルーレットを再び回す。今度は左だ。次の部屋に進むと、同じルーレットの台座と宝箱があった。

			「おっ、宝箱じゃん！　……何で宝箱なんてあるんだ」

			「ふふ、いいじゃない。お宝よ」

			「中身を見てみるのでありますよ！」

			「待て待て、罠かもしれないから慎重にいこう」

			　警戒しながら開いてみると、中には綺麗な宝石が付いた首飾りが入っていた。

			「あら、本当にお宝じゃない」

			「こんな宝箱まであるなんて、迷宮って凄いでありますね！」

			「いやぁ……そうなんだけどさ……。どうしてこんなものがあるんだ……」

			「細かいことは気にしちゃ駄目よ」

			　わざわざこんな場所に宝箱を置く人間なんているとは思えないし、どうなっているのだろうか。まあ、ノール達が喜んでいるし、今更気にしてもな……高く売れそうだからありがたく頂戴しておこう。

			　もやもやしつつもまたルーレットを回して先へと進むと、今度はルーレットすらない部屋が出てきた。

			「あれ、行き止まりか？」

			「そうみたいでありますね」

			「ハズレの部屋なのかしら？」

			「そうみたいだなー。でも念のため部屋の中を調べてみるか」

			「そうね。もしかしたらハズレに見せて、何か隠し要素があるかもしれないものね」

			　この迷宮のことだから、ハズレに見せかけて壁の一部が開きます、とかありそうだしな。

			　罠がある可能性もあるので、慎重に部屋の奥へと進んでいく。そして、部屋の中央辺りを通り過ぎた瞬間、ドンッ、と後ろから音がした。

			「うお!?　な、何だ!?」

			「い、入り口が閉まっているのであります！　大倉殿、エステル！　集まるのでありますよ！」

			「魔素がこの部屋に集中しているわ！　注意して！」

			　振り返ると入り口が閉まっていた。さらに壁の輝きが増し始めて、これから何かが起こる雰囲気が。

			　何が起きても対応できるよう、俺達は武器を構えて全員背中合わせになり全体を見渡せるようにする。

			　部屋の輝きはどんどん増していき、目を手で覆いたくなるぐらいになると──目の前の景色が急に変わった。

			「あれ……ここ、この階層の入り口か？」

			「どうやら戻されたみたいなのであります」

			「間違った場所に行くと、強制的に戻されるのね」

			　何が起きたのか辺りを確認すると、そこは十層目の入り口だった。

			　警戒していたのに、入り口に戻されるだけなのは何だか拍子抜けだな。……まあ、危険な罠じゃなくて助かったけど。

			　でも、この程度なら突破するのも楽勝だろう。強い敵がわんさかいるよりは全然マシだ。

			　とりあえず、この階にいるというボス的存在の確認だけでもしに行かないとな。

			


			◆

			


			「もうやだぁ……何、何なのこの階層！」

			「うぅ……これで何回目なのでありますか」

			「四十回目になるわね」

			　あれからルーレットを回して進むこと四十回。俺達は入り口の前へとまた戻された。

			　明確な敵がいる訳でもなく、ただひたすらルーレットを回すことを強いられる。最初は楽観的に思っていたが、回数が増すにつれだんだん辛くなってきた。過剰なストレスって奴だ。

			　これほどの苦痛が今まであっただろうか？　誰だ、楽勝そうだと思った奴、ふざけるな！

			　試しに一度回したルーレットを再度回そうとしてみたが、ボタンが押し込まれた状態で固定されて押すことはできなかった。

			　不正は許されないということか……この迷宮作った奴出てこい！　出てきて実際にこれやってみやがれ！

			　もう帰りたくなってきたけど、このまま最後まで到達できないのも悔しい。

			　そこでこの平へい八はちは閃いた。まともに進めないなら自分で道を作り出せばいいじゃないかと。

			「エステル、あの壁壊せないか？」

			「あら、物騒な発想をするのねお兄さん。せっかくの迷路なのに無粋だわ」

			「そうでありますよー。苦労して達成するからこそ、終わった後に達成感を味わえるのであります。ズルをしちゃ駄目でありますよ！」

			「うるせぇー！　俺はもうプッツンしてるんだ！　それ以上何か言ったらほっぺををこねくり回すぞ！」

			「い、いやんであります！」

			　手をわきわきと動かしてノールに迫ると、頬を押さえ彼女は距離を取った。

			　達成感？　そんなものはどうでもいい！

			　エステルの言うように迷路を破壊して進むなんて、確かに卑劣な手段かもしれない。でも、こんなのを作る奴が悪いんだ。俺は悪くない。

			　道というのは与えられるものではなく、自分で作るものなんだ！　だから俺は壁を破壊して道を作り出したい！

			「このままじゃ埒らちが明かないからさ……エステル、頼む！」

			「もう、しょうがないんだから」

			　手を頬に当て困った様な表情をしていたが、エステルは了承してくれた。

			　壁からできるだけ距離を置いて、爆風とその際に飛んでくる破片を警戒して俺とノールで鍋の蓋と盾を構える。

			　バッグからグリモワールを取り出したエステルは、火の玉を作り出して壁に撃ち込み始めた。

			　壁に着弾すると凄まじい轟ごう音おんと共に爆炎が広がる。これほどの爆発だ、間違いなく壁も破壊されただろう。

			　そして煙が晴れると、爆発により破壊された穴が──なかった。

			　現れたのはさっきと変わらずに光り輝く壁。まるでダメージがない。

			「あら……かすり傷一つないだなんて……ちょっと悔しいわ」

			「あの強度、大倉殿みたいな人は想定済みなのでありますね」

			　くっ、完全に行動が読まれている。破壊することもできないのか……。

			　これじゃあもう先へ進むのはかなり厳しくなってくるな。自分で進むのならまだしも、ランダムにしか進めないのは辛いわ。攻略する前に俺の胃に穴が空きそう。

			「よし、次戻されたら帰ろう」

			「帰るのでありますか？」

			「ああ、もうだいぶ時間も経っているしな」

			「それもそうね」

			　迷宮に入って既に数時間は経過している。疲れてきたし、そろそろ帰らないと外も暗くなるだろう。それに、このままこの階層を進むのも馬鹿らしい。

			　既に目的の十階層には到達したんだから、迷宮探索は一旦終わりでもいいかな。

			　そんな訳で、最後のルーレットを回し始めた。

			　最初は左、次は右、途中スライムなどと遭遇しながら進んでいく。

			　諦め気味に進んでいたのだが、数回ルーレットをやり辿たどり着いた先は、今までと違い鉄で出来ているであろう大きな扉がある部屋。

			　まさにボス部屋の扉という感じ。ようやくこの階層の最深部だと思われる場所に出た。

			「よっしゃ！　ルーレット突破！　やったぜ！」

			「ようやく、ようやく私達は辿り着いたのでありますね！　長かったのでありますよ！」

			「もう、お兄さんもノールも、ただ最深部に到達しただけなのにはしゃぎ過ぎよ。……私も嬉しいけどね」

			　俺がガッツポーズをして喜ぶと、ノールも同じように飛び跳ねて喜んでいる。嬉し過ぎてついノールと一緒にイエイ！　と叫んでハイタッチまでしてしまった。

			　エステルはいつものように頬に手を添えて俺達に注意しているけど、彼女も嬉しいのか穏やかな微笑を浮かべている。

			　四十一回も挑戦してようやくだからな……そりゃ誰だって嬉しい。代わり映えのない場所を一体何時間彷徨さまよっていたのだろうか。

			「さて、ここまで苦労して来たんだ。じっくりとこの階層の主とやらを拝んでやろうじゃあないか」

			「そうでありますね。今宵のレギ・エリトラはスライムに飢えているのでありますよ！　殺ったるであります！」

			「半分八つ当たりじゃない……。でも私も正直ムカッとしたから、お礼にここの階層主に魔法をご馳走してあげたいわね」

			　むふふふふ、と小さく笑いながら、ノールは両手で剣を握り締めて物騒なことを言っている。

			　エステルは影のある笑みを浮かべて、杖とグリモワールを持ってやる気満々なご様子。半分じゃなくて、完全に八つ当たりだと思うんですがそれは……。

			「おふざけはここまでにして、真面目にどうするか考えよう。ここの階層主はどんなスライムなんだ？」

			「えっと、たしか名前はアウルムスライムだったかしら。全身金色の大きなスライムみたい」

			「Ｂランク複数パーティ推奨でありましたっけ？　アステリオスと同じでありますね」

			「うげ、そうだったな……。戦うかどうかはステータスを見て決めようか」

			　ストレスで殺る気満々になっていたけど、Ｂランク複数パーティで討伐するような魔物だってことを思い出して頭が冷えた。

			　ステータスアプリで詳細が見られるんだから、まずは扉を少し開けてチラ見をしながらステータスの確認をしよう。

			　ゲームとかなら扉を開けたらもう後戻りできずに強制的に戦闘だが、こういうことができるのは実に助かる。

			　扉を開け隙間から中を覗くと、そこにはエステルが言ったように金色のスライムがいた。大きさはサイクロプスほどだろうか。幅がある分こっちの方が迫力がある。

			　ス、ステータスはどんなもんなんだろう……。

			


			


			　アウルムスライム　種族：スライム

			　レベル▼60　ＨＰ▼１５００００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼３８００　防御力▼３０００　敏捷▼20　魔法耐性▼60

			　固有能力【黄金の輝き】　スキル【威張り散らす】

			


			


			　……うわぁ、強い。アステリオス並みどころか、それ以上だぞ。それと固有能力とスキルは両方とも俺の知らないものだ。

			　これは確かにＢランク複数パーティとかじゃないと倒すのは厳しいな。十層でこれとか、この迷宮難易度高過ぎない？　入るのに冒険者協会が最低基準を設ける訳だ。

			「大倉殿ー、私にも見せてほしいのでありますよー。どのぐらい大きいのでありますか」

			「凄く……大きいです。ほら、ノールも見てみろよ」

			「どれどれ……おぉ!?　ほ、本当に大きいでありますね」

			「私にも見せて頂戴」

			「どうぞでありますよ」

			「あら……凄い迫力のあるスライムね」

			　俺の後ろで見たがっていたノール達も、その姿を確認して驚いている。

			　いやー、まさかこれほどのスライムとは……こんなの見たら誰だって驚くわ。金色ってだけで何だか特別感があって威圧される。

			「お兄さん、ステータスはどうなの？」

			「こんな感じだぞ。アステリオスよりも全体的にステータスが高い」

			「これはなかなか……下手に相手をするべき魔物じゃないでありますね」

			「エステル、資料には何か他に情報はないのか？　このスキルと固有能力がどんなのかわからないんだ」

			「んー、たしか全身が眩まぶしく輝くって書いてあったわね。スキルだと思うようなことは……なかったはずよ」

			「そうか……」

			　光るのは固有能力だと思うけど、スキルの方が何かわからない……。ステータス自体かなり高いし、今戦うのはよろしくないな。

			　迷宮内だからアステリオスの時と違って場所が狭い。もしエステルに攻撃が当たりでもしたらと思うと……。

			　部屋の外から遠距離で攻撃することも考えたけど、詳細不明のスキルがあるから迂闊に手を出すべきじゃない。藪やぶを突つついて蛇を出すって奴だ。

			「今回は様子見で来たんだし、ここで引き返しましょうよ」

			「そうでありますね。少し悔しいでありますが、安全第一なのでありますよ」

			「そうだな。ルーレットを突破した時点で満足したし、ここで無理してあのスライムを倒しにいく必要もないだろう」

			　俺の考えを察したのか、エステルが引き返そうと提案した。

			　さっきまで張り切っていたノールもそれに納得しているのか頷いている。

			　迷宮という何が起こるかわからない場所で、無理をしてまで戦うべきじゃない。

			　もしここを安全に突破するのなら、もっとレベルを上げてステータスを向上しないと駄目だろうな。それとガチャを回して、さらに仲間を増やすことも考えなければ。

			


			◆

			


			「ふぅ……今日は疲れたな」

			「そうでありますね。中にいると時間の感覚がわかりづらいのでありますよ」

			「思っていたよりもずいぶん長く中にいたわね」

			　迷宮探索を終え、俺達は宿へ帰ってきた。

			　あの後ビーコンで迷宮内から一気に抜け出そうとしたんだけど、選択した途端【使用できません】と表示された。

			　予想はしていたけど、やっぱり電波が届かなかったみたいだ。

			　仕方がないので、また入り口まで長い時間をかけて戻ると、外に出る頃にはもう日も落ちて辺りは真っ暗闇。

			　そこからビーコンで無事その日のうちにシュティングまで帰ってくることができた。ビーコンがなかったら野宿だったぞ。

			「それにしても、想像以上に迷宮の難易度高かったな。最後のスライムなんて戦う気すら起きなかった」

			「最低でもＣランク以上っていうのも頷けるのでありますよ」

			「そうね。ちょっと迷宮を甘く見ていたかもしれないわね」

			　初めて入った迷宮探索、結果は何とも言えない感じだ。

			　想像以上に殺しに来ている魔物の多さ、いつも以上に精神的に疲れた。

			　上の階層であるスライムですらあれじゃ、まだまだ今の俺達じゃ奥へ進むのは危険だろう。

			　そもそも過去に四十階層に到達した人達は、Ａランク冒険者の複数パーティって話だし、三人しかいない俺達じゃ無謀なんてもんじゃない。

			「まだまだ迷宮に行くには、色々と足りなかったようだな。やはりあれをやる必要があるか……」

			「……まさか、またガチャをするつもりなのでありますか」

			「んー、まあそうなるんだけどなぁ」

			「あら、お兄さんにしては乗り気じゃないのね」

			　俺自身も色々と足りない部分があるとは思うが、それとは別に違う問題も出てきた。

			　雑ざ魚こ相手ならば、今でも俺達は十分と言えるぐらいには戦える。しかし、今回最後に遭遇したアウルムスライム。あれを倒すとなると戦力的に足りない。

			　なのでガチャでそれを補おうとは思うのだが……。

			「いや、ガチャを回せることは乗り気なんだがね。だけどもしパーティを強化するのなら、特定の職業の仲間が欲しくてさ」

			「特定の職業、でありますか？」

			「パーティを増やすっていうのは同意するけど……特定の職業って何かしら？」

			「まあそれは後で説明するから、まず話を聞いてくれ」

			　前回までのガチャとは違い、今回は少し条件が変わってくる。

			　結局回すという結論は変わらないのだが、希望どおりの当たりを引くまでの回数が段違いになるからだ。

			「今の俺達は装備に関して言えばそこそこ良いと思うんだ。足りないとしたら、それはパーティ戦闘をするための戦力だ」

			「今でも十分やってこられたとは思うけど、たしかに強敵相手になると少し乱れていた気はするわね」

			「まだ三人でありますからね。単純にパーティを強化するのなら、装備より仲間を増やす方が効果的だと思うのであります」

			　そう、今決定的に足りないのは、パーティによる戦いをするための戦力だ。

			　今まではステータスが圧倒的であるノール達のおかげで何とかなっていた。だけどもし個人の力でどうにもならない敵が出てきたら、戦うのも困難になる。まあ、今までの乱れは俺のせいが大半だけど……。

			　まだ深刻な問題になっていない今のうちに、それを解決しておきたい。

			「俺は正直言うと戦力としては微妙だし……そうなると、まともに戦えるのはノールとエステル二人だけになる」

			「あっ、気にしてるのでありますね。そこは私達がカバーしているので、大倉殿はゆっくり慣れてほしいのであります」

			「だからって前みたいに敵の目の前で油断したら今度こそ、ね？」

			「あっ、はい。すみませんでした……」

			　エステルが凄く優しげに微笑みを俺に向けているが、その笑顔が逆に怖い。

			　アステリオスの時に真顔で怒られた時も怖かった。アシッドスライムの時も若干あの顔になっていたから肝が冷えたぞ……。

			　何だか先生や上司にずっと監視されているかのような感覚だ。ある意味それで緊張してアシッドスライム以降は注意していたんだけどさ。

			　今度こそって、もしやったらどうなるのだろうか……怖いので注意しよう。

			「でだ、戦力が足りないことについてなんだけど、確実に足りないのは盾役だな」

			「盾役でありますか？」

			　実際に戦った訳じゃないが、アウルムスライムを倒すのなら今の状態では危険だ。

			　一応勝てることには勝てると思うけど、そんなに急いでいる訳でもないし無理をする気にもなれなかった。

			　今の俺達じゃ最悪誰かがやられる可能性もあるし、下手をしたらスキルで全滅だってありえる。あの場は逃げて正解だったと思う。

			「十層にいたスライム。あれを安全に倒すとなると、攻撃を受けられる役割が必要だ」

			「私でも十分魔物の攻撃は受けられるのでありますけど、たしかに盾役がいてくれたら安心感は増すでありますよ」

			「つまり重装鎧みたいな、防御力が高い職がパーティに欲しいってことかしら？」

			　あの魔物の攻撃を少ないダメージで耐えられる存在。そういう役割のできる職業である重装鎧は理想的な職だ。

			　しかし、盾役といっても重装鎧単体では意味がない。

			「と思うじゃん？　それもそうなんだけど、一番は神官だな」

			「えっ、神官なの？　神官って私のように打たれ弱い職業よね」

			「そうだ。けど、いくら防御力が高かったとしても、回復ができなければどうにもならない。だから盾役よりも、まずは回復できる神官を最優先に考えている」

			「うーん、回復ならポーションを飲めばいいんじゃないのでありますか？」

			　防御力の高い重装鎧がいれば、それだけで盾役が成立するかというと違う。魔物を安定して押さえ込むことができて、ようやく盾役は盾として機能するのだ。受け止めたとして、すぐ潰されるようじゃ意味がない。

			　たしかにノールの言うように、ポーションがあれば普通に盾役を維持することは可能なのだが……。

			「ノール、攻撃受けながらポーションいつでも飲めるか？」

			「あっ……無理であります」

			「バッグから出して飲むとなると、かなり大きな隙になっちゃうものね」

			　もしポーションを使う暇もない攻撃をされたら、いくら重装鎧でも溶ける。それに一、二回程度なら大丈夫だけど、攻撃される度にポーションを飲まないといけないような奴と戦うことになったら、まさにジリ貧だ。

			　その点、神官さえいれば攻撃役や防御役が自分の役割に専念できるし、ＭＰがなくなっても神官なら安全地帯にいるからそれが問題になることもない。

			　だから遠距離から回復させられる神官が、今一番パーティに欲しいと俺は思っている。

			　今思えば、ディウスのパーティは魔導師さえいたらかなりバランスの良いパーティなんだよな。

			「神官さえ入ればそういう不安もなくなるし、ノールでもある程度は盾役はできるようになるからな」

			「んー、たしかにそうね」

			「なるほど……大倉殿もちゃんと考える時があるのでありますね。私、感心しちゃったのであります」

			　神官がいれば、最悪ノールが盾役をやることもできる。

			　ただそれはアウルムスライムの話であり、今後迷宮を攻略するのなら両者必須だ。現在の状況で考えると、神官が最優先ってだけだからな。

			　それに神官が増えたとして、また別の問題も発生する。

			「だけどそうなると、今度はエステルと神官の二人を守らないといけない」

			「何だか難しい話になってきたでありますね……」

			　神官とエステル、今度は守る対象が二人になる。基本的に魔法の使える支援職はＨＰと防御力が低い。

			　いつも最優先でエステルを逃がしているのもそれが理由だ。……まあ、この中じゃ一番幼いし魔導師じゃなかったとしても対応は変わらないと思うけど。

			　今の状態だと俺かノールが守るしかないのだが、俺が守ると実力不足で不安だし、できればノールに守らせたい。

			　だがそうなると今度は攻撃面が疎かになる。俺が攻撃を主にしようにも火力も技量も圧倒的に足りない。もっと俺が強かったなら話はまだ楽だったのに……情けない。

			「という訳で、可能なら神官が最優先。次に重装鎧がいると助かるんだが、ここで問題が」

			「まだ何かあるの？」

			「一体いくつ問題があるのでありますか……」

			　もう結論がまとまったと思っていたのか、エステルは不思議そうに首を傾げている。

			　たしかに結論としてはガチャ回して神官、重装鎧を引こうというものなのだが……。

			「問題なのはガチャだ」

			「あー、ここで最初のガチャの話に繋がるのでありますね」

			「あとはもう引くだけの問題でしょ？　他に何かあるの？」

			「まあそうなんだけどさ。言ったところで変わらないんだけど、一応な」

			　俺がそう言うと、ノール達は顔を見合わせて訳がわからないといった様子だ。

			　まあ無理もないだろう。これはガチャの沼に片足突っ込んだ話だからな……回せば回すほどこのことは意識せずにはいられない。

			「ガチャで最大の壁はな、特定の対象を引き当てることなんだよ。ただＵＲを狙うのと比べたら、まさに地獄のような道のりになる」

			「特定の……あっ、それが神官と重装鎧のことでありますか」

			「言われてみれば……数あるＵＲの中から特定のＵＲを引こうだなんて、かなり無謀な話よね」

			　今までＵＲにひたすら拘こだわって発狂したりもしていたが、今から目指すのはそれよりも遥かに厳しい道のり。

			　あのガチャの中から、希望のユニットを出すことがどれほど大変か……。元の世界でもそれで俺がどれだけ苦しんだか……くっ。

			　ピックアップなどで確率が上がるのならいいけど、もしなかった場合、もうこれは諦めるしかない。狙ったところで、もしかしたら引くまでに他のユニットが大量になって、ごり押しすらありえるレベルだ。

			「だからもしちゃんと戦力を揃えるなら、ガチャで当てるのは相当厳しい」

			「むぅ……ガチャって思っていたより大変なものなのでありますね」

			「そうね。今までＵＲなら何でもいいって感じで引いていたけど、そうなるとこの前みたいなイベント的なガチャで、欲しいＵＲが対象の時に全力で引きにいくようになるのかしら？」

			「おぉ、さすがはエステルだ。飲み込みが早いぞ」

			「ふふ、もっと褒めてくれていいのよ」

			　経験からすぐにその発想に行き着くとは……見事だ。エステル様は本当に賢いお方だ。これからも順調にガチャ戦士として育っていただきたいところ。

			　しかしなぁ、真面目に戦力を整えることを考えると、この世界にいる人達をパーティに入れることも視野に入れなければいけないかもしれない。

			　そうなると、ガチャのことやら色々と話さなければならない。信用できる人物じゃないと怖いな。

			　だけど、今まで横の繋がりなんて作ってこなかったからなぁ……シュティングにいる知り合いなんて少ないし、関心を他に向けなさ過ぎていたかもしれない。

			「まあ、魔石狩りだけなら今でも十分なんだけどな。迷宮探索はしばらく無理そうだ」

			「そうね。でもあれだけ進むのが難しいと、奥に何があるのかは気になるわ」

			「もしかしたら、大倉殿が帰るための手掛かりもあるかもしれないでありますね」

			　あれほどの迷宮だ。一体最深部には何があるのか。

			　あの不自然に出来たであろう入り口、そして中の異常さ。俺の帰る手掛かりがあそこにある可能性は十分にある。

			　今後は迷宮を攻略することを目標に、しばらく戦力増強などに励むとしようか。

			


			◆

			


			　迷宮探索を終えてから、俺達は北の洞窟で魔石を貯めつつ依頼をこなす日々に戻った。

			　魔石は現在七百四十二個、俺のレベルは48、ノールが49、エステルが44だ。魔石もかなり貯まり、レベルもだいぶ高くなったな。

			　そのお陰で凄く嬉しいはずなのだが……今日は疲れが溜まっているのか、俺はベッドから起き上がれずごろごろしている。

			「はぁ、何だか疲れちゃったなぁ……」

			「どうしたのでありますか？　いつも以上にふにゃっとしているのでありますよ」

			「その様子だと、今日は魔石狩りには行かないのかしら？」

			「えー、大倉殿が行かないなんて、あるはずないのでありますよ。そんなことあったら、槍でも降って──」

			「うーん、今日はいいやー。のんびりしようぜー」

			「えっ」

			　ベッドに寝っ転がりながら俺がそう言うと、ノールとエステルが驚いた様子でこっちを見た。

			　ん？　そんなにおかしいこと言ったか？

			「お、大倉殿！　大丈夫なのでありますか!?　どこか具合でも悪いのでありますか！」

			「熱は……ないようね。お兄さん、万能薬を飲みましょう？」

			　ノールは信じられないという声で心配そうにし、エステルは近づいてきて俺の額に手を当て熱があるか確認をしてきた。

			　おい、万能薬を飲んだ方がいいんじゃないかって思われているほどなのか！　あまりの扱いに思わず体が起き上がっちまったぞ！

			「俺は正常だ！」

			「まっさかー、大倉殿がそんなこと言うなんて、どっかおか──いふぁい!?　いふぁいのでありまふよ！」

			　おいおい、冗談だろ。そう言いたそうにノールは両手を上げて、首を振りながらやれやれという仕草をした。

			　それを見て思わず、俺はノールの頬を掴んでぐいぐいと引っ張る。何だか久しぶりだ。

			「全く、俺を何だと思っているんだ」

			「痛いのであります……。でも、大倉殿がいつもの調子に戻ったようで、良かったでありますよ」

			「むぅ……ありがとな」

			　ノールは頬を擦さすりながらも、ちょっと嬉しそうに笑っている。

			　俺がアンニュイな気分になっているのを察して、和ませてくれたのか？　少しだけいつもの調子が戻ってきた気がする。

			　やはり先の見えないことを考えると、気分が沈んでしまって駄目だな。

			　ガチャでお目当ての職を引き当てる……。俺がＧＣをやっていた頃のことを思い出してしまう。

			　虹演出からの違う、そうじゃない！　の連発。そして魔法のカードの支払額を見ての絶望。

			　だけど、その分お目当てが出た時は脳汁が溢れ出るほどの喜びを……あっ、やっぱりガチャりたいわ。めちゃくちゃガチャりたいわ。

			「それで、結局今日はどうするのかしら？」

			「そうだな……気分転換にまた協会の依頼でもやりにいくか。比較的のんびりした奴をさ」

			　今日は北の洞窟での狩りをしないで、また協会で依頼でも受けに行こう。いつも討伐やら護衛ばかりだし、今回は採取系をやってみようかな。

			


			◆

			


			「ほえー、何だかのどかな場所だな」

			「そうでありますね。こう穏やかな場所を見ると、走り回りたくなってくるのでありますよ」

			「たまにはこういう落ち着いた場所に来るのも良いわね。ちょっとしたピクニック気分だわ」

			　俺達が今居る場所は、緑の広がった野原、川も流れており見晴らしのいいところだ。

			　冒険者協会へ行き、Ｃランクの薬草採取依頼を受けてここにやってきた。

			　今回の対象はシスキー草。納品する数は二十本。近くには森があって、主な自生場所はその中みたいだ。

			　森の中にはウルフ系の魔物が徘徊しているようで、採取をする時は注意しないといけない。まあ、俺達なら問題はないだろう。

			　シスキー草は白い玉のような物がくっ付いた草。写し絵で一応見せてもらったけど、変な形をした草だったな。

			「それにしても広いなー。ここから探すとなると、結構手間なんじゃないか？」

			「あっ、さっそく見つけたのでありますよ！」

			　結構な広さがある野原、そして森の中を探すとなると、そう簡単には見つからない。

			　そう思っていたが……ノールがさっそく発見したみたいで、喜々としてシスキー草を取りに行った。

			　早過ぎるだろ！　いきなりズッコケそうになったぞ！

			「……案外すぐ見つかるのな」

			「たまたまじゃないかしら？」

			　この調子ならすぐに集まりそうだな。早く集まったら、少しここで休憩でもしていこうか。

			【食料】ならいつでも出せるし、本当にピクニックにしても構わないな。ノールも喜ぶだろう。

			　日差しも良く、とても気持ちが良い場所だ。気分転換にはちょうど良い。来て良かった。

			　そう考えてから数十分後。

			「……うん、たまたまだったみたいだな」

			「全然見つからないのでありますよ……」

			　一本目を見つけてからしばらく探したのだが、あれから一本も見つからない。

			　最初が調子がいいといつもこれだよ！　上げてから落とすことが多いし、何だか嫌がらせされてる気分だ。

			「うーむ、やっぱり森の中に行くしかないか」

			「せっかくのんびり薬草採取の依頼を受けたのに、結局こうなるのね」

			　このまま魔物と遭遇せずに無事終わるかと思ったけど、やはり中に入らないと駄目か。

			　魔物とちょっと戦うぐらいならいいのだが、中に入るとゴブリンの森みたいに沢山集まってきそうで嫌だな。

			　だけどここじゃ集まりそうにないから、森の中へ入るため渋々近づいていく。すると、案の定さっそく地図アプリに森の中からこっちに向かってくる、三つの赤い点が表示された。

			　それだけじゃなくて、赤い点に追われる様に逃げる青い点もある。

			「おい、魔物が森の中から出てくるぞ。しかも誰か追われているみたいだ」

			「えっ、本当でありますか!?　助けるでありますよ！」

			「他の冒険者かしら？」

			「わからない。だけど、敵じゃないみたいだから助けに行こう」

			　冒険者だったら、Ｃランク指定されているこんなところに一人で来るとは思えない。だけど一般人が来るとも思えない。この青い点は一体何なのだろうか……。

			　少なくとも青いってことは敵じゃないみたいだし、ここは助けるべきだろう。すぐ近くにいるのに見捨てるなんて、後で胸むな糞くそ悪くなりそうだ。

			　急ぐでありますよー！　とノールに急かされながら、青い点がいる方向へと走っていく。

			「おっ、見えてきたぞ……って、あれは何だ？」

			「あ、あれは!?」

			「知っているのノール？」

			　地図アプリで位置を確認しながら走り、ようやく対象がいる場所まで来ることができた。

			　俺達が来るまでに追い詰められたのか、前に遭遇したのより体の大きな三匹のウルフに囲まれている。

			　それは人ではなく、小さな白い毛玉。耳が垂れ下がった……ウサギだ。

			　ウサギを見たノールは驚きの声を上げて、俺達の話も聞かずに走りながら剣を引き抜き突っ込んでいった。

			　そしてウルフ達の注意を引くためか、ノールは大声で叫んだ。

			「待つのでありますよー！　こっちに来るのでありますぅ！」

			　それに反応したウルフは、目の前の小さな獲物よりいいと思ったのか、標的をノールに変え三匹共向かってくる。……それがとんでもない奴とも知らずに。

			　真っ先に飛び掛かったウルフは、首を一撃で斬り落とされた。それを見た残りの二匹は一瞬動きが止まる。

			　彼女相手にそれは致命的な隙で、瞬く間に残りの二匹も斬り伏せられた。

			　やっぱりノールは強いわ……。でも一人で突っ込んでいくのは感心しないな。

			「ノール、一人で突っ込むなよ。ノールなら大丈夫だってわかっているけど、危ないだろう？」

			「ご、ごめんなさいであります……。でもでも、この子を見たらつい体が動いて……」

			　ウルフを倒し終わったノールは、すぐに襲われていたウサギの傍にしゃがみ込んでいた。

			　追い付いた俺が注意すると、彼女は申し訳なさそうにしている。だが、襲われていたウサギが心配だったと、指差して主張してきた。

			　黒いつぶらな瞳、長い耳、そして短い尻尾……完全にウサギだ。ただ普通のと違って、体にはうっすらとハートの模様がある。

			　俺達が近づいたせいか、大きく震えて、逃げようと動き出した。しかし、すぐに倒れる。

			　さっきまで見えなかった反対側の胴体が見え、ウルフにやられたのか深い引っかき傷が見えた。かなり出血をしている。よくこんな状態で逃げてこられたもんだ。

			「あら、この子怪我しているじゃない」

			「大倉殿、何とかならないでありますか！」

			「結構深そうだな……ちょっと待てよ」

			　エステルはウサギを見て心配そうな声を出し、ノールは両手を合わせて俺にお願いをしてきた。

			　うーむ、このままだとすぐに力尽きそうだな。放っておくのもかわいそうだし、治してあげよう。

			　俺はバッグから小瓶に入った黄色いポーションを取り出す。これはガチャから排出された【ハイポーション】。通常の【ポーション】の上位互換の回復薬だ。

			　これだけ深い傷だと、通常のポーションじゃ心許ないからな。これを使って無事に治るといいけど。

			「ほら、治るかわからないけど使ってみてくれ」

			「こ、これハイポーションでありますよ!?　い、いいのでありますか!?」

			「ああ、酷い怪我だからな」

			「ありがとうございます、でありますよ！」

			　ハイポーションを受け取ったノールは、中の液体を手に出す。そしてウサギの口の前に持っていくが……警戒して飲もうとしない。

			「そんな警戒しないでほしいのでありますよ。これを飲めばすぐに良くなるであります。怖くないでありますよー」

			　ウサギの頭をゆっくりと撫なでながら、ノールは優しく声をかけている。

			　そのおかげで徐々に警戒心が薄れたのか、チロチロと舌を出してポーションを舐なめ始めた。ある程度舐め終わると、傷口の部分が光り出して傷が消えていく。

			　おぉ、ちゃんと動物にも効果があるんだな。

			「さすがはガチャ産のポーションだな」

			「凄い効果ね。傷口が一瞬で塞がるなんて」

			「はぁー、良かったのでありますよ」

			　ガチャ産の、しかもハイポーションだけあって効果も凄かったようだ。

			　急に傷が治ったことに驚いているのか、ウサギはその場でぴょんぴょんと跳ねている。

			「それでノール、その子が何なのか知っているの？」

			「この子はフォルトゥーナラビットなのでありますよ。見かけると幸せになれると言われている、とってもありがたい生き物なのであります」

			「へー、そんなのがいるのか」

			　ノールはウサギを見てとても幸せそうにしている。

			　うーむ、幸運の使者って感じか。それにしても、こんな場所にウサギがいるなんてな……これ、もしかして魔物なんじゃないか？

			「あぁ……本当に良かったのでありますよ。見られただけでも満足なのであります。ほら、帰りは気を付けるのでありますよ」

			　傷がすっかりなくなったウサギを、ノールは一撫でだけして立ち上がった。そして、その場から離れようと歩き出したのだが……ウサギは彼女の後ろをテクテクと付いてくる。

			


			[image: ]

			


			「あれ、どうしたのでありますか？」

			「あら、ノールに懐いちゃったのかしら？」

			　ノールの足元に追い付くと、彼女を見上げて潤んだ瞳で見つめている。それを見た彼女は、はぅ！　と声を出してウサギを抱き抱えた。

			「……大倉殿？」

			「駄目です」

			　ノールが凄く何か言いたそうに俺に声をかけてくるが、何を言うつもりなのかすぐに予想できたので却下した。

			「まだ何も言ってないのでありますよ！」

			「どうせ飼いたいとか言うんだろ？」

			「うっ、そ、そうでありますけど……」

			　やっぱりな、そんなの駄目だ。俺達は宿に泊まっているんだから、ペットを飼うなんて無理だろ。

			　それにこのウサギ……害はないと思うけど、絶対普通のウサギじゃない。魔物がいるような森にいるなんて、やっぱり……。

			「このウサギ、魔物じゃないのか？」

			「……フォルトゥーナラビットなのでありますよ」

			　ちょっと間を置いてからノールは返事をした。

			　……魔物って言ったら駄目だって言われそうだから、ごり押しするつもりじゃないだろうな？

			「お、おう……でも、駄目だから」

			「な、何ででありますか！　こ、こんなに可愛いのでありますよ！　ほら、ちゃんとよく見てみるのであります！」

			　駄目だと言っても、ノールは引かずに懇願してくる。ついには俺の目の前に白い毛玉を突き出して見せてきた。ウサギはプープーと鳴きながら、つぶらな瞳で俺を見つめている。

			　うぐっ……男の俺でもちょっと可愛く見えてくるな……。でもなぁ、動物を飼うのって大変だし……ノールなら面倒見は良いと思うから平気だとは思うが……。

			　どうしたらいいのか悩んでいると、エステルも会話に参加してきた。

			「お兄さん、私からもお願い。この子もノールに懐いているみたいだし、このままじゃノールもこの子もかわいそうよ」

			　両手を合わせ、上目遣いをしながらエステルも俺にお願いをしてくる。

			　エ、エステルまでノールの味方をするのか……。これで二対一、立場は圧倒的俺の不利。

			　……別にウサギが嫌いって訳でもないし、ここで意地になって反対しても良いことなんて何もないか。それに幸運にしてくれる存在だって話だから、連れていくのは悪いことでもないだろう……ガチャ的に考えて。

			「……わかったよ、俺の負けだ。エステルまでそう言うなら仕方がない。連れて帰ってもいいぞ」

			「や、やったのでありますよー！　エステル、ありがとうございます、なのでありますぅー！」

			「ふふ、良かったわね。ちゃんと可愛がってあげるのよ？」

			「一応俺達も面倒は見るけど、ノールもちゃんと面倒見てやるんだぞ」

			「わかっているのでありますよ！　むふふ、これからよろしくお願いするのであります！」

			　ノールは嬉しそうにウサギを抱き締めて、撫でながら笑っていた。ウサギもプープー鳴きながら、まるで喜んでいるように足をバタバタさせている。

			　ここまで嬉しそうにしているのを見ると、許可して良かったと思えるよ。

			　それから一時中断していた薬草採集を再開し、終わる頃には既に夕日が辺りを照らし始めていた。俺の気分転換は一体どこへ……。

			　ちなみに後で聞いたところ、このウサギはペットとして飼える安全な魔物らしい。

			　知能も高いようで一度気に入られると、とことん懐くとか。あるのかわからないけど、ペットも泊まれる宿を探さないとな……なかったらお金で交渉してみるか。

			


			◆

			


			　ウサギを拾ってから数十日後。

			　あれから魔石も貯まって今は九百二個。これで次のフェスが来ても、目玉のＵＲの一つぐらいは出せそうだ……素晴らしい！

			　まあ、狙い撃ちするとなると全然足りないんだけどね……。

			　いつ来るかわからないフェスに向けて貯める日々は、少しストレスが溜まる。無料配布の石で狙いの確率アップがいつ来るんだと悶もん々もんとする感覚だ。

			　このままガチャをするために魔石を貯めるのはいいけど、希望の職を迎え入れられなかった時のことを考えると、やはりここはやるべきことをやるべきだろうか。

			　もっと現実的で、確実な戦力向上を目指すのなら……。

			「ノール、頼みたいことがあるんだけどいいか？」

			「ふぇ？　どうかしたのでありますかー」

			「本当にノールはこの子が気に入ったのね」

			「えへへ、可愛いでありましょ？」

			　少し前からずっと悩んでいたことを、ノール達に相談しようと意を決して声をかけた。

			　腑抜けた声で返事をしたノールは、椅子に座りウサギを撫でているところだった。

			　あのウサギはノールによって、モフットと名付けられた……まんまな名前だな。

			　モフットのために宿を変え、若干宿泊料が高くなったが、ノールが満足しているからいいだろう。

			　ノールは口元を緩ませて、ウサギを膝に乗せて満足そうにしている。エステルも横に座って胴を撫でている。

			　モフットも大人しく彼女達に弄いじられていて、プープー鳴いて気持ち良さそうだ。

			「それで、頼みごとって何なのでありますか？」

			「いや、そのな……稽古とかしてもらえないかな、と」

			「……えっ」

			　そう言うとノール達は顔を見合わせた後、信じられない物を見ているような表情で俺を見る。

			　膝にいるモフットまで、驚いたように体をビクンと震わせていた。おい、馴染むの早過ぎだろお前。

			「……エステル、また大倉殿がおかしいのでありますよ」

			「……そうね。どうしちゃったのかしら」

			「おう、聞こえているぞ」

			　ひそひそと小声で言っているが、十分聞き取れる。

			　俺がそういうこと言うのがそんなにおかしいのか！　たしかにガチャのことばかりで、戦うための特訓なんて今までしてこなかったけどさ……。

			「一体全体どうしたのでありますか？　私に教わりたいだなんて」

			「だって……同じ近接で戦っているノールに教えてもらえば、少しはマシになるんじゃないかと思ってさ」

			　俺が戦力となれるようにはどうするべきか。そこでこの平八は考えた、身近に近接のエキスパートがいるじゃないかと。

			　少しでもいいからノールの近接戦闘に関するノウハウを学べば、今よりはそれなりにマシになるだろう。

			　何せ今の俺は、レベルを上げて強装備で武装しているだけ。エクスカリバールを振り回し物理で殴っている状態だ。そこに技能や技術なんてものは微み塵じんもない。

			「んー、たしかにそうね。どうなの？」

			「むむ、やる気を出してくれたのは嬉しいのであります。でも、稽古でありますか……私、人に教えるなんてやったことないのでありますよ」

			　唸うなり声を出しながら、ノールは困ったように手を顎に当てて考え込む。

			　そうだよな……やったことないことをやってくれって言われても困るよな。やはり無理なのだろうか……。

			「とりあえず実践あるのみ！　大倉殿、今日は徹底的に欠点を探すのでありますよ！」

			　そう思っていたのだが、どうやらノールに考えがあるらしい。

			　うーむ、ノールを頼って本当に良かったのだろうか。何だか嫌な予感がしてきた。

			


			◆

			


			「それで、何でここに来た」

			「たぶん、ここがちょうど良いのでありますよ」

			「ワシ戦士の森ね」

			　ノールに言われてやってきたのは、ワシ戦士の森。

			　どうして今更こんな場所に来るのか疑問なのだが、彼女はつべこべ言わずに行くのでありますよ！　と言うので来てみた。

			　モフットは宿の主人に預けている。あそこはペットも預かってくれるから助かる。もちろん有料だけど。

			「で、俺は何をすればいいんだ？」

			「ここでワシ戦士長と、また一騎打ちするのであります！」

			　……ん？　一騎打ちだと!?

			　ま、まさか……ノールの言う実践って実戦のことか！

			「スパルタ過ぎだろ！　ノールが相手してくれるとかじゃないのか！」

			「何を言うのでありますか。体で覚えるのが一番なのであります。魔物相手にした方が、より確実に経験を積めるでありますよ」

			　それはそうなのだが……。

			　俺としてはノールと模擬戦でもして、ゆっくりと経験させてもらおうかと思っていたのに。

			　そういえば、最初のチュートリアルでも彼女にいきなり戦えって放置されたな……頼む相手を間違えたか？

			「ここで私が大倉殿の駄目な部分を指摘していくので、それを直しながら戦うのであります。あっ、スカルリングは禁止でありますよ」

			「えっ、マジで？」

			　ス、スカルリング禁止だと!?

			　いや、でも今の俺には聖骸布があるし、ワシ戦士長程度なら問題ないはずだ……。

			「それと聖骸布も脱ぐのであります。少しは危機感ないと駄目でありますからね」

			「いやぁぁ！　それを取っちゃだめぇぇ！」

			「もう、そんな情けないこと言っちゃ駄目よ」

			　ノールに聖骸布を引っ剥がされ、俺は元のバールのようなものと鍋の蓋を持った戦士へと舞い戻った。

			　えっ、やだ、凄く心許ない！　安心感がなくなっちゃった……。

			「これでも結構優しい方なんじゃないかしら？」

			「レベルもあの時より上がっていますし、自信を持って挑んでほしいのであります」

			　た、たしかにそうだ。俺もあの時よりレベルも上がり経験も積んでいる。

			　もしかしたら、今ならワシ戦士長ぐらい普通に倒せるかもしれない。

			「あら、ワシ戦士長がいないわね。とりあえず湧かすために殺っちゃいましょうか」

			　森の前を歩くワシ戦士達。そこには赤い羽の者はおらず、どうやら今は湧いていないみたいだ。

			　それを確認したエステルはグリモワールを取り出し、空中に火の玉を出現させて草原を爆撃していく。戦士達は爆発によりどんどん空を舞う。

			　一発目を耐えた戦士が落下した後に立ち上がろうとしているけど、その前に二つ目の火の玉が飛んできて吹き飛ばされる。

			　次々と吹き飛ばされて散るあいつらを見て、俺が言い出したせいでこんな目に遭うなんて、申し訳ない気分がしてきた。

			　戦士達が蹂じゅう躙りんされてしばらく経つと、また森の中から複数の魔物が飛び出してくる。その集団の中には、一際大きい赤い鳥──ワシ戦士長だ。

			「はい、それじゃあ頑張ってねお兄さん」

			「大倉殿、ファイトなのであります！」

			　エステルが魔法でワシ戦士長を攻撃し、こっちに引き寄せた。

			　随伴して周りにいた戦士達も追いかけてくるが、向かってくるまでに次々とエステルの魔法の餌食となる。

			　前回と同じように、赤いオーラを纏いスキルを発動している戦士長。俺はそいつに向かいエクスカリバールを振る。

			　遠距離攻撃の風属性攻撃をエクスカリバールの先端から放つと、戦士長へと着弾した。

			　急な横槍に驚いたような声を上げ、すぐにエステルへと向かっていた進路を俺の方へと変え、向かってくる。

			　大丈夫、大丈夫だ。あいつはもう既に俺よりも遥かにステータスは下。

			　俺だって前回よりはレベルも上がり、ステータスだって上がっているんだ。今の俺ならやれる、そう、やれるはず！

			　俺のもとにまで来た戦士長が、手に持つ片手剣を振り下ろす。それを鍋の蓋で防ぎ受け止めた。

			「ぐっ……おりゃ！」

			　そしてここで反撃し、エクスカリバールを振り上げて突き刺そうとした。

			　しかし振り下ろす直前に戦士長は後ろへ跳んで、俺の攻撃を回避する。

			　なぜだ……俺の攻撃は前回よりもさらに速くなっているのに。なのになぜ当てることができない。

			　そんな感じで俺が一方的に攻撃を受け止めていたのだが、不意に戦士長が地面を蹴り上げ目に砂を飛ばしてきた。

			「イタっ!?　め、目がぁぁ!?」

			　急な目潰しに反応できず、眼鏡の隙間からモロに砂が片目に入り込んだ。片側の視界を失い、焦った俺は頭部だけは守ろうと鍋の蓋を頭に持ってくる。

			　その直後、足に何かで斬り付けられたかのような痛みが走った。戦士長に斬られたのだろう。

			　とりあえず戦士長を遠ざけようと、残った片目で奴を見失わないように追いながら、エクスカリバールをがむしゃらに振る。

			　血が流れるような感覚はない。遠ざけた隙にちらりと片目で足を見ても、血が出ているようには見えない。

			　防御力があれば傷は負わないが、それでも痛みはあるようだ。最初のゴブリンの時と同じか。

			　そこから防戦一方の俺だったが、数分してワシ戦士長の体から赤いオーラが消え、動きが極端に遅くなった。スキルが切れたみたいだ。

			　それでようやく俺でも攻撃を当てられる速さになり、目潰しされた視界も多少は戻ると、ワシ戦士長に攻撃が当たり始める。

			　しばらく殴り合いを続け、ようやく体力が尽きたのか、戦士長は倒れて光の粒子に変わっていく。

			「はぁ……はぁ……、もう、まじ、無理」

			　何とか倒し終わった俺は、ノール達のもとへと戻り大の字で倒れ込んだ。

			　これ、ステータスの差がなかったら確実に負けてる。頭部などは反射的に守れたけど、足など防具のない場所はかなり斬り付けられた。

			　かなり痛む。感覚的にはコピー用紙をスッ、と動かして肌が切れたような感触。それが足に無数に広がっていてとても不快だ。

			「ノール、判定はどうかしら？」

			「あー、うーん……色々と駄目でありますね」

			「ですよねー」

			　何だか困った様子で腕を組み、ノールは考え込んでいる。

			　どうやら俺は全く駄目だったらしい。俺もそう思う。まさかここまで駄目だなんて……今までどれだけノール達にカバーしてもらっていたのかが、一人で戦ってみるとよくわかる。

			「とりあえず私が思ってみたこと、全部言っていくのでありますよ。それを参考に、改善していくのであります」

			「お、お手柔らかにお願いします」

			「ガチガチに緊張しているわね。お兄さん、少しリラックスしましょうよ」

			「お、おう……ひっひっふぅー、ひっひっふぅー……よし、大丈夫だぞ」

			「何か違う気がするけど……落ち着いたみたいね」

			「それじゃあ始めるのでありますよ」

			　他人から評価を聞くのなんて久々で、何だか緊張してきた。

			　呼吸を整え気持ちを落ち着かせると、ノールの解説が始まる。

			　まず視界が狭い。相手を見る時に、俺はどうやら全体を見ず、武器ばかりに気を取られていたみたいだ。

			　それから防御が甘い、攻撃をする時適当に振り過ぎている、なまじステータスが見えてるから油断する、装備の性能に振り回されて使いこなせていない、などなど色々と指摘された。

			　全部指摘され終わった頃には、心がへし折れるかと思ったぞ。まあ言ってもらうために今回は頼んだんだから、心をしっかり持ち直してこれから頑張らないと。

			「という感じでありますね。なので、大倉殿はそこを意識して戦ってみるといいのでありますよ。そうすれば、スキル使用中のワシ戦士長も倒せると思うのであります」

			「……ありがとう。次来た時は、それを頭に入れて頑張ってみる」

			「あら、もう終わる気だったの？　お兄さん、二戦目いってみましょうよ」

			「えっ……え？　今からやるの!?」

			「当たり前なのでありますよー。一戦だけで終わるなんて駄目なのであります」

			「そ、そんなー」

			　一回目だから今日はこの辺りでいいだろう、なんて思っていたのだが……二人は俺の両脇を抱えて立ち上がらせる。

			　ずるずると引きずられ、またワシ戦士の方へと連れていかれた。お家に帰りたい……エステルも割と戦闘に関してはスパルタだったようだ。

			　それから数時間後。

			「俺……頼む相手間違えたかも……」

			　ようやく今日の特訓は終了。

			　倒したワシ戦士長の数は十体を超えた。そのおかげで、全身にあの肌が切れた感覚がしてぞくぞくする。ポーションを飲んでもこの感触が残り、体が無意識にくねくねと動く。

			　……つ、疲れた。まさか初日から十体も相手させられるとは……でもその分、俺がどれだけ戦い慣れしていないのかがよくわかった。

			　レベルも上がって武器も良くなっているはずなのに、最初に戦った頃からあまり進歩していない。今回じっくり戦ったことで、多少なりとも改善はされた。

			「いやぁ、スキル発動中に攻撃は当てられなかったでありますが、攻撃はそこそこ防げるようになってるでありますね」

			「そうね。これからもやっていけば少しは意識が変わりそうよ」

			「や、やっぱりこれからもこれ続けるんだな……」

			「当たり前なのでありますよ。日頃から欠かさずやってこその鍛錬であります。これからもビシバシいくでありますからね！」

			「うぐ……俺は触れちゃいけない何かに触れてしまった気がする」

			「ふふ、私も応援してあげるから、これからも頑張ってねお兄さん」

			「……ああ、可能な限り頑張ってみるよ」

			　たしかに回数を重ねるごとに着実に成果は出ていた。これを繰り返せばノール達に追い付けるのかと思えば嬉しいが、同時に何だか胃が痛くなってくる。でもこれは必要なことだ……魔石集めを彼女達にも手伝ってもらっているんだし、せめて負担が減るように頑張って強くならないと。

			　そう決意したところで、ようやく今日は終わりというお許しが出たので、さっさと宿へ帰ろうとスマホを取り出した。

			　それと同時にスマホがバイブレーションする。

			「ん？　こ、これは!?」

			「どうかしたのでありますか？」

			「お兄さんがそれを見て驚く時はガチャって決まっているじゃない」

			　エステルの言うとおり、スマホの画面にはデカデカと【ＳＳＲ確定、三十三連ピックアップガチャ開催！】と表示されていた。

			


			◆

			


			　特訓を終えて宿まで戻り、いつものように風呂と飯を済ませて部屋へ。

			　今日は既にボロボロなので早く眠りたいところだけど、告知されたＳＳＲ確定三十三連ピックアップガチャをやるために日付け変更まで起きていた。

			　このガチャは本日限りの、ゲリラ的なものみたいだ。頼むからもっと早く告知して！

			「ぐぬぬ……三十三連ガチャだと……」

			「あれれ？　大倉殿が喜んでいないのでありますよ。やっぱり大倉殿どこかおかしいのでありますか？　カーニバルしないのでありますか？」

			「お兄さんがガチャで喜ばないだなんて……これは良くないことが起きる前触れかしら？」

			　前回と同じく三人でベッドに座り、俺が真ん中でスマホを手に持つ。それをノール達が両脇から覗いて見ている。

			　違うのはモフットもノールの膝の上に抱えられて参加しているぐらいか。彼女の膝の上が定位置のようだ。

			　いつもならば掛け値なしに素晴らしいと喜ぶのだが、今回のはちょっと違う。

			　三十三連ガチャ、一回の魔石要求量は百五十個。そして現在の魔石は九百十二個。つまり六回しか引けない。

			　さらに今回はピックアップ。確率アップの対象はＵＲカロン、ＵＲシスハ・アルヴィ、ＵＲクラウソラス、ＵＲアトラクター、の四つだ。

			　シスハ・アルヴィは俺達の求める神官。求めているところに来るなんて、何とも都合の良いタイミング。狙うなら間違いなく彼女が最優先なのだが……他の三つも魅力的過ぎて困る。

			　カロンは前衛としてならほぼ最強と言ってもいいユニットだし、残りの二つは剣と盾。

			　この二つを当てたら俺はやっとバールのようなものと鍋の蓋から卒業できる……このうちの一つでも出たら大勝利だ。

			　だけど……これは参ったな。

			「いや、ピックアップに神官もいるし嬉しい。ただ……ちくしょう！　こんなことなら、もっと魔石を貯めておくべきだった！」

			「えぇ……困った顔してたのは、そんな理由なのでありますか……」

			　わかっていたら前から張り切って魔石集めに行ってたぞ！　どうしてこういう時に限って三十三連なんだよ！

			　ガチャ画面を開くと、通常は単発と十一連の二つが表示されるのだが、今は三十三連も加えて三つだ。そしてこのＳＳＲ確定とピックアップとが適用されるのは三十三連ガチャのみ。他の二つは対象にされていない……何と嫌らしい。

			　ＳＳＲが確定だとしても、これは非常に厳しいガチャになるな……。

			　ＧＣのピックアップは、ＵＲが出た場合に対象が排出される確率が上がる、というものだった。なのでこれも、ＵＲ自体の排出は変わらず一パーセント程度のままだろう。

			　これが十一連でもピックアップ対象が出るなら良かったのに……十八回ガチャれるなら精神的にも結構余裕があるけど、六回となると胃が締め付けられるような気分だ。

			　今すぐ狩りをしたって、さすがに魔石を集めるのは間に合わない。せめてあと数日あれば……くっ。

			「挑める回数は六回か……今回は一人二回ずつにしようか」

			「わーい！　また回せるのでありますね！」

			「ふふ、ちょっと楽しみだわ」

			　ちょうど二回ずつで全員回せる。

			　ノールやエステルは喜んでいるのだが、俺は何とも複雑な心境だ。

			　三十三連の重みは、十一連の比じゃない。回した瞬間に虹じゃなかった時の気持ちは言い表せない。

			　排出される画面を眺めている時は、まるで罰でも受けてるんじゃないのかと思えるほどだ。

			　しかしそれを乗り越え、求めていたユニットが出た時の快楽はやばい。元の世界で三十三連を回して当てた時は、自分の部屋で裸になって走り回るほどに嬉しかったからな。

			「回す時は祈りながら回すんだ。このガチャには一回で十一連三回分の重みがある。そのことをどうかよく考えていただきたい」

			「うっ、そ、そう言われると、責任感が増すのであります……。私は最後でいいでありますか？」

			「あら、ノールにしては弱気ね。それじゃあ、今回は私から回そうかしら」

			「良い意気込みだな。それじゃあ今回は、エステルに一番槍を任せよう」

			　俺の言葉を聞いて、ノールが少し怖おじ気け付いたのか膝に乗せていたモフットを持ち上げて抱き締める。

			　そんな彼女とは違い、エステルはいつもと変わりない様子で俺からスマホを受け取った。

			　まさに威風堂々。座る位置を入れ替わり、俺とノールが両脇から画面を覗き込んだ。

			　迷いない指先が、三十三連ガチャをタップする。

			　画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀、金、白。白で止まった。

			【Ｒ食料、Ｒクロムアーマー、Ｒクロムガントレット、ＳＲエクスカリバール、ＳＲ鍋の蓋、Ｒ短剣、Ｒカトラス、ＳＲカースドロッド、ＳＲカドゥケウスの紋章、ＳＲビーコン、Ｒぬいぐるみ】

			【Ｒ寝袋、ＳＲハイポーション×10、Ｒ万能薬、ＳＲ賢者の石、Ｒトランシーバー、ＳＲオートガードスフィア、ＳＲバタフライグリップ、ＳＲ幸福の指輪、Ｒ煙幕、ＳＲタイマーアプリ、Ｒティアラ】

			【ＳＲ鍋の蓋、Ｒランプ、ＳＲニケの靴、Ｒバール、Ｒ栄養剤、Ｒアイスリング、Ｒサンダーリング、Ｒ金塊、ＳＲ慈愛の杖、ＳＳＲ女神の抱擁、ＳＳＲアダマントシールド】

			「……これ、思ってた以上にドキリとするのね」

			「あわわ……こ、怖くなってきたのでありますよ……」

			「これが三十三連の重みだ。一回一回噛み締めて回してほしい」

			　さっきまでの堂々とした雰囲気が消え、エステルは少し硬い表情へと変わった。

			　隣にいたノールはそれを見て、さっきよりも強くモフットを抱き締めている。

			　そして二回目。エステルは若干ながら震える指先で画面を押す。

			　画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀、金、白。白で止まった。

			【ＳＲショルダーバッグ、Ｒロングソード、ＳＲカオスリング、Ｒ食料、Ｒホットリング、ＳＲ祝福の首飾り、Ｒスパタ、ＳＲ金のメイス、Ｒポーション×10、Ｒメタルウィップ、Ｒ鋼の鎌】

			【Ｒ万能薬、ＳＲ賢者の石、ＳＲエクスカリバール、Ｒロングコート、ＳＲコロナリング、ＳＲ獅子の心、ＳＲ水筒、ＳＲハイポーション×10、Ｒサンダーリング、Ｒボーガン、Ｒ鋼の剣】

			【ＳＲ癒しの宝玉、Ｒグローブ、ＳＲエクリプスソード、Ｒクロー、Ｒ閃光玉、ＳＲ鍋の蓋、Ｒ薙刀、ＳＲビーコン、Ｒ薄い本、ＳＲゴージャスヘルム、ＳＳＲグリモワール『アケーディア』】

			「あっ……お兄さん、ごめんなさい……」

			「いや、気にしなくてもいい。勇気ある一番手を担ったことに敬意を表する」

			「……むぅ？　大倉殿の様子がおかしい気が……」

			　エステルは申し訳なさそうにしながら俺にスマホを手渡して、位置を交代した。

			　やはりそう簡単に出てきてはくれないようだ。今ので十一連六回分のガチャを消費したと思うと、体が震えてくる。

			　これが武者震いという奴か。ふふ、昂たかぶる……昂るぞ！　この猛たけりこそがガチャの醍醐味！

			　この俺がガチャを引くからには、必ずやＵＲを手中に収めてやろう。

			「それでは、いざ参る！」

			　俺の指先が、キーボードのエンターキーをタンッ！　と押すように三十三連ガチャを叩いた。

			　画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀、金、白。白で止まった。

			【Ｒショートスピア、ＳＲウエストポーチ、Ｒ籠手、ＳＲゴールドシューズ、Ｒクロー、ＳＲ芭蕉扇、Ｒハタキ、ＳＲカドゥケウスの紋章、Ｒ鉄の剣、ＳＲプロミネンスロッド、Ｒ万能薬】

			【Ｒ鋼の斧、ＳＲ命の宝玉、Ｒぬいぐるみ、Ｒハードカバー、Ｒ興奮剤、ＳＲバタフライグリップ、Ｒ鉄槍、Ｒホットリング、ＳＲ守護の指輪、ＳＲニケの靴、Ｒキャンプセット】

			【Ｒ食料、Ｒマジックポーション×10、ＳＲマジックキャンセラー、Ｒウィンドリング、Ｒバール、Ｒボーンリング、ＳＲエクスカリバール、Ｒマジックペーパー、ＳＳＲアダマントキュイッス、Ｒ金塊、Ｒコンロ】

			「ヒェ──ま、ま、まだ焦るような回数じゃない。落ち着け、落ち着くんだぞ！　いいか!?」

			「大倉殿がまず落ち着くべきだと思うのでありますが……」

			「お兄さん大丈夫？　冷や汗が凄いわよ？」

			「だ、大丈夫だ、問題ない」

			　白い輝きの宝箱が表示された瞬間、わずかだが呼吸が止まったかのように全身が硬直した。

			　何ということだ……残り三回。ノールと合わせて三回でＵＲを引かなくてはならない。

			　もう半分は消費した、このわずかな時間で。

			　だが、逆に考えるとまだ半分もある。いける、これだけあればＵＲなんて引けてしまう。この俺が手ずから引いてやろうじゃあないか！

			　呼吸を整え、落ち着いた動作で俺は三十三連ガチャをタップした。心は静水のように穏やか、まさに明鏡止水。

			　画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀、金、白、虹。虹で止まった。

			「ふっ、やはり俺ほどの人間にもなると、ＵＲの方から自ずと近寄ってきてしまうのだな」

			「その尊大な態度は何なのでありますか……」

			　ふふふ、またしてもＵＲを引いてしまった。俺のように落ち着き覚悟を決めた者にこそ、ガチャの女神は微笑んでくれるのだよ。

			　しかも今回はピックアップ中。前回のようにダブるなんて、確率の壁を越えてくることはまずありえない。我が方の勝利は確定的に明らかだ。

			【Ｒ食料、ＳＲゴージャスシューズ、Ｒキャンプセット、ＳＲウエストポーチ、Ｒぬいぐるみ、ＳＲマジックブレード、Ｒ鋼の靴、ＳＲ命の宝玉、ＳＲ鍋の蓋、Ｒナイフ、Ｒ寝袋】

			【Ｒポーション×10、ＳＲ通話アプリ、Ｒホットリング、ＳＲニケの靴、Ｒジャンクリング、ＳＲマジックキャンセラー、ＳＲエクスカリバール、ＳＲゴージャスアーマー、Ｒアイスロッド、ＳＲプラチナプレート、Ｒ精力剤】

			【Ｒハサミ、ＳＲスカルリング、Ｒ金塊、Ｒ栄養剤、Ｒ鉄槍、ＳＲ慈愛の宝玉、Ｒ万能薬、ＳＲハイポーション×10、Ｒクロー、ＳＳＲニーベルングの指輪『ワルキューレ』、ＵＲ賢者の杖】

			「あっ──」

			　俺の視界は暗転した。そのまま逆らうことなく、体は後ろへと倒れる。

			「ちょ!?　お、大倉殿!?　エ、エステル！　大倉殿が息してないのでありますよ！」

			「またダブるなんて……お兄さんには刺激が強過ぎたのかしら？　ほら、起きてお兄さん」

			　周りで騒ぐ声が聞こえる。しかし、頭にその内容は入ってこない。

			　何だ、俺は一体どうしたんだ。

			　何かが俺の手に触れて、肌を撫でた。そして体の中に何かが流れ込む。

			「あばばば──はっ!?　お、俺は一体何を……」

			「ガチャ回しただけで呼吸が停止するなんて……」

			「お兄さん、疲れているのよ」

			　あれ？　俺は一体何をしていたんだ。

			　たしかガチャを回したはずなのだが……あっ、そうだ。

			　何でＵＲ出たのにまたダブりなんだよ!?　ピックアップは？　ねぇ？　教えてくれ、誰か！

			　ガチャに敗北した俺は、ノールにスマホを手渡して位置を交代した。

			　彼女は抱いていたモフットを膝に降ろす。そして、ウサギにも見えるようにスマホを低めに持った。

			　モフットは目の前のスマホをクンクンと嗅いでいる。

			「そ、それじゃあ次は私が……お、お二人共、そんなに見られると緊張するのでありますが……」

			「ノール頑張って、あなたに全ての期待がかかっているのよ」

			「俺、ノールのこと信じているからな。最初からできる奴だって、信じていたから」

			「ちょ、こういう時だけ、何でそんな信頼感を私に伝えるでありますか!?　うぅ……それじゃあ、いくのであります」

			　戸惑いながらも、ノールは三十三連ガチャをタップした。

			　画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀、金、白。白で止まった。

			【Ｒキャンプセット、Ｒ鉄の鎧、Ｒ食料、Ｒブーツ、ＳＲ鍋の蓋、Ｒぬいぐるみ、ＳＲニケの靴、Ｒランプ、Ｒ煙玉、ＳＲビーコン、ＳＲ爆裂券】

			【Ｒアイスロッド、Ｒトランシーバー、Ｒ閃光玉、ＳＲ慈愛の指輪、ＳＲマジックブレード、Ｒ栄養剤、Ｒサンダーロッド、Ｒポーション×10、ＳＲトマホーク、ＳＲスカルリング、Ｒ消臭剤】

			【Ｒ望遠鏡、Ｒコンロ、ＳＲエクスカリバール、ＳＲ守護の指輪、Ｒホットリング、Ｒマジックダイナマイト、Ｒブーツ、Ｒ万能薬、Ｒガントレット、ＳＳＲアダマントガントレット、ＳＳＲニーベルングの指輪『ジークフリート』】

			「あう……」

			「チッ……」

			「し、舌打ちしたでありますよね今!?」

			「あっ、すまん。気にするな、次があるさ」

			「か、顔が引きつっているのでありますよ……」

			　いかんいかん、ノールは運が良いから、俺としてもかなり期待値が高かったせいで思わず舌打ちしちまった。

			　彼女の強運をもってしても外れるとは……マジで今回何の成果も得られないなんてことになっちゃうの、これ？

			　せっかくのチャンスを、掴むことができないのか……。畜生……魔法のカードさえあれば倍プッシュするというのに……ローンも可にしてほしい。

			「むぅ……大倉殿、モフットに引かせてもいいでありますか？」

			「ん？　まあ、やらせたいのなら構わないけど」

			　俺の舌打ちに反応した後、何やら考え出したノールは、モフットに引かせたいと言う。

			　うーん、彼女が回させたいと言うならいいけど……ウサギにやらせるなんて大丈夫か？

			「えへへ、それじゃあ。モフット、ここを押すのでありますよ」

			　ノールがモフットの前にスマホを移動させ、三十三連ガチャのボタン部分を指差した。

			　すると、理解しているのかその部分にポンと自分の前足を乗せる。

			　賢いとは聞いていたが、マジでちゃんと言うことを理解してるのか……。

			「幸運のウサギだものね。期待しちゃうわ」

			「はは、俺もそれは思ったけど、さすがにそう上手い話はないだろう」

			　あーあ、今回はＵＲ出そうにないな。まあ確定のおかげでＳＳＲが大量に出たし、悪くはないんだが……悔しい。

			　モフットは幸運のウサギだし、もしかしたら……いや、いくら何でもガチャで幸運が訪れるとは思えない。あまり期待してもガッカリしそうだし、ここは軽い気持ちで見守るとしよう。

			　俺達が見守る中、画面に宝箱が映し出される。そして宝箱は、銀、金、白、虹。虹で止まった。

			　えぇ!?

			【Ｒ大剣、ＳＲスパイクシールド、Ｒ食料、ＳＲ厚い本、ＳＲ千里眼、Ｒ増強剤、Ｒ閃光玉、ＳＲオートガードスフィア、Ｒショルダーパッド、Ｒアイスリング、Ｒぬいぐるみ】

			【Ｒ催涙玉、ＳＲ修羅の拳、Ｒ寝袋、ＳＲ天使の衣、Ｒ手裏剣、ＳＲフランシスカ、Ｒマジックポーション×10、Ｒランプ、Ｒトランシーバー、ＳＲ写真アプリ、Ｒサンダーリング】

			【Ｒチャクラム、ＳＲエクリプスソード、Ｒ短刀、ＳＲツインサーベル、ＳＲエクスカリバール、Ｒ消臭剤、ＳＲ鍋の蓋、Ｒクロムアーマー、Ｒ栄養剤、ＳＳＲディフェンスブレスレット、ＵＲシスハ・アルヴィ】

			「マ、マジかよ……ほ、本当にＵＲが出ただと……」

			「さすがは幸運を呼ぶって言われているだけはあるのね」

			「むふふ、モフット、良い子なのでありますよー。よしよし、なのであります！」

			　モフットが誇らしげにむっふんと鼻息を出し、ノールは嬉しそうに頭を撫でている。

			　す、凄い……本当に幸運を呼びやがった。これが幸運の使者の力ということか……連れて帰ってきて良かった。

			　だけどウサギにガチャ運で負けたと思うと……まあいいか。結果良ければ全て良しって奴だな。

		

	

			２章　狂気の神官

			


			　三十三連ガチャを終え、俺達は朝を迎えた。

			　あの後、装備の整理などはせず、もう俺が限界だったから寝てしまった。

			　神官に加入してもらおうと決意してから、こんなに早く来てくれるとは思っていなかったぞ。長いようで短いような感覚だ。

			　装備の配分はシスハを召喚してからしようと思う。彼女にも何か装備を渡さないといけないからな。

			「それではいよいよ、俺達が待ちに待った神官を加える日がやってきた」

			「案外早かった気がするわね」

			「むふふ、モフットのおかげなのでありますよ！　あの時助けた恩返しをしてくれたに違いないのであります！」

			「それは言い過ぎじゃないか？　まあ、実際モフットのおかげではあるけどさ。ありがとうな」

			　ノールの膝の上に座っているモフットを撫でてやると、返事をしているのかプープーと鳴いている。はは、可愛らしい奴じゃあないか。

			　神官が仲間に欲しいと思った矢先に、ピックアップがきて排出までされるとは……まさに僥ぎょう倖こうって奴だ。これもまさかモフットのお陰なんじゃ……いや、考え過ぎか。

			　助けた動物が恩返しをしてくれるなんて、童話じゃあるまいし。でも、そう思うのも悪くはない。

			「とりあえず外へ行くとするか」

			「召喚はまた外でやるのでありますね」

			「そういえば私を喚よんだ時も外だったわね」

			「ああ、武器を出すだけなら問題ないけど、召喚する時は光が凄いからさ」

			「そうなのね。どんな風に召喚されていたのか、見るのが楽しみだわ」

			　エステルの時もそうだったが、街中での召喚は目立つし他人に見られる可能性もある。

			　なので、今回も人目に付かなそうな街の外へ移動してからの召喚だ。

			　そんな訳でさっそく外に移動して、スマホでアイテム欄のシスハ・アルヴィの召喚石を選択する。

			　コストは二十。今俺がレベル50で、使用できる総コストは六十四。現在使用しているコストはノールとエステルで三十七。よし、問題ないな。

			　シスハ・アルヴィ。ＧＣでの評価は、必須ではないがいればかなり有利になるという感じだった。

			　普通の神官ユニットとは違い、防御系や自動回復の支援魔法、複数同時回復などが使えて安定感はかなり増すと聞いていた。スキル使用時の回復値の増加も圧倒的だ。

			　だけどＳＳＲの神官でも十分に回復ができていたから、目立ちにくい存在だったかな。俺は持っていなかったし、どんな性格をしているのかはわからない。

			　見た目は結構評判良かった。美人系のお姉さんって感じで、胸元が露出していたし……胸も大きい。これから会うと思うと、ちょっと緊張してくる。

			　ただ掲示板でシスハちゃんは超良い子だから！　と書き込みされたあと、現実を見るんだ……、と書かれていたのを見たことがある。

			　もしかして何か地雷要素でもあるのだろうか……くっ、あの時ちゃんと調べておくんだった。

			　ちょっと後悔しつつも、スマホの画面に【シスハ・アルヴィを召喚いたしますか？　Ｙｅｓ、Ｎｏ】と表示されたのでＹｅｓを選択。

			　そして毎度お馴染みのスマホの画面が輝き始め、光が溢れ出す。

			「へぇー、私が召喚される時もこんな感じだったのね」

			「これから先、私のような召喚を体験する者はいないのでありますね……」

			「あら、ノールはどういう風に召喚されたの？」

			　スマホから光が溢れ出し、それが徐々に人の形になる。

			　それを見ていたエステルは感心したような声を出し、ノールはあの時のことを思い出すのか哀愁漂う雰囲気だ。

			　エステルが当時のことを彼女から聞くと、俺をジト目で見つめてきた。

			　俺をそんな目で見るんじゃない！　まるで俺が悪いことでもしたみたいじゃないか！　……まあ、ノールにはかわいそうなことをしちゃったとは思っているけどさ。

			　そんなやり取りをしながら召喚が終わるのを待っていると、やっと溢れ出ていた光が収まり、一人の女性が目の前に現れた。

			「初めまして、主あるじ様。私はシスハ・アルヴィと申します」

			　彼女は目を開き、水色の瞳で俺達を見る。そして目と同じ色の長髪をあまり動かすことなく、丁寧に深々とお辞儀をして微笑みながら挨拶と自己紹介をした。

			　見た目はノールよりも少し大人びた印象。そしてとんでもない美人だ。被っている帽子もその髪色に良く似合っている。

			　白を基本とし所々に青が混じる服装。手にはエステルと同じように杖を持っているけど、彼女の物とは違い小さな青い宝石が先端に付いたシンプルな見た目。これぞまさに神官って感じの格好だな。

			　スカートには切れ目が入っていて、ちらりと見えるストッキングを穿はいた足がエロい。それよりさらに目を惹くのは、首元に付けた紋章の下に広がる、露出した胸元。

			　し、知ってはいたけど、実際に見えると凄い迫力のたわわだ。けしからん、全くもってけしからんぞ！　ご馳走様です！

			


			[image: ]

			


			「こ、こちらこそ初めまして。わ、私は大倉平八です」

			「……何だか私達の時と反応が違うのでありますよ」

			「そ、そんなことないぞ？」

			「むぅ……悔しいわね」

			　やばい、やばいぞ。なんて綺麗な人なんだ……。

			　ノールとエステルも美少女だが、また違ったタイプの美人さんで緊張する。

			　それに胸元が反則過ぎるだろ……ついつい目が行っちゃう。少し動いただけでも揺れているぞ……。

			「あ、あの……主様。そんなにずっと見つめられると、少しお恥ずかしいです……」

			「えっ!?　あっ、す、すみませんでした！」

			　揺れる度につい目線が下に行ってしまう。それに気が付いたのかシスハはほんのり頬を赤く染めて、俺から視線を逸らしてモジモジしている。

			　自分でも最低だって自覚はしているけど、これは仕方ない。もはや反射に近い反応だ。

			　俺も何だか気まずくなっていると、エステルがムスッとした表情で声をかけてきた。

			「おにーさん、今どこ見ていたの？」

			「えっ、いや……く、首元の飾りが綺麗だなって！」

			「ふーん、そう」

			「急に慌てて怪しいのでありますよ。でもシスハの首飾り、本当に綺麗なのであります」

			「言われてみると、たしかに綺麗な飾りね。それがシスハのＵＲ装備？」

			　さすがに胸を見ていたなんて言えないので、首元の飾りを見ていたと言い訳した。実際目立つ首飾りを身に付けているから無理はないはずだ。

			　納得してくれたのか、エステルは俺から視線を外してシスハに笑顔で、それがＵＲ装備かと聞いている。

			　ふぅ、上手く誤魔化せたようだな……。

			「はい、そうですよ。えっと……」

			「あら、ごめんなさい。先に挨拶をしておくべきだったわね。私はエステル、よろしくね」

			「私はノール・ファニャでありますよ。今後ともよろしくお願いするのであります」

			「大倉様、ノールさん、エステルさんですね。よろしくお願いいたします」

			　ノール達も挨拶を返し、シスハは笑顔で各々の名前を呼び、再度お辞儀をする。

			　何だよ、大人しそうでめっちゃ良い人じゃないか。性格は把握していなかったけど、これなら心配なさそうだ。

			　エステルの時があれだったから、ちょっと心配だったんだぞ。

			「それではアルヴィさん。ご確認したいのですが、あなたはどの程度今の状況を認識していますか？」

			　まず初めに、シスハがどれぐらい現状を把握しているかの確認をしないといけない。

			　俺から貰う記憶はどうやら差があるみたいだし、確かめることは大事だ。

			　ということで尋ねてみたのだが、彼女は何だかモジモジとして何か言いたそうに俺を見ている。

			「あの……主様。厚かましいお願いだとは思うのですが、私のことはシスハとお呼びください」

			　ようやく恥ずかしそうに口を開いたかと思うと、予想外のことを言われた。

			　ぬぅ……何だろう。気を使ってアルヴィと呼んだのがまずかったか？　というか、主様とか言われると俺の方も背中がムズムズしてくる。

			「そ、それじゃあ……シスハ。わ、私のことも主様じゃなくて、普通に大倉でお願いします」

			「はい、わかりました大倉様」

			「あっ、その……様もできれば付けないでいただけると……」

			　ノールとエステルと違い、大人な雰囲気のシスハと話そうとすると、スムーズにいかないな。

			　くっそ！　何だか凄く恥ずかしい！

			「申し訳ございません。それでは……大倉さん。そんなに緊張なさらないでください。普段と同じような話し方で接してくださると、私は嬉しいです。大倉さんからいただいた記憶で、無理をなさっているのは存じておりますので」

			　シスハは微笑みながら、気軽に接してくれと言う。ちょっとした笑顔だというのに、尊いものを感じる……さすがは神官ということなのだろうか。見ているだけでとても神聖な存在に見える。

			　それにしても……そんなことまで記憶として事前に知っているのか。まさかとは思うけど……これは最初のエステルのように、気持ち悪いと思われたのだろうか？　彼女達もその記憶があったから、そう感じたんだろうし。

			　遠回しに言われているようで、直球に言われるよりも悲しみを覚えそう。

			「ん……んんっ。そ、それじゃあ普段どおりにするぞ。それでシスハ、どの程度今の俺達の状況を把握しているんだ？」

			「はい、そうですね……。まず冒険者をやっていること。そして最近は迷宮という場所の十層目まで到達したということ。そして戦力を求めて私を召喚したこと、が主な現状でしょうか？」

			　どうやら大体のことは把握しているようだ。これなら特に説明することもないだろう。

			「よし、平気みたいだな。シスハにも冒険者としての登録をしてもらおうと思うんだけど、何か意見はあるか？」

			「いえ、特に異論はございません」

			　シスハもこれからパーティに加わってもらうので、当然冒険者協会で登録をしなくてはいけない。彼女は特に嫌がる素振りもせずに了承してくれた。

			　いやー、実に話がスムーズに進むから助かるね。

			　凄く良い人が来たなーと思っていると、エステルが突然シスハの目の前に立ってジッと顔を見上げている。どうしたんだ？

			「あ、あの……どうかいたしましたか？」

			「シスハ、あなた何か隠しごとでもしているの？」

			「えっ、な、何のことでしょうか？　エステルさん達に隠すようなことなど何もございませんよ」

			　なぜかエステルがシスハに絡み始めた。疑うようなジト目をしている。

			　見られているシスハは苦笑しつつ困った様子だ。

			　隠しごと……？　今までの会話の中で、不審な点なんかあったか？　……いや、ないな。

			「エステル、急にどうしたんだ？　召喚されたばかりなのに、隠しごとなんてあるはずないだろ」

			「そうでありますよー。エステル、疑うのは良くないと思うのでありますよ」

			「……そうね。シスハ、ごめんなさいね。さっきシスハがお兄さんを見ていた目が、何だか楽しそうだったからつい疑ってしまったわ」

			「……い、いえ、いいんですよ。大倉さん達のやり取りが楽しそうでしたので、ついそんな風に見えてしまったのかもしれません」

			　エステルの言葉に、シスハの体が一瞬ビクリと震えたような気がした。

			　うーん、疑うようなところは別になかったと思うんだけどなぁ。彼女はとても人の好よさそうな雰囲気なのに、エステルがそんなことを言うなんて……一応警戒しておいた方がいいのだろうか？

			


			◆

			


			「すみませんー」

			「あっ、オークラさん。今日はどのような御用でしょうか？」

			「えっと、今日からパーティに加わってもらう方を連れてきたので、冒険者として登録していただこうかと思いまして」

			　冒険者協会に到着し、ウィッジさんのいる受付へ。そして後ろにいたシスハを紹介した。

			「初めまして、シスハ・アルヴィと申します」

			「あっ、こ、こちらこそ初めまして！　オ、オークラさん！　ま、まさか彼女、神官ですか!?」

			「えっ、あっ、はい。そうですよ」

			　シスハが前に出てお辞儀をして挨拶をした。するとウィッジさんは驚いた様子で挨拶を返して、俺に神官かと聞いてくる。

			「魔導師に加えてさらに神官までパーティに誘えるなんて……。見習いの方でもなさそうですし、一体どこからこんな人連れてきたんですか？」

			「えーと、それは……ちょっとした知り合いですよ、ははは……」

			　たしかこの世界で冒険者になる魔導師と神官は少ないんだったか。

			　ガチャから連れてきたなんて言えないし、俺は笑いながら誤魔化してやることを終えてそそくさと協会から出た。

			　登録したばかりなので、シスハのランクは勿論Ｇランクからだ。いつかは同じランクにまで上げてやらないとな。

			　今後仲間を増やす度に、こうやってランク上げをしなければならないと思うと、仕方ないとはいえちょっと面倒だ……。

			　俺達がＡランクになった暁には、仲間にしたらすぐにランクＡとかできないかな……そんな都合の良い話はなさそうだけどね。

			　まあ、それはその時どうにかするとして、今は目先の問題は片付けないと。

			「さて、とうとう四人になってしまった訳なのだが。部屋はどうしようか」

			　プレートを受け取った時に、ついでにシスハをＦランクに昇格させるために依頼も受けておいた。

			　まだ日が落ちるまでに時間もあるし、討伐対象も王都の付近なので今からでも問題はないだろう。

			　そして外へ移動している最中、宿について話し合うことにした。

			　今までは三人だったので何とかなったけど、ついに四人。そろそろ同じ部屋で泊まるのには限界なんじゃないかと思う。

			「今までどおり皆同じ部屋でいいでありますよー」

			「そうね。たしかあの宿には四人でも平気な部屋があったはずよ」

			　モフットのために変えた宿。あそこには、ダブルベッドが二つ並んだ四人部屋も存在している。

			　そこに泊まるとなると、俺が彼女達の誰かと共に寝なくてはいけなくなってしまう。同じ部屋に泊まるだけなら平気だけど、同じベッドで寝るとなると俺が色々と我慢できるか怪しい……理性的に考えて。

			　俺は我慢のできる男だと自負しているが、こんな美少女達が相手になると自信がない。

			　自家発電のおかげで今は抑えられてはいるけど、そんな状況になったらいつ爆発するかもわからない。俺だって欲を持て余している若い男なんだ、一時の過ちを犯すのも無理はないことなのだ。

			　だからこそ、理性が働いているうちにそれを防ぐために努力をしよう。

			　という訳なので、さっそく抗議する。

			「おいおい、さすがにもう無理だろ……。俺と同じベッドで寝ることになるかもしれないんだぞ？　ノール達だってそれは嫌だろう？」

			「えっ、別に構わないのでありますよ」

			「あら、むしろ大歓迎よ。どうして私が嫌だと思うの？」

			「私もそれで構いません。早く皆さんと馴染めるよう、一緒の部屋の方がいいです」

			「えぇ!?　えぇ……そ、そうなんだ」

			　彼女達の予想外の返事に戸惑いを隠せない。全員一致で構わないって……好意的なのは嬉しいけど、もう少し女の子として危機感を持ってほしい。

			　ノールとエステルからしたら、今までずっと同じ部屋で過ごして信頼してくれているってことだろうし、シスハからしたら交流できるよう同じ部屋の方がいいってことなのかな。

			　俺としても一人になるのは寂しいから、可能なら同じ部屋がいいけれど……まあ寝袋があるんだし、俺は床で寝ればいいか。

			


			◆

			


			　話し合いの結果、結局宿は同じ部屋に泊まることになった。

			　うん、俺は床で寝ることにしたぞ。もし一緒に寝るとしたら……ノールぐらいか？　エステルは前にベッドに侵入してきたこともあって嫌な予感がするし、シスハはたぶん俺が持ちそうもない。

			　その点ノールなら常にアイマスクをしているし、そういうことを意識することも少ないから平気だ。

			「さて、装備配分をしようか」

			　外へ移動し人目のない場所まで来たので、装備の整理を始めようと思う。今回はＳＳＲ確定のおかげで様々な装備が出てきた。シスハの加入も合わせて、かなり大幅な戦力向上が期待できる。

			　ふふ、やはりガチャは素晴らしい。

			「今回は色々出たので、分配が楽しみなのでありますよ」

			「ふふ、そうね。新しいグリモワールも出たし、魔法を使うのが楽しみになるわ」

			「楽しみなのはいいけど、絶対に被害が出るような威力で使うなよ……」

			　前にも配分を経験している二名は、さらに装備が良くなることに喜んでいる。

			　エステルが楽しみだとか言っているけど、正直ちょっと不安になるぞ。これでさらに魔法が強力になったら、また狩場を破壊することが増えそうだ……。そう考えると胃が痛くなってきた。

			「あの……加わって早々に装備など頂いてもよろしいのでしょうか？」

			「ん？　むしろ渡すために先に召喚したんだぞ。遠慮なく受け取ってくれ」

			　シスハはちょっと申し訳なさそうな表情をしている。

			　彼女のために後回しにしていたので、むしろ喜んで受け取ってもらいたい。

			　シスハは大人しい感じだし、既に身内な雰囲気の俺達の中には少々入りづらいのかもしれない。馴染みやすいように気遣ってあげないと。

			　そんな訳で、さっそく分配を始めたのだが……量が多過ぎるから、とりあえず俺達に使えそうな物だけを選んで実体化させた。

			　守護の指輪や命の宝玉なども複数手に入ったが、これは重ねたりせずに皆で分けることにする。まだ重ねるほどの数はないし、単体で使った方が今は効果的だ。

			　シスハにも専用のバッグは必要だと思い聞いてみたら、ショルダーバッグが欲しいと言われたからそれを渡した。

			　準備も整ったし、ダブっていない装備の分配を始めるとしよう。

			【獅子の心】

			　戦闘時に恐慌状態になりづらくなる。

			　ヘタレの方にはもってこい？

			「むぅ……これは」

			「あっ、大倉殿にちょうど良いかもしれないでありますね。これで特訓も捗はかどりそうなのでありますよ」

			「あら、ヘタレたお兄さんが見られないのはちょっと残念かも」

			「私もそんな大倉さんを一度見てみたかったです……」

			「いや、そんなもの見ても面白くも何ともないだろう……」

			　カドゥケウスの紋章のようなシール式の虎の紋章だ。これ鎧にでも貼っておけばいいのかな？

			　それにしても恐慌状態か。よくわからんが怖くならなくなるってことか？

			　強敵出てきたらよく硬直して腰が引けたりしているから、これは俺用のアイテムか。

			　それにしてもヘタレとは失礼な。こういう余計な一言はいらないでしょ！

			【水筒】

			　ＭＰを消費し、飲み水を貯めることができる。

			「うーむ、これは結構使えそうか？」

			「迷宮で使うのにはいいんじゃないのでありますか？」

			「私がいれば水には困らないけど、万が一に備えて持ってはおきたいわね」

			「お水は重要ですからね。これさえあれば私でも水が生成できるので便利だと思います」

			　丸くて青い一般的な水筒だ。随分と前に出ていたけど、あまり使う機会がなかった。

			　もしものために全員に一個ずつ持たせておきたいな。今はそんなに数がないから無理だけど。

			【慈愛の宝玉】

			　回復魔法＋20％　ＭＰ＋２００　

			【慈愛の指輪】

			　回復魔法＋10％　ＭＰ＋１００

			「これはシスハ用かな」

			「こんな綺麗な物を……大倉さん、ありがとうございますね」

			「お、おう」

			　出てきたのはピンク色の細長い宝石が付いた首飾り。それと小さなピンクの宝石が付いた指輪。

			　これは神官用の装備だな。彼女にこれを渡すと、凄く嬉しそうな笑顔を浮かべお礼を言われた。

			　うっ、美人さんの笑顔はドキッとするな……。これは凄い破壊力だ。失礼だけど、あまり直視しないようにしておこう。

			【コロナリング】

			　火耐性　火属性微攻撃付加

			【カオスリング】

			　攻撃対象を20％の確率で恐慌状態にする。

			「これはノールだな。火属性攻撃……それに恐慌状態か」

			「むふふ、これで私もエステルのように魔法的な攻撃ができるのでありますね！」

			「使うのはいいけど……まずはＭＰの制御に慣れてからよ？」

			「うっ、わ、わかっているのでありますよ……」

			　炎をさらに濃くしたような色の指輪と、真っ黒な色の指輪。

			　うーん、近接攻撃する奴が付けた方が良さそうだし、これはノールかな。火属性の微攻撃を付加というのを見て、彼女は喜んでいる。

			　杖じゃないし、前みたいにすっぽ抜けて飛ばすこともないだろう。ただＭＰの制御が苦手みたいだから、そこは注意させないと。

			【千里眼】

			　視覚範囲が増加する。

			　本当に千里先まで見えるかはご自分でお確かめください。

			【グリモワール『アケーディア』】

			　土属性魔法の攻撃力＋１００％

			　攻撃対象の行動速度を30％の確率で低下させる。

			「うーん、視覚が増すならエステルと相性が良さそうか？　あとこのグリモワールの効果エグいな」

			「どうかしらね？　そこは試してからじゃないとわからないわ。土属性の魔法が強化されるのは助かるわね」

			　丸いレンズの小さい眼鏡と、熊が描かれた黄土色をした本。

			　眼鏡の方は遠距離タイプのエステルに渡すのが今のところ一番有用だろう。

			　そして新しいグリモワールか。土属性の魔法強化ってことは、今後、土の枷かせなどが使いやすくなるのか？

			　アステリオスの拘束も、これさえあればスキルなしで可能かもしれないな。

			【マジックブレード】

			　攻撃＋１５０　防御無視攻撃付加　使用中ＭＰ消費：中

			「おお、これはロマン溢れる装備だな！」

			「カッコいいでありますね！　刃が出る時にビフュン！　って音がするのがいいのであります！」

			「魔法の刃ってところかしら？　防御無視っていうのは魅力的ね」

			「でもＭＰの消費が激しそうな武器ですね」

			　出てきたのは丸い筒のような物だ。

			　一体これのどこがブレードなのかと思ったのだが、スイッチが付いており、そこを押したら光の棒みたいな物が筒から伸びた。

			　すげー！　魔法の刃なんだろうけど、俺から見たらレーザーの剣みたいに思えて興奮してきた！

			　だけど防御無視を考慮しても、今のエクスカリバールと比べると使えない……ちょっと残念。しかも使用中はＭＰの消費もあるみたいだ。

			　どこかで使えそうだから、一応いつでも取り出せるようリュックに入れておこう。

			【写真アプリ】

			　スマートフォンにカメラ機能を追加。

			　音が出るので使用の際はご注意を。

			【通話アプリ】

			　スマートフォンに通話機能を追加。

			　トランシーバーにこちらから通話することが可能に。

			　料金は無料です。

			「うおおぉぉ！　俺が求めた写真アプリがついに来たか！」

			「写真って大倉殿の世界にあるものでありますよね？　何か撮りたい物でもあるのでありますか？」

			「ふふ、お兄さん。何を撮りたかったのかしら？」

			「えっ……いや、記念撮影とかいいと思ってさ」

			「思い出がこうやって残せるのは素晴らしいですね」

			　よっしゃ！　ついに、ついに写真アプリが手に入ったぞ！

			　これでようやくノール達の写真が撮れるようになったのか。でも音が出るのか……あっ、べ、別に不都合はないんだけど。

			　イヤらしいことなんて全く考えていない、俺はピュアな心を持っているんだ。

			【女神の抱擁『神官専用』】

			　防御＋４００　回復魔法＋20％　効果範囲拡大

			「神官にはぴったりの名前なの……か？」

			「何だかお恥ずかしいです……」

			　出てきた物は、白い肩がけだ。

			　シスハの服装に合わせても違和感は特にない。名前のせいか、彼女は頬を少し赤く染めて照れている。

			　うん、確かにちょっと恥ずかしいかもな。それにしても、効果範囲拡大はかなり使える。これはいいな。

			【ゴージャスヘルム】

			　防御＋１５０　敵意増加

			【アダマントガントレット】

			　防御＋５００

			【アダマントキュイッス】

			　防御＋５００　敏捷－10

			【アダマントシールド】

			　防御＋５００　敏捷－10

			【ディフェンスブレスレット】

			　防御＋４００　防御速度＋30％

			「うーん？　これは……」

			「アダマント装備が揃っているのでありますね」

			「これはお兄さんが盾役やれっていう啓示ね、きっと」

			「大倉さんが盾役をするのなら、私頑張って回復いたしますよ」

			　真っ黒い黒光りした防具一式と金色の光るヘルム。盾は一メートル近い大きさの縦長の丸い物。そして新たに青い腕輪も出てきた。

			　こ、これは……防御重視の装備が揃っている。これなら俺が重装鎧の代わりはできるかもしれない。

			　神官のシスハもいるから、これで一応のパーティとしては形にはなるが……俺にできるのだろうか。

			【ニーベルングの指輪『ワルキューレ』】

			　攻撃速度＋10％　移動速度＋10％　攻撃力＋50　防御力＋50　状態『第１日』

			【ニーベルングの指輪『ジークフリート』】

			　攻撃速度＋10％　移動速度＋10％　攻撃力＋50　防御力＋50　状態『第２日』

			　ＰＴボーナス：攻撃速度＋20　移動速度＋10％　敏捷＋10　ＨＰ回復速度上昇　ＭＰ回復速度上昇

			「な、何だこれ!?　使えないと思っていたけど何か出てるぞ！」

			「うーん？　これはＰＴ全体に能力が付加されるのでありますかね？」

			「とりあえずこれもノールが付けるか？」

			「うっ、なんか目立ちそうで嫌なのでありますが……。私の指、そろそろ埋まっちゃうでありますよ！」

			　前回のと同じように金色で文字が彫られた指輪。それが今回は二つだ。

			　表記には相変わらず意味がわからない、ワルキューレとジークフリート。

			　個々の能力は正直微妙だが、ＰＴボーナスという物が付け足されていた。これは揃えたらさらに能力が増える系なのか？

			　既に一つ所持しているノールにこれも渡したが、指に三つも黄金の指輪を付けている。確かにちょっと目立ちそうだな。

			【賢者の杖☆２】

			　ＭＰ＋１５００

			　攻撃力＋２５００

			　対象の魔法耐性－60％

			　行動速度＋10％

			【エクスカリバール☆15】

			　攻撃力＋１８９０

			　行動速度＋１２０％

			【鍋の蓋☆９】

			　防御力＋６５０

			【ゴージャスアーマー☆２】

			　防御力＋３００

			　防御速度＋10％

			「……エクスカリバールがやばい。というか、鍋の蓋も……」

			「大倉殿がＵＲの武器を手に入れる頃には、もうそれの方が強くなっていそうでありますね」

			「ふふ、お兄さんが引いてくれた杖で強化されたし、今度の狩りが楽しみだわ」

			「狩りもまだしていないのに、こんなに装備をいただいてしまって申し訳ありません」

			　そして最後に、重ねた装備だ。

			　わかっていたけどＵＲ装備はやっぱりやばいな。一つ重ねただけで跳ね上がり過ぎだろ。

			　エクスカリバールの行動速度上昇も、ポンポン出るから強化され過ぎているけど……。これじゃＵＲが出ても重ねないと、出番なくなりそう。

			　それと鍋の蓋がアダマントシールドを超えている……。このままだと鍋の蓋とバールのようなものを持った、フルアーマーのぼろ布を纏った姿になるんだが。

			


			◆

			


			　今回手に入れたアダマントシリーズ。そしてディフェンスブレスレット。

			　ここまで防御を重視する装備が集まるとは……これは真剣に俺が盾役をするか考えないといけないな。

			「んー、これは俺が盾役やれっていうガチャからの啓示なのか？」

			「まあできなくもないでありますけど……盾役となると、痛みに耐えられるまさに鋼の精神が必要なのでありますよ」

			　たしかに盾役というのは、敵の攻撃から味方を守らなくてはいけない立場だ。全ての攻撃を受ける訳じゃないけど、守る分、敵の攻撃を食らう頻度は間違いなく高い。

			　だからと言って痛みを恐れて初動が遅れると、仲間に被害が出る。ノールの言うように、痛いとわかっていながらその身を危険にさらすことのできる人じゃなければ務まらない。まさに鋼の精神だ。

			　痛いのは嫌だけど、鋼の精神と言うなら俺は適任かもしれない。忍耐力に関しては、そこそこ自信があるぞ。

			「ふむ、つまり俺にぴったりという訳か」

			「えっ」

			「ん？」

			　こいつ何言ってるんだ、そう言いたそうにノールとエステルが見てきた。シスハは困った顔をして苦笑を浮かべている。

			　あれ？　俺何か変なこと言ったか？

			「ま、まあそれはいいとして、これで一応パーティとして揃った感じかしら？」

			「いや、俺が防御に回るとなると、今度は近接火力が少し不足気味になる」

			「迷宮攻略を目指すとなると、まだ不十分と言ったところでしょうか？」

			「そうなるかな」

			　今の状態だと、ノールか俺のどっちかはエステル達の守りに回らないといけない。そうなると、今度は近接による火力が落ちる。

			　魔法耐性が高い敵との戦いには少々不安が残るな。

			　俺が盾役をしながら、火力も確保できればいいのだが……せめて迷宮の奥に行くのなら、近接職かちゃんとした盾役があともう一人欲しいところだな。

			「あとずっと忘れていたけど、ようやく称号の変更をすることにしたぞ」

			「そういえばそんなのもあったでありますね」

			「あら、それは何なの？　私は今知ったけど」

			「ああ、これを変えることで俺の固有能力が変わるんだ」

			「どうして今までお変えにならなかったのですか？」

			「いやぁー、微妙なのばかりでな。ノール達がいるなら初期の団長が一番良かったんだ」

			　最初の頃からすっかり忘れ去られていた称号。

			　団長の全ステータス十パーセントが強力だったから変えなかったけど、50レベルを超えて新たに強い称号が追加されていたから変更することにした。

			　・１　団長　全ユニットのステータス＋10％

			　・10　剣士な団長　剣による攻撃力＋20％

			　・20　弓使いな団長　弓による攻撃力＋20％

			　・30　盾の団長　防御力＋20％

			　・40　魔導師な団長　魔法による攻撃力＋20％

			　・50　総長　全ユニットの全ステータス15％

			「うーん、やっぱり総長一択だよなー」

			「他の称号がもう少し強ければ選択肢も増えそうなのにね」

			「壁役をやるなら盾の団長にしたいでありますけど……全体バフと比べると魅力に欠けるのでありますよ」

			「大倉さんが個人的に戦う時には使えそうですけど、パーティの場合は全体バフ以外選ぶ理由もないですね」

			　総長の十五パーセントに比べちゃうと、各武器に二十パーセント付いてもなぁ……。今は総長にしておくのが一番良さそうだな。

			　もし何かあって俺が個人的に戦うことがあれば、剣士な団長とかも使えそうではある。……エクスカリバールは剣扱いなのか？

			　さて、次はシスハのステータスと装備の確認でもしておこう。

			「シスハ、ステータスの確認をしてもいいか？」

			「はい、大倉さんでしたら私に確認などせず、いつでも好きな時にご覧ください」

			　笑顔でいいと言われたので、ステータスアプリを起動してシスハをカメラに収める。

			


			


			　シスハ・アルヴィ

			　レベル▼40　ＨＰ▼１５５０　ＭＰ▼１８００

			　攻撃力▼５５０　防御力▼３５０　敏捷▼45　魔法耐性▼20　コスト▼20

			　固有能力【聖女の祈り】　スキル【回復上昇】

			　Ｂ：90　Ｗ：61　Ｈ：88　推定：Ｆカップ

			


			


			　ステータスはエステル寄りだけど、若干ＨＰと防御力が高めかな？

			　神官の回復の値は、攻撃力に依存だ。これって……実際に攻撃したらどうなるんだろうか。

			　固有能力の【聖女の祈り】は、回復できる範囲が広がり、複数の対象を同時に回復できる能力だ。シスハがいれば安定すると言われている一番の理由はこれだな。

			　スキルの【回復上昇】は、その名前のとおり回復値を四十パーセント上昇させるものだ。再使用時間は……一時間!?　おぉ、これはなかなか使えそうだ。

			　それと……目に見えてあれだったけど、やっぱり大きいな。見ているとさっきみたいにエステルに勘付かれそうだし、あまり見ないようにしないと。

			　次にシスハの装備も確認しておこう。

			【ヴィーティング】

			　ＭＰ＋８００

			　攻撃力＋８００

			　回復魔法＋30％

			【アルマテール】

			　ＨＰ＋３００

			　ＭＰ＋２００

			　防御力＋４００

			　回復魔法＋20％

			　硬直時間－20％

			　装備のＵＲは杖と首元にある飾りか。やっぱり回復重視の装備なんだな。

			　……ん？　そういえば、召喚したばかりなのに40レベルか。何で最初からこんなに高いんだ。

			「エステルの時も思ったけど、召喚時のレベルって俺基準なのか？」

			「そうみたいね。召喚してすぐに戦力になれるように配慮されているのかしら」

			「最初の方ならいいでありますが、私達が高レベルになってからだと、後から召喚された子との差が激しくなるでありますからね」

			「ありがたい話ですね。そのお陰で、私もさっそく大倉さん達のお役にたてそうです」

			　この中じゃ一番低いのには変わりないが、それでも最初から40レベル。

			　これなら今後新しい仲間が来たとしても、レベル上げをする手間はそれほどないってことだな。

			


			◆

			


			　王都でのＦランク昇格の為に近場の狩場へとやってきた。街から少し離れた洞窟だ。

			　洞窟の前には、十数体の魔物がうろちょろしていた。

			　対象はコボルト。前に戦ったハイコボルトと同じような見た目をしているけど、若干小さくて持っている武器は石で造られている剣だ。

			　ハイコボルトよりは弱いだろうし、ステータスは見なくてもいいだろう。

			「さて、狩場に到着したのだが……この格好、大丈夫？」

			「お兄さん……そのヘルムだけは着けるの止めた方がいいんじゃないかしら？」

			「そうでありますね……。胴の鎧も派手でありますけど……ヘルムは目立ち過ぎなのでありますよ」

			「むぅ、そうか？　結構カッコ良くない？」

			「わ、私はいいと思いますよ、はい」

			　俺が動く度に、ガシャンガシャンと金属の擦こすれる音が聞こえる。

			　さっそく着心地を試すために、アダマントシリーズを装備してみた。最高にクールな感じがするぞ。

			　でも盾は鍋の蓋のままで、武器もエクスカリバール。そして胴体はゴージャスアーマー。靴はニケの靴と、似合わない気がするけど仕方ない。

			　アダマントの盾は持ってみたけど、大き過ぎて俺にはまだ扱いづらかった……。

			　それとヘルムがフルフェイス型のせいで、声がこもってちょっと聞き取りづらいかも。だけど、ガチャ産だからかヘルム越しの視界は透けていて、していない状態と変わらず周囲がよく見える。

			　しかしこの金のヘルムはノール達から少し不評だ。敵意増加の効果のためか、牛のような大きくて立派な角が左右から伸びている。

			　見た目はかなり派手だけど、俺としては結構カッコいいつもりだったのに……ちょっと残念。

			「防具を変えるとちょっと動きづらいな」

			「まず、動くことから慣れないと駄目でありますね」

			　鎧に覆われた体は、若干だがいつもより動かしづらい。これで防御力は高くなったが、攻撃面はちょっと不安だな。

			　シスハのＦランク昇格のためのコボルトを狩るついでに、俺も盾役として戦えるか試してみるつもりだ。

			　いきなりワシ戦士長相手はきつそうだからな……。

			「ま、今回はコボルト相手だから慣らすのにはちょうどいいか」

			「だからって気を抜いては駄目でありますよ」

			「お兄さん、万が一はないと思うけど油断しないでね」

			「おう、頑張るわ」

			　むぅ、エステルは心配性だな。さすがにこれでコボルトに負けるなんて……ないと思う。不安だからちゃんと注意しておくか。

			「大倉さんの戦いを見るの楽しみです。応援していますよ」

			「お、おう、ありがとう」

			　そう期待されても困るんですが……せめて無様なところを見せないよう頑張ろう。さすがの俺でも、コボルト相手に後れを取ることはないだろう。

			　さっそくエステルとシスハから支援魔法を貰い、俺はコボルトへ向かい走り出した。

			　さっきよりも激しい金属が擦れるような音を出しながら、エクスカリバールを振り上げる。気持ち的には戦士達が突撃する時の気分。……他人から見たら、バールのようなものを振りかざして走る鎧の男は不気味に見えそうだ。

			　コボルト達もそれに気が付いて俺の方を向き、剣を構え始めた。攻撃の届くところまで到着したと同時に、エクスカリバールを振り下ろす。

			　俺の攻撃は石の剣ごと砕いて、コボルトの体を抉り肉片を飛ばし光の粒子にする。やはり最弱クラスの魔物、俺でさえ一撃か。

			　それから何体か倒したのだが、不意に横からカツンと音が。見てみるとそこには折れた剣を持つ唖然とした様子のコボルト。俺を攻撃して逆に剣が折れたみたいだ。

			　さらに何体か倒して、ドロップアイテムである牙を拾い俺はノール達のところへと戻った。

			　コボルトは弱い部類の魔物なのに、それ相手にも不意打ちで攻撃を受けるとは……これは早く全身フル装備に慣れないと駄目だな。もしこれで強い魔物だった場合、致命的な隙になってしまう。

			　ワシ戦士長の相手なんてまだまだできたもんじゃない。

			「うーん、これじゃあまだまだ実戦には程遠いか」

			「そうでありますね。まずはコボルトみたいな弱い魔物で、体を慣らしていくしかないでありますよ。防御力が高くなったとはいえ、受ける必要のない攻撃は避けた方がいいのであります」

			「頑張ってねお兄さん。私達も応援しているからね。シスハに回復してもらえるから、これからの練習は捗りそうね」

			「お、おう……そうだな」

			「はい、おまかせください。大倉さんのためなら、私も頑張って回復いたしますよ。刺し傷、切り傷、骨折、切断などもすぐ治せますから、安心してくださいね」

			「……わ、わー、そ、それは凄いなー」

			　やべぇ……笑顔でそんなこと言われても、どこをどう安心すればいいのかわからない。すぐ治せるからって、それを受けたいとは微塵も思わないぞ。

			　骨折までならまだ耐えられるかもしれないけど、切断なんて泣き叫ぶわ！

			　まともそうだと思ったけれど、少し考えを改めた方がいいかもしれない……。

			　とりあえず目的も終わったし、今日は協会に行ってシスハをＦランクに昇格させて帰るとするか。

			「それじゃあ今日はか──」

			「あの……少しよろしいでしょうか？」

			「ん？　どうかしたのか？」

			「その……私も戦ってみてもよろしいですか？　大倉さんの戦う姿を見ていたら、何だかウズウズしてしまいまして」

			　……はい？　戦ってみたいだと？　俺の戦いを見てウズウズするって……。

			「えっ……シスハは戦えるのでありますか？　神官でありますよね？」

			「はい、そこまで得意ではありませんが、それなりに戦うことはできますよ」

			「あら、それは見てみたいわね。魔法で戦うのかしら？」

			「いえ、近接戦闘ですよ」

			　ほぉ、近接戦闘が少しできるとな。見た目からはちょっと想像できないぞ。

			　ＧＣでは神官が攻撃参加するなんてなかったはずだけど……そういうのもありなのか。

			　でも切れ目のあるスカートだし、そういう動きをするのを考慮してあるのかも。

			　俺以外の二人も興味があるのか、食い付いてきている。

			　もしこれで近接戦闘が少しでもできるのなら、自衛してもらうことも期待できそうだ。

			　やっぱり俺とノールが守るにしても、守り切れないことがあるかもしれないからな。

			　まあ、そうは言っても神官だから、そこまで期待はしないでおこう。あくまでシスハには、神官として回復してもらうことが主な仕事だ。それに防御系の支援魔法ができるだけでも働きとしては十分過ぎる。これ以上を求めるのは酷というものだろう。

			「うーん、コボルト相手だし平気だよな？」

			「そうね。一度やらせてあげてもいいんじゃない？　私が言えたことじゃないけど、どのぐらい動けるか把握しておけば、いざって時に役立つもの」

			　エステルは急に動くのが苦手だからな。そういうことを把握しているからこそ、危ない時は真っ先に逃がすか、俺かノールが抱えて逃げることになっている。

			　シスハがどのぐらい動けるかでどうするか考える必要があるから、今確認できるのはありがたいことだ。

			「むふふ、近接戦闘をする私としては、とても気になるのでありますよ」

			「純粋な近接職のノールさんから見たら、粗が目立つと思いますよ……ガッカリさせてしまうかもしれません」

			　一応近接職である俺ですら、ノールから見たら素人同然だからな。神官のシスハからしたら、そんな彼女に見られるのは緊張しそうだ。

			　こんなこと言うぐらいだから自信はあるんだろうけど、もし駄目そうならちゃんと言ってあげないと。実力をちゃんと把握しておかないと、危険な目に遭うのはシスハ自身だし。ノールなら昨日俺に言ったように、遠慮なく言いそうだけどさ。

			「じゃあやってもらうとするか。装備はどうする？」

			「今はこのままで大丈夫です」

			「あら、でも武器は？」

			「この杖もありますし、拳と蹴りで補うので大丈夫ですよ」

			「えっ……そ、そうなの？　す、凄いわね」

			　……ん？　その杖は回復用の装備じゃ……それに拳に蹴りって。どんな戦い方をするつもりなんだ。

			　そもそも神官ってだけでどう戦うのか見当も付かない。

			「と、とりあえずそれでいいんだな？　それじゃあエステル、支援魔法をしてやってくれ」

			「ええ、頑張ってねシスハ」

			「シスハ、頑張るのでありますよー！」

			「はい、ありがとうございます。それではいきますね！」

			　エステルの支援を貰ったシスハは、張り切ったように拳を握り両手を上げてガッツポーズをした。

			　準備の整った彼女は、走り出して歩いていた数体のコボルトへと向かう。コボルト達は彼女の接近に気が付き、剣を向け迎撃の態勢を取る。

			　そしてついに、一番近くにいたコボルトとシスハが接触。迎撃するためにコボルトが剣を突き出したのだが……。

			　その剣を彼女は体を捻りギリギリで避けると、戻す勢いで杖を顔面に叩き込みコボルトの頭を吹き飛ばした。

			「……えっ──えっ!?」

			「神官……なのでありますよね？」

			「……神官って凄いのね」

			　あれ……凄くキレッキレで俺よりもいい動きしている気がするのだが。

			　俺と一緒にそれを眺めていた二人も、シスハを見て驚きょう愕がくしている。

			　その後も、彼女は殴りや蹴り、杖による突きなどで次々とコボルトを粉砕していった。

			　おかしいな……心なしかシスハが恍こう惚こつな表情をしているような気が……。

			


			◆

			


			　コボルトを狩り終えてから冒険者協会へ向かい、無事シスハはＦランクに昇格した。

			　まさか神官なのにあれほどの戦闘力があるとは……コボルトが最弱の魔物とはいえ、あそこまで良い動きをされると困惑するしかない。回復装備のままであれだから、ちゃんと近接装備に変えたらどれだけ強いんだよ……。

			　シスハの予想外の強さに驚きつつも、今日はやることもないので宿へと戻った。

			　そして現在、白い毛玉を囲ってノール達は部屋で騒いでいる。

			「な、何なんですかこの子！　物凄く可愛いじゃないですか！」

			「むふふ、そうでありましょう、そうでありましょう。この子はフォルトゥーナラビットのモフットなのでありますよ」

			「大倉さんの記憶で存在は知っていましたが、実際に見るとまた違いますね。はぁー、本当に可愛いです。よろしくお願いしますね、モフットさん」

			　宿に戻ってシスハはモフットを見た途端、目を輝かせて撫で回し始めた。

			　ノールもその反応が嬉しかったのか、シスハと一緒に仲が良さそうに白い毛玉を可愛がっている。

			　やはり可愛いは正義なんだな……ちょっとモフットが羨ましいぞ。

			　そんな光景を眺めていると、エステルが声をかけてきた。

			「ねぇお兄さん、せっかくシスハが仲間になったんだし、明日は皆で王都の観光でもしましょうよ」

			「ん？　観光？」

			「ええ、このまますぐに狩りをするのもどうかと思うし、仲を深めるためにも一日ぐらいお出かけしてもいいじゃない？　前に約束した、お兄さんとお出かけするっていうのも合わせてね」

			　観光か……たしかに召喚したばかりなのに、明日からいつもどおり狩りをするのはちょっとな。まだ召喚したばかりでシスハのこともよくわかっていないし、交流に一日使うのは悪くない。

			　エステルの時はそれをする暇もなく、いつの間にか馴染んでいたからな。自分の時のことを思い返して、シスハのことを気遣ってくれたのか。本当にエステルは良い子ですわー。

			　それに、前ノールとエステルを二人だけで買い物に行かせた時、今度は一緒に街へ出かけようって約束したもんな。良い機会だし、その約束も果たしておこう。

			「しばらくはガチャも来ないだろうし、俺は構わないぞ」

			「ふふ、やった。それじゃあ明日はお出かけね。ノール達にも教えないと」

			　エステルは可愛らしく胸の前で両手をグーにして喜んでいる。

			　そしてモフットを可愛がっているノール達のところへ行き、このことを伝えた。するとノールが俺に向かって声をかけてくる。

			「大倉殿、明日はモフットも連れていっていいでありますか！」

			「あー、うん、構わないぞ。賢いから平気だとは思うけど、ちゃんと見ておけよ？」

			「やったのでありますよ！　むふふ、明日が楽しみなのであります！」

			　まあウサギぐらいなら一緒に連れていっても平気だろう。一緒に行けることが嬉しいのか、モフットを持ち上げてノールは喜んでいる。

			「すみません、大倉さん。私のために王都の観光をしてくださるなんて」

			「いや、気にするな。たしかに少し配慮が欠けていたかもしれない。ごめんな」

			「そんな、謝らないでくださいよ」

			　何も考えていなかった俺としては、お礼を言われても少し困るな。まあ良好な関係を築くためには必要なことだろう。提案してくれたエステルには感謝しないと。

			　それから明日に備えて、風呂へ入り食事も終えて後は寝るだけになったのだが……そこで俺が懸念していたある事態が発生した。

			「さてと、それじゃあお兄さん、一緒に寝ましょうか」

			「そうでありますね。さあ、早くこっちに来るのでありますよ。はよ、はよはよなのであります！」

			「いやいやいや、どうしてそうなる！」

			　エステルはシスハと同じベッドに座り、ノールはもう片方のベッドに座り、俺に早く来いとバンバンとベッドを叩いている。

			　ノールの膝の上にはモフットがいて、はよしろや、って感じでブーと鳴きながら俺を見つめている。お前までそっち側なのか！

			「俺は床で寝るよ。ほら、寝袋も用意してあるしさ」

			「そんな、大倉さんが床で寝て、私達がベッドで寝るなんて駄目ですよ。それなら新参者の私が床で寝ますよ」

			「えっ……いや、そんな気遣いしなくていいからな。俺は男なんだし、そのぐらい平気だからさ」

			　シスハは胸の前で両手を合わせて、眉を寄せて困った表情で俺の心配をしている。

			　気を使ってくれるのはありがたいけど、今はそれが逆効果かな……。男として、女の子を一人床で眠らせる訳にはいかない。

			「むぅー、私達がいいって言ってるんだからいいじゃない」

			「そうであります。別に大倉殿と一緒でも気にしないでありますよ？　どうしてそこまで嫌がるのでありますか！」

			「常識的に考えて、男女同じベッドで寝るのはまずいだろ」

			「えっ、大倉殿に常識が!?」

			「こ、この野郎！　頬をこねくり回されたいのか！」

			「嫌であります！　じょ、常識があるなら、こんな美少女の頬をこねようとするのを止めるべきでありますよ！」

			「自分で美少女とか言うな！」

			　ノールがまたいらない一言を言ったので頬を引っ張ろうとしたら、腕を掴まれて抵抗された。モフットはちゃっかり膝の上から逃げ出し、ベッドの上に移動している。

			　素顔だとあんなに素直で大人しそうなのに、どうして普段のノールはこんなんなんだよ！　美少女を自称するとか残念度が増し過ぎだ！

			　そんな争いをしていたのだが、エステルの一言によって俺の動きは止まる。

			「わかったわ。この際一緒に寝るのは諦めてあげる。その代わり……寝るとしたらこの中で誰がいいか、教えてもらえないかしら？」

			「えっ」

			「あっ、それは聞いてみたいであります。一緒に寝ないんでありますから、そのぐらいはいいでありますよね？」

			　な、何ていうことだ……エステル、とんでもない爆弾を投下しやがった。さっきまで争っていたノールも、それに乗って興味津々な様子をしている。

			　何とか回避できないかと残ったシスハを見てみると、苦笑しながら俺の方を見ていた。

			「シ、シスハは聞きたいなんて言わないよな？」

			「……すみません、私も聞いてみたいです。でも、今日喚び出されたばかりの私なんて、大倉さんに選んでいただけるはずありませんよね……」

			「えっ」

			　シスハはまた別の意味で一人落ち込んでいる。たしかに今日喚び出されたばかりで、こういう場面で選ばれるとは思えないだろう。

			　いつもなら慰めの言葉の一つや二つかけているだろうけど、状況が状況だ。下手なことは言わない方がいい。

			　しかし彼女までこの様子だと、完全に四面楚歌。モフットの奴は巻き込まれないようにか、いつの間にか横たわって寝てやがる……何て賢い奴なんだ！

			「……どうしても言わないと駄目？」

			「ダーメ」

			「駄目でありますよ」

			　有無を言わさないエステルとノールの返事に、俺は逃げるのを諦めた。

			　一番ダメージなく済ませる回答を考えなければ……。ノール、エステル、シスハの中で誰を選んでどの理由にすれば痛手がないだろうか。モフットを選ぶという手もあるが……それをやったら間違いなく非難の嵐が起きそうだ。

			　悩みに悩みぬいた末、俺は一つの答えを口にした。

			「……ノールで」

			「えっ、私でありますか！」

			「むぅー、どうして！」

			　ノールは驚きの声を上げ、エステルは顔をしかめて頬を膨らませている。

			　俺がどうしてノールを選んだかというとだ。彼女は普段からヘルムやアイマスクをしていて、言動もふざけたようなことが多い。俺としても一緒に行動していて、まるで男友達なんじゃないかって思うぐらいだ。

			　つまり何が言いたいかっていうと。

			「一番女の子っぽくないからさ」

			「……か、可憐な乙女に向かって、何てことを言うんでありますか！　そんな理由で選ばれても、これっぽっちも嬉しくないのでありますよ！」

			「おい馬鹿止め──イダダァァ!?」

			「はぁ、お兄さんは本当にヘタレているのね。【獅子の心】が戦闘中以外にも効果があればいいのに」

			　選ばれた理由が嫌だったのか、ノールは飛びかかってきて、いつも俺がやっているみたいに頬を引き伸ばしてきた。さらにエステルの呆れたような声まで聞こえる。

			　そんな騒ぎに混じって、うるさくてよく聞こえなかったがシスハの呟つぶやきも聞こえた。

			「……うふふ、本当に面白い人ですね」

			　気のせいだろうか？　面白い人、今そう呟いたような……いや、シスハがそんなこと言うはずないよな。聞き間違えだろう。

			　そのことを気にしつつも、ノールとの争いに疲れた俺は床で寝ることになった。どうして寝る場所を決めるだけで、こんな疲れなければならないのか……。

			


			◆

			


			　今日は昨日約束したとおり、王都の観光をする日だ。

			　一日中遊び気分で王都を見て回ることもあまりなかったから、ちょっと楽しみだな。

			　そして今は、俺だけ宿にある受付前の椅子に座りノール達を待っている。せっかくおでかけするんだから、今日はおめかしをして行きたいというので、今は部屋で着替えをしているのだ。

			　この前の休日に買った私服もあるし、こういう機会に着ていきたいのはわかる。俺も見るのが楽しみだ。

			　ワクワクしながら待っていると、ようやく終わったのかエステルがやってきた。

			「お待たせ、お兄さん」

			「やっとき……」

			「どうかしら、似合う？」

			　私服姿のエステルは、いつもツーサイドアップにしている髪を下ろしていた。寝る前も髪を下ろしているけど、私服姿で見るそれは新鮮だ。

			　緑色のシャツに紺色のスカート、それにストッキングと、戦闘時の服装に比べると軽め。だけど凄く可愛らしい。

			　エステルならどれでも似合いそうだけど……これはとても良い。心にグッときた。

			「お、おう、よく似合っているぞ。ちょっと大人っぽい雰囲気になったかもな」

			「ふふ、ありがとう。やっぱり髪を下ろしているからかしら？」

			「そうかもな。でもいつもの髪型も俺は好きだぞ。エステルはやっぱり可愛いから何でも似合うな」

			「ふふふ、もっと褒めてくれてもいいのよ」

			　褒めてあげると、エステルは笑顔で頬に手を当てて嬉しそうにしている。

			　いやー、俺としてはもうこれだけでも満足だよ。これから出かけるんだから、それじゃ駄目だけどさ。

			　この前の休日はノールも一緒に選んでいたし、これなら期待ができそうだ。だけど……あれがあるから嫌な予感がする。

			　そしてその予感は、この後すぐに出てきた彼女を見て的中してしまった。

			「私はどうでありますか！」

			「どうって……まずアイマスクを取れよ……」

			　ノールはシンプルな水色のワンピースを着ていた。普段のポニーテールを解いて、腰より伸びた銀髪は綺麗だ。雰囲気だけならとても可愛らしい。

			　だが、その全てをぶち壊すようないつものアイマスクを装着している。

			　よくそれを着けて自信満々でどうかと聞いてきたな……顔から下を見たら間違いなく良いのに、顔を見た瞬間に気持ちが萎えたぞ。

			　まあ、大体こうなるんじゃないかと予想はしていたけどさ。

			「そ、それは嫌なのであります！　恥ずかしいのでありますよ！」

			「いや、その服でアイマスク着けている方が恥ずかしいだろ……」

			「私も外した方がいいって言ったのだけど……」

			　ノールが素顔を恥ずかしがるのは今に始まったことじゃないしな……本人が嫌だっていうことを、無理にさせるのはよろしくないか。

			　今日は楽しむ日なんだ。皆気分良く過ごしたいだろうし、これ以上言うは止よそう。彼女に抱えられているモフットまで、少し呆れたようにプーと鳴いているけどさ。

			　そしていつものように騒いでいる中、最後に来たのはシスハだったが……その格好は神官服のままだ。

			「せっかくの観光なのに、私服を用意してやれなくてごめんな」

			「いえ、むしろ私のために本日はお時間をいただいたので、お気になさらないでください」

			「服を貸してあげることができたら良かったんだけどね……」

			「私達の服じゃ大きさが合わなかったのでありますよ……」

			　昨日召喚したばかりだったから、服屋に行く暇がなかった。

			　ノールが服を貸そうかと言っていたが、身長もだいぶ差があるし、何よりあれが大きくてサイズ的に無理だった。

			「今日はまずシスハの服を買いに行きましょうね」

			「えっ、よろしいのですか？」

			　なのでエステル達と話し合い、今日はまず服屋に行く予定にしてある。そこでシスハの服を買って、本人次第でそのまま着替えてもらうつもりだ。

			　エステル達におしゃれをさせているのに、仲間外れにしておく訳にもいかないし。

			「ああ、好きなもの買っていいぞ。エステル達もな」

			「おお！　大倉殿太っ腹でありますね！　じゃあ今日は、沢山食べるのでありますよ！」

			「どうして食事をする話になっているんだよ……」

			　なぜ買い物をしていいって話が食べ物を食べていいってことになっているんだ……別にいいんだけどさ。

			　ノールのいつもどおりのポンコツ発言に呆れていると、シスハが眉を寄せ困った表情をしている。

			「あの、お金の方は……」

			「ん？　それなら俺が支払うから気にしなくていいぞ」

			「あら、今の一言は少しカッコいいわね」

			「あー、まあ全員で稼いだお金なんだけどな……皆からの贈り物ってことでいいだろう」

			　カッコいいとか言われても、俺が一人で貯めた金ではない。財布を管理しているのが俺だとはいえ、全員共同のお金だ。

			「大倉さん達が今までお貯めになったお金を使っていただくのは……さすがに申し訳ありませんよ」

			「私は別に気にしないでありますよ。今日はシスハを歓迎するための日でありますからね」

			「そうね。私もシスハのためなら気にしないわよ。お兄さんは普段から無駄遣いもしないし、お金に余裕はたっぷりあるもの」

			「ですが……」

			　依頼も結構受けているし、討伐した魔物の素材を売ったりしていたから、五百万ギル以上は蓄えがある。今日一日豪遊する程度じゃ、ビクともしないだろう。

			　俺も元の世界の習慣で、ガチャ以外は割と質素な生活を送っていたから、この世界に来てからも豪遊するなんてことはなかった。

			　ノールもエステルも、シスハのためにこの金を使うのに同意してくれている。それでもまだ彼女は思うところがあるのか、渋い顔をしていた。

			　うーむ、シスハは律儀だな。そういうところは好感が持てるけど、今日ぐらいは気にせずに楽しんでほしい。

			「ほら、ノール達もこう言っているんだし気にするなって。せっかく今日は楽しもうって日なんだ。それでも気にするっていうなら、それは今後の狩りで頑張ってくれればいいからさ。今日ぐらいはそんなこと気にせず楽しんでくれよ」

			「……わかりました。ありがとうございます、大倉さん、ノールさん、エステルさん」

			　ようやく納得してくれたのか、シスハは笑顔で俺達にお礼を言う。

			　ふぅ、まだ今日は始まってすらいないのに……まあ、神官だからこそ、ここまで気にするのか。

			　とりあえず話もまとまったので、さっそくエステル達が前に行ったという服屋へと向かった。

			　そして到着した後、俺は店の外にある椅子に座りながら、モフットと共に彼女達が服を選び終わるのを待つことに。こういうのは女の子だけで選んだ方がいいからな。

			「さて、女の子三人のショッピング……一体何時間かかるのだろうか。モフット、辛抱強く一緒に待っていような」

			　抱えているモフットは、返事をするようにプーと鳴いて俺に擦り寄ってくる。

			　はは、本当に可愛い奴だな。ノールが夢中で可愛がるのも無理はない。俺にも懐いてくれているのは嬉しいな。

			　それから白い毛玉を膝の上に乗せて、しばらく撫で回していたのだが……道を歩いていた女性が突然声をかけてきた。

			「あの、その子……もしかしてフォルトゥーナラビットですか？」

			「えっ、はい……そうですけど」

			「やっぱり！　ああ、凄い……初めて実際のフォルトゥーナラビットを見ましたよ！　少し見せてもらってもいいですか！」

			「はぁ、構いませんけど……」

			　モフットのハートマークでフォルトゥーナラビットだと気が付いたのか、女性は目を輝かせて俺の膝に乗っているウザギを眺めている。

			　するとその様子を見ていた他の人達まで、モフットの存在に気が付いて続々と集まってきた。既に俺達の目の前には、老若男女が三十人以上いる。中には両手を合わせて拝んでいる人までいた。

			　その人達を見て、モフットは首を傾げブーと鳴く。急に集まってきたからか、少し警戒しているみたいだ。

			　ど、どんだけ凄いんだよフォルトゥーナラビット。早くエステル達戻ってこないかな……。

			　それからしばらくして、ようやく終わったのかノール達が店から出てきた。

			「おにーさん、お待た……どうしたのこれ？」

			「ひ、人が沢山いるのでありますよ……」

			「モフットさんを見て、皆さん拝んでいらっしゃいますよ……」

			　ノール達が出てくる頃には五十人はゆうに超え、この服屋の前が混こん沌とんとした状況に陥っていた。

			　何事なのかと他の人が興味を示しては、モフットに気が付いて立ち止まる。それの繰り返しでどんどん人が増えていった。

			　エステル達が出てきたので、さっさとこの場を離れようとすると、集まった人達は残念そうな顔をしている。だけどフォルトゥーナラビットを見られたということで、すぐに嬉しそうな笑みを浮かべ散らばっていった。

			　見るだけで幸せになれるって存在だもんな……あの人達にモフットの祝福があらんことを。

			「いやー、参ったわ。まさかモフットがここまで人から注目される存在だなんて」

			「フォルトゥーナラビットはそれだけ凄い存在なのでありますよ」

			「だから最初見た時あそこまで騒いでいたのね」

			　まさかこれほどの反応があるとは思わなかった……ノールがあれだけ興奮するのも、頷ける訳だ。

			　外に出る時はハートマークが見えないようにしておかないといけないな。

			「それよりお兄さん、シスハはどうかしら？　私達で選んでみたのだけど」

			「に、似合っていればいいのですが……男の人に見てもらうのは、少しお恥ずかしいです」

			　モフット騒動で反応が遅れたが、シスハは服屋から出てくると買った新しい服装に変わっていた。照れくさそうに顔を赤くしてモジモジと恥じらっているのを見るとニヤニヤしてしまいそうだ。

			　グレーのカーディガンと黒いロングスカートで、神官服の時より声をかけやすそうだ。ノール達と違って少し大人しそうな感じだが、彼女にはそれがとても似合っている。

			「す、凄く良く似合っていると思うぞ。シスハの落ち着いた雰囲気にぴったりだよ」

			「うふふ、ありがとうございます。エステルさん達と一緒に選んで良かったです」

			「喜んでもらえたようで良かったわ」

			「私はあまりお役に立てなかったでありますけどね……」

			「そ、そんなことありませんよ？　一緒に見ていて楽しかったですから」

			　一人若干落ち込み気味のノールを、シスハがフォローしている。

			　アイマスクを着用するぐらいだし、可愛いのセンスも若干ずれている部分があるからな……今着ている服もエステルが選んだものっぽい。ノールに自分で服を選ばせたらどうなるのか考えると不安になる。

			　とりあえずシスハの服も購入し終えたので、適当に街を歩き回ってみることになった。

			「やはり王都だけあって、人が多いんですね」

			「そうだな。俺達が最初にいたブルンネに比べると人が多いな」

			「建物も大きな物が多いでありますね」

			「あそこは小さな街だったものね。その代わり落ち着いた雰囲気だったけど」

			　改めて街を行き交う人達の多さと建物を見たシスハは、感心する声を出して少し驚いている。

			　俺達もブルンネからシュティングに来た時は、人の多さと建物の大きさに驚いたからな。シスハはブルンネを知らないけど、初めて見てもやっぱり王都は衝撃的らしい。

			　ブルンネの落ち着いた雰囲気もたしかに良かったし、いつかシスハも連れていける機会があればいいな。

			「王都って言うんですから、やっぱりあの大きなお城に王様がいるのでしょうか？」

			「あー、たぶんそうだろうな。そういえば全く王様とかの話は知らないな」

			「そうね。でも私達からしたら、そんな地位の人と会う機会なんてあると思えないし、別に知らなくてもいいんじゃないかしら」

			「わからないでありますよ？　私達がＡランク冒険者になったら、そういう人達から指名依頼が来るかもしれないのであります！」

			「ははは、そうなればいいけどな。……まあ、俺としては王様と会うなんてごめんだけど」

			　遠くの方に見える城には、間違いなくこの国の王様がいるんだろうな。

			　全く王様とかの話を聞いていないけど、一般人の俺達からしたら遠い存在過ぎて関わることはないと思う。

			　これからＡランクになったとしたら、貴族やらから依頼を受ける機会はあるのだろうか……。下手な言動で処罰されても嫌だから、あんまり会いたくはないな。

			　王様なんて絶対厳しいだろうし、そんな機会がないことを願うよ。

			　そんな会話をしつつ移動していると、シュティングの広場へと出た。真ん中には噴水があって、ベンチもそこら中に置かれて住民達がそれぞれ雑談をしている。屋台もあって、ちょっとしたお祭り気分の場所だ。

			　そこでは子供達が走り回っている姿もあったのだが……その中の一人の子が転んでしまい大泣きし始めてしまった。一緒に遊んでいた子達は、転んでしまった子を見てどうしたらいいのか困惑している。

			　すると見ていたシスハは、急いで駆け寄りその子の体に触れた。

			　彼女が触れた途端、子供の体がほんのり発光して……擦り剥むいていた足の傷が消える。

			「ほら、もう痛くありませんよー」

			「……あれ？　ほ、本当だ！　お姉ちゃん凄い！」

			「うふふ、神官ですからね。これからは転ばないよう注意してくださいね」

			「うん！　ありがとう！」

			　子供を立ち上がらせて、土を払いながらシスハは笑顔で声をかける。その子も痛みがなくなったお陰か、驚きながら彼女にお礼を言う。そしてすぐに、また子供達の輪の中へ戻っていった。

			　シスハは笑顔で手を振りながら、それを見送っている。

			　その姿を感心したように俺達は見ていた。

			「まさに神官って姿でありますよ」

			「そうだな。やっぱりシスハは良い人じゃあないか」

			「うーん、そうなんだけど……私としてはどうもまだ怪しい気がするのよね」

			「はは、考え過ぎだって。たしかに昨日コボルトを粉砕していたのには驚いたけど、根は真面目な神官なんだろう」

			「……そうね。あまり疑うのも良くないものね」

			　昨日のコボルトとの戦闘は驚いたけど、やっぱりシスハはちゃんとした神官なんだな。

			　召喚直後はエステルが凄く疑わしい目で見ていたけど、気のせいだったのだろう。こんなに良い人に、やましいことがあるとは思えない。

			　エステルもまだ完全ではないけど、少しずつ疑う気持ちが薄れつつあるようだ。

			　街を散策しているうちに、少しお腹が減ってきた。

			「うーん、そろそろ飯にでもするか」

			「待ってましたのでありますよ！　今日は食い倒れるまで食べるのでありますよ！」

			「ちょっと待て！　いつの間にそこまで食べる予定になったんだよ！」

			「えっ、だって好きなだけ食べていいって……」

			「好きなものを買っていいぞ、だからな！　伝言ゲームをした訳でもないのに、どこで誤変換が起きたんだよ！」

			　俺は一言も好きなだけ食べていいだなんて言った覚えはないのだが……耳から言葉を聞いた瞬間に、自分の都合の良い解釈に変わっているのだろうか。

			　でも今日はシスハを歓迎する特別な日。ちょっとぐらいはめを外すのも構わないだろう。ノールの食欲の箍たがを外すのは少し不安だけどさ……。

			「まあ、今日ぐらいはそれなりに食べてもいいぞ」

			「ほ、本当でありますか！　やったのでありますよ！」

			「でも今日はシスハの歓迎会みたいなものだっていうのを忘れるなよ？　それなり、それなりだからな」

			「わかっているのでありますよー。行くのが楽しみなのであります！」

			　本当にわかっているのだろうか。普段二人前をペロッと平らげてはいるけど、五人前ぐらい食べれば満足してくれるよな……？

			「ノールさんはお食事が好きなんですね」

			「ええ、そうね。好きってレベルを超えている気がするけど……あの子、離れていても匂いで位置がわかるぐらいだから」

			「そ、それは……凄いんですねノールさんって」

			　離れていてもわかるって……そんな特技があったのか。まさかノールが異様に離れた場所のことも察知できるのは、匂いを感知していたんじゃ……？　いや、犬じゃあるまいしそれはないか。

			　話し合いながらも良い店はないか探して、三件目でようやく良さそうなお店に辿り着いた。ペット向けの食事もできるというのが決めてだ。

			「むふふー、美味しいのでありますよー」

			「相変わらずよく食うな……」

			「ペットも一緒に入れるお店があって良かったわね」

			「モフットさんも美味しそうに食べていらっしゃいますよ」

			　テーブルに座っている俺達の足元で、モフットは葉物を頬張ってシャクシャクと食べ進めていた。プーと鳴いてご機嫌な様子だ。

			　店の人がフォルトゥーナラビットだと気が付いて、若干サービスしてくれている。モフット様々だな。

			　俺達も料理を頼んで食べ進めていると、シスハが途中で声をかけてきた。

			「大倉さん、今日は本当にありがとうございます。こんな歓迎をしていただけるなんて、私とても嬉しいです」

			「い、いや、いいんだよ。それにこれはエステルが発案したことだし、お礼を言うならエステルに言ってくれ」

			「そうだったのですか。でも、大倉さんにもお礼を言わせてください。エステルさんも、ありがとうございました」

			「ふふ、良いのよ。仲間なんだもの、当然じゃない。これからもっと仲を深めましょうね」

			「そうでありますね。シスハもどんどん食べるのでありますよ！」

			「あはは……それじゃあいただきますね」

			　ガツガツと食事を平らげていくノールに言われて、苦笑しつつシスハも食べ進めていく。

			　うん、何だかんだでだんだん打ち解け始めているようだな。ノールは親しみやすい言動だし、一緒にいるだけでも気楽になる。

			　俺もそれに最初は助けられたし、抜けている部分も魅力の一つなんだろうな。

			　なんて良い方向に思っていたのだが……。

			「ふぅー、それなりに満足できたのでありますよー」

			「あ、あれでそれなりって嘘だろ……」

			「そこまで高い店じゃないのに、会計が四万ギルを超えるなんて……」

			「お一人で二十人前以上召し上がっていそうですね……ノールさん、凄いです」

			「えへへ、それほどでもあるのでありますよー」

			「褒められることじゃないからなこれ！」

			　うん、さっきのは勘違いだったみたいだ。俺達は一人前普通に食べただけなのにこの値段……ノール一人で何人分食べているんだよ。

			　あの華奢な体のどこにあれだけの量が入るというのか。フードファイトでもしたら優勝しそうだ。

			「さて、飯も済んだし次はどこへ行こうか」

			「うーん、そうね。どこか観光名所でもあればいいのだけど……」

			　食事も終え、また街を歩き回り始めていた。俺達もシュティングにずっといたとはいえ、そこまで街中を歩き回ることもなかったから、見所のある場所とかはあまり知らない。

			　こういう時にガイドさんがいればいいんだけどな。これなら事前にウィッジさんにでも聞いておくべきだったか……我ながらいつもどおりの無計画。

			　迷っていてもしかたないので、何かないかと探していると、道端で人が集まっているのを発見した。

			「大倉殿、あの人だかりは何でありますかね？」

			「ん？　何だろうな。見世物でもやっているのか？」

			「あら、それならちょうどいいじゃない。見ていきましょうよ」

			「そうですね。あれだけ人がいるなら、面白い物が見られそうです」

			　近づいてみると皆大声を上げてワーワーと叫んでいる。その中心となっているところを見ると、腕の太いマッチョな男性二人がアームレスリングをしていた。

			　今は勝負の真っ最中みたいで、お互いに凄い大声で叫びながら相手の片手の甲を机に押し付けようと踏ん張っている。

			　そして徐々に片方の男性が押され始めて、そのまま耐え切れず机に手を押し付けられた。

			　勝負が決まった瞬間、周りで見ていた人達は歓声を上げて騒いでいる。

			　こんなところで勝負しているなんて……見世物なのか？

			「さあ、次の挑戦者はいないのかい！　挑戦料は五千ギル！　勝てば賞金十万ギルだよー！」

			　……見世物じゃなくて、路上でやってる商売だったか。五千ギルで挑戦して、勝ったら十万ギル……でも、勝てる気がしない。

			　司会役の人と勝負する人は別で、相手は立派な上腕二頭筋をした強面の男性。俺なんて一握りでダウンさせられそうだ。

			「へぇー、アームレスリングで賞金か」

			「腕試しみたいなものかしら？　お兄さんやってみたらどう？」

			「えっ、俺はいいよ。というか、どう見てもあの男の人に勝てる気がしない」

			「何を言っているでありますか。今の大倉殿ならいけると思うのでありますよ。何なら私がやってみるのであります！」

			「止めろ！　ノールだけは絶対に止めてくれ！」

			「どうしてでありますかー！」

			「いや、腕へし折っちゃいそうで怖いからさ……」

			「わ、私を何だと思っているのでありますよー！」

			　見た目からは想像できないぐらいノールは力があるからな……それにはしゃいでやり過ぎそうだし、絶対やらせない方がいい。

			「それなら、私がやってみてもよろしいでしょうか？」

			「えっ？　だ、大丈夫なのか？」

			「はい、力には少し自信がありますよ。神官ですからね」

			「そ、そうか……構わないけど、無理はするなよ？」

			　騒ぐノールを鎮めていると、今度はシスハがやってみたいと言い始めた。

			　うーん、良いとは言ったけど平気かな？　自信あるって言っても神官だし……ノールみたいにやり過ぎるってことはないから、そういう意味の心配をせずには済むけど。

			　そんな訳で、さっそくシスハに五千ギルを渡して挑戦させることに。

			「あの、私が挑戦してみてもよろしいでしょうか？」

			「へ？　お、お姉さんが挑戦するっていうのかい!?」

			「はい……駄目でしょうか？」

			「いやいやいや、それはいいんだけど……本気？」

			「本気です」

			　挑戦者を求めていた司会役の男性は、シスハがやってみたいと名乗り出ると驚いていた。周囲で観戦していた人も驚いている。

			　彼女は挑戦料を渡すと、さっそく机を挟んで強面の男性の前へと立つ。

			「へへ、悪いな。五千ギルも貰ってこんな美人さんと握手できるなんて今日はついてるぜ」

			「お手柔らかにお願いいたしますね」

			　勝負を始める前から、男性はもう勝ったつもりでいるのか笑っている。まあそれも無理はないだろう。

			　明らかにシスハとの差があり過ぎて、まともな勝負になるようには見えない。男性からしたらボーナスゲーム気分だと思う。

			　周りで見ている人達も同じなのか、会話を聞いているとどちらが勝つのかよりも、彼女がどれだけ持つかを話しているぐらいだ。

			　殆どはすぐ負けるという意見ばかりだけど……どうだろうか。昨日あれだけコボルト相手に暴れたぐらいだ。

			　もしかすると……。

			「それでは……よーい、始め！」

			「ふっ！」

			「うおっ!?」

			　男性とシスハが机に肘をついて、片手を握り合って勝負が始まった。

			　彼女は始まった瞬間息を吐き出し、一気に押し込む。男性は油断していたせいか、一気に机までの距離を半分近く詰められる。

			　そこから慌てて力を入れたようだが、手は上がらずに硬直状態に。

			　司会役の人は口を開けてその様子を唖然とした表情で見ている。周りにいた観客達も最初は同じだったが、予想外の勝負の行方にさっきの試合よりさらに激しい声を上げて騒いでいる。

			　……はは、まさかとは思ったけど、本当に勝ちそうだぞ。

			「ぐっ……がっ、な、何だこの姉ちゃん！　う、動かねぇ！」

			「うふふ……」

			　シスハは口元を小さく歪めて、楽しそうな声を出している。獰どう猛もうな笑みという奴だろうか……まるで獲物を狙う野獣の瞳だ。

			　あ、あれれ……さっきまでの大人しそうな雰囲気はいずこへ？　やっぱりコボルトを倒している時の笑みは本物だったのか……。

			　男性はそこから奮闘するも、徐々に腕が机に近づいていき、結局押し返すこともなく手の甲が机へと押し付けられた。

			「あっ……勝っちゃいました」

			　その瞬間、一気に歓声が沸き上がる。番狂わせのシスハの勝利に、皆驚きを通り越して興奮気味だ。

			　敗北した男性は力尽きたように机に伏している。

			「しょ、勝負あり！　だ、大丈夫か？」

			「はぁ……はぁ……きょ、今日はもう勘弁してくれ。……姉ちゃん、その見た目ですげーな」

			「いえいえ、それほどでもありませんよ。また今度挑戦させてくださいね」

			「か、勘弁してくれ！　ほら、これ賞金だよ！」

			「うふふ、冗談ですよ。ありがたく受け取らせていただきますね」

			　あれだけの勝負をしたというのに、シスハは笑みを浮かべまだまだ平気そうな顔をしていた。一方男性は、勝負前の威勢が消えて息を荒くしている。

			　またやらせてほしいと言われた彼らは、ビクッと体を震わせて勘弁してくれと金貨一枚を手渡した。いやぁ……シスハの相手をするなんて、運が悪かったとしか言えないな。

			　賞金を受け取った彼女は、嬉しそうにそれを持って俺達のところへ戻ってくる。

			「大倉さん、やりましたよ！　十万ギルもいただいてしまいました！」

			「お、おう、凄いな……」

			「シスハ凄いのであります！　さすがは神官なのでありますよ！」

			「神官ってそういう存在だったかしら……」

			　本当に勝っちゃった……。ノールと同じく華奢な体なのに、一体どこにそんな力が潜んでいるんだ。

			　神官なのに間違いなく俺より戦闘力高いよね？　ちょっと神官なのかと疑いたくなってきたぞ。

			　でもさっき子供を癒していた姿は間違いなく神官に見えたし……一体どっちがシスハの本当の姿なんだ。エステルが疑っていたのはこれだったのだろうか。

			　それでも今は元の大人しい雰囲気に戻っているし、勝負に熱くなる性格だってことで一旦考えるのは止めにしておこう。

			　その後、観客の人達に声をかけられたので、その人達からこの街で観光名所的な場所がないか聞くことができた。

			　像のある場所や、何かの記念碑やシュティング内にある川を眺めたりと、それなりに見ていて楽しめるところを回れた。これもシスハがあの勝負をしてくれたお陰かな。

			「今日はそろそろ帰るとするか。夜はガチャの【食料】でも食べて締めよう」

			「やったのでありますよ！　今日は本当に佳き日なのであります！」

			「シスハを歓迎するための日だったのに、半分ノールの食事の日になっちゃったわね」

			　すっかり辺りも暗くなって、王都の街を満喫した俺達は宿へ帰ることに。

			　今日の夜は【食料】で豪華にいこうと思う。それを聞いたノールは飛び跳ねるように喜んでいる。

			　全く……本当に食べることが好きだな。

			「皆さん、本日はありがとうございました。とても楽しかったです」

			「おう、楽しんでもらえたようで良かったよ」

			「私達も楽しめたし、今日は良い休日になったわね」

			「そうでありますね。美味しくて楽しい日だったのでありますよ」

			　宿へ帰る前に、シスハが俺達に向かって深々と頭を下げてお礼を言ってきた。

			　彼女も楽しんでくれたみたいだし、エステル達も満足してくれたみたいだ。モフットもプープー鳴いてそれに返事をしている。

			「明日からは私も気合を入れて、狩りのお手伝いをさせていただきますね」

			「だからって、明日からそこまで気張る必要はないからな？」

			「はい、ご配慮ありがとうございます」

			　今日はゆっくりと観光できたし、明日からまた頑張らないとな。

			


			◆

			


			　王都の観光を終えて、翌日からコボルトを狩りに行く日々が続いていた。

			　魔石に関してはすっからかんになったけど、ガチャを終えた直後なのでしばらくはこないはず。なので少し集めるのを中断して、俺の盾役としての特訓に時間を割いている。

			「さてと、そろそろ新装備にも慣れてきた頃だと思うので、今日からはまたワシ戦士長の相手をしてもらうでありますよ！」

			「げっ……も、もうやるのか？」

			「ええ、今のお兄さんならコボルトは体を慣らす程度の相手でしかないもの。新装備でどのぐらい強くなれたか確かめるなら、ワシ戦士長を相手にしてみないと」

			　コボルトを相手にして、ようやくヘルムとかを装着する前の動きができるようになったのに……これでワシ戦士長をちゃんと相手にできるのだろうか。

			　たしかにこれ以上コボルトを相手に練習しても仕方ない気がするけど……自信が持てない。

			　そんなアンニュイな気分の俺とは違い、他の魔物を狩れると一人喜ぶお方が。

			「新しい狩場へ行くんですね！　私、今から楽しみですよ！」

			「あっ、う、うん。シスハは戦うのが好きなんだな」

			「はい！　私、やっと自分の手でこ……た、戦うことができるのが嬉しいんです！」

			　……今、何か言いかけたよな？　こ？　……凄く物騒なこと言いかけませんでしたか？

			　練習でコボルトの相手をしている時に、シスハも一緒に戦っていたんだけど……間違いない、あの日の笑みは確実に本物だった。

			　石の剣をかち割って、そのまま頭まで粉砕するような杖による攻撃。途中で腹に蹴りを入れたり、膝を顔面に叩き込んだりと、格闘技と棒術を合わせた戦い方を彼女はしていた。

			　戦っている最中は、それはそれは恐ろしい笑みを浮かべて、時おり嬉しそうな笑い声まで聞こえてくる。

			　二重人格なんじゃないかと疑いたくなるが、終わるといつもの優しい笑みを浮かべるシスハに戻っていた。神官なのにノール以上の戦闘狂なのかもしれない……恐ろしいけど、俺より良い動きをしているので頼りにはなるな。

			　そんな彼女と今日も練習するために、さっそくワシ戦士の森へと向かうことに。

			　ワシ戦士の森での練習は、シスハの召喚直前に行った一回しかやっていない。今回で二度目だけど上手くやれるか心配だ。

			「それじゃあこの前みたいに、私が魔法で一掃してから戦いましょうか」

			「そうでありますね。それがいいと──」

			「待ってください！」

			　到着してすぐに、この前と同じくエステルの爆撃でワシ戦士を倒し戦士長と戦おうとしたのだが……その前にシスハの待ったがかかった。

			「シスハ、どうかしたのでありますか？」

			「あの、通常のワシ戦士も大倉さんと私で相手をしてみたいのですが、可能でしょうか？」

			「な、何言ってるんだよ！」

			「いえ……大倉さんが壁役をするのでしたら、沢山の敵に囲まれて戦う事態もあるはずです。ですのでここはそれを想定して、複数の敵を同時に相手にするのが良いと思うんですよ」

			　たしかに盾役の練習は大事だけど……いきなり複数相手にやるのはどうかと思うのだが。

			　ここのワシ戦士は一体に気が付かれると、十体ぐらい一気に走ってくるんだもんな……しかもワシ戦士長まで来るかもしれないし。

			　そんな俺の不安を他よ所そに、エステル達は考え込んで嫌な方へ意見は流れた。

			「うーん、一理あるわね」

			「えっ、じょ、冗談だよな？」

			「いや、シスハの言うことは正しいかもしれないのであります。今回の特訓は、ワシ戦士長を湧かして倒すのを目標にするのがいいでありますね」

			「私も一緒に戦うのですから大丈夫ですよ」

			　コボルトで多数相手の戦いは経験しているけど、急にやれと言われても困るんだが……前もそうだったが、もっと段階踏もうよ！

			　文句を言いたくなる気分だったけれど、その代わり今回は聖骸布はそのままで、鎧も今のままでいいと言われた。

			　そのおかげで防御力的には、たとえワシ戦士長にたこ殴りにされても怪我をしない程度にはなっている。だからと言って油断はできない。シスハが一緒に戦うことになっているから、今回は彼女を実際に守りつつの練習となった。

			　うぅ……シスハは強いから平気だろうけど、後ろにいる誰かを守りながらと考えると緊張してくるな。

			「それじゃあお兄さんとシスハ、頑張ってね」

			「危なくなったらすぐ助けるので、安心するでありますよ」

			「はい、私頑張りますね！」

			「どうしてこうなった……」

			　ノール達は離れていき、遠くの方で俺達を見守っている。

			　はぁー、練習は必須事項だけど、シスハを守りながら戦うって意識するとやっぱり不安だよ。

			　一人で戦うのも嫌だったけど、自分のことを考えるだけで良かったから気持ち的にはまだ楽だった。俺が失敗をすれば、それがそのまま彼女に降りかかるんだ。

			　練習とはいえ、何があっても俺が守り抜くという気持ちでやらないと。いざ本番を迎えた時に、失敗でもしたら最悪だからな。

			「それじゃあ、シスハはできるだけ俺を盾にして戦ってくれ。ワシ戦士相手なら今の俺は攻撃を食らっても平気だけど、一応回復をすることを考えて戦ってほしい」

			「承知いたしました」

			　シスハに指示を出して、さっそくワシ戦士がうろついている森の方へと向かう。

			　そしてすぐに一体の戦士が俺達に気が付いて、こっちに向かって駆け寄ってくる。それに気が付いた他の奴らも、叫び声を上げて続々と向かってきた。

			　最初に近寄ってきたワシ戦士をよーく狙い、エクスカリバールを振る。その一撃は脇腹辺りに見事当たり、悲鳴を上げながらそいつは転がっていく。

			　その直後、横から別の戦士が走ってきて、後ろのシスハ目がけて剣を振ろうとしていた。すかさず間に割って入り鍋の蓋でその攻撃を受け止め、そのままバールのようなものを脇腹に突き刺す。

			　ちょっと意識して使ってみると、エクスカリバールはここを狙うのが振りやすくて隙も少なく思える。

			　するとまた別のところからワシ戦士が走ってきて剣を振ろうとしていたので、今度は腕の防具を使ってそれを防いだ。何が何でも後ろに攻撃は通さない。そのせいで何発か胴体部分に攻撃を食らったけど……まあ無傷だからいいだろう。

			　シスハも攻撃に加わり始め、ワシ戦士を二人でどんどん討伐していく。

			　途中何回か攻撃を回避されたりしたけど、魔物をしっかり見て何回か振れば当てることができた。

			　今回の群れにワシ戦士長はいなかったけど、とりあえず本日一度目の戦闘は終わった。

			「よし、やっぱり通常のワシ戦士ならそこそこ手応えがあるな」

			　ふふん、ワシ戦士はゴブリンやオークと違って動きが速いけど、だんだん攻撃を当てられるようになってきたな。

			　練習の成果がこうやって現れるのは嬉しい。このままいけば、俺もすぐにそれなりに戦えるようになりそうだ。

			　そう喜んでいたのだが……シスハが眉を寄せながら俺に声をかけてきた。

			「あの……大倉さん。差し出がましいかもしれませんが、少し戦闘について意見してもよろしいでしょうか？」

			「ん？　いいぞ、むしろ遠慮なく言ってもらえると助かる」

			　おっ、シスハの戦闘アドバイスか。盾役としてちゃんと戦うのはこれが初めてだから、どんどん意見を貰いたいところだ。

			　でも神官から意見を貰うのはどうなのだろうか……俺より強いんだから仕方ないけど。

			「はい、それでは遠慮なく言わせていただきますね。大倉さん、魔物を見るだけで終わっていますよ」

			「……どういうことだ？」

			　ん？　見るだけで終わっている……だと。今回はノールに言われたとおりにちゃんと動きを見て俺も動いていたんだけど……何がいけなかったんだ？

			　コボルトで全体の動きを見ながら戦うのには少しは慣れていた。今回だって攻撃をシスハに届かせないように防いで、反撃も当てて完璧なムーブだったはずなのだが……。

			「大倉さんの場合、見てはいるのですが、その動きを見て次にどう動くのかまで考えているように見えないんです」

			「次の動き？」

			「……そうですね。言葉だけではわかりにくいと思いますので、一度実際に見ていただいてもいいですか？」

			「う、うん。そうしてもらえると助かる……」

			「ありがとうございます。それでは魔物の動きをよく見て、私がどう動いているかを考えて見ていてくださいね」

			　説明だけじゃ伝わらないということで、さっそくシスハの戦いを見学することに。

			　少し離れたところにいたワシ戦士三体を相手に、シスハはさっき言ったことの意味を実演してくれた。

			　彼女が戦士を攻撃すると、本当に面白いようにどんどん攻撃が当たっていく。シスハが動きを見せると、横に飛び跳ねて避けようとしていた奴がいたけど、動くより先に回避する方へ棒を突いてぶち当てている。

			　フェイントなのか一瞬体を動かして、それに反応したワシ戦士の動きをまるでわかっているかのように狩っていく。

			　三体のワシ戦士が同時に襲ったのに、彼女に一撃も当てられず三体とも倒された。一方シスハは一度も攻撃を外さずに仕留めている。

			　うーん、どういうことなんだろうか。ステータス的には装備も合わせて俺の方が確実に上だ。それなのに俺は攻撃を外し、彼女は確実に当てている。この差は一体何なんだ。

			「こんな感じなのですが……わかりましたか？　魔物の動きを見て次はどう動くのか考えて、攻撃をするのがよろしいかと」

			「……それ、言われてすぐできるような動きじゃないよね」

			　つまり予備動作を見て、相手がどう動くか事前に察知しているってことだよな？　だからさっきワシ戦士が避ける動きをしたのに、そこに来るのがわかっていたかのように攻撃を当てていたのか。

			　見ていた限り、あのワシ戦士は避ける直前、片足で地面を蹴っていた。恐らくそれを見て逃げる方向を察知し、ぶち当てにいった、と。

			　……いやいやいや、俺は他所から見ていたからよくわかったけど、戦闘中にそれをするって難しくない？

			　一対一ならまだわかるけど、それを三対一でやるって……シスハの戦闘能力の高さに改めて恐ろしく感じてきたぞ。

			「はい、そのとおりですよ。ですから、今からそれを意識しながら戦って経験を積んでください。大倉さんは今まで数多くの魔物と戦っているおかげなのか、動き自体は悪くありませんでした。特訓を続ければすぐにできるようになると思いますので、一緒に頑張りましょうね」

			　シスハは優しそうな微笑みを浮かべて俺にそう言う。

			　駄目な部分を指摘されてから、良い部分を言われるのはちょっと嬉しい。それにやる気も出る。

			　指摘はしてくれるけど、見守るだけのノールとは大違いだな……。傍で一緒に動きながら教えてくれて、さらにその後フォローまでしてくれるなんて。

			　……まあ、回復役の神官に近接戦闘を教わっているのはどうなのか、という問題点はあるのだが。

			「あとはそうですね……私がどこにいるのかを考えつつ、魔物を少し流しながら戦うのもいいかと思います」

			「……本当に申し訳ないんだけど、その理由も聞いていいか？」

			「はい、一緒に戦ってみて感じたんですけど、大倉さんは私の方に来る魔物から、過剰に守ろうとし過ぎです。守っていただけるのは嬉しいのですが、私だって魔物に攻撃できますので、ある程度はお任せください。そのせいで大倉さん自身の守りが薄くなっていましたよ」

			　たしかに無理矢理腕を伸ばしてまで守りにいって、胴体に何発か食らったな……。無傷だからいいだろうって考えたけど、強い魔物相手だったらあれで俺が潰れていたかもしれない。

			　シスハが戦えるってことを考えずに、全て俺が防ごうと思って動いていた。

			　駄目だったか……と考えていると、彼女はそれに補足をする。

			「あっ、これは私が近接職の真似事をしているからであって、必ずしも正しくはありませんけどね。エステルさんを守る場合でしたら、それが正しいかもしれませんので」

			「うーん、つまり時と場合によって切り替えろってことか……」

			「そういうことになりますね」

			　やっぱり盾役っていうのは難しいな。俺自身も守りつつ仲間も守らないといけない。

			　どこで無理をしてまで守るのかの判断もしないといけないなんて、やることが沢山あるな……。

			　今のシスハの助言を参考に、またワシ戦士達と戦うことにした。

			　今度のワシ戦士の群れは、先頭に赤い戦士長がいて真っ先に俺の方へと向かってくる。そして衝突したら、まずは俺がワシ戦士長と他のワシをある程度抑え、漏れた敵はシスハに処理をしてもらう。

			　無理をせずに攻撃を防ぎながら、複数の敵の動きを見つつ反撃をし、彼女の方へ向かおうとする奴は少しの間妨害する。

			「大倉さん、そろそろ抑えるのは大丈夫です！　少し私の方にも流してください！」

			「おう！　頼んだぞ！」

			　シスハが処理を終えたら、ある程度無視して目の前の戦士長に集中。そのお陰か俺も過剰に相手をすることなく、彼女も処理しやすい数なのかみるみる数が減っていった。

			　すると数が減って焦ったのか、ワシ戦士長は赤いオーラを纏い始める。ここからが本番だ。

			　相変わらず赤い光を残しての移動。それを目で追いながら、来る方向を考えて予あらかじめ鍋の蓋を構えて攻撃に備える。

			　完全に目で追える訳じゃないけど、これである程度は対応ができた。

			　そしてワシ戦士長の攻撃を鍋の蓋で防いだ瞬間、足を見てどの方向に移動するのか見ておく。

			　右足で地面を蹴って左に移動しようとしていたので、すかさずエクスカリバールを横にして振り被る。

			「おらっ！」

			　攻撃は見事胴体部分に命中。

			　予想外だったのか、スキル発動中にもかかわらずワシ戦士長は転がった。そこを逃さずに、他のワシ戦士を少し無視してバールのようなものを何度も振り下ろす。スプラッター映画にでも出てきそうな行動を俺はしている。

			　エクスカリバールの行動速度上昇のお陰で、こういう単純な動作は物凄く速い。

			　そのまま戦士長は立ち上がることもなく、光の粒子になる。

			「……はは、マジか」

			　つい呟きが口から漏れる。まさか、いきなりスキル発動中のワシ戦士長を倒せるとは思わなかった。

			　その嬉しさからつい立ち尽くしてしまったが、すぐにまだ他にもワシ戦士が残っていることを思い出して周囲を確認する。

			　すると、そこにはとんでもない光景が……。

			「うっふふ、手応えがありませんね。コボルトと大して変わらないじゃないですか」

			　ワシ戦士の首を鷲掴みにして片手で持ち上げながら、怪しい笑みをシスハは浮かべていた。

			　周囲には既にやられたのか、光の粒子になりつつある変わり果てた戦士達が。黄色いクチバシがへし折られ、体がくの字に曲がっていたり、首が折れ曲がったりして倒れている。

			　俺がそれを見て唖然としていると、ゴキン、という音と共に持ち上げられていたワシ戦士は地面に崩れ落ちた。

			「……あのさ、シスハって本当に神官？」

			「はい？　そうですよ？　それがどうかいたしましたか？」

			「いや……ワシ戦士相手でも全く問題なく倒しているからさ……」

			「これぐらい当然のことですよ。私は神官ですからね」

			「……そ、そうか」

			　ワシ戦士長を倒せて感動していたが、シスハの姿を見て身震いを起こし頭が冷えてくる。

			　本当に神官なのかと疑いたくなる光景に、思わず聞いてしまった。すると、シスハは眉を寄せ、この人は何を言っているのだろう？　と言いたそうな表情で逆にどうしたのかと聞いてくる。

			　……み、見なかったことにしようかな。何となくだけど掲示板の人達が、シスハは良い子だけど現実を見た方がいいと言っていた理由がわかった気がする。

			　満足そうに微笑んでいる彼女を恐れつつも、目標だった戦士長を倒したということで、ドロップアイテムを回収してノール達のところへと戻った。

			　すると見ていた彼女達は、ニコニコした様子で迎えてくれる。

			「大倉殿！　凄いでありますね！　スキル発動中のワシ戦士長に攻撃を当てるなんて！」

			「この前の特訓では全然当たっていなかったのに、もうここまで上達するなんて、お兄さん筋がいいのかしら？」

			「いや、シスハに助言してもらったからだよ……」

			　ちょっと実演してみせてもらうだけでここまで差が出るとは……まあ元々ステータスでは上回っていたから、これが本来の差だったのかもしれない。

			　本当に俺は装備を使っているだけで、使いこなせてはいなかったんだな……。効果が全くなかった訳じゃないけど、ただごり押ししていただけだったのか。

			　俺が今までのことを思い返して、駄目だった部分を自覚していると、ノール達が今度はシスハと話をしていた。

			「シ、シスハが助言でありますか……」

			「ねぇ、シスハって本当に神官なの？」

			「エステルさんも変なことをお聞きになるんですね。大倉さんにも言われましたけど、私はれっきとした神官ですよ」

			「そ、そう……それならいいのだけど」

			　当然じゃないですか、そう言いたそうにシスハは神官だと言っている。エステルはその返事に、若干顔が引きつっていた。

			　う、うーん……間違いなく神官なんだろうけど……俺にアドバイスもできて、近接戦闘までこなす神官って一体……。

			


			◆

			


			　それはいつものように依頼を終えて、冒険者協会へ報告をしに来た日のことだ。

			　宿へ帰ろうと入り口の方へと向かった時、ちょうど見覚えのある四人組が協会へと入ってきた。

			　そして先頭にいる青年が、俺達の方に気が付くと近寄ってくる。

			「エステルちゃんにノールさん、お久しぶりです」

			「んー、エステルちゃん今日も可愛いね！」

			　それはディウス達だった。俺達を見つけると、ディウスとミグルさんが挨拶をしてくる。
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			「あら、ありがとう。久しぶりね」

			「むぅ……どうも、であります」

			　会うのが凄く久々に感じるな。実際かなり久々なんだけどさ。

			　エステルは微笑んで返事をし、ノールは少しそっぽを向いて無愛想に返事をした。第一印象が悪かったせいか、ディウスはノールにかなり嫌われているな……まあ、自業自得か。

			　それよりだ、どうして俺を無視している！　嫌がらせか！

			「……あれ、彼はいないのかい？　それと、そちらのお二人は新しいメンバーかな？」

			　呼ばれないことにちょっとムッとしていると、ディウスは俺がいないか聞いてきた。そして鎧姿の俺とシスハを見て、新しい仲間なのかと言われる。

			　あれ？　もしかして俺って認識されてなかっただけか？　……なーんだ、ちょっと悲しい気分になるところだったぞ。ぼろ布纏っているから気が付くかと思っていたのに。

			「よっ、ディウス」

			「えっ……もしかしてオークラなのかい？　どうしたんだそんな格好をして」

			「いやぁ、それがな……」

			　ヘルムを脱いで俺が手を上げてディウスを呼ぶと、何やってんだ……と言いたそうな表情で反応をした。急にこんな格好に変わっていたら、驚いても仕方ないか。

			　それから俺がこの姿になった原因である、壁役をやることについて話してみたのだが……。

			「なるほど、たしかにいい考えだと思う。だけど……その格好はそろそろ危ないんじゃないかい？　夜中に出歩いたりはしないでくれよ」

			「そんなにやばいのか!?」

			「昼でも危ないけど、夜に見たら衛兵に牢屋に入れられても不思議じゃないかな……」

			「マジかよ……」

			　若干かわいそうな人を見るような目で、ディウスが俺を見てくる。

			　ぐっ、そ、そこまでか。エクスカリバールと鍋の蓋は仕舞っているから、今はそこまで目立つ格好じゃないはずなんだけど……。

			　大して強くもないし、ノール達にも止めた方がいいって言われたし、やっぱりヘルムをするのは止めておこう……。衛兵のお世話になりたくもない。

			「あら、お兄さんとディウス、ずいぶんと仲良くなったのね」

			「ああ、こないだ会った時に色々話をしてな」

			　俺が首を捻って考えていると、エステルが声をかけてきた。

			　スティンガーの素材を渡す時に俺達は少し打ち解けていたけど、その時ノール達は自由に出かけさせていたっけ。そりゃ突然仲良くなったように見えるか。

			「僕も最初に会った時は、色々焦っていたみたいだ。あの時のことは本当にすまなかったよ」

			「一人にするとホントよく問題起こすんだから。本当にすみませんでした」

			「済んだことだしもういいって。そんな気にしないでくれ」

			　当時はたしかに腹が立っていたけど、今思うとディウスもディウスで何かあったのだろう。

			　まあ、エステルを賭けるかどうかで結局引き下がってくれたし、謝罪もあったから今ではそこまで気にしてはいない。

			　だが、そんな俺とは違って、ノールはそうもいかないみたいだ。今もそっぽを向いて、ディウスの方を見ていない。

			「ノール？」

			「私はまだ許さないのでありますよ。ぷい、なのであります」

			　ノールは未だに許す気にはなれないらしい。彼女がこんな態度をするのは本当に珍しい。

			　いつも陽気でこういうのをあまり気にしない方だと思っていたのだが……もしかして案外気にする方なのか？

			「……はは、ずいぶんと嫌われてしまったかな」

			「自業自得でしょ。あんたいっつも勝手に暴走するんだから」

			「うっ、す、すまない……」

			　ノールの露骨に嫌う態度を見て、ディウスは自虐的に見える乾いた笑いをした。それをミグルさんがさらに追撃して、本当に落ち込んだように肩を落としている。

			　俺もさっき思ったけど自業自得だし、それは仕方ないことだ。俺がノールに言って無理に和解させることでもないし、今後彼女が態度を軟化させるかは、ディウス次第かな。

			「それで……そちらの女性は？」

			　話も一旦落ち着いて、ディウスが俺達と一緒にいたシスハのことを尋ねてきた。

			「ああ、俺達のパーティに加わってくれた神官なんだ」

			「シスハ・アルヴィと申します。どうぞ、よろしくお願いいたします」

			　俺が手を向けて彼女のことを紹介すると、シスハは礼儀正しく深々とお辞儀をして、ディウスに微笑みながら挨拶をする。

			　それを受けた彼は、顔を真っ赤にして急に慌て出した。

			「よ、よろしくお願いします！」

			「……ディウス、あんた何鼻の下伸ばしてるのよ」

			　そんなディウスを、ミグルさんが呆れた様に見ている。

			「えっ、の、伸ばしてなんていないよ？　た、ただ、凄い美人だって……」

			「ほら！　やっぱりデレデレしてるじゃない！」

			　ディウスは言い訳するようにデレデレなんてしていないと言うが、再度シスハを見て、照れくさそうに頭を擦っている。それをミグルさんは叫びながら指摘して、彼らは騒ぎ始めた。

			　あらー、ディウス達もこんな感じで言い争いをするんだな。見ていて何か微笑ましい。まあシスハは本当に美人だからな……同じ男として、気持ちはわかる。

			　それから彼らの騒ぎが落ち着いた後、俺達と面識のないディウスのパーティメンバー二人の紹介をしてもらうことになった。

			「ス、スミカです……よろしくお願いします……」

			「……ガウスだ」

			　神官の娘はスミカさん。人見知りなのかおどおどして小声だ。ショートの茶髪で装束衣装、これがなかなか似合っているな。

			　そして、もう一人は短めな挨拶をしたゴツい鎧の男性。寡黙な人なのか？

			　前はヘルムを被っていて見えなかったけど、短い茶髪の少し強面の人だ。ディウス達とは結構歳が離れているように見える。俺より背が高くて威圧感が凄まじい。これは頼りになりそうな壁役だな。

			　一通り挨拶も終え、俺はディウスとお互いの近状などを話し出した。ノール達はあちらの女性陣と少し離れて集まっている。

			「んー、エステルちゃんやっぱり可愛いなぁ」

			「可愛いと言ってもらえるのは嬉しいけれど、抱き締めるのは止めてほしいわね……」

			「えー、そんなー」

			　声がしたのでふと見てみると、エステルがミグルさんに抱き締められていた。エステルの頭を撫でて、満足そうな笑みを彼女は浮かべている。

			　う～む、やはりこういうのはいいな。ディウスまで緩んだ顔でそれを見ているぞ。

			「最近見なかったけど、どこか行ってたのか？」

			「ああ、ちょっと護衛依頼を受けていてね」

			「やっぱりＢランクにもなると依頼も多そうだな」

			「そうだね。最近どこも物騒で、街の外で魔物に襲われることが増えているんだ。Ｂランクなんて特に依頼が多くて、終わったらすぐにまた別の依頼、って感じだよ」

			「へぇー、やっぱり大変なんだな。お疲れ様」

			　シスハを召喚するまでにも結構協会に通っていたけど、最近は全く見かけなかった。

			　うーむ、こんなところでも魔物の異常による影響が出ているのか。Ｂランクの高ランク冒険者であるディウス達には、依頼をしたい人が多いだろうし忙しいみたいだ。

			「あっ、せっかくの機会だしさ、ガウスさんに盾役のコツとか聞いてもいいか？」

			「駄目とは言わないけど……あまりお勧めはしないよ？」

			　ここで会ったのも何かの縁だし、本職の人からアドバイスをいただきたいところ。

			　一応リーダーであるディウスに確認をしてみたけど、あまりいい返事ではない。

			　何かまずいことでもあるのか？　お勧めはしないと言うけど……聞くだけだし問題ないよね？

			「すみません、少しよろしいでしょうか？」

			「……何だ」

			「もし良かったら、私に盾役のコツなど教えていただけないかと……」

			　挨拶を終えた後、テーブルで一人座って飲み物を飲んでいたガウスさんに声をかけると、短めの返事を貰う。

			　怖い、怖いぞ。低い声で凄みを感じる。

			「……いいだろう。お前に盾役が何たるかを叩き込んでやる」

			　どんな答えが返ってくるかビクビクとしていたが、案外すんなりと受け入れてくれた。

			　あら、見た目と違って結構優しい人？　見た目で人を判断しちゃ駄目だね。

			「まず初めに、盾役に必要なことは何かわかるか？」

			「えーと……まずは守ることですか？　それと痛みに耐えることとか……」

			　必要なことと言われてもな……とりあえず守ればいいんじゃないのか？

			　あとノールにも言われたが痛みに耐えることか。守っているのに痛みで集中力切らして、抱えずに後ろに通しちゃうなんてやばいだろうし。

			「それしか出ないというのは、漠然とした印象しか抱いていないということだな」

			　ガウスさんは手に持っていた飲み物をテーブルに置き、一呼吸して俺を真っ直ぐに見つめた。

			　まるで見透かされているかのようだ……。確かに盾役って何をすればいいのか、漠然とした印象しか持っていない。

			「自分がどれほど盾役をこなせるかの把握。己の力量を見定め、無茶な抱え込みは避ける。パーティにとって一番の危険は、盾役が脱落し抱えていた敵を解放してしまうことだ。パーティが崩壊する原因となる」

			　うーむ、なるほど。片っ端から敵を受け止めていたら、回復が間に合わず潰れる可能性もあるか。

			　それで途中で受け止めていた敵が一気になだれ込んだら、パーティが全滅しちゃうもんな。

			　この前シスハとワシ戦士の狩りをした時に、無理して守らないである程度は任せてくれと言われたのはまさにそれか。

			「次に優先順位だ。どの敵を抱え、どの敵を周りに流すか。これを間違えると仲間に被害が及ぶ」

			　全部抱える必要はないけど、絶対受け止めておかないといけない魔物もいるってことだよな……？

			　間違えた場合仲間に被害が及ぶし、どれを自分が足止めするべきなのか上手く判断しないといけないのか。

			　俺の場合ステータスアプリがあるから、それを参考にすればいいのかな。

			「あとは足止めしている最中、仲間との位置取りの把握。自分が邪魔となり、味方の攻撃を遮らないようにすること。これは自分達で経験しながら考えるといい」

			　うーん、これもこないだのワシ戦士と戦った時にあったことだな。俺が無理に守りに入ったせいで、シスハが上手く攻撃できなくなっていた。

			　これは一朝一夕でやれるようにはならないな……ノール達なら上手く動いてくれるだろうから、あとは俺が変な動きをしないように注意しないといけないな。

			　想像すると、後ろからエステルに魔法で撃たれる光景が浮かんできたぞ。

			「そして……お前が最初に言ったように痛みに耐えること。これはとても重要だ。鎧を砕かれ、時には肉体に直接攻撃を受けることもある。鎧を着ているからと、慢心などするな」

			　防御力に甘えて気を抜くなということか。たしかにコボルトと戦った時、どうせ攻撃通らないし……なんてことをちょっぴり思った。

			　盾役をするならば、こういう考えを捨て、いつでも攻撃が通るかもしれないと覚悟しないと駄目なんだな。

			　あー、考えただけで胃が痛くなってきた。痛いのには多少強いと思っているけど、本当に大丈夫だろうか。

			　さらにガウスさんは言葉を続ける。

			「想定外の攻撃で突然の痛みなどもあるだろう。だが、それに耐えてこそパーティの盾だ。狂い泣き叫ぶような痛み、身が焼けるような感覚、朦もう朧ろうとする意識を払拭し耐える。あぁ……その時が俺は一番生きているんだと実感ができる。貴様も盾役を目指すのなら、この気持ちを理解できるはずだ」

			　……ん？　何だろう、少し様子がおかしいぞ？

			　先ほどまで落ち着いた様子で話をしていたのに、だんだんと言葉に熱がこもり始めた。そして気持ちを理解できるはずだと、俺の肩に手を乗せる。

			「……同志よ」

			「えっ」

			「……わかるだろう？　さあ、俺と共に見果てぬ境地への歩みを進めよう」

			「えっ？　あの、ガウスさん？」

			　わからない。何を言っているんだこの人は。

			　俺を見つめるガウスさんの瞳は、とても熱がこもっているように見える。

			　やばい、この人危ない人だ。痛みで生きてる実感って、どこかのネジが外れてるだろ!?

			　嫌だ、俺はこの人みたいにはなりたくない！

			　逃げ出したくなり後ずさろうとするが、ガウスさんが掴む手は離れず動けない。

			「何なのでありますかあれは……」

			「あー、だから言ったんだけど……」

			　いつの間にかこっちの様子を見ていたノール、それとディウスが俺を見て何か言っている。

			　何？　お勧めしないってこういう意味だったの!?

			　それから数十分かけて、盾役がどれだけ素晴らしい体験ができるのかをじっくりと語られた。

			「な、何なんだよあの人……たしかに凄く参考になったけど、聞いているだけで疲れたぞ……」

			　ディウス達との話も終わり、俺達は宿へ帰ってきた。

			　いやぁ……ちょっと俺には付いていけない世界かな。

			　打撃、斬撃、刺突、状態異常、その他もろもろがどんな痛みか。それをじっくりと聞かされて精神的に参った。

			　まあ、受けた時にどんな痛みなのか想像できるようになって、少しは心構えができたかもしれないが……あんな嬉しそうに話されても困る。

			「いやぁ、大倉殿、よく耐え切ったでありますよ」

			「面白そうな話をしていましたね。私も機会があったらお話しさせていただきたいですね」

			「あれが面白そうって……シスハ、あなた凄いのね」

			「いえ、それほどでもありませんよ」

			「褒めてはいないのだけど……」

			　あれを聞いていて、シスハは面白そうだったとか口にしていやがる。どうせなら代わってもらいたかったぐらいだぞ！

			


			◆

			


			　ディウス達と再会してから数日後。あれからも北の洞窟で魔石を集め、そしてワシ戦士の森で俺の特訓を続けている。

			　順調に魔石も集まり、俺も盾役として上達はしていたのだが……ちょっと物足りなさを感じ始めていた。

			「うーん、せっかく装備を一新したのに、結局北の洞窟とワシ戦士の森ばかりだな」

			「装備を整えたのは迷宮用でありますし、それも仕方ないでありますよ」

			　俺が重装鎧の代わりとなったのに、使う機会がまるでない。今のところ恩恵としては、スティンガーの攻撃を受けてもビクともしないという程度だ。

			　痛みを感じないのは大変素晴らしいのだが……せっかく新装備になったんだから、もっと色々挑戦したくもなってくる。

			　そう飲み物を飲みながらモヤモヤしていると、エステルが突然パンッと両手を合わせて、微笑みながらとんでもないことを言い始めた。

			「それじゃあ気分転換も兼ねて、アステリオスでも狩りにいきましょうよ」

			「ブッー！」

			「ちょ、汚いのでありますよ！　何やってるんでありますか！」

			「ゴホ、ゴッホ……ご、ごめん……」

			「大丈夫ですか大倉さん？　私が拭いておきますね」

			「あ、ありがとう……」

			　ちょっとお出かけしましょ、と、そんな軽い感じで言うもんだから、口に含んでいた飲み物を噴出した。俺の対面に座っていたノールは慌てて飛び退いてギリギリ回避し怒っている。

			　本当に申し訳ない。だが、エステルの発言が問題過ぎたのが原因だ。

			「ちょ、ちょっと待て！　何を言っているんだ！　気分転換で狩りに行くような魔物じゃないだろ!?」

			　使う機会がないからって、あんな化け物を狩りに行こうとか冗談じゃないぞ。

			　あの時は怪我はしなかったけど、吹き飛ばされて全身が痛かったのは覚えている。それを気分転換で狩りに行くなんて……嫌です。

			　そう思い俺が渋っていると、エステルは頬に手を当て困った表情でこう言った。

			「今はシスハもいるんだし、装備も強化されたんだからそんなに危険はないと思うわ。それに戦士長にも慣れちゃったみたいだし、一度強い魔物の相手をしてみるべきよ」

			「うっ……たしかにそれは……」

			　たしかに、たしかにこのまま弱いのを相手にしていたって上達はしないだろう。

			　一応まだ戦士長相手に練習はしているけれど、この装備になってからやはり危機感が薄れているような気がする。

			　客観的に見てもそれなりには上達しているとは思うのだが、いざ強敵を相手にした場合、ちゃんと動けるのかは疑問だ。

			　やはり少しずつでも無茶をしていかないと駄目なのだろうか……シスハのおかげである程度は改善されたけど、このままじゃノール達に技術的に追い付けるとも思えない。

			「心配しないでください大倉さん。生きてさえいれば、私はすぐに回復させることができますので。手足がなくなったとしても治せますので、ご安心ください。あっ、でも首から上は飛ばさないように注意してくださいね」

			　なるほど、どこをどう心配しなくていいのかぜひ教えてもらいたい。シスハが柔らかな笑みを浮かべながら、とんでもないことを言ってやがるぞ。

			　この前も言っていたけど、どこが安心できるんだ！　治るとしても、手足を飛ばすなんて嫌だわ！

			　シスハはとても良い人だとは思う。素直で丁寧な口調に明るい雰囲気。いつも笑顔で、見ていると何だか応援したくなるような印象も抱く。それに基本的に優しくて、他人を思いやることができる人だ。

			　しかし、しかしだ。

			　何というか……こう、今みたいに何とも言えない感じになることがよくある。気遣ってくれてはいるんだろうけど、言葉選びがとても危険だと思う。

			　もっと濁すというか、遠回しな言い方するとかさ。わかりやすいんだけど、ちょっと怖い雰囲気がする。戦闘中はあれだし、根本的な部分でそういう危ない思考をしているのだろうか……。

			


			◆

			


			「マジでやるのか……」

			「ほら、大倉殿。過去のトラウマを払拭するのであります！　あの時だって、最後に油断さえしなければ無事終わったのでありますよ」

			　そんな訳で、俺達はまたミノタウロスの遺跡へとやってきた。

			　トラウマ……と言うほどじゃないが、あれ以降、敵の攻撃に必要以上に敏感になっているのかもしれない。

			　あの時はもう勝ったと油断し、よそ見さえしなければ、何事もなく済んでいたんだよな……。

			　ここで俺が上手くやれたのなら、自信が付くかもしれない。

			「その前にアステリオスを湧かせないとね」

			　相変わらずミノタウロスが徘徊するこの狩場。エステルがさっそくと杖とグリモワールを取り出し攻撃をしようとする。

			　しかし、その前にまた彼女の待ったが入った。

			「あの、もしよろしかったら私一人でミノタウロスを狩ってみてもよろしいでしょうか？」

			　まーたとんでもないこと言い始めたぞ……。どこにミノタウロスを一人で倒す神官がいるんだよ。目の前にやろうとしている人がいるけどさ。

			　本当に戦うのが好きなんだな。何か召喚直後のイメージが徐々に崩壊してきて残念な気持ちになってきているんだけど……。

			　エステルは召喚直後は不安だったけど、一緒に過ごせば過ごすほど良い子だってわかって安心できた。けどシスハは逆に、召喚直後は安心していたのに、知れば知るほど不安が増している気がするんですが。

			「問題はないと思うけど……あまり無茶はしないでくれよ？　それとやるなら……ノール、すまないけど腕輪をシスハに貸してやってくれ。あとこれも使った方がいい」

			「了解なのでありますよ。はい、どうぞなのであります」

			「ありがとうございます、大倉さん、ノールさん！」

			　さすがにミノタウロス相手に今のままの装備で狩りをさせるのは不安なので、一時的にノールのウィンドブレスレットと、パワーブレスレットを装備させることにした。ついでに守護の指輪、ニケの靴、命の宝玉なども装備させる。

			　これを装備させておけば、近接職としては十分なはずだ。

			　準備も整い、エステルから支援も貰い、ミノタウロスへ向かいシスハは走り出していく。

			　装備が良くなったことで、この前よりもずっと速い。そして他のミノタウロスから離れた一体に狙いを付け、攻撃を始めた。

			　後ろを向いていたミノタウロスは頭を杖で勢いよく突かれ、前のめりになる。かなり威力があるみたいだ。

			　叫び声を上げ斧を振り被り後ろを向くが、既にシスハの姿はなく今度は足を突かれ膝を折る。

			　上手く死角に入り込んで攻撃しているんだな……単純なステータスだけじゃなく技術による攻撃か。俺がシスハと戦ったら姿を捉えられずに負ける気がする。

			　まさに事前に攻撃を予知しているような動き。この前教わったことを極めたら、同じように動けるのだろうか。

			　というかその前にだ。

			「あれのどこが神官なんだ……モンクの間違いじゃないの？　神官って何だったっけ」

			「なかなかやるでありますね。見事な位置取り、体の動かし方、判断力なのであります。神官にさせておくには惜しいのでありますよ」

			「防御魔法も上手く使っているし、言うなら神官戦士ってところなのかしら？」

			　ミノタウロスを翻弄しながら、シスハは突きだけじゃなく蹴りまでやり始めた。

			　体格差があるからひと蹴りしたら離れているが、コボルトやワシ戦士の時は足払いしてから空中で蹴り入れてたもんな……。

			　念のために防御魔法も使っているのか、ワシ戦士の時は見なかった青い光が彼女を覆っている。

			　それからしばらくして、ミノタウロスはシスハに殴り倒され光の粒子になって消滅した。

			　うわぁ……本当に一人であれ倒し切ったよ。

			「ふぅ、やっぱり体を動かすのは素晴らしいですね。自らの手で魔物を倒した達成感、攻撃した時の感触、とても素晴らしいです」

			　戦闘を終えたシスハは、それはそれは良い笑顔をしている。男が見た場合、間違いなく一目惚れしてしまうほどだと思える。

			　でも俺からしたら、むしろその笑顔が怖くてとてもそう感じられない。

			　言ってることも微妙におかしい気がするぞ。

			　その後はエステル達も参加し、ミノタウロスを殲せん滅めつし始めた。

			　そして一時間ほど狩りをして、ようやく遺跡の方から稲妻を纏うアステリオスが現れる。なかなかアステリオスは湧かないんだな……稀少種の中でもさらに湧きにくい存在なのかもしれない。

			　改めてアステリオスを見て、軽く身震いがしてきた。【獅子の心】を装備しているというのに……相当俺のトラウマになっているんだな。

			「つ、ついに再戦か……」

			「それじゃあ、あとは二人で頑張ってね。お兄さん、応援してるからね」

			「危なくなったら助けるので、安心してほしいのでありますよ」

			　皆で挑むのかと思ったら、エステルが支援魔法だけして早々にノールと共に後ろに下がってしまった。

			「えっ……マジで？」

			「大倉さん、頑張りましょうね！」

			　残されたのは俺とシスハ。予め知っていたのか、彼女は動揺した様子もなく俺に防御の支援魔法をかけてくれた。

			　ちょっと、待て！　これは聞いてない！　れ、練習するっていっても、皆でやるんじゃないのかよ！

			　そんな動揺する俺を奴は待ってくれるはずもなく、ついにアステリオスが赤いオーラを纏って走ってきた。

			　前回はノールが受け止めてくれたが、今回はその彼女がいない。

			　当然シスハが受け止めるなんてできないので、俺が突進を受け止めたのだが……。

			「うおっ!?　くぅ……き、きつい」

			　鍋の蓋に物凄い衝撃が走り、腕が痺しびれた。

			　両手で押さえ踏ん張って突進を耐えているけど、アステリオスが頭を前に動かす度に地面を抉りながら後ろに体が退さがる。

			　終わるまで耐えなければならないのかと冷や汗が出てきたが、すぐにそれは終わった。

			　拮抗している間に、シスハが奴の首に杖を叩き込んだからだ。

			　ドスンと音を立て、頭がそのまま地面に突き刺さっている。これはチャンスだと動きが止まっている間に、斧を持っている腕をエクスカリバールで何度も突き刺して体力を削っていく。

			　このまま倒されてくれないかなー、と考えていたが腕を振り回し暴れ出して、アステリオスは頭を地面から引っこ抜いた。そう簡単にはいかないようだ。雄叫びを上げ鼻息を荒くしている。

			　めっちゃ怒ってるよ……まあ、当たり前だけど。

			　その後、俺が斧による攻撃を防ぎながらバールのようなもので反撃し、隙を見てシスハが杖を叩き込む。

			　彼女の方に注意が向いたら、俺の後ろに一旦隠れてもらい隙ができたら叩いていく。

			　防御重視で固めてはいるのだが、それでも腕にダメージが入るようなので、シスハに回復をして貰いながらだ。さすがはアステリオスだな……この装備でも手が痛くなるなんて。

			　だがこの堅実な流れ、もはや負ける要素がない。ふふ、我々の勝利は確信的だ。おっと……また調子に乗るところだった。

			　今回は油断はしないぞ。こうやって勝ちを確信した時に油断しそうになるのが一番危ないな。

			　二人でアステリオスの体力を削るのには、やはり時間がかかってしまう。

			　そんな攻防が数十分続いたのだが、そろそろ限界なのか奴は荒い息をしながら片膝をついている。

			　これで終わらせられるとエクスカリバールを握り直し近寄ろうとしたのだが、斧を持っている方の手がピクリと動く。

			　それを見てすぐに鍋の蓋を構えると、案の定前回と同じように斧を俺に向かって投げてきた。

			　ちゃんと動きを見ていたおかげで、予備動作に気が付いて防ぐことができた！　と内心喜んでいたのだが……。

			「よっしゃ──って、うおおぉぉ!?」

			　斧を防いでからアステリオスを見ると、いつの間にか赤いオーラを纏い頭を突き出し目前に迫っていた。

			　に、二段構えの攻撃だったというのか!?　やられた！　強いだけじゃなくて、こんなところにまで頭が回るとは……。

			　すぐに受けるために鍋の蓋を構え直し、突進を受け止めまたアステリオスとの踏ん張り合いが始まった。

			「うっ、ぐっ、ぉ……くっそ！」

			　やばい、マジでやばい！

			　また鍋の蓋で受け止め耐えるが、さっきとは違い突然だったから全く踏ん張る準備がない。

			　ギリギリ拮抗しているけど、このままだと前のノールみたく吹き飛ばされる。

			　くそ、やはり俺では満足に盾役すらもできないのか！　と叫びたくなる気持ちと同時に、もう駄目だと鍋の蓋から手を離しそうになった。

			　だが、その時だ。

			「はああぁぁ！」

			　叫び声を上げながら、シスハがアステリオスの首にストッキングに包まれた足を叩き込んだ。

			　水色の髪を激しく揺らし、空中で一回転して足を振り下ろす姿はとてもスタイリッシュ。彼女が放ったその一撃はまるで断頭台のギロチンだ。

			　攻撃されたアステリオスはズドン、と地面に頭から沈んで、首が変な方向に折れ曲がっていた。

			　舌を出しながら泡を吹いて息絶えている姿は、さっきの一撃がどれほどの威力なのかを物語っている。

			「大倉さん！　大丈夫ですか！」

			「あっ、はい。な、何とか……」

			　拮抗していた対象が消えたことで、俺は力が抜け、座り込んでしまった。

			　そんな俺に近寄り、笑顔で手を差し伸べてきたシスハ。背後では日の光が輝き、服と相まって神秘的だ。普通ならこれで惚れてしまうのかもしれない。

			　しかし、目の前であんなものを見せられていた俺は震えが止まらない。

			　エステルと同じく、シスハも怒らせたらやばいんだろうなと、俺は唾を飲むのだった。やはりこの神官、怖い……。

			


			◆

			


			　シスハと共にアステリオスを狩ってからだいぶ経った。

			　結局あれからも変化なく、北の洞窟で魔石を集め、ミノタウロスで俺の特訓をしながら依頼もそこそここなしている感じだ。おかげでシスハも既にＣランクに上がっている。

			「大倉さん、どうぞ。エステルさんはこちらですよね？」

			「おう、ありがとう」

			「ええ、ありがとう」

			　シスハが俺とエステルが頼んだ飲み物を持ってきてくれた。

			　こうやって宿でゆっくりとしている時、何かと俺達の世話を彼女はしてくれる。

			　普段はこんなに気を使ってくれて優しいのに、何で戦闘になるとああなるんだろうか……。戦闘以外にも稀に変な時があるけどさ。

			「むふふー」

			「ノール、食後に寝転んでいたら牛になるぞ」

			　食事を終えた後、ノールはモフットを撫でながらベッドに寝転んでいた。モフットも相手をしてもらっているからか、彼女の傍にゴロンと寝転んでプーと気持ち良さそうに鳴いている。

			「むぅ、大丈夫でありますよ。私は食べても太らない体質なのであります」

			「あら、それは羨ましいわね」

			　エステルが太らないノールを羨ましいとか言っているが……今でも軽過ぎるぐらいなのに気にしたりするのか？

			　女の子の体重の話は下手に聞くとやばそうなので、この辺りで話題にするのは止めておこう。

			　それよりも、今日は今から例のあれを引こうと思っている。

			「よし、それじゃあ今日からまた単発ガチャを再開するぞ！」

			　現在魔石は三百二十個。この前のガチャで魔石がすっからかんになっていたけど、努力の甲斐あってここまで貯めることができた。

			　勿論貯めている間は単発ガチャを我慢していたので、そろそろ我慢の限界だ。そんな訳で魔石に余裕も出てきたから、また数日に一度の単発ガチャを再開しよう。

			　俺が嬉しそうに宣言すると、ノールとエステルはため息をついている。

			「……また始めるのでありますか。もう忘れたと思っていたのでありますよ」

			「はは、ガチャを忘れるなんてとんでもない！」

			「そんな自信満々に言われてもね……。お兄さんはガチャのことになると、本当に元気になるわね」

			　呆れる二人を尻目に、俺は喜々としてスマホを取り出してガチャの準備にかかる。

			　そんな俺を見て、さっきから黙り込んで首を傾げていたシスハが声をかけてきた。

			「これがガチャというものなんですか？」

			「あら、そういえばシスハはまだガチャは見たことなかったわね」

			「はい。それと……何だか大倉さんの目が血走っていて怖いです」

			「いつものことなので、心配しないでいいのでありますよ」

			　シスハを召喚してから一度もガチャをしていなかったので、彼女がガチャを見るのはこれが初めてだ。

			　俺の目が血走っているとか言っているが、そんな訳ないじゃないか。思考はいつにも増してクールだ。目が冴えて心臓の鼓動がいつもより大きく聞こえるぞ。

			「それではいくぞ！　我が世の春よ来たれ！」

			「いつも大袈裟でありますよ……」

			「でもこれぞお兄さんって感じはするわね」

			「……これが大倉さん本来の姿なんですか。情熱のある人なんですね」

			「この姿を見て出てくるのがその感想でありますか……」

			　意気込みを胸に、俺は単発ガチャを押す。

			　画面に宝箱が映し出される。宝箱は、銀。銀で止まった。

			【Ｒぬいぐるみ】

			　この始末、俺は叫んだ。

			「うごご……ウゴー！」

			「あっ、やっぱり外れたのであります」

			「反応だけでも丸わかりね」

			「ガチャだけで凄い反応をするんですね……」

			　酷い、酷過ぎる。単発ガチャで当たる気がしない……今までただ一度の勝利もないんですが。

			　ホントにこのＧＣガチャ酷いよ。運営している奴がいるのなら文句を言ってやりたくなるぞ。いや、むしろカチコミに行きたくなる。

			　そんなことを考えていると、突然握っていたスマホがバイブレーションした。

			　画面に何か表示されていたので、それを見てみると……。

			「ん？　……こ、これは──痛っ!?」

			　画面を見た俺は驚きのあまり、足を跳ね上げ机に足をぶつけた。

			「ど、どうしたんですか大倉さん!?」

			「あら、もしかしてガチャのイベント？」

			「単発の直後に来るなんて凄いでありますね」

			　シスハは声を上げた俺に驚いていたが、ノールとエステルはまた呆れた混じりの顔で俺を見ている。

			　よく訓練されているだけあって、俺の反応で全てを察知しているみたいだ。

			「あ、あぁ……ガチャはガチャなんだけど、今回はちょっと違うみたいだ」

			　また平八フェスティバルなのかと思ったが、予想を裏切り少し違うもので、【ご利用大感謝記念！　十一連ガチャ初回のみ！　ＳＳＲ以上確定プレミアムチケット付き！】なんてバナーが画面にデカデカと表示されている。

			「プレミアムチケット……でありますか？」

			「へぇー、おまけなんて付けるのね。案外親切なガチャね」

			　ノール達に見えるようにスマホの画面を向けた。聞き覚えのないチケットという物を見て、彼女達は首を傾げている。

			　ＧＣにはこんな物はなかったはずだ。まさかこんなおまけを付けてくれるなんて……神運営ですわ。文句言ってやるとか思ってすみませんでした！

			「これは良いな！　十一連一回引けば無料でＳＳＲ以上確定チケットが貰えるんだぞ！　こりゃ回すしかないわ！」

			「……無料？」

			「はぁ……ノール、もう手遅れだから、突っ込みは止めた方がいいわよ」

			　ん？　俺は変なこと言っただろうか？　ノールが首を傾げて、エステルは頬に手を添えてため息を吐ついている。

			　……まあいい、今はチケットの方が重要だ。

			　ＳＳＲ以上確定ということは、このチケットはＵＲが出る可能性が十分にある。十一連一回でこれなら引かなきゃ損だな。

			「とりあえず、難しいことは回してから考えようぜ」

			「回した後に考えるって、それもう事後でありますよ!?」

			「落ち着けノール。回さずに後悔するより、回してから後悔しようっていうありがたいお言葉があるぐらいだ。考えるのは後、それでいいんだ」

			「……ありがたくもなく、何がいいのかわからないのでありますが」

			「要するに何があっても回すってことね……もう、しょうがないお兄さんだわ」

			「欲望もここまで通されると、清すが々すがしく思えますね。大倉さんのこと尊敬しますよ」

			　ノールはまだブーブーと文句を言っているが、もはや回す覚悟が完了している俺は止まれぬのだ！　ガチャ、回さずにはいられない！　こんな射幸心を煽あおるような物を出されたら、もう回すしかないじゃない！

			　俺は勢いのままに、十一連ガチャをタップした。

			　画面に宝箱が映し出される。宝箱は、銀。銀で止まった。

			【Ｒぬいぐるみ、Ｒ食料、Ｒ布の服、Ｒ銅の鎧、Ｒ鉄の剣、Ｒブーツ、Ｒ丸太、Ｒポーション×10、Ｒバール、Ｒキャンドル、Ｒ薄い本】

			　うっわ!?　グロだ、またグロ画像だ!?　見ているだけで、正気度が減っていくガチャ結果だ！

			　で、でも、俺にはプレチケがあるんだ。ふ、ふふ……この程度の爆死で取り乱すような俺ではない。

			「ま、まだ、プレチケがある……まだだ、まだ終わらんよ！」

			「見事な爆死でありますよ。欲望が満ち溢れているせいなのであります」

			「はぁ、いつものことね」

			「本当に色々な物が出てくるのですね。ガチャって面白そうです」

			「興味を持ってはいけないのでありますよ！　……まあ、楽しいには楽しいでありますけど」

			　十一連を終え、トップページに戻りガチャ画面にまた入ると、十一連の横にプレミアムチケットを引く項目が追加されている。

			「よし、じゃあプレチケいくぞ！」

			　俺は右手を光らせる気持ちで、チケットの方をタップする。そしていつもの宝箱の画面が表示された。

			　宝箱が輝き、銀、金、白、虹。虹色で止まる。

			　よっしゃ！　やはり俺は運に恵まれているようだ！　昂る、昂るぞ！

			　ふふ、まさかここでＵＲを手に入れてしまうなんて。これでユニットだったら、一気に迷宮攻略にまで進めるかもしれない。

			　高鳴る期待を胸に、俺は画面を進め中身を表示させた。

			【ＵＲノール・ファニャ】

			「ちっ、またノールか──え？」

			　……ん!?　ちょっと待て、ノールだと!?

			　えっ、同じユニットって出るのこれ？　一瞬そのまま済ませようとしたけど、これどうなるんだ。

			「大倉殿……いくら私でも、その言い方は傷付くのでありますよぉ……」

			「ちょっとお兄さん。その言い方はあんまりじゃないの？　ノールに謝った方がいいわよ」

			「そうですよ、大倉さん。今のは私もちょっとドン引きしてしまいました」

			　俺がまたノールか、と残念そうに呟いたせいで、彼女はそれを聞きしょんぼりとしていた。

			　エステルとシスハがそのせいで、顔をしかめて怒ってる。結構マジで怒ってる。

			　やばい、この二人を同時に怒らせるのは俺の命がやばい……。

			「す、すみませんでした……」

			　俺はノールの前で土下座をした。

			　いつものようにダブったせいで言ってしまったが、彼女の気持ちを考えたらとても失礼な言い方だ。さすがに今のは酷過ぎたか。

			「というか、ちょっと待て！　本当に今のはすまないと思っているけど、それより突っ込むべきことがあるだろ!?」

			　失礼なことをしたし、後でさらに謝罪はするつもりだ。

			　しかし、今の状況をおかしいとは誰も思わないのか？

			　ノール達に聞いてみても、お互いの顔を見て何のことだかわからないと言いたそうな顔をしている。

			「いや、ノールがまた出ているんだぞ？　これどうなるんだよ」

			「えっ……わ、私がまた出たのでありますか!?　私がダブったのでありますか!?」

			　言われてようやく気が付いたのか、三人共ハッとして何とも言えない表情をした。それからノールは自分でまた出たとか言って、あたふたと慌てている。

			　モフットが落ち着かせるように鼻で彼女を突き、ようやく収まった。

			「言われてみればたしかに……これってどうなるのかしらね？」

			「ノールさんがお二人になるのですか？」

			「わからない……どうしたらいいんだこれ……」

			　ダブるのは装備やアイテムだけなのかと思っていたのだが、どうやらユニットまでダブるようだ。

			　一体これはどうなるんだ。まさかこのままガチャしていくと、同じユニットが増えたりするんじゃないよな？

			


			◆

			


			「えへへ、可愛いのでありますよー」

			「そうでありますねー。このクリクリの目が良いのでありますよ！」

			　ベッドに座りながらノールがぬいぐるみを抱え呟き、その横にいるもう一人のノールが返事をした。

			　相変わらず可愛く見えないぬいぐるみを見ながら、二人で別世界に入っているようだ。

			「さすがは私なのであります。この気持ちを理解できるのは、やっぱり私だけなのでありますね」

			「お前ら、随分と仲がいいな」

			　お互いにイエイ！　と親指を立てて騒いでいた。

			　一人でも騒がしいのに、二人に増えたことでやかましさが倍、いや、それ以上に膨れ上がっている。

			「それは勿論、自分自身でありますからね」

			「そうなのでありますよ。むしろ仲が悪い方が不自然だと思うのであります」

			　うんうんと二人共腕を組んで頷いている。

			　やはり本人同士だからか、やることが全て見事にシンクロしていた。

			「ほら、モフット。こっちにおいでなのでありますよ」

			「あっ、ズルいのであります！　私の方に来てほしいのでありますよ！」

			　そんなノール達が、今度はちょっと離れたところにいたモフットを標的にした。

			　おいでおいでと手招きをしているが、モフットは困惑したように頭を左右に振って、ブーと鳴きながらノール達を見比べている。

			　全く同じだからどっちに行けばいいのか困っている様子だ。

			「むぅ、どうやらモフットにどちらが相応しいのか、白黒はっきりする必要があるでありますね」

			「それなら、私の方が相応しいに決まっているのであります！　モフット、こっちに来るのでありますよ！」

			「何言ってるのでありますか。私に決まっているのであります！」

			「お、おい……その辺で競うのは止めておけよ」

			　私の方が、いや、私の方が、と何度も何度もノールがノールと言い争いをしている。

			　傍はたから見ている俺としては、異常な光景に頭がどうにかなりそうだ。

			「……やるでありますか？」

			「上等でありますよ！　その勝負、受けて立つのであります！　さあ、表へ出るのであります！」

			「やったるでありますからね！　後で泣いても知らないでありますよ！」

			「おい、ちょっと待て、おい！」

			　ついに痺れを切らせたのか、片方のノールが実力勝負で決めようと提案し始めた。そしてもう片方のノールも、完全にやる気でそれに同意する。

			　ぱぱっと鎧を装備し剣と盾を持つと、二人は外へ出ていった。

			　その後ろを私のために争わないでー、と今にも言いそうなモフットがピョンピョンと跳ねて追う。

			　少しして何かが砕け散る音が外から聞こえてきた。色々な人の悲鳴も聞こえ始め、戦いがヒートアップしているのか爆弾でも爆発したのかと思うほどの音までしている。

			　やだぁ……これもうお外に出られないよ……。

			


			◆

			


			　と、ここまで全部俺の想像。

			「うわぁ……」

			　ノールをもう一人召喚したことを想像しただけでもちょっとな……思わず声が出てしまった。

			　一人でもたまにやらかすのに、二人になったらどうなるんだ……。

			「大倉殿、一体どんな想像をしたのか、ちょっと言ってみるのでありますよ」

			「あっ、いや、何にも考えてないよ？　ホントだよ？」

			　穏やかな口調で口元が微笑んでいるように見えるノールが、何を考えているか言ってみろと俺に言ってきた。

			　俺の反応を見て、何を想像しているのか勘付きやがったのか？　ノールは稀に鋭いからな……。

			「でも、ノールが二人になるのなら、戦力的に大幅な増強になるわね」

			「そうですね。ノールさんが二人いるのなら心強いです」

			　他の近接ユニットに比べたら、ノールが二人になるのはかなりの増強だ。いるだけでパーティ全員の攻撃と防御が六十パーセントも上昇するとか、心強いとかいうレベルじゃない。

			　だけど……。

			「ノールはどう思う？　もう一人自分がいても気にならないか？」

			　戦力的に考えたら、ここで二人目を召喚するというのが最上の選択だろう。

			　しかし、もう一人自分が増えるということに、本人がどう思っているのか。

			　そこをハッキリさせておかないと後で確実に面倒なことになる。

			「私は……私は、大倉殿の好きなようにしてほしいのであります」

			　自分で決めようか迷っているのか、口を開いてから少し間があった。

			　そして緊張した雰囲気で続く言葉が出てきたのだが、俺に決めてほしいと言う。

			　好きなようにしてほしいと言われても。うーん、そうだな……。

			「俺にとってのノールは、お前だけだと思っているから……正直出したくない」

			　この世界に来て一番初めに召喚したのはノールだ。もうかなりの期間一緒に過ごし、彼女を見てきた。

			　そんなノールをもう一人召喚したとしても、どう接したらいいかわからない。

			　最初にいた方のノールと、後から召喚した方のノールとで平等な接し方ができるほど器用な人間じゃないと自覚している。

			　二人になれば迷宮攻略も楽にはなるだろうけど、そこまでするなら遅れても構わない。それにもう一人出すということに、何とも言えない嫌な気持ちになってくる。

			　まあ、色々と考えているが……要するに出す気はない。

			「お、大倉殿。そ、それは……」

			「あら、何だか告白しているみたいね」

			「うふふ、良い関係なんですねお二人は」

			　ノールが俺の言葉を聞いてあたふたとし、エステルとシスハは俺達を見守るような生暖かい視線を送ってきた。

			　こ、告白、だと……？　ど、どうしてそうなる！

			「えっ……ち、違うぞ!?　た、ただ、同じ人が二人もいたら何か嫌だろ？」

			「んー、まあ、たしかにちょっとね。私がもう一人いたとしたら、良い気分はしないでしょうし」

			「私がもう一人ですか……それはそれで楽しそうですね。色々と捗りそうです」

			　慌てて言い直すと、エステルはたしかにと頷いてくれた。

			　しかし、シスハはまた何かよくわからないことを言っている……。一体どう楽しむつもりなのか聞いてみたいところだが、ろくな答えが返ってこないだろう。

			　どうせお互いに回復し合いながら、延々と魔物と戦えるとかその辺りだ。何かもう、修羅道の住人なんじゃないかと思ってしまうぞ。

			「でも、もしも出す事態になった時のために、出せるのかだけは確認してみたら？」

			「そうだな。確認ボタンさえ押さなければ召喚はされないし」

			　アイテム欄から召喚石を選択しても、その後の出すかどうかの確認ボタンを押さなければ召喚されることはない。

			　このままアイテム欄に放置するのもかわいそうな気はするけど……仕方ないよね。

			　とりあえずどうなるかは確認しておこうと、アイテム欄にあるノール・ファニャの召喚石を選択し、タップする。

			　すると、いつものメッセージとは違う表示が出てきた。

			【ノール・ファニャは既に召喚されているため、召喚することはできません。召喚石を使用し、ノール・ファニャを強化いたしますか？】

			「あれ、出せないみたいだぞ」

			　どうやら重複して召喚することはできないらしい。さっきのやり取りは何だったんだ……さっさと試せば良かったよ。

			　それを聞いてノールはふぅーと息を吐き出し、緊張が解けたのかうなだれている。

			「全く……それなら最初からそう言ってほしいのでありますよ。無駄な心配しちゃったのであります」

			「あら、実は心配だったのね」

			「良かったですね。大倉さんに元々その気がないのもわかりましたし」

			「うぅ……何だか恥ずかしいのでありますよ」

			　そうだよな。俺に決めてほしいとか言ってはいたけど、実際もう一人自分が出てくるなんて嫌だろう。

			　アイマスクで表情が見えないからよくわからないが、嫌という雰囲気を出さなかった彼女はさすがだな。

			　今は恥ずかしいと言って、耳を赤くしてモフットを抱きそっぽを向いているけど。

			「出せない代わりに、強化することはできるみたいだ。ノール、どうする？」

			「何か嫌な感じではありますが、そのままにするのもあれなので、お願いするのでありますよ」

			　もしも……もしもノールがいなくなった場合に、再度召喚できるという可能性もある。

			　その時のために残しておく手もあるが、そんなことを考えるのなら少しでもその可能性を減らすために、強化してしまった方が俺はいい。

			　彼女からしたらどうも嫌な感じみたいだけど、本人が了承したのでさっそく強化の確認ボタンをタップした。

			　するとスマホから光が溢れ出して、彼女の全身に纏わり付いて徐々に体に吸収されていく。

			「どうだ？　何かおかしなところはあるか？」

			「……んっ！　な、何でありましょうか……何かが染み込んでくるのでありますよ。何とも言えない高揚感なのであります！」

			　光を全て吸収し終え、ノールは何だか興奮したように自分の両腕を交差させて体を抱き締め震えている。

			　心なしか声に色気が含まれているような……。ま、まあいいや。外見に変化はないし、彼女自身も変なところはないと言っている。

			　変わっているとしたらステータス辺りだろうし、確認しておこう。

			


			


			【戦乙女】ノール・ファニャ

			　レベル▼52　ＨＰ▼６１２０　ＭＰ▼１５６０

			　攻撃力▼１５００　防御力▼７９５　敏捷▼１６９　魔法耐性▼40　コスト▼13

			　固有能力【戦乙女の加護】

			　出撃時、全ユニットの攻撃力、防御力が50％加算される。

			　スキル　【白銀のアウラ】

			　十分間全ステータスを三倍にする。　再使用時間▼十二時間

			


			


			　何だこれ……どの数値も異常に増えているんだが。

			　それに称号が名前の横に付いているぞ。えーと戦乙女……えっ？　乙女……乙女って……。

			　固有能力とスキルまで変わっていた。コストも減っているし、ＵＲの装備よりも遥かに能力が向上しているな。

			「大倉殿！　今から狩りに行くのでありますよ！　体がウズウズして仕方ないのであります！　ほら、早く早くなのでありますよ！」

			「ちょ、おい、引っ張るなよ！　エステル助けて！」

			「ふふ、いいじゃないお兄さん」

			「そうですよ大倉さん。さあ、今日はどこに行きましょうか」

			　強化されたことにより調子が良いのか、いつも以上にノールはハイテンションになった。

			　俺の手を握り、引っ張って早くどこかへ行こうと言う。

			　ふぅ、少しは落ち着いてほしいものだ。

			


			◆

			


			「それで大倉殿！　今日はどこに行くのでありますか！」

			　強化されたノールが興奮気味にどこへ行くのか聞いてきた。

			　興奮した時の拳を握り腕を上下に振る仕草もしているし、よっぽど気分が良いのだろう。

			「北の洞窟も飽きてきたし、そろそろ他の狩場も探すか？　シスハも回復役としてパーティにいるのに悪いな」

			「いえいえ、私は楽しいので大丈夫ですよ。むしろ回復の本職をしていないので、申し訳ないです」

			「まあ色々教えてもらって俺も助かっているから、今はそれでいいよ……」

			　せっかく回復役として召喚したのに、回復してもらうほどの戦闘を全くしていない。

			　でも近接戦闘のアドバイスを貰ったりと、シスハが戦闘できるおかげで助かっている部分もある。

			　だけど本当にこれが神官でいいのかという疑問も尽きない訳で……神官って全員こうなのかと、俺の中で微妙な疑問が生まれてきたぞ。

			「他の狩場でありますか。そうなると、もう少しランクが上の狩場に行くのでありますか？」

			「そうだな。魔石効率はかなり良いからまた北の洞窟には行くけど、今後のレベル上げとかも考えて先に探した方がいいだろう」

			「そろそろコストも余裕がないし、レベル上げも考えないといけないわね」

			　敵の狩りやすさと経験値の入りを考えて場所を選ぶ必要がある。

			　でも経験値なんて表示されていないから、ステータスを確認しながらレベルが上がるのを見てないと駄目だな……。

			　それにエステルの言うとおりシスハを召喚したから、残りのコストもあまりない。次のユニットが出たとしても、コストが足りないから現状だと出すことができない。

			　そう考えると、早めに次の魔石と経験値を稼げる狩場を探しておかなければ。

			「シスハもいるから、ある程度無理しても平気そうよね。私達もだいぶ装備は強化されているし」

			「そうでありますね。大倉殿も盾役として立派になってきたでありますし、ミノタウロス並みの魔物がポンポン湧く場所でも平気そうなのでありますよ」

			　さすがにミノタウロスがポンポン湧くような場所は嫌だな……。ノール達の会話を聞いて、ちょっと嫌になってきた。

			　シスハが必要になるってことは、ダメージを受ける可能性があるんだもんな……。俺はガウスさんみたいな変態にはなりたくないし、可能なら防御を貫通する魔物がいないところがいいです！

			「それなら迷宮に潜ってみるのはどうでしょうか？　今だったら十層にいたというスライムも、安全に倒せるのでは？」

			「うん、勝てるとは思うよ。でもその先がどうなってるかもわからないし、すぐに帰れない迷宮で狩り目的で倒すのはちょっとな」

			「そうね。中じゃビーコンが使えないから、移動に時間もかかるしね」

			「それに通常のスライムはあまり強くないでありますし、経験値を稼ぐとなると、最低でも十層は超えないといけないと思うのであります」

			「うーん、それだとたしかに狩りをしに行くだけでも大変そうですね」

			　シスハが加わって、さらに俺も盾役をしているので十層にいたアウルムスライムも、今なら安全に倒すことができると思う。

			　だけど、その先がどうなっているかもよくわからないし、ビーコンが使えないあそこで狩りをしてもすぐに帰れない。

			　珍しいドロップアイテムを狙うのならいいかもしれないけど、魔石や経験値のことを考えるとちょっとね。

			　お金を稼ぐ目的以外じゃ、ハジノ迷宮はあまり美味しくない。

			　と言う訳なので、今日は新しい狩場を探そうと俺達は宿を出発した。

			


			◆

			


			　結局冒険者協会で相談することにした。

			　いつものようにウィッジさんのいる受付に行き、話を聞くことに。

			「あっ、オークラさん。本日はどのようなご用件ですか？」

			「そろそろ他の狩場を探そうと思うのですが、お勧めの場所などはご存じないでしょうか？」

			「うーん、そうですね……」

			　ウィッジさんは首を傾げて目を閉じ、うーんと唸り考えている。

			　普通はステータスなんて見られないし、どれぐらいがちょうどいいのかの判断がしづらそうだ。

			「ちょっと遠いですが、北にあるレムリ山という場所が良いかもしれません。あそこにはリザードマンと呼ばれる人型の魔物がいるんです」

			　ウィッジさんがさらに続けてその場所の説明をしてくれた。

			　レムリ山はここから二日以上移動するぐらいの距離にあるらしい。フロッグマンがいた池に行くよりも遠くだそうだ。

			　リザードマンはワシ戦士みたいな人型の魔物で、集団で行動をするという。名前的にファンタジーによく出てくる、トカゲのような顔をした二足歩行の奴かな？

			　今までの魔物と違い、剣だけじゃなく、斧、槍、弓を使うタイプまでいるとか。

			「遠くにある上に魔物も強くて、冒険者達もあまり狩りには行きません。ですが、ケプールと呼ばれるリザードマンが落とす素材は、人気があるんですよ」

			「素材が人気ですか……」

			　ケプールというのが希少種なのか？　こいつも人気のある素材を落とすと……。

			　遠いのは別にいいとして、難易度が高いってことは何か嫌な予感がしてくるな。スティンガーが硬いように、こいつらにも何か特殊なものがありそうだ。

			「スティンガーと同じく、並みの冒険者だと返り討ちにされてしまうので、滅多に出回らないんですよ」

			「そういう魔物をＡランク冒険者達が狩ってきたりはしないんですか？」

			「彼らの場合は特殊でして……それにオークラさんみたいに、あんな大量な数を狩って持ってこられる人なんていませんよ」

			　言葉を濁して言う辺り、何か言えない事情でもあるのかな？　気になるが無理に聞くのは良くなさそうだ。

			　Ａランクって未だに一人しか見たことがないけど、普段どこで何をしているんだろ。Ｂランクはちょくちょく協会内で見かけるが、Ａは全く見かけない。

			　過去にあの迷宮の四十層目まで行ったぐらいだし、相当やばいレベルってことはわかる。あの魔物使いのステータス見てみたかったな。

			　それと俺達がいつも持ってきていた素材の量も、やはりおかしいと思われていたか。

			　俺達には【マジックバッグ】があるから、それに入れさえすればいくらでも持って移動できちゃうからな……。

			　普通なら狩りをして、その後持って帰ってこないといけない。遠く離れた狩場だと道中に襲われる危険もあり、さらに重い素材を持っての長距離移動となると、一度に持ち帰ってこられる量はそう多くないはず。

			　それを考えず、俺達は素材をガンガン持ってきたりしていた……今度からは少し調整して、これ以上怪しまれないようにしておこう。

			「オークラさんがスティンガーの甲殻を大量に流してくださったおかげで、冒険者達が入手する機会が増えているんです。冒険者達の装備の質が上がり、協会長も喜んでいましたよ」

			　よかれと思って流してはいたけど……まさか協会長まで喜んでいるとは。冒険者全体の強さが増すのなら良いこと、だよな？

			　というかそう聞いてしまうと、今回のリザードマンもまさかそれ狙いなんじゃ……。

			「ですので、今回も期待していますね」

			「あはは……頑張ってみます」

			　ニッコリと笑顔でウィッジさんに言われ、俺は引きつった笑顔でそれに答えた。

			


			◆

			


			　場所を教えてもらい、レムリ山を目指し移動を始めた。

			　しかし、そこでちょっとした問題が……。

			「どうしてこうなった」

			「ふふ、いいじゃない」

			　魔法のカーペットに乗り移動をしているのだが、胡坐あぐらをかきながら座っている俺の前にすっぽりとエステルが収まって座っている。

			　その位置にいられるのは、男として非常にあれなのだが……。

			　退いてもらおうかと思ったんだけど、そうする訳にもいかない。もうカーペットに乗るスペースがないのだ。

			「むぅ、エステルずるいのでありますよ」

			「エステルさんちょうど収まっていますね」

			　後ろにはノールとシスハが座っている。ノールが何だか恨めしそうな声を出しているが仕方ない。

			　四人で乗るには、このカーペットはちと窮屈。一人宿に置いて、後からビーコンで迎えに行こうか考えたぐらいだ。だが、話し合いの末になぜかこうなった。

			　俺じゃなくてノールの上に座ってくれと言ったのだが、どうしてもここが良いと言われて折れてしまったよ。

			　エステルは俺の前に座ってからニコニコと笑顔で嬉しそうだし、そう喜んでもらえるのは俺としても嬉しいのだが……可愛い娘にそこへ乗られると少しドキドキしてくる。

			「それにしても、このカーペット速いですね」

			「ああ、結構な速度が出てるからな。落ちないように注意するんだぞ？」

			　そこそこの速度で移動しているのだが、ちらっと見てみるとシスハが興味津々に身を乗り出して周りを眺めている。

			　落ちた時が怖いので止めてほしい。本当に怖い物知らずなんだな。この速度で転落でもしたら、割と洒落しゃれにならないのだが。

			「はい、ご忠告ありがとうございます。それに落ちたとしても、すぐに治せるので心配ありませんよ」

			「それは心配ないと言えるのでありますかね……」

			　シスハは笑顔で心配ないと言うが、彼女の隣に座るノールがそれを聞いて若干引いている。

			　治せはするんだろうけど、落ちたら痛いだろうに……。引き気味なノールの反応に、何かおかしなことでも言いました？　という感じで首を傾げている辺り、一体どんな思考をしているのか恐ろしくなってくる。

			　そんなやり取りをしながら数時間ほど移動したところで、一旦カーペットを停止させた。

			「さて、とりあえずここに一つ置くか」

			　スマホからビーコンを取り出し、目立ちにくい茂みの中に隠しておく。

			「大倉殿？　こんなところにビーコンを置いて、どうするつもりなのでありますか？」

			「ここって街からかなり離れているわよね？」

			　その俺の行動を見てノール達は不思議そうにしている。

			　ここは街から離れているため、ビーコンを置く必要性がまるでない場所だ。

			「ああ、今から行く場所はかなり離れているからな。もしビーコンが街まで届かなかった場合の保険だよ。どれぐらいの距離まで届くのかの実験にもなるしな」

			　これから行くレムリ山はかなり遠い。もしも王都付近に置いたビーコンに電波が届かなかった場合帰りがめんどうだ。

			　なのでちょくちょくビーコンを配置して中継地点を作り、もしもの時のために準備しておこうと思う。必要なければビーコンの場所に飛んで、回収すればいいだけだし。

			「そんなことまで考えるなんて……さすがですね、大倉さん」

			「そうでありますね。大倉殿がガチャのこと以外でちゃんと考えるなんて意外──むぁ!?　なりしゅるでありまふか!?」

			「ガチャのことしか考えてなくて悪かったな！」

			　シスハに同意するように頷いていたノールだが、余計な一言を加えていたので頬を引っ張り、念入りに揉もみ解ほぐしておいた。

			　毎回毎回どうしてこう彼女の口は緩々なのか。まあ、そのお陰で新しい狩場へ行く前の緊張が少し解れた気がした。

			


			◆

			


			　シュティングから出発して翌日俺達はレムリ山に到着した。

			「ここがレムリ山か」

			「何だか殺風景な場所ね」

			「そうでありますね。まるで緑がないのでありますよ」

			「かなり大きな山ですね。登るのも一苦労しそうです」

			　目の前に広がるのは、木が生い茂る緑の山ではなく岩肌が露出した山だった。

			　巨大な岩石なども所々に転がっており、登っている最中に転がってきたら危なそうだ。

			　そして肝心の魔物なのだが……ゴツゴツした硬そうな青い皮膚の魔物がこの山のいたるところを歩いているのが見える。

			　想像したとおりのトカゲのような顔。肌はとても硬そうで、尻尾には棘とげのように尖っている部分もある。

			「あれがここの魔物でありますか。今までのと違って、何だか迫力のある顔でありますよ」

			「そうだな。やっぱり爬虫類系の顔は強そうに見えるぞ」

			「人型サイズにしては頑丈そうですね。殴ったら良い手応えが味わえるかもしれません」

			「うーん、あの皮膚だと火に耐性がありそうね。それに動きも速そう」

			　ワシ戦士達のようにうじゃうじゃと徘徊している訳ではなく、岩山に剣を持ったリザードマンが数体歩いている程度だ。しかも群れずに一体一体離れた場所でウロウロしている。

			　それぞれいる場所が離れ過ぎていて、魔石を集めるための範囲狩りには向いてなさそうだ。

			　まあ、どこでも北の洞窟のような狩りができるはずもないし、贅沢は言ってられないか。とりあえずステータスを確認しておこう。

			


			


			　種族：リザードマン

			　レベル▼60　ＨＰ▼１８０００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼６００　防御力▼８００　敏捷▼１５０　魔法耐性▼40

			　固有能力【火耐性】　スキル【咆ほう哮こう】

			


			


			　レベルが結構高いな。俺達が今平均して50レベルぐらいだから、レベルを上げるのならそこそこ良い相手か。ステータス的にワシ戦士の上位互換って感じだな。

			　敏捷も高くて魔法耐性もある。特に固有能力に火耐性なんてあるから、エステルお得意の火の魔法だとダメージが与えづらそうだ。

			　だけどこのぐらいなら、俺の次の特訓相手としてちょうどいいかもしれない。

			　さて、どう狩りを始めたものか。

			「うーん……これはいつものパターンで狩りをすれば平気か？　エステル、魔法で──」

			「待つであーります！」

			「ん？　どうかしたのか？」

			　さっそくエステルに魔法で攻撃してもらおうと思ったのだが、その前にノールが叫んでそれを止めた。

			「ここまで数が少ないのはおかしいのであります。岩山で視認しづらいでありますし、隠れた部分から追加で出てくるかもしれないのでありますよ」

			「そうね。今までの狩場と比べるとちょっと不自然ね。魔法を不用意に撃つのも止めた方がいいかしら」

			　たしかに言われてみると、こんな広い狩場なのに数体しかおらず、さらにはどれも離れて単独行動している姿には違和感を覚える。

			　大岩や地形のデコボコしている死角になっている部分もちらほらとあった。もしかしたらそういう場所にまだ潜んでいるかもしれない。

			「試しに一体釣ってみて倒すか。この魔物なら攻撃役はノールだけで大丈夫か？」

			「むふふ、任せるのでありますよ！」

			　今回はノールを攻撃役として一番前に出し、俺が中間、そしてエステル達が一番後ろだ。

			　ノールがやばくなったら俺のところまで来てもらい、エステル達に魔物が向かいそうになったら俺が防ぐ。

			　シスハがいるので大丈夫だとは思うが、念のために俺が守りに入る方が優先だ。一体程度だったらノール一人でも余裕だろうけどさ。

			「ノールさん、頑張ってくださいね」

			「それじゃあいくわよ、えいっ！」

			　シスハとエステルにそれぞれ支援魔法をかけてもらい、一番孤立しているリザードマンに魔法で攻撃をしてもらった。

			　魔物は火の玉が着弾し少しよろけると、俺達の存在に気が付きこっちを見ながら雄叫びを上げた。

			　するとそのリザードマンの周辺の岩陰から、次々と何かが飛び出てくる。

			「な、何だ!?」

			「やっぱり一気に出てきたであります。私が前に出て敵を受け持つので、エステルは支援をお願いするのでありますよ！」

			「ええ、任せて」

			　出てきたのは同じリザードマンで、最初にいたのを含めて八体のリザードマンがこっちに向かい走ってくる。

			　剣、斧、槍、弓とそれぞれ違う武器を持ち、まるでパーティのようだ。

			　それを迎撃するためにノールも走り出して向かっていく。

			　リザードマンがこっちに向かってくる途中、二体がその集団から抜け出して弓を構え矢を放つ。

			　飛んできた矢を彼女は剣で弾き、走る勢いを落とさずにそのまま集団と接触した。

			　最初に交差した剣を持つリザードマンがノールに斬りかかるが、回避されてお返しにと腕を斬り飛ばされる。

			　次に斧を持ったリザードマンが彼女の背後で斧を振り上げたのだが、振り下ろす前に振り向き様に斧ごと両腕を切断された。

			　そのリザードマンの腹部から、今度は槍が飛び出す。

			　役に立たないと判断されたのか、背中から槍を持ったリザードマンが突き刺したみたいだ。

			　そんな予想外の攻撃も、ノールは盾で弾いて、腹を貫かれた個体とまとめて蹴り飛ばす。

			　その辺りでエステルから魔法による支援攻撃が飛ばされ、ノールに攻撃された三体は動けずに火の玉に飲み込まれた。

			　おう、突っ込みどころが満載だぞ！　ノールは一人で集団を余裕で相手にしているし、エステルは火耐性があるはずのリザードマンを焼いてる！

			　やっぱり彼女達の戦闘能力はずば抜けている……俺の立つ瀬がないのだが。

			「シスハも凄いけど、ノールってやっぱり凄いな……」

			「生粋の近接職ですからね。はぁ、素敵ですねノールさん……一度心ゆくまで語り合いたいです」

			　ワシ戦士よりも強い敵複数と戦って、あんな簡単そうに倒し切ってしまうとは。俺じゃ真似できそうにないな。

			　接触してすぐにリザードマンがノールを囲んで混戦状態になっていたのに、まるでわかっていたかのように攻撃を回避していた。あれが魔物を見るということなのだろうか……。

			　でもあの槍による攻撃は完全に死角だったはずなのに、どうやって予想していたんだ？　魔物の位置を確認して予想していたのか、それとも単純に見てから反応したのか……やはり俺がノールに追いつくには、まだまだ時間がかかりそうだな。

			　彼女の戦う様子を見ていたシスハが、うっとりとした表情で呟いている。

			　語り合いたいっていうのは言葉でなのか、それとも肉体でなのか……。目をつけられてしまったみたいだが、頑張ってくれノール。

			「ふぅ、一体一体はそう強くはないでありますね。大倉殿にはまだ早いかもしれないでありますけど」

			「そもそもあれ、前衛が一人で戦う魔物じゃないだろ……」

			　残りのリザードマンも次々と倒したノールが戻ってくる。

			　弓を使うのは前衛の奴らが全滅した後らしく、もう逃げるだけだったので楽そうに見えた。

			　ほぼノールが倒してしまったので、俺とシスハは何もしていない。せいぜい飛んできた矢を弾いて、エステルを守ったぐらいだ。

			　落としたドロップアイテムは、リザードマンの皮とそれぞれが持っていた武器だった。

			「一グループに近接が六体、弓が二体って感じなのかしら？」

			「見回りしているリザードマンには、不用意に攻撃しない方が良いかもしれないですね」

			　それからも複数回戦ってみると、どうやら最初にいる一体だけのリザードマンは見回り役ということが判明した。

			　あのリザードマンを攻撃すると、スキルの咆哮を使い近くで待機している仲間を呼び出すらしい。

			　どの集団も近接攻撃をしてくるのは六体、遠距離から矢を飛ばしてくるのが二体だ。

			「うーん、魔石集めはここじゃあまり向かないか……」

			「ガチャ次第でホントやる気が変わるのね。そんなあからさまにやる気をなくしちゃ駄目じゃない」

			　やはり瞬殺できる北の洞窟に比べると、こっちは少々厄介だな。

			　通常種でもそこそこ強いから、希少種を湧かすまでに時間がかかりそうだ。今回はレベル上げが主な目的だから別に構わないのだが……やはり魔石の集まりが悪そうだと、ちょっとやる気がなくなってしまう。

			　とりあえず希少種だけでも狩っておくかと岩山を眺めていると、黒い色をしたリザードマンが山の奥の方からひょこっと飛び出してきた。

			「ん？　何か出てきたぞ……ゲッ!?」

			　あれが希少種かと見ていたのだが、一体だけじゃなくて次々と出てきて全部で八体の黒いリザードマンが出てきた。

			　き、稀少種までパーティみたいになっているのかよ！　通常のリザードマンでもそこそこ強いのに、稀少種となるとどれほどなのか……。

			　さすがにアステリオスと同じってことはないと思うけど、それなりに強いのは確実だろう。

			　……ステータスを確認しなければ。

			


			


			　ケプール　種族：リザードマン

			　レベル▼80　ＨＰ▼５５０００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼１８００　防御力▼２０００　敏捷▼２４０　魔法耐性▼60

			　固有能力【統制】　スキル　【咆哮】

			


			


			　うげぇ……固有能力とスキル両方持ちかよ。

			　アステリオスよりは弱いけど、ステータスが低い訳ではない。それに固有能力とスキルまであるとなると、相手をするのは骨が折れそうだ。

			　一体だけならたこ殴りにすれば瞬殺できるだろうけど、これを八体同時に相手をするとなると辛い。これは相手にしたくないな。

			　そう思ったのだが、　シスハは笑顔で拳をポキポキと鳴らしていた。まさか……。

			「あれは少し強いかもしれませんね。腕が鳴りますよ」

			「戦おうとするなよ……。一体一体が強いし、今日は止めて──」

			　シスハは完全に相手をする気だ。

			　だけど今の段階で相手をするのは危なそうだから、俺は止めようとした。しかし、その途中で……。

			「大倉殿、スキルを使ってみてもいいでありますか？」

			「えっ……」

			　ノールが遮ってスキルを使ってみたいと言い出した。

			　新しくなったスキルを使ってみたいのか、両腕を少し上下に動かしてウズウズしている雰囲気だ。

			　うーむ、ノールのスキルがどうなったかちょっと見てみたいな。どうせ今日はこれで終わりにするつもりだし、一度試してもらおうか。

			「良いけど、倒し終わったらすぐに帰ってくるんだぞ？　途中で倒れたりしたら危ないからな」

			「了解なのでありますよ！」

			　効果が切れる前に戻ってくることを条件に、ノールがスキルを使うことを許可した。

			　嬉しそうな声を出し、さっそくスキルを使ったのか銀色の光が彼女を包み込む。

			　そして動き出すと、一瞬で目の前から消えた。あまりの速さに、俺とエステルとシスハは思わず、えっ？　って声が出るほどだ。

			　ケプールの方を見てみると、既に彼女は一体の黒いリザードマンの目の前にいた。ケプール達も突然現れたノールに反応できていない。

			　そして彼女が剣で斬り払うと、リザードマンは真っ二つに斬れる……どころか消えた。体の一部も残さず、ノールが剣を振った瞬間に消えてしまった。

			　遅れて斬撃の余波なのか、衝撃波のような物が飛んでいき、山に裂け目を刻んでいく。その延長線上にいた通常のリザードマンは体が粉々になって消滅している。

			　飛んでいった斬撃は最終的に山の一部に着弾して跡形もなく吹き飛ばした。魔法を使った訳でもないのに、大きなクレーターが出来上がっている。

			「おいおい……いくら何でも非常識過ぎるだろ。これが能力値三倍の効果なのか……？」

			「スキルを使うところ初めて見たけど……凄いわね」

			「ステータスが強化されたっていうのもあると思いますが……スキルを使うとここまで圧倒的になるんですね。今のノールさんを相手にしたら、私でも一撃でやられちゃいそうです……」

			　今までノールのスキル発動を見ていなかったエステルとシスハが驚いている。見たことのある俺もビビっている。攻撃力が高過ぎるせいか、斬られた魔物が蒸発したみたいに消えているぞ……。

			　強化前でも凄まじかったというのに、ステータスとスキルの効果が上がった今はさらに強烈なことになっている。ノールだけでどんな魔物でも倒せちゃうんじゃないだろうか……。

			　俺達が唖然として見守る中、最初の一撃で固まっていた残りのケプールが、ノールに襲いかかろうと動き出した。

			　しかし動いたところで、今の彼女を相手にするのにはあまりにも差がある。

			　目の前にいるノールに一体のケプールが飛びかかるが、その瞬間に彼女はその場からいなくなった。そして飛びかかった奴の後方にノールが姿を現すと同時に、その黒いリザードマンも最初の奴と同じように突然消える。

			　その様子を見て他のリザードマンは動きを止めたが、また一体の仲間が消えると慌ててその場から散った。

			　襲ってくるはずの魔物が、今は完全にノールに襲われているぞ……。あっ……また一体消えた。もう希少種と普通のリザードマンの違いがわからなくなってくるような光景だな。

			　攻撃の余波で飛んでいく斬撃のせいで岩が崩れ始め、周囲にも被害が及び通常のリザードマンがどんどん湧き出してノールに向かい突撃を始めている。

			　もう最初の標的だったケプールも全部いなくなり、今度は大量の通常のリザードマンとノールの戦いが始まったが……一方的な蹂躙だ。

			　彼女が剣を一振りするだけで、数体が肉片すら残さずに消し飛んでいる。

			「ふふふ、今の私は絶好調なのでありますよ！　誰にも負ける気がしないのであります！」

			　絶好調のノールは叫びながら、どんどんリザードマンを蹴散らしている。

			　それから数分後、リザードマンを殲滅したノールは満足そうに戻ってきたのだが……。

			「うごご……痛い、痛いなのでありますよ……」

			「やっぱりこうなったか」

			　体から銀のオーラが消えると、いきなりその場に倒れてしまった。

			　全く動くことができない状態になってしまったが、シスハに回復魔法をかけてもらうと辛い筋肉痛程度にまでは治まったみたいだ。

			　それでも自分で歩くことはできないようなので、今は俺がおんぶをして運んでいる。

			「シスハの回復魔法でも完全に回復しないのね」

			「お役に立てず申し訳ありません……」

			「い、いいのでありますよ……。大倉殿、おんぶしてもらい申し訳ないのであります……」

			「おう、気にするな」

			　やはりノールのスキルは強力だったな……でも、相変わらず使いどころが難しいかもしれない。

			　今後もスキルは基本的に使わないようにしておかないといけないか。

		

	

			３章　大討伐

			


			　それはレムリ山に行ってからしばらく経ったある日のこと。

			　あれからも魔石集めを続けて、現在は五百六十五個。なかなかの貯まり具合に、思わずニッコリしてしまう。

			　そんなルンルン気分のまま、依頼をするために冒険者協会に来てみたのだが……。

			「ん？　何だか今日は妙に騒がしい気がするな」

			「何かあったのでありますかね？」

			「いつものお姉さんも冒険者と話をしているわね」

			「むむ、これは何か事件の匂いがしますよ」

			　中に入ってみると、いつもより人が多く騒がしい。複数の冒険者同士で話し合っている姿がちらほらと見受けられる。

			　ウィッジさんの受付を見てみると、鎧を着た大きな人でよく見えないが、四人のパーティと何やら話し合っていた。

			　うーむ、これは邪魔しない方がいいか。協会内も騒がしいし、今日は依頼をしないで狩場でも行こう。それに……シスハが事件の匂いがするとか言うと不安にもなる。

			　ノール達に今日は依頼を止めておこうと言い、協会から出ようと出入り口の方に向かった。

			「あっ！　オークラさん！　ちょっと、帰らないでください！」

			　だが、出る直前にウィッジさんが俺達を発見したのか、叫びながら呼び止められた。

			　何だろう……俺達にも用があるのか？　嫌な予感がする。

			「何かご用でしょうか？」

			「はぁ、良かったです。オークラさんが来てくれなかったら、どうしようかと思っていたんですよ」

			　引き止めることができたことに安堵しているのか、胸に手を当てホッと息をついている。

			　来てくれなかったらって、そこまで重要な用事があるのか？

			「やあ、オークラ」

			「おう、ディウスだったのか。今日は協会内が妙に騒がしいけど、何かあったのか？」

			　ウィッジさんの受付まで行くと、それまで話していた人がこっちを向いた。どうやらディウスだったみたいだ。ミグルさんとスミカさん、ガウスさんも一緒にいる。

			「はい、実は緊急の依頼がありまして。ディウスさんにお願いしたのですが、オークラさんにも同行してほしいんですよ」

			「私達もですか……ディウス達だけじゃ厳しいほどの依頼なんですか？」

			　緊急の依頼か。それに俺を誘うということは、複数パーティ推奨っていう依頼かな。

			　だけどディウス達はＢランクの冒険者だ。よっぽどのことがなければ単独でも解決はできるはずだが……。

			「最近の魔物の異常についてはご存じですよね？　ですので、今回の緊急依頼は慎重にと協会長から言われているんです」

			　アステリオスもそうだし、最近は他にも色々と妙なことが起きている話を聞いているから、当然知ってはいる。

			　協会長直々に慎重にやれという依頼かぁ……。何だかただごとじゃない雰囲気がするぞ。

			「Ａランク冒険者にご依頼されないのですか？」

			「Ａランクの方々には他の場所へ行ってもらっています。なので、ディウスさん達にはＢランク推奨の場所へのご依頼です」

			　そんなに慎重になる依頼だというなら、Ａランク冒険者に頼んだ方が良いんじゃないか。

			　そう思って口に出すと、もう既にＡランクは他の場所に向かったと言われた。

			　緊急依頼が同時に他の場所でも起きているってことなのか？　嫌な予感が当たった形だけど……頼りにされているのなら、力になっておいた方がいいだろう。

			「わかりました、私は構いませんよ。それで、依頼の内容はどのようなものなのですか？」

			「はい、王都の西にあるハイコボルトが生息する地域での討伐依頼です。大討伐の兆候が出始めていますので、その前に群れの討伐をせよというのが今回の条件です。もしかすると核の魔物との交戦もあるかもしれません」

			　……ん？　大討伐に核の魔物？

			　危機が迫っているような緊張した表情で言われたのだが、何を言ってるのかさっぱりわからない。

			　それに西でハイコボルトだと……かなり前にラウルさんの護衛をした時、スブルクに行く途中でハイコボルトの集団に襲われたっけ。まさかあれも兆候だったんじゃ……。

			「あの……大討伐って何でしょうか？　それと核となる魔物とは何ですか？」

			「何だ、オークラは知らないのかい？」

			　俺の言葉にディウスが反応し、彼のパーティメンバーも驚いたような表情をしている。

			　一方俺達の方は誰も知らないようで、俺がノール達と顔を見合わせると、知らないという返事なのか首を傾げていた。

			　俺達がわからないということで、大まかな大討伐に関しての情報を教えてもらった。

			　大討伐には二種類あり、圧倒的な強さの魔物が出現した時、もう一つが核の魔物を中心に群れが形成され甚大な被害が予想される時をそう言うらしい。

			　Ａランクの冒険者達は人数もあまり多くなく、今回は複数の場所で兆候が起きているので、任せられる冒険者のいない地域に駆り出されたようだ。

			「へぇー、そんなのがあるのか」

			「群れの方は放置しておくと弱い魔物でもかなりの被害が出るからね。その前に討伐しないと」

			「大討伐は理解したよ。それで核の魔物っていうのは？」

			　核の魔物というものについて聞いてみると、魔物の群れの頂点。つまりリーダーに選ばれた魔物のことみたいだ。

			　これが現れる時期になると、魔物は湧いた後に通常の徘徊などをせずに徐々に集まって群れが形成される。そして核の魔物が発生してしばらくすると、大群で移動を開始するらしい。

			　今回の兆候というのは、異常に集団化したハイコボルトの群れが頻繁に冒険者達と交戦することがあり発覚したようだ。

			　報告を聞いて他の地域も調べてみたところ、同じ兆候があり緊急依頼としてＣランク以上の冒険者達に呼びかけているという。

			　まだ集団が発見されたばかりの今、核の魔物が出てくる前にそれを叩いて、大討伐に発展するのを阻止するのが今回の依頼だ。

			「目的地にいる魔物はハイコボルトとティラノスコボルトの二種類です。そしてもし今回も異常な発生が起こるとしたなら、予想されているのは核の魔物としてコボルトロードが出現することです」

			　何かコボルトなのに随分と物騒な名前じゃないか？　ティラノスにロードって……。

			「それはどの程度の魔物なんですか？」

			「ハジノ迷宮の十五層目辺りにいるコボルトが、コボルトロードと呼ばれています」

			　十五層目……たしかにそれはやばいな。

			　最低でもＣランク以上、それに十五層目辺りの魔物となればかなり強いはずだ。

			　ボスであるアウルムスライムよりは弱いだろうが、スチールスライム並みかそれ以上の強さかもしれない。

			　装備を含めたステータスは見られないけど、ディウスも素ではそれなりの強さがあった。

			　それでも集団が形成されつつある場所で、迷宮十五層目にいる魔物が出てきたら相手をするのは厳しいだろう。

			「わかりました。私達も一緒に行かせていただきます」

			「あなた達と一緒に行くのなら心強い。今回はよろしく頼むよ」

			「ああ、こちらこそよろしくな」

			　お互いに握手をし、協力し合うことに合意する。

			　この世界に来て初めて正式にパーティ同士の協力か。それがまさかディウスとなんて……出会った当初からは考えられないことだ。

			


			◆

			


			　緊急ということで、急いで支度をしてシュティングを飛び出した。

			　本当なら特に支度もせずに行くことができたのだが……。

			「普通に歩くのがこんなに辛いなんてな」

			「私達、随分と楽をしてきたのでありますね……」

			　ディウス達と一緒に行くということ。つまり【魔法のカーペット】や【ビーコン】が使えない。

			　久々に自分の足で長距離を歩くことに、ちょっと嫌気が差してきたぞ。自動車に慣れた後に徒歩での移動に戻すようなものだ。

			　まあ狩りとかをしているおかげで、この世界に来た時よりは体力も付いたから歩くの自体は問題ないんだけどね。気持ちの問題だけだ。

			「エステルちゃん達と一緒に依頼受けられるなんて運が良かったわ！」

			「あんまりはしゃぐなよミグル……」

			「だって仕方ないじゃない。エステルちゃんみたいな可愛い子と一緒なんて、テンションが上がっちゃうわよ！　私が守ってあげるからね！」

			「ええ、期待しているわね」

			　俺とノールが後ろを歩き、ディウスとミグルさんの近くにエステルがいる。

			　テンションが高いミグルさんを見て、恥ずかしそうにしているディウス……ディウスの貴重な恥じらいシーンだな。

			　熱烈な彼女のアプローチを、エステルは微笑みながら受け流している。さすがだ。

			


			[image: ]

			


			「ガウスさんは色々と良い体験をしていらっしゃると聞いていたので、話す機会がありましたら是非お話ししたかったんです。今までで一番効いた攻撃はどのようなものでしたか？」

			「ふむ、そうだな……。あれは今から……」

			「……また始まっちゃった」

			　シスハとガウスさん、その後ろを歩くスミカちゃん。

			　二人が何やら物騒な話を始めると、彼女はそれに怯えるように震えている。

			　うん、俺もあの輪には入りたくないな。シスハとガウスさんはもしかして相性がよろしいのか？

			　昔を思い出しているのかしみじみと語る彼の言葉を、嬉しそうに頷きながらシスハが聞いている。あの空間に入ってはいけない……狂人達の語らいだ。

			「あっ、さっそく魔物が来たみたい。ちょうど良いし、私の腕前見せちゃうよ！」

			　目的地に向かい歩き続けていると、途中で遠くの方からコボルトが走ってきた。

			　まだ距離がだいぶあったのだが、それを発見したミグルさんは活き活きと矢をつがえ撃ち出す。

			　彼女の放った矢は見事にコボルトの頭に命中し、リンゴが弾けたかのように綺麗に頭が粉砕される。

			「……あれ？」

			「ミグル、今何をしたんだ？」

			「今までと同じように攻撃しただけだよ！　いきなりコボルトの頭が吹き飛ぶなんて驚いたなぁ……何でだろう？」

			　いつもはこんな派手に吹き飛ぶことはないのか、その結果を見てディウスのパーティは不思議そうな顔をしている。

			　……あっ、今一緒にいてパーティとして認識しているから、もしかして俺達のバフが入ってるのか？

			　今はノールと俺を合わせて攻撃力が六十五パーセント上乗せだ。

			　これは言わない方が良いだろうな……というか、言ったところで信じてもらえなさそう。

			


			◆

			


			　しばらく歩き続けているが、まだ目的地まで到着しない。

			　魔法のカーペットならあっという間だけど、徒歩だとあと数日はかかりそうだ。

			　まだまだ体力的に俺やディウス達は余裕があるけど……エステルは一人だんだん遅れ始めていた。

			「エステル、大丈夫か？」

			「ええ……平気よ。心配しないでお兄さん」

			　少しずつだが、エステルの歩く速度が落ちているようだ。

			　俺が大丈夫かと聞いてみると、彼女はぎこちない笑みを浮かべて返事をした。……どう見ても無理をしているように見える。

			　思い返してみると、エステルを召喚してから長距離を歩くということをやっていない気がする。

			　今回は急ぎなので、皆若干早足になっているのもあって、彼女にはきついようだ。

			「無理するのは良くないのでありますよ？」

			「私がおんぶしてもいいんですよ？　私、体力があるって定評がありますから」

			「気遣ってくれてありがとう。でも、私は大丈夫だから」

			　ノールとシスハも気が付き声をかけるが、微笑みながら平気だと返事をして歩き続けようとしている。

			　シスハの体力には定評があるとかいう言葉に、どこからの評価なのかツッコミを入れたくなるけど……今は無視しておこう。

			「仕方ないな……ほら、乗っていいぞ」

			「えっ、でも……」

			　俺はエステルの前にしゃがんで、背中に乗るように促す。このままだと支援魔法で自分強化してまで歩きそうだったので、おんぶすることにした。

			　現地に着く前に精神的に疲労されても困るしな。ここは俺が背負っていこう。エステルなら軽いし、今日の野営するぐらいまでなら平気だろう。

			　ディウス達は何事かと少し驚くようにこっちを見ていた。何だか少し恥ずかしいな……。

			「……ごめんなさい」

			「そこはありがとうって言ってくれると嬉しいかな」

			　戸惑いながらも、謝りながらエステルは俺の背中に乗った。俺の首に腕を回し、太ふと股もも辺りを俺が支える。

			　申し訳なさそうにしているのがもやもやするので、ここは謝るのではなくお礼をしてくれと俺は後ろを見ながら彼女に言う。

			　それを聞いたエステルは、少しきょとんとした顔をした後、微笑んだ。

			


			[image: ]

			


			「ふふ、ありがとう、お兄さん」

			


			◆

			


			　シュティングを出発してから数日後。

			　あれから野営を繰り返して、俺達はコボルトの集団がいるという場所を目指して進んだ。

			　進めば進むほど、野営をしている最中にコボルトと遭遇する頻度は増している。これは集団が近くなっている証拠。

			　そして今日の移動を始めると、ようやく一つの集団と遭遇した。その集団を草むらに隠れながら、俺達は観察している。

			「うわぁ……何か凄いことになってるんだけど」

			「これが兆候さ」

			　草原に広がるコボルトの群れ。目的があるようにどこかへ向かい固まって動いている。

			　一体一体の間隔はそれほど詰まっておらず、かなりの範囲にコボルトの集団は広がっていた。

			　パッと見ると統制されているように見えるが、目を凝らすとかなり雑だ。

			　前に遭遇したハイコボルトがずらりと並んでいて、先頭には斧を持ち一際大きく黒ずんだコボルトもいる。これがティラノスコボルトか？　とりあえずステータスの確認だな。

			


			


			　ティラノスコボルト　種族：コボルト

			　レベル▼35　ＨＰ▼１５０００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼７００　防御力▼５００　敏捷▼80　魔法耐性▼０

			　固有能力【なし】　スキル【狂化】

			


			


			　んー？　思っていたより弱いな。それでもハイコボルトの数も多いし、ディウス達だけで来ていたら危険だったかもしれないか。

			「これ、いつもより規模が大きいよね？」

			「ああ、そうだね。これほどの規模がもう動き出しているなんて……これはもう大討伐に発展しているかもしれない」

			　ミグルさんとディウスが話しているのを聞くと、どうやらこの集団は通常より多いみたいだ。

			　ざっと見た感じ……四十、五十以上はいるのか？　一斉にこの規模の魔物と遭遇するのは、乱獲をしている俺達でも初めてだな。

			　阻止しに来たのに、既に大討伐になっている可能性があるらしい。これが大討伐なのか……。

			「それじゃあ、この集団の中に核の魔物がいるのか？」

			「いや、いるんだったら、もう少し中央に固まっているはずだよ。これは核の魔物の発生する集団から切り離されて、周囲を徘徊し始めた集団ってところだね」

			「……いつもなら二十程度の集団しか徘徊しないはずだが」

			「ど、どう見ても五十体以上はいますね……」

			　ガウスさんとスミカさんもこの数には驚いているようだ。

			　集まった群れが分かれてさらに徘徊を始めるとか、大討伐超迷惑だな。

			　しかも今見ているコボルトの集団が切り離されて五十なら、本体は百体は確実に超えているだろう。

			　もしコボルトロードがいて、周りにこいつらが数百もいたら……。

			「これも一応倒しておいた方が良いんだよな？」

			「もちろん。はぐれ集団でこれとなると……集団の本体がどうなってるか考えたら恐ろしいね」

			　このまま放置してどこかの村や人が襲われるのもまずいだろうし、見つけた集団は片っ端から倒していくことにするか。

			　これではぐれなんて、これから俺達が挑むコボルトの集団が、どのぐらいの規模なのか考えると怖くなってくるぞ……。

			「それじゃあ、まとめて殺っちゃってもいいのよね？」

			「待て待て、こんなところで魔法使って消費するな。このぐらいならノールと俺とディウス達でいいだろう」

			　バッグから赤いグリモワールを取り出し、魔法を撃とうとし始めたエステルを制止する。

			　ただのはぐれ集団相手に、彼女を浪費させるのはよろしくないと思う。いざって時にエステルには範囲殲滅を頼みたいしな。

			　この程度の規模なら近接職の俺達が戦うだけで十分だ。

			「それじゃあ、エステルとシスハに支援を貰った後に、俺とノールとディウスが前に出てミグルさんが援護で良いか？　ガウスさんには彼女達を守っていただけると助かります」

			　これだけ人数がいると役割分担ができてかなり楽そうだ。

			　シスハがいればハイコボルト達に後れを取ることはないだろうけど、念のためガウスさんにエステル達を守ってもらおう。

			　コボルトロードの時は俺かディウスがさらに守りに入って、ノールを主に前に出そう。この中じゃ圧倒的強さだからな。

			　俺やディウスよりも、シスハが前に出た方が強いかもしれないが……今回はちゃんと回復役をしてもらうぞ。

			「シスハさんは支援魔法まで使えるのか……」

			「うぅ……使えなくてすみません……」

			「えっ！　あっ、違う違う。スミカだってこれからさ」

			　ディウスが俺の話を聞いて、驚いたようにシスハを見て呟いた。

			　それを聞いてスミカさんが、しょんぼりと顔をうつむかせて落ち込んでいる。

			　慌てて訂正しているが……何だか大変だな。それにしても、神官が支援魔法まで使うのは珍しいのか？

			「と、とりあえず！　さっきので良いか？」

			「ああ、僕は構わないよ。皆もそれで良いかい？」

			　何だか戦闘前に微妙な雰囲気になってしまったが、気を取り直して皆に確認を取る。ディウスの言葉に、彼のパーティは皆頷いたのでこれで良いようだ。

			　さっそくエステルとシスハに頼み、全員に支援魔法をかけてもらう。

			「これは……凄いね。凄く力が湧いてくるよ」

			「エステルちゃんからの支援……んー、最高！」

			「ちょっと、その反応は止めてもらえないかしら？」

			　俺達は普段から支援を貰っているけど、初めて支援魔法をかけてもらったディウス達は驚いている。

			　俺も初めてしてもらった時は、体に入る力の具合に驚いたもんな。

			　ミグルさんはなぜか自分の体を抱き締めて何かを感じるようにし、それを見たエステルは微笑んでいるけど頬が引きつっている。

			　何だろう……このパーティちょっと変態多くない？

			「それじゃあ私も──ぐぇ!?」

			　準備も整い、いざ戦いへと思ったところでシスハが当然のように前に出ようとした。なので後ろから首元を掴んでそれを止める。

			「ごほっ……な、何をなさるんですか大倉さん！」

			「神官なのに突っ込もうとしてどうする気だ！　シスハは回復役だから今回は後ろな」

			「そ、そんな……」

			　首が一瞬絞まったのか涙目になりながら咳せき込んで、若干怒ったように力んだ瞳で俺を睨んできた。

			　そして前に出るなと言うと、今度は絶望したような表情をした後に四つん這いになって落ち込んだ。

			　せっかく美人なのにどうしてこんなに残念なんだ……ディウス達も呆れたように俺達を見ている。

			「今回……？　神官なのに普段は前衛で戦っているのかい？　一体オークラ達はどんなパーティなんだ……」

			「し、神官なんですよね？」

			「もちろん私は神官ですよ？」

			　やっぱり神官が前に出るのはおかしいみたいだ。ディウスとスミカさんが困惑している。

			　顔を上げて元気がなさそうに神官だと答えているが、周りから疑惑の視線が注がれている気がする。

			　緊張感のない雰囲気が続いたが、ようやく気を取り直し集団に攻撃を仕掛けることにした。

			「それじゃあ、いっくよー！」

			　ミグルさんがまず初めに集団に向かい、矢を射ることになった。

			　元気よく筒から矢を取り出して弓につがえる。狙いを定めているのか少し弦を引き息を吐き出す。

			　狙いが定まったのか彼女が矢から手を放した時、矢に光が集まり出した。そして光を纏う矢が放たれると、凄い勢いでハイコボルトに向かっていく。

			　横からの不意打ちだったが、一番端にいたハイコボルトに矢が命中する。当たったコボルトの体の一部が弾け飛ぶと、その後ろにいたコボルトにも貫通した矢が当たり、四、五体まとめて倒してしまった。

			「うっわ!?　な、何これ!?」

			　あの光はスキルを使ったんだと思うが、それでもこんな結果になると思っていなかったのかミグルさんは驚いていた。

			　俺とノールのバフ、それにエステルの支援魔法とスキルが重なって威力が跳ね上がったのか。

			「ほら、ぼーっとしてないで行くぞ！」

			「あ、ああ……」

			　攻撃されたことに気が付いた周囲のハイコボルト達がこっちに向かってくる。

			　先頭の方を歩いていた奴らもこっちに引き返してきた。

			　ミグルさんの攻撃を見て、口を開けて唖然としていたディウスに声をかけ、向かってくる魔物を相手にするため飛び出した。

			　向かってくるハイコボルトを、俺は次々とエクスカリバールを突き刺して薙なぎ払う。

			　ハイコボルト程度なら俺でも一撃で倒せるようで、体のどこを突き刺してもそのまま体が抉れて吹き飛ぶ。

			　ディウスの方を見てみると、同じように一撃で倒せるみたいなので、問題はなさそうだ。

			　一番前に飛び出していったノールは、真っ先にティラノスコボルトへ向かっていき、腕を斬り落とした後に首をはね飛ばし瞬殺していた。

			　向かう途中にいたハイコボルト達も、彼女が一振りするだけで数体まとめて切断される。俺とディウスよりも圧倒的な速さで処理していくノールには、もう呆れるしかない。

			「うん、この程度なら楽勝だな」

			「数だけいても質が低いでありますからね。大倉殿、これで調子に乗って群れの本体と戦う時、気を抜くのは駄目でありますよ」

			　あれだけいたハイコボルト達が、数分もしない間に全滅した。地面には大量のドロップアイテムが散乱している。

			　楽勝だなーとか思っていたが、ノールに釘を刺された。

			「何というか……何だろう。オークラ達の非常識さはわかっていたはずなんだが、予想以上に非常識だったみたいだ……」

			「この支援魔法反則的じゃない！　エステルちゃんってやっぱり凄いのね！」

			「あら、ありがとう」

			　あまりに呆気なく全滅させたことに、ディウス達は驚きを通り越して呆れているように見える。

			　ミグルさんの矢が強力になっていたのは、全部エステルの支援魔法のおかげということになったようだ。

			　これで驚かれたら、エステルに本気で攻撃させた時はどうなるんだ……。

			　彼らは彼女の活躍に驚いたが、次にディウスが真剣な表情でノールにも声をかけた。

			「ノールさんも、前にオーガの攻撃を弾いてひっくり返していたので強いのはわかっていましたが……。ここまで凄いとは思いませんでした」

			「むぅ……どうも、なのであります」

			　完全に畏かしこまっていて、ディウスはノールに羨望の眼差しを向けている。

			　声をかけられた彼女は何だか気まずそうにしながら、少ない言葉を返すだけだ。

			　このパーティを組んでから、彼女はいつもの暢のん気きな雰囲気がなくなっていた。やはり、まだまだ打ち解けるのは難しいみたいだ。

			


			◆

			


			　はぐれの集団を壊滅させ、さらに目的地へと向かい進んだ。その途中に、他のはぐれ集団と何度も遭遇し交戦することに。

			　そしてようやく、大討伐の兆候があったという草原に辿り着いたのだが……。

			「おい……これどうするんだ」

			「どうするんだと言われてもね……」

			　目前には、数え切れないほどのハイコボルトの軍団がうじゃうじゃといた。動いているせいで、全体が黒い波の様にうねり、気味が悪い。

			　ここに来るまでに遭遇した、はぐれ集団とは比べ物にならない数。百体なんて軽く超えている。多過ぎてどのぐらい集まっているのかわからないけど、五百体以上はいそうだ。

			　これのどこかに核の魔物がいるっていうのか？　この数を相手にしながら、核の魔物とやらを探して倒せ、と。

			「二パーティだけでこれと戦えって、無茶よね……」

			「ふむ……この数の敵の攻撃を受けるなど、なかなか体験できないな」

			「ひ、引き返しますか？」

			　ディウスのパーティはこれを見て、完全に怖気付いている。ガウスさんはなぜか一人興奮しているように見えるけど……気のせいにしておこう。

			　俺もディウス達と同様に、これと戦うのは無茶としか思えない。だってこんなの、俺達だけで相手にできる数じゃないもん。今まで数千単位で魔物を倒しているけど、一度にこの数は無理だ。

			「むぅ、ここで引き返したら、もっと増えるかもしれないでありますよ？」

			「そうね。お兄さん、この程度なら私達だけでも大丈夫だと思うわ」

			「これだけいるとなると、私も戦わないといけないかもしれませんね。でも、それも仕方ないことですよね、大倉さん」

			　弱気になりつつあった俺とディウス達とは違い、こっちの女性陣は不安な様子が全くない。

			　ノールは顎に手を当てて、結構真面目に考えているようだ。

			　エステルは杖と赤と黄色のグリモワールを抱き締めて、体を動かしてウズウズしている。仕草は可愛いのだが、やろうとしていることを考えると物騒としか思えない。

			　シスハは仕方ない、仕方ないけど私も戦わなければと、何か言い訳みたいなことを言っている。

			　この反応は女の子として良いのだろうか。俺のパーティで不安そうなの俺だけなの？

			「問題はこれで完全な集団なのか、それとも不完全なのかだね。不完全ならノールさんの言うとおり、これからさらに増える可能性もあるよ」

			「これで不完全とかさすがに考えたくないかな……」

			　ディウスの言葉を聞いて、ミグルさんが嫌そうな顔をして呟いている。

			　引き返すのは簡単だが、もしこれで放置して戻った場合、次来る時はどうなっているのか。

			　増援の冒険者を連れてきて戻ってきたとしても、コボルトが倍以上に増えていたらどうしようもない。

			　むしろノール達がやれそうだと言う今、叩いた方が良い可能性もある。

			　ここで判断を間違えたら、後々めんどうなことになるぞ……。

			「それじゃあ、どうするんだ？　俺達だけでこいつらと戦うのか？」

			「……正直僕には判断できる範囲を超えちゃっているよ。できるならオークラ、あなたに決めてもらいたい。戦うのならあなた達に主な戦闘を任せるしかなさそうだからね」

			　ディウスが判断したように、戦うなら間違いなく俺達主体になるだろう。

			　この敵なら俺とノールは致命的なダメージを食らうことはないはずだ。

			　ディウスも強いには強いけど、この数を相手にできるかどうか……俺みたいに防御力重視の装備じゃないと、囲まれて押し潰されるかもしれない。

			　それにこの数を倒すなら、エステルの広範囲攻撃は必須。敵に狙われるとしたら、間違いなく俺達の方だ。

			「どうする？」

			　俺一人で判断できることでもないので、ノール達の反応を見て決めることにした。

			「私はこのぐらいなら倒せる自信はあるのでありますよ」

			「いざとなったら逃げればいいんだし、ここである程度減らしておいても良いんじゃないかしら？」

			「私はどちらでも構いません。やるべきことをやるだけです」

			　ノールは剣を鞘さやから抜いて完全にやる気だ。本当に自信があるという雰囲気が漂っている。

			　あれ……何だかノールが凄いイケメンに見えてきた。こんなに凛り々りしかったっけ？

			　エステルは不利になったら逃げれば良い、と言っているがどうだろうか。もし追いかけてきたとしたら……最悪ビーコンを使って全員逃げるという手段もある。

			　あまり知られたくはないけど、その場合は彼女の魔法ということにしよう。大魔法だから滅多に使えないとでも言えば誤魔化せるはず。

			　シスハはキリッとした表情で、手をゴキゴキしながらそれっぽいことを言っている。神官なら回復にやる気を出してほしいんだけど……本当に大丈夫なのか？

			　彼女達はこんなにも頼もしいのに、俺が弱気になってちゃ情けないか……。ここは俺も勇気を出してやってみよう。

			「よし、それじゃあ戦おう。最初はエステルに爆撃してもらって、敵の先陣がこっちに来たら、しばらく向かってくる奴を迎撃。敵の数が減ってきたら、俺とノールとディウスで前に出よう。シスハは回復しつつ、退路の方を注意してくれたら助かる」

			　どうせここで逃げても、再度討伐に行ってくれって言われるだろうしな。倒せる可能性が高いうちにやってしまおう。

			　接触するまで可能な限り数を減らし、それから俺とノールとディウスで核の魔物を狙いに行く。

			　そいつさえ倒せばこれから増えることもないし、集団も総崩れになるだろうしな。

			　シスハには退路を確保してもらって、もし数で俺達が押し潰されそうになった場合、逃げられるようにしておく。ビーコンは本当に最後の手段だ。

			「ふふ、久しぶりに気持ち良く撃てそうだわ。私、張り切っちゃうんだから！」

			「ほどほどに……と、言いたいところだけど、エステル、今回は全力でいいぞ」

			「ふふふ、嬉しいわ。お兄さんに期待もされているみたいだし、思いっ切りやっちゃうわね！」

			　作戦も決まったので、さっそく戦闘の始まりだ。

			　開戦の合図はエステルの爆撃。背丈よりも高い杖を掲げ、赤い本と黄色い本を取り出す。本は魔法の力なのか二つとも彼女の目の前に浮かぶ。

			　空にはいくつもの魔法陣が描かれ、人よりも大きな灼熱の火の玉が無数に現れる。小さな太陽のようだ。

			　エステルが掲げた杖を振り下ろすと、火の玉が次々とコボルトの集団に向かい降り注ぎ、爆発していく。まさに開戦の号砲だ。

			　着弾地点からは爆炎と土煙が同時に上がり、ハイコボルト達が空に投げ出され光の粒子になるのが見える。

			　微妙に生き残ったティラノスコボルトがちらほらといて、爆発で吹き飛ばされた後に立ち上がろうと頑張っていた。

			　だが、そこに次々と火の玉が降り注ぐ。頑張っていた彼らは、爆炎に飲み込まれその姿を消した。

			　次に地面が盛り上がり、岩石が集まり始める。岩石が火の玉と同じような大きさになると、岩がコボルトの方に向かい転がり始めた。

			　直線状にいたコボルト達をひき潰しながら、ある程度の地点まで進んだ後、爆音と共に破裂して煙が上がっているのが見える。

			　ま、まさか火の魔法と土の魔法を組み合わせたのか？　発想がエグい……。もはやこれは戦いではなく、蹂躙と呼ぶべきなのではないだろうか。

			「……もう驚くのも疲れたよ」

			「エステルちゃん、凄い、凄過ぎるよ！」

			「何なんですかこれ……もう帰りたいです……」

			　その光景を目の当たりにしたディウスは、目を見開き口を開けて唖然としていた。

			　こんな光景、見たことがないのだろう。フロッグマンの時と同じような地獄絵図。

			　ミグルさんは胸の前で両手を握り締め、キラキラした眼差しをエステルに向けているが、これは間違った反応だ。

			　ガウスさんは特に反応はなく、スミカさんは爆発音が響く度に体を震わせて怯おびえている。

			　着弾地点は地面が抉れ、もはや草原の面影はない。まだ途中だというのに、戦場跡地になりつつある。

			　クレーターがあっちこっちにでき、ようやく爆発から逃れ生き残ったコボルト達が煙の中から走ってくるけど、前方にあるクレーターに何体も落ちていく。

			　それを逃さないように、クレーター目がけてさらに火の玉が飛来し、中で爆発してまとめて消し去る。

			　穴がさらに深くなり、そこにまたコボルトが貯まり火の玉が飛んでいくことの繰り返しだ。

			　めちゃくちゃに撃っているように見えて、冷静に状況を見ているエステルは頼もしいようで恐ろしい。

			　魔法を撃つ彼女を見てみると、頬を赤く染め何だか妖艶な雰囲気になっていた。

			　そんなに魔法を撃てることが嬉しいのか。エステル、恐ろしい娘こ……。

			


			◆

			


			　エステルの爆撃により、かなりの数のハイコボルトを倒すことができた。

			　それでもまだコボルト達は倒し切れず、彼女の攻撃が薄い部分から徐々に広がり、向かってきている。

			　正面からの進行が激しいせいでそこに火力を集中させていたが、固まっていると爆撃でやられると理解したのか散らばり始め、攻撃による効果がなくなってきた。

			　側面からの進行に対応するため、俺が右側、ノールが左側で迎撃をすることに。

			　ディウスにはできるだけエステル達の傍で、中央からのコボルトを倒してもらう。

			　ノールと違い俺の方は絶対敵を討ち漏らすので、彼とガウスさんに守ってもらえば安心できる。シスハもいるから万が一はないだろうけど……回復に集中してもらいたい。

			　今までは彼女達が近くにいたおかげでミスしてもカバーしてもらえたが、俺一人で複数相手にしても平気なのか不安だ。

			「くっそ、数多過ぎだろ！」

			　向かってくる集団を迎撃するために、俺は走っていた。前方にはコボルト達が無数にいる。まるで黒い壁だ。

			　エクスカリバールを振り、風属性攻撃による不可視の風の刃で先頭集団を数体倒す。

			　そして集団と接触すると、すぐに飲み込まれあっちこっちから鎧に槍が当たりカンカン音がする。そして若干痛い。

			　だけど、シスハとスミカさんの回復魔法による光が俺を包み、全身の痛みが和らいだ。こういう時、遠距離から回復してくれる神官がいてくれると本当に助かる。

			　それからも無我夢中でエクスカリバールを振り、ハイコボルトを倒していくが、目の前のコボルトは全く減らない。

			　ちらほら紛れているティラノスコボルトが、血走った目で腕を噛み付いてきて、斧で鎧も殴られて体が揺さぶられる。

			　たまにエステルからの爆撃が飛んでくるのか、近くで爆発音まで響いて、コボルト達の声も合わさり地獄にでも来たんじゃないかって気分だ。

			　いつもなら今頃お家に帰りたい、って願っていたかもしれない。獅子の心のおかげで、何とか心が乱れずに済んでいるみたいだ。

			　弱気になりそうな気持ちを奮い立たせて、全身に攻撃を受けながらも、俺はコボルト達を倒し続けた。

			「はぁ、はぁ……疲れた」

			「大丈夫でありますか大倉殿？」

			「ああ、平気だ……ありがとうな」

			　左の方の処理を終えたのか、ノールも途中からこっちに来てくれたおかげで俺の方も倒し切れた。

			　マジで疲れた……心配そうな声をかけてくれるノールに、ちょっとウルっとしそう。

			　外傷もなく、体の痛みも回復魔法のおかげでないんだけど……精神的にちょっと疲れたかな。

			　状況を見つつ、俺と彼女は一旦ディウス達のところへ戻った。

			「ごめんな、後ろにかなり行かせちゃっただろ？」

			「あ、ああ……シスハさんも倒してくれたから問題なかったよ」

			「おい」

			　後ろに行かせてしまったのは俺のせいだが……シスハの奴やりやがったな。

			　俺がジロリと彼女の方を見ると、違う違うと手を顔の前で左右に振って言い訳を始めた。

			「ち、違いますよ！　来ちゃったんですから仕方ないんです！　不可抗力なんです！　それに回復だってちゃんとやっていましたよ！」

			　何が違うのだろうか。まあ、ちゃんと回復はしてくれていたから良いんだけどさ。

			「そ、それより、第一陣は倒せた感じかな？」

			「んー、そうね。エステルちゃんのおかげで、かなり減らせたみたい。さすがエステルちゃん！」

			「ふふ、ありがとう。お兄さんも褒めてくれていいのよ？」

			「お、おう、さすがエステルだな」

			　俺が褒めると、エステルは笑顔で嬉しそうにしている。あんだけやった後なのに、まだまだ余裕がありそうだな……。

			　この戦闘でコボルトの大半を倒すことができたようだが、まだ草原の奥の方には百体以上はいそうな集団が待機していた。

			　先頭には普通のより赤いティラノスコボルトが、ズラリと綺麗に並んでいる。あれが核の魔物がいる集団なのかな？

			「次の奴らは突っ込んでこないんだな」

			「前にいたのは寄せ集めだったんだろうね。次のは本隊だと思う。前にいるのがティラノスコボルトの亜種だ。いつもはあれが核だったんだけど、前にいるってことは間違いなく核は別の魔物だね」

			　普段ならあれが核の魔物なのか。そこそこ強そうだし、ステータスを見ておこう。

			


			


			　レッドティラノスコボルト　種族：コボルト

			　レベル▼45　ＨＰ▼３５０００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼１２００　防御力▼７００　敏捷▼１６０　魔法耐性▼０

			　固有能力【なし】　スキル【狂化】

			


			


			　うっ、たしかにちょっと強いかも……。

			　一体だけならそれほどでもないけど、先頭にいるのだけでも二十体ぐらいはいそうだ。

			　ここはエステルにスキルを使ってもらって、一気に殲滅させるか……？

			　いや、それをやってエステルが戦闘不能になったら、後で何かあった時に対処が難しくなる。普通に攻撃してもらいながら、倒していくしかないか。

			「エステル、随分と派手にやっていたけど、残りの魔力は大丈夫か？」

			「ええ、ポーションもあるし、それにこれがあるもの。まだまだいけるわ」

			　銀色の玉が付いた腕輪、月の雫を一撫でして、エステルは笑顔で大丈夫だと言う。

			　ＭＰを回復させるポーションの大半を、エステルとシスハに渡してある。

			　なのでＭＰ切れの心配はないとは思うが……予想以上に彼女達は頼もしい。

			「ノールは……全然平気そうだな」

			「私としてはむしろ大倉殿が心配なのでありますが。本当はもう少し近くにいてあげたいのでありますよ」

			「心配してくれるのは嬉しいけど、俺は大丈夫だ」

			「むぅ……ホント気を付けるのでありますよ？」

			　さっきの戦いを見ていたのか、かなり心配そうな声だ。

			　正直に言えば一緒にいてほしいけど、こんな状況じゃそんなことも言ってられない。

			　ノール達がこんなにも活躍しているのに、男である俺が情けなくてどうする！　ここはもう一頑張りしないと！

			　態勢を立て直し、全員で最後の集団を相手にするために前に進む。

			　コボルトのドロップアイテムである牙と槍、斧が無数に散らばっている。クレーターがあっちこちにあり、進むのが少しめんどくさい。

			　ディウス達は草原だった場所を見て、これどうすんだよ……と言いたそうに顔をしかめているが、もうなるようになるしかない。

			　そうして進んでいきながら、ようやく最後の集団の目前へと俺達は迫った。

			「よし、それじゃあ俺、ディウス、ノールである程度前に出て迎撃。数が減ってきたら核の魔物を狙って倒す、って感じで大丈夫か？」

			「ああ。それで良いと思う」

			「私も異論はないのであります」

			　さっきの集団を相手にした時と同じく、まずは前に出て三人でコボルトを迎撃。

			　エステルの魔法で殲滅しつつ、数が減ってきたらどんどん前線を上げて核の魔物を狙いに行く。

			　ディウスとノールも問題ないって言うし、さっそくこの方法で最後の戦いをするとしようか。

			「それじゃあエステル、頼んだぞ」

			「ええ、任せて。んー、えいっ！」

			　俺の合図と同時に、コボルトの本隊に向かってエステルが攻撃を開始した。

			　彼女のかけ声と共に、集団の先頭にさっきと同じ大きな岩が勢いよく飛んでいく。

			　そのまま直撃する、と思ったのだが……レッドティラノスコボルトが数体で岩を受け止めた。だが、受け止めた直後岩が爆発して、周りに破片を飛び散らせて周囲のコボルトを爆発と岩で吹き飛ばしていく。

			　……受け止めても駄目とか酷くない？　エステルが仲間で本当に良かったと思う。

			　岩で先頭を崩した後に、追撃で次々と火の玉が飛んでいく。

			　それでもＨＰが高いので、倒し切れずに向かってくる赤いコボルト達が迫ってきた。

			　既に狂化しているのか、顔には筋が浮かび上がり涎よだれを撒き散らしながら走っている。

			　赤いコボルトを先頭にし、魔法からの攻撃を耐え進んでくる集団。

			　俺、ノール、ディウスで迎え撃つために前へ出た。

			　そしてお互い攻撃が届く距離まで迫り、俺は目の前にいるレッドティラノスコボルトに向けて武器を振り下ろす。

			「おりゃ！　おっ、一撃か」

			　既にエステルの爆撃で、ダメージを負っているせいか、一撃で赤いコボルトは倒れて光の粒子に変わる。

			　これなら楽勝だな、そう思いどんどん行こうとしたのだが──突然エステルの魔法攻撃が来なくなった。

			　前にいたコボルトを倒してから後ろを振り返ってみると、後方からはぐれ集団が戻ってきているのが見える。その対応をするため、彼女は別方向へと攻撃を始めたようだ。

			　ここは一度ディウスにエステル達の守りに入ってもらおうと彼の方を見ると、俺と同じように気になったのか少し後ろを見ている。

			　そしてそれを伝えようとしたのだが……離れた場所から斧が投げ飛ばされ、彼に向かっていくのが見えた。ディウスの前方にいた、レッドティラノスコボルトが投擲したようだ。

			　俺はすぐに叫ぶ。

			「おい！　前を見ろ！」

			　ディウスが振り向いた時には斧は目前に迫り、今から防ぐことも回避することもできない。俺が走って間に合う距離でもない。

			　もう駄目か……と、諦めかけた瞬間、彼の目の前に一瞬で滑り込む影──ノールだ。

			　彼女はギリギリでディウスの前に入って、斧を盾で弾き飛ばした。

			「あなたは後ろの守りに入るのであります！」

			「は、はい！　ありがとうございます！」

			　硬直する彼に、大声で俺が言いたかったことを叫ぶと、ノールはまたすぐに敵に向かっていく。

			　彼女に活を入れられたディウスは、慌てて後退していった。

			　ふぅー、良かった。ノールの奴、嫌っている様な態度をしていたけど、ちゃんと見ていてくれたんだな。本当に良い奴だよ。

			　ディウスが抜けた分、前から来るティラノスコボルトの負担がのしかかってくるが、どうにか頑張って倒していく。

			　ようやく後ろも余裕ができたのか、エステルの魔法による攻撃も次第に前線に降り注いで、コボルト達を蹂躙し始める。

			　そうしてやっと集団に穴が空き始め、奥の方にいる核のような存在が俺の視界に入った。

			　数体のコボルトが椅子のような物を担ぎ、その上に座っている二メートルぐらいある犬顔の筋肉ムキムキマッチョマン。裸体に赤いマントを羽織り、頭には金の冠を被っている。手には黄金の槍を持ち、とても王様感溢れる変態コボルトだ。

			　周囲にいたコボルトと戦いながらも、奥にいるコボルトロードがどう動くのかが気になり、可能な限り視界に入れながらコボルト達を倒していく。

			　ステータスは乱戦過ぎて見る余裕がない。

			　気にしながらそのままティラノスコボルト達と乱戦していると、急にロードがいた方から黄金の光が辺りを照らし始める。

			　何事かとロードの方を見ると、俺の方に向かって凄まじい速さの黄金の光が突き進んでいた。回避も防御も間に合わない。

			　そして胸に直撃。

			「うおっ──ぶらぁ!?」

			　俺の鎧と拮抗して、黄金の光は止まっていた。見てみると、飛んできた物はロードが持っていた槍。

			　掴んで止めようとしたが、黄金の光に阻まれそれもできない。そのまま俺は槍の勢いに負け、弾き飛ばされてに宙を舞う。

			　痛い、主に全身が痛い。あー、防具を新しくしておいて本当に良かった。あんな速いの防げる訳がない。

			　なんか俺飛んでるけど、これ落ちたら痛いよね？　やだ、落ちたくない。

			「大倉殿！」

			「へ──ノ、ノール？」

			　どうしようかと必死に手足をじたばたさせていたのだが、急に浮遊感がなくなり腰と足を抱えられた感覚がした。

			　声がした方を見てみると、銀色の光を纏ったノールが俺を持ち上げていた。

			　やだ、女の子にお姫様抱っこされてる！　……普通逆だよね。

			　地面にきちんと着地して、降ろされた。直後に光が俺の周りに集まり、体に吸収されていく。ちゃんとシスハ達は仕事をしてくれているようだ。

			「全く、だから心配だったのでありますよ！」

			「あ、あぁ……助かった。ありがとう」

			　ノールは俺を降ろした後、一言だけ言い、すぐにコボルトロードの方へ走っていく。

			　白銀のアウラを発動しているみたいだから、切れるまでに倒し切るつもりなんだな。

			　彼女は向かってくるティラノスコボルトを、剣を一振りするだけで数体纏めて屠ほふっていく。

			　まるでただのコボルトと変わらない扱いに、もはや呆れるしかない。

			　そのまま殲滅しつつ、一気にロードのいるところまで突撃していった。

			　ロードはノールが目の前まで迫ると、さっき投げた黄金の槍を横に振るう。いつの間に回収したんだろうか。

			　五つの光の塊が奴の目の前に現れ、レッドティラノスコボルトへと変化した。

			　だが、現れた赤いコボルトが動き出す前に、一瞬で彼女の振るう剣で斬られ、また光の粒子に戻っていく。

			　出てきて即退場って……とんでもなく理不尽な光景を見た気がする。

			　そんな感じで、ロードとノールの戦いの幕が切って落とされたのだが……。

			　周囲にいたティラノスコボルト達は、彼女の攻撃の余波で近づいても即巻き込まれて消えていき、ロードも攻撃の速さに付いていけないのか、どんどん切り刻まれていく。

			　既に腕を斬り落とされ、胴体には深い切り傷が無数に刻まれている。いくらロードとはいえ、スキル発動中のノールの相手ではなかったようだ。

			　取り残された俺は、その様子を見ることしかできない。行ったところで邪魔だろうし、下手したら攻撃に巻き込まれる。今の彼女は動くだけで災害になっているレベルだ。

			　とりあえず……倒される前にステータスだけ見ておこう。

			


			


			　コボルトロード　種族：コボルト

			　レベル▼60　ＨＰ▼１５００００　ＭＰ▼０

			　攻撃力▼２５００　防御力▼３０００　敏捷▼２５０　魔法耐性▼50

			　固有能力【覇道】　スキル【王の裁き】　【眷属召喚】

			


			


			　うーむ、さすがコボルトの王様だけあって強い。

			　さっきのティラノスコボルトを召喚したのはスキルか。俺を攻撃したのは王の裁きだな。

			　ステータスも高いには高いけど、ノールのスキル使用状態と比べたら、一方的にやられるのも仕方ないか。

			　俺がそうやってステータスを眺めていると、どうやら勝負がついたようだ。

			　ロードはもう限界だったのか、片膝をついて槍を地面に刺し、倒れないように踏ん張っていた。そのロードの頭を、容赦なく白銀の刃がはね飛ばす。

			　頭部を失った肉体は地面に倒れ、光の粒子へと変わっていく。

			　そしてロードを倒し終えたノールは、ドロップアイテムを手に持って俺のところへ戻ってきた。

			　落とした物は金の冠と槍、そして赤いマントだ。……このマント触るのちょっと嫌なんだけど。

			「うぅ……スキルが切れた後は頼むのでありますよ大倉殿」

			「任せておけって。それより早く戻ろう」

			　まだ銀色の光を纏っているけど、これから効果が切れた時のことを考えているのか、何だかしょんぼりとしている。

			　可能な限りスキルを使わせる気はなかったのだが、俺のために使ってもらったんだから、その後の面倒はちゃんと見てあげないとな。

			　大丈夫だとは思うけど、はぐれ集団が戻ってきて後ろの方でも戦い始めたエステル達も心配だ。俺達は急いで彼女達のところへと戻ることにした。

			「エステル！　大丈夫だったか！」

			「ええ、問題ないわよ。後ろからも敵が来て、ちょっと驚いたぐらいね」

			　既に戦闘を終えていたみたいだ。ディウス達は疲れたのか全員座り込んで、顔を伏せている。

			「あれ？　シスハはどこに行った？」

			　無事終わったなーと思っていたのだが、シスハが一人だけ見当たらない。

			　彼女の名前を俺が呟くと、ディウスとスミカちゃんがガバっと勢いよく顔を上げる。

			「オークラ、あの人一体何なんだ。僕とガウスが対応できなくなってきたから、シスハさんにも戦ってもらったんだが……」

			「何なんですかあの人！　絶対神官じゃないですよ！」

			　そう言い、彼らは後ろの方を指差した。

			　そこには数が少なくなったコボルト達を相手に、めちゃくちゃに殴り飛ばすシスハの姿が。

			　彼女に蹴り飛ばされ、ティラノスコボルトが空を舞うのが見える。
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			　ディウス達から見ても、やっぱり俺達のパーティの神官は異常だったらしい。同じ神官のスミカさんは、あれは神官じゃないと涙目で叫んでいる。

			「あいつは……どうしようもないな」

			「そうね。でもちゃんと回復の仕事はしていたし、おかげで今回は助かったわ。怒らないであげて」

			「そうだな。俺も何回も回復してもらってたし、まあいいか……」

			　もはや恒例過ぎて呆れていたのだが、エステルが言うにはちゃんと仕事をしていたようだ。槍で吹っ飛ばされた後の回復は、彼女のおかげみたいなので感謝しておこう。

			　俺達とディウス達は、コボルトの残党を笑顔で処理し続ける神官様を見ながら、無事大討伐を終えたことをお互いに喜び合った。

			


			◆

			


			　コボルトの集団を倒し終え、その日のうちにシュティングへ向けて移動を始めた。

			　俺はノールを背負いながら、最後尾をゆっくりと歩いている。

			「うぅ……大倉殿、本当に申し訳ないのでありますよ……」

			「いや、気にするな。おかげで俺も助かったし、無事ロードも倒せたんだ。このぐらい当然だろう？」

			　あれからスキルが切れて、案の定ノールは動けなくなった。シスハの回復魔法で多少は良くなったが、やっぱり前と同じく自分で歩くのは無理みたいだ。

			　ノールのおかげで俺も地面に叩き付けられることもなかったけど、お姫様抱っこされたのは少し恥ずかしかった。そんな訳で、お礼も兼ねてここはちょっとでも格好を付けておきたいので、こうして背負って運ぶことに。

			「お、大倉殿……ご立派になられたでありますね。これで私にお姫様抱っこされてなければ、格好も付いたでありますよ！」

			「一言余計だ！」

			「痛ったいでありますぅ!?　……えへへ」

			　こいつ、俺が気にしていたことを的確に言い当てやがった！　実際そうなんだけどさ……。

			　何だか悔しかったから、つい体を揺さぶってしまった。ノールはそれで少し痛がったが、その後嬉しそうな声で笑っている。

			　えっ……何で笑っているんだ。もしかして……。

			「まさか……Ｍなのか？」

			「ち、違うのであります！　ただ……こうやってふざけ合うことができるのは、良いなって思っただけでありますよ」

			「お、おう……」

			　ノールは違うと叫んだ後、聞いているこっちが照れくさくなるようなことを言い出した。

			　こうやってふざけ合えるのも、全員無事に終わったからこそだもんな……そう思うと、嬉しくなるのも不思議じゃないか。

			　そんなやり取りをしていると。

			「オークラ、ノールさんは本当に大丈夫なのかい？」

			　ディウスが俺達のところへやってきた。

			「ああ、怪我をした訳じゃないからな」

			「それならいいんだけど……」

			　コボルト達との戦いが終わった後、糸が切れた人形のようにノールはぶっ倒れそうになったからな……。見ていたディウス達が何事なのかと一瞬大騒ぎになったぐらいだ。

			　そんな彼女を見ながら、ディウスがふと呟いた。

			「この様子だと、やっぱり無理そうかな……」

			「ん？　何か頼みごとでもあったのか？」

			「いや、シュティングに着いた後、お祝いでもしようかと思っていたんだけど……ノールさんは動けそうもないし、止めておいた方がいいかな？　料理の美味しいお勧めの店が──」

			「行く！　大倉殿、行くでありますよ！」

			「わかった！　わかったから暴れるな！」

			　美味しい料理と聞いた瞬間、ノールが俺の上で騒ぎ始めた。

			　食い意地張り過ぎだろ。まあ、元気がないのよりは良いけどさ……ディウスが驚いているじゃないか。

			「あはは……思っていたよりも元気そうだね。どうするかはオークラに任せるよ。もし行くのなら、全部僕達の方で料金は支払うからさ」

			「えっ、いいのか？」

			「ああ、今回はオークラ達のおかげで、あれだけの大討伐を終えられたからね。ノールさんにも助けてもらったお礼をしたい。それに……初めて会った時のお詫びもね」

			　ディウスは苦笑しつつそんなことを言う。初めて会った時のことを、彼もまだ引きずっているみたいだ。

			　お礼やお詫びも兼ねてのお誘いか……別に断る理由もないし、ノールも乗り気だからいいかな。シュティングに到着するまで数日かかるから、明日には治る彼女の筋肉痛も問題はない。

			「そうだな……お言葉に甘えて、お願いしても良いか？」

			「お願いしているのはこっちの方さ。それじゃあ大丈夫ってことで、皆にも伝えておくよ」

			　ディウスの提案を了承すると、彼は表情を明るくして前を歩くミグルさん達のところへ戻っていった。

			「むふふー、楽しみでありますね大倉殿！」

			「全く……お祝いがしたいというより、美味い料理って部分に釣られたんだろお前は」

			「良いじゃないでありますかー。こういう戦いの後の勝利のお祝いで食べる料理はまた格別なのでありますよ！」

			「うーん、そうかもしれないが……」

			　祝勝会みたいなものかな？　たしかにそういう場で食べる料理も美味しいけど……まあせっかく楽しみにしているんだし、無粋なことは言わないでおこう。

			　それからしばらく進んでいると、前を歩いていたエステルが徐々に遅くなっているのが目に入る。

			「エステル、少し歩くペースが落ちているでありますね」

			「元々体力もないし、あれだけ魔法を使った後だもんな。また帰りも背負ってやりたいけど、明日になるまでは無理そうか」

			「うぅ、申し訳ないであります……」

			　行きは俺ができるだけ背負っていたけど、今日はノールがいるからそれもできない。

			　スキルを使った訳じゃないが、エステルもコボルトとの戦いで相当魔法を連発していたからな……半分以上エステルの爆撃による功績だろう。大群相手に最も強いからな。

			　どうにかできないものかと悩んでいると、さらに前を歩いていたミグルさんがエステルの様子に気が付いて近寄って声をかけた。

			「エステルちゃん、もしかして歩くの疲れたの？」

			「えっ？　そ、そんなことないわよ」

			「でも、少し辛そうだよ？　良ければ私が行きのオークラさんみたいに背負ってあげるよ！」

			　ドンと胸を叩いて、ミグルさんは自信満々だ。エステルは俺達相手じゃないからか、少し戸惑っている。

			　そんな様子を見かねてか、今度はディウスまで参加し始めた。

			「エステルちゃんが軽いとはいえ、ミグルじゃ途中でバテちゃうだろ。良かったら僕が背負うよ？」

			「コラ！　私のエステルちゃんを横取りしようなんて、いい度胸しているわね！」

			「べ、別にそんなつもりじゃ……」

			　代わりにディウスが背負うと言うと、邪魔をするなとミグルさんが威い嚇かくを始めた。その必死さに、彼もエステルも少し引いて離れている。

			　そして彼女とディウスが口論を始めている中、今度はシスハが近づいて声をかけた。

			「エステルさん、遠慮なさっているのでしたら、私の背中に乗りますか？」

			「えっ……大丈夫なの？」

			「はい、まだまだ私は元気がありますよ。なんたって神官ですからね」

			「そ、そうなのね。それじゃあ、お願いしようかしら」

			　シスハはエステルの目の前にしゃがみ込んだ。エステルも彼女相手ならまだ抵抗がないのか、すんなりと背中に乗った。

			　口論中だったミグルさんはそれに気が付いて、あぁー、と泣きそうな声で崩れ落ち、ディウスが呆れながらそれを慰めている。

			「神官って凄いんだな……」

			「本当にシスハは神官なのでありますかね……」

			　あれだけ戦闘して疲れているはずなのに、エステルを乗せて動けるとは……俺やノールならまだわかるけど、本当に神官なのか？

			　シスハを見ていると、神官とは何なのか考えさせられるな……。

			


			◆

			


			　コボルト軍団を討伐してから数日後、ようやく俺達はシュティングへ到着。

			　そのまま冒険者協会へ向かうと、ウィッジさんが出迎えてくれた。

			「お帰りなさいませ、ディウスさん、オークラさん。コボルトの討伐はどのようになりましたか？」

			「色々あったけど、無事終わったよ」

			「いやー、なかなか大変な討伐でしたよ」

			「本当にお疲れ様でした。お疲れのところ申し訳ありませんが、どのようなことがあったのか報告していただいてもよろしいでしょうか？」

			　軽い挨拶を終え、さっそく今回のコボルトの集団についての報告をすることに。

			　既に大討伐に発展していたこと、そしてロードが核の魔物だったことを伝える。証拠としてレッドティラノスコボルトの牙と斧もいくつか持って帰ってきていたので、それも見せた。

			　本当に大量のコボルトを相手にしたのか証明するために、ドロップアイテムは持ち帰らないといけないのだが、とてもあの数のコボルトの牙などを持ち帰るのは無理だ。

			　俺のバッグを使えば可能だけど、秘密にしている物だから使う訳にもいかない。

			　なので、いつもは核になっているレッドティラノスの物を複数持ってくることで、証拠にしようとディウスと話し合い、決めたのだ。

			「あと、これがロードを倒した時に落ちた物です」

			　そのついでにロードの冠と槍と赤いマントも、証拠として提出する。ウィッジさんはその中から、赤いマントだけを手に取った。ロードの討伐証明はマントのようだ。

			「これは……本当にロードが出てきたんですね。オークラさんとディウスさん達に行っていただけて、本当に良かったです。申し訳ありませんが、こちらは証拠として少しだけ預からせていただきます。あと、報酬に関して協会長に相談いたしますので、今しばらくお待ちください」

			　ウィッジさんは渡した討伐証明を持って、協会の二階へと上がっていった。

			　それからしばらく待っているとようやく戻ってきて、今度は受付の奥へと消えていく。

			　そしてまた出てきたかと思うと、ガラガラと台車のような物を重そうに押しながら戻ってきた。その上には十個の袋が載っている。あれ、何だろう？

			「うっ、うー……うんしょ！　お、お待たせいたしました……。こ、こちらが今回の報酬、四千万ギルになります。どうぞ、ご確認ください」

			　……へ？　い、今四千万ギルとか言ったか？　えっ、マジで!?

			　一つ袋を開けて確認してみると、中には四十枚の金貨が詰められている。

			　金貨一枚十万ギルだから……ふ、袋一つに四百万ギルも入ってるのかよ!?

			「……こ、これ、本当にいいんですか？」

			「はい、コボルトの数の方は報告のみなので確認はできませんが、レッドティラノスコボルトの分で証拠として十分だと判断されました。それにＢランクとＣランクの信用もあり、ロードの討伐証明もありましたので。既に大討伐に発展していたみたいですので、妥当な金額だと思われます」

			　今までかなり稼いでいるけど、まさか一気にこんなに貰えるなんて……周囲を見てみると、ディウス達も驚いて固まっている。

			「す、凄いでありますね！」

			「あの数だったし、当然かしら？」

			「大討伐って美味しいんですね。これからは積極的に狙っていきましょう！」

			　ノール達もこの金額に大興奮しているようだ。エステルも冷静そうにしているけど、顔の筋がピクピクして少しビビっている。

			　シスハの意見は聞かなかったことにしておこう。いくら稼げるからって、あんなの積極的に行きたくないわ……。

			「だ、大討伐をこの人数だけでしたことなんてないから、凄い額になるとは思っていたけど……」

			「こ、これはだいぶ凄いよね……」

			「うーん……ミグル、スミカ、ガウスさん、少しいいかい？」

			　ディウス達も喜ぶのかと思ったけど、ディウスが突然自分のパーティに呼びかけて何やら話し合いを始めた。一体どうしたんだろう。

			　彼が提案するように話を始め、ミグルさん達はそれに頷いている。そしてディウスが一人俺のところへとやってきて、驚くことを口にした。

			「オークラ、これはあなた達が全部受け取ってくれないか？」

			「えっ……な、何言ってるんだよ!?　これは半分に分けるべきだろ！」

			「いや、とても僕達は受け取れないよ。今回の大討伐は、あなた達の活躍のおかげでどうにかなったようなものだ。むしろ、僕達は足手まといだったかもしれない……」

			　ディウスは何だか落ち込んだように呟いている。ディウス達が足手まといなんて言ったら、後ろに敵討ち漏らしまくりで、槍で無様に弾き飛ばされた俺はどうしたらいいんだよ……。

			　それに協力して討伐したのに、こんな金額全部受け取るなんて気が引ける。

			「そんなことないって。ディウス達が守ってくれなきゃ、エステルが満足に魔法を使えなかっただろうし。シスハが戦えるといっても、あの数はさすがに抑え切れなかった思うぞ？　協力したからこそ、無事に討伐することができたんだ。半分は受け取ってくれよ」

			「……わかったよ。そう言ってもらえると、気持ちが楽になった……ありがとう」

			　何がなんでも半分だぞ！　という俺の気持ちが伝わったのか、ディウスは苦笑しながらも了承してくれた。短い間とはいえ一緒に苦楽を共にしたんだ。報酬はきっちり半分にして、後腐れなく終わるのが一番だろう。

			　ディウス達がいたおかげで、後衛がやられるという不安がなくなり、精神的負担もなく戦うことができた。やっぱりパーティが多いのは良いな。

			　ロードは迷宮にもいるらしいから、もっと安定した戦いができるように仲間を増やすべきなのだろうか。ガチャを回すために頑張らなければ……。

			　次は心の底から盾役がきてくれることを願う。空を飛んだり地面を転がるのは、もう体験したくないよ。

			


			◆

			


			　報告を終え、報酬を半分に分けた俺達は、帰りに約束したようにお祝いをするためにディウスお勧めという店へとやってきた。

			　店構えもしっかりしていて、飾り付けも鮮やかな高級感溢れる店だ。こんなところで奢おごってくれるとは、さすがＢランク冒険者ということか。

			　さっそく注文をして、それぞれ料理を楽しみ始めたのだが……。

			「むふふー、美味しいのでありますよー！」

			「ノール……元気になったからって、食い過ぎるなよ？」

			「むぅー、お腹がぺこぺこなので、仕方がないのでありますよ」

			　ノールが驚くべきスピードで、次々と料理を平らげていく。

			　カニのようなプリップリの身をした甲殻類や、牛の肉のような分厚いステーキ。俺も少し口にしてみたが、とてつもなく美味い。

			　どう考えてもかなり高そうな料理ばかりなのに、それを彼女は出てきた途端即食いつくし、わんこそばでも食べていると勘違いしそうな速さでおかわりしている。

			　やべぇ……やべぇよ……。いくら奢りとはいえ、食い過ぎだろ……。

			「どんどん食べてもらって構いませんよ、ノールさん」

			「本当でありますか！　むふふ、なら遠慮なくいかせてもらうのでありますよ！」

			「お、おい……ディウス、それはやばいって。ノールの食欲は底なしだぞ……」

			「ははは、オークラは大袈裟だな。このぐらい、可愛らしい範囲じゃないか」

			　それを見てディウスは笑いながら、どんどん食べてくれと促す。

			　せっかく俺が控え目にさせようとしていたのに……。

			「良いこと言うでありますね。私、あなたのこと見直したでありますよ」

			「それは光栄です。ノールさんには助けられましたし、ほんのお礼ですが満足いくまでお召し上がりください」

			「やったのでありますよ！　ディウスは太っ腹でありますね！　大倉殿とは大ち──いふぁい!?　いふぁいでありまふー！」

			「それは悪かったな！」

			　また余計な一言を言い出したので、頬を引っ張ってしまった。

			　俺の懐が狭い訳じゃなくて、ノールは止めてやらないと本当にどこまでいくかわからない。シスハの歓迎会の時のことを思い出すとな……。

			　でも、今回は頑張ってくれたし、俺もディウスと同じように助けてもらったからいいのかな……それに奢りだし。

			「俺は止めたからな。どうなっても知らないぞ」

			「はは、構わないさ。僕としては今回の報酬、全部オークラ達に渡したっていいぐらいだからね」

			「ディウス……お前、本当に太っ腹というか、懐が広いな。どうせならその懐の広さを、最初に会った時に見せてほしかったぞ」

			「うっ……あ、あの時は本当にすまなかった」

			　ここまで気遣いしてくれる奴だったとは……その思いやりを、俺達と最初に遭遇した時にしてほしかったな。

			　それはいいとして、大討伐の帰りからずっと気になっていたことを聞くことにした。

			「それにしても、随分とノールに対して畏まった態度をしているな。何か気になることでもあるのか？」

			「僕としては、むしろそうならないオークラの方が凄いと思うよ……」

			「えっ、どうしてだ？」

			「同じ戦士として、彼女の腕は本当に素晴らしいからね。とても気軽になんて話せないよ」

			　なるほどな……大討伐中ノールに目上に対するような感じで接していたのはそういう訳か。彼女から嫌われているっていうのもあったんだろうけど、それ以外にもあったんだな。

			　うーむ、確かにノールは戦士として優れているが……。

			「剣の腕は間違いなく一流だけど……中身はポンコツだぞ」

			「そんなことないさ。オークラのことを信頼しているからこそ、そういう姿を見せているだけじゃないのかい？　僕から見たら、ノールさんは憧れるぐらい立派な戦士だよ」

			「……そうか。ディウスがそう思うのなら、それでいいんじゃないかな」

			　ディウスは憧れる対象を見るような眼差しを、バクバクと料理を食べ進めているノールに向けている。

			　ティラノスコボルトから助けてもらったこともあって、大討伐後はさらに過剰になっているような……。

			　常に一緒にいる俺からすると、ノールは実力はあるけど、普段は抜けていて危なっかしい。だけどそれも、彼の言うように信頼してくれている証拠ということなのだろうか……わからない。

			　とりあえず、ディウスの憧れを否定するのも野暮だし、彼の信じるノールを信じてもらおう。

			　それから軽くディウスと話しながら、エステル達はどうしているのか見てみると。

			「ほら、エステルちゃん。あーんして」

			「んー、自分で食べるからいいわよ」

			「えー、そんなこと言わずに、ね？　これ美味しいんだよー」

			　ミグルさんがエステルに凄く絡んでいた。

			　フォークに一口サイズの肉を刺して、それを彼女に食べさせようとしている。頭を振って嫌々とアピールしているが、諦めずエステルに食い付くミグルさん。

			　可愛いのはわかるけど、少し過剰なような……。

			「全く……ミグルの奴、自分だって夢中になると強引になるじゃないか」

			「はは、ディウスと似た者同士なんだな」

			「ぐっ、昔からよく言われるよ……」

			　俺が似ていると言うと、ディウスは否定せずによく言われると、歯を食いしばりながら悔しそうにしている。

			　ほお、昔からか……この二人、そんな仲なのか。

			「ディウスとミグルさんは、いつ頃知り合ったんだ？」

			「うーん、そうだね……。ミグルとは小さい頃からよく遊んでいた、幼馴染って奴かな」

			「へぇー、それで冒険者になって同じパーティだなんて、仲が良いんだな」

			「あー、まあ……そうなのかな？　僕もこんな性格だから、ミグルとはよく喧嘩していたけどね」

			　同じ街の育ちで小さい頃から面識があるのか……その関係がここまで続いているんだから、お互いに凄く信頼してそうだな。ちょっと羨ましくなるような話だ。

			　それから少し昔話を聞いていたが、そろそろミグルを止めないと、と言ってディウスは彼女とエステルが戯れているところへ参加しにいった。

			　話す相手もいなくなったので、次にシスハに視線を向けてみたのだが……なんか顔を赤くして、凄くテンションが高そうに笑いながら飲み物を飲んでいる。もしかして……酒か？

			「シスハ、酒飲んでるのか？」

			「へ？　あっ、大倉さんー。ご一緒にどうですかー？　この果実酒、とっても美味しいですよー」

			　声をかけてみると、完全に出来上がっていて、腑抜けた声で俺に飲んでいた物を進めてきた。

			「いや、俺はいいや。酒好きじゃないし」

			「もうー、そんなこと言わずに、一緒に飲みましょうよー」

			　シスハは急に立ち上がって、そのまま俺の首に手を回し抱き寄せてくる。

			　ちょ、ちょ、ちょ!?　いきなり何なんだ!?　柔らかいお胸のたわわが当たってるんですけど！

			「ひ、引っ付くな！」

			「あははははー、大倉さんは可愛いですねぇ。ほら、もっとギューッとしてあげますよー」

			「おまっ、マジで洒落になってないから!?　当たってる！　当たってるから！」

			「うふふー、何が当たってるんですか？　ほらー、恥ずかしがってないで言ってくださいよー」

			「ぐっ……ガ、ガウスさん！　助けてください！」

			　近くにいるガウスさんに助けを求めるが、彼は目の前にいるスミカさんと話していて夢中なのかこっちを見てくれない。

			「はぁ……ガウスさん、私もシスハさんみたいになった方がいいんでしょうか？」

			「……スミカにはスミカの良さがある。無理に競うこともないだろう」

			「うぅ……そうでしょうか。私、シスハさんを見て神官としての自信がなくなってきました……あと胸も」

			「……気にするな」

			　スミカさんが自分の胸に手を当てながらしょんぼりとしている。それに対して、ガウスさんはかける言葉がないのか、短く呟く。

			　そうだな……さっきから俺にグイグイと当たっているシスハのこれと比べたら、ああやって自信をなくすのも仕方ない。

			　と、それよりも！　誰かマジで助けてくれよ！　いつまで抱き寄せているつもりなんだよ！

			　そんな俺の思いが通じたのか。

			「ほーら、駄目でありますよシスハ。大倉殿が困っているのであります。おふざけはそこまでにしておくのでありますよ」

			「あん、ノールさん、間が悪いですよ。もう少しぐらい、大倉さんで遊ばせてくださいよ」

			「あれを見るのであります」

			　ノールが助け舟として来てくれた。それでもまだ物足りないと不満そうにするシスハに、彼女はある方向を指差す。

			　その指の先を見てみると……ミグルさんに抱き締められたエステルが、笑顔のままずっとこっちを見ていた。

			　それを見たシスハは震え上がって、慌てて俺から離れた。

			「ヒェ!?　す、すみません……。調子に乗りました……」

			　酔いも少し醒めたのか、赤くなっていた顔は一変して青くなり、シスハは大人しく座り直してチビチビ酒を舐めている。

			　全く……ここまで悪酔いする奴とは思わなかったぞ。まあ、俺としてはちょっぴり得した気分だけどさ。

			「ノール、助かった……」

			「いいのでありますよ。それよりも大倉殿、さっきから話してばかりで食べてないのであります！　もっと食べるのでありますよ！」

			　言われてみると、話していて料理をそこまで食べていなかったな。せっかく美味しい料理があるんだから、俺も食べておかないとな。

			　さっそく食べようとフォークを手に持った。そして食べ物を取ろうとしたのだが……その前に横からスッと、肉が突き刺さったフォークが差し出された。

			「これ、美味しいのでありますよ！　食べてみるであります！　ほら、あーんでありますよ！」

			「えっ……あー、うん」

			　ノールが俺の口元までフォークを運んでくる。どうしようかと迷ったが、彼女の口元は微笑んでいて、有無を言わせない雰囲気。

			　宴の場というのもあってか、はめを外しているのか、少し恥ずかしいけど俺はそれを口に含んだ。

			　ステーキのような肉は、噛むと肉汁が溢れ出して軟らかい。ブラックオークの肉よりも美味しく感じる。この世界だと何の肉なのか気になるところだが、文句なしに美味い。

			「……美味いな」

			「えへへ、そうでありましょ？　どんどん食べるのでありますよ！」

			「う、うん……」

			　俺の返事を聞いて、ノールは嬉しそうに笑う。そしてまた肉を一口サイズに切って、俺の口元まで運んでくる。

			　自分の食事を止めてまでこんなことをしてくるとは……急にどうしたんだろうか。

			　そんな疑問を抱きつつも、俺は彼女とこのやり取りをしばらく続けた。

			


			◆

			


			　お店を入ってから数時間後。料理も食べ終え一息ついたところで、今日はお開きになった。

			　そして会計をし始めたのだが……。

			「ぷはー、お腹パンパンなのでありますよ！　とっても美味しかったのであります！」

			「そ、そうですか……。ま、満足いただけたのなら、僕としてはとても嬉しいですよ……」

			　ノールは満足そうに腹を叩いている。そして会計を支払ったディウスは、あまりの金額に声が震えていた。

			　総額百十五万ギルという、飲食店では考えられない金額に、奢ってもらう俺まで震しん撼かんしてくる。

			　八人いるとはいえ、その八割近くはノール一人の飲食代なんじゃないのだろうか……食い過ぎだ！

			「おい、ディウス……今回はさすがに半分ぐらいは払うぞ……」

			「いや、いいんだ。お詫びのつもりでもあったし、ここは僕が全て支払うよ」

			「お前……漢おとこだな……。尊敬するぞ」

			　引きつった笑みを浮かべ、ディウスは自分で払うと言い切った。敬意を表したくなるぐらい、今の彼は輝いている。

			「あーあ、エステルちゃんとここでお別れかー。もっと抱き締めたかったなー」

			「もう十分抱き締めたでしょ。また今度会った時にさせてあげるから、今日はこれで満足して頂戴」

			「うー、仕方ないな……。エステルちゃん連れて帰りたい……」

			　ミグルさんはまだエステルを抱き足りないのか、不満そうにしている。本当に連れ去りそうだから怖いな……彼女も彼女で、ディウスが見ていないと危険なのかもしれない。

			「あははははー、ガウスさんにスミカさん、お元気で！　今日は楽しかったですよ！」

			「……ああ、俺も久しぶりに心昂る同志に巡り合えた。また語り合おう」

			「はい！　喜んで！」

			「うぅ……ガウスさんが変な人と意気投合しちゃったぁ……」

			　ガウスさんとシスハは、完全に馴染んでいるのか笑い合って握手をしている。スミカさんはそれを見て悲しそうにしていた。

			　……何だかうちの神官が迷惑をかけて申し訳ない。

			「オークラ、今回は本当にありがとう。オークラ達がいなかったら、もっと大事になっていたよ」

			「いいってことよ。今日は奢ってくれてありがとうな」

			「喜んでもらえたようで良かった。もし暇があれば、また食事でもしよう。それと何かあったら、遠慮なく僕達のことも頼ってくれ。力になるからさ」

			「おう、そうさせてもらうわ。ディウスも何かあったら、俺達に言ってくれよ？」

			　最後の挨拶をして、ディウス達と店の前で別れた。

			　今回の件で、彼らとはだいぶ打ち解けられたな。ノールもディウスに対する嫌悪感がかなり薄れたみたいだし、これからはそれなりに仲良くできそうだ。最初遭遇した時は、こんな風になるなんて思ってもみなかった。

			「さてと、だいぶ遅くなったけど、帰るとするか」

			「そうね。料理も美味しかったし、ミグル達と話すのも楽しかったけど、今日はもう疲れちゃったわ」

			「そうでありますね。モフットも待っているでありますし、早く帰るのでありますよ！　何かお土産買って帰らないとでありますね！」

			　もうすっかり夜も更けて、そろそろ日付が変わりそうだ。モフットを預けてだいぶ経つせいか、ノールがソワソワしている。

			　お土産を買っていってやらないと、なんて考えつつ宿へ向けて歩こうとしたのだが……。

			「シスハは大丈夫なのか？　歩けるのか？」

			「あははー、大丈夫ですよー」

			　シスハは足をふらつかせて、危なげな足取りをしている。

			　飲み過ぎてフラフラじゃないか……これは背負って帰らないとやばいかな？

			　そう思っていると、彼女は急に自分の頬に手を当て始めた。そして、一瞬体が光を放つと。

			「ふぅ、酔うというのも悪くないですね。フワフワした感じで、戦いとは違う高揚感を得られました」

			「……便利だな。だからあんなにガブガブ飲んでいたのか」

			「はい、そうですよ。まあ、お酒が美味しかったのも事実ですけどね。大倉さんもお飲みになれば良かったのに」

			　顔の赤みも取れて、シスハはキリッとした表情に変わった。

			　酔いも回復魔法で治るのかよ……だからあんなにガブガブ飲んでいたのか。でも、神官がそんなことしていて良いのだろうか……やっぱり、シスハは神官じゃないんじゃ……。

			　そんな疑惑が俺の中で再び持ち上がったが、彼女の言葉を聞いてエステルが、頬に手を添えて口を開いた。

			「お酒と言えば、シスハ。さっきお兄さんに絡んで、変なことしていたわよね？」

			「へ？　……そ、そんなことありませんよ？」

			「ふふふ、そう？　それじゃあ思い出すように、今日は私とお話ししましょうか？　寝るまでね」

			「うっ……す、すみませんでした！　ぜ、全部お酒が悪いんです！　私は悪くありませんよ！」

			　エステルはニッコリとしたとても良い笑みを浮かべながら、シスハの肩をポンポンと叩いていた。

			　それを受けた彼女は、ダラダラと冷や汗を流し始めて自分を弁護している。

			「全く、仕方ない──ん？」

			　そんなシスハに呆れていると、ポケットの中でスマホがバイブレーションした。このタイミングで何だ？

			「こ、これは!?」

			「どうかしたのでありますか？」

			　取り出して確認してみると、画面には【大討伐達成報酬、魔石五十個、ＳＳＲコストダウン】、【初大討伐達成記念！　アイテムガチャ開催！】と表示されていた。

		

	

			書き下ろし（Ⅰ）　ディウスパーティから見た大倉達

			


			　オークラ達と別れて自分達の泊まる宿へ向かうその途中、僕達は今日のことや大討伐の時のことを口にしていた。

			「ふぅー、今日は楽しかった～」

			「ああ、そうだね……ノールさんがあそこまで食べるなんて驚いたよ……」

			　僕の隣を歩くミグルはご機嫌だ。さっきまで行っていた祝勝会で、散々エステルちゃんを弄り倒していたせいだろう。そのせいで少しぐったりしていたから、悪いことをしてしまったかな。

			　一応止めはしたんだけど……ミグルは暴走すると手が付けられない。笑って許してくれたエステルちゃんには感謝するしかないね。

			　それと……ノールさんには驚いた。いくらでも食べてくださいとは言ったけど、まさかあそこまで食べるなんて思ってもみなかった。

			　あれほどの剣士となると、食べる量もそれに応じて多くなるのだろうか……僕も見習いたいぐらいだ。さすがにあの量はいくら頑張っても食べられそうにないけどね。

			「私はもう疲れましたよ……」

			「……頑張ったな。しばらくはゆっくりと休むといい」

			「はい、そうさせてもらいます……」

			　スミカは本当に疲れた表情をしている。

			　大討伐で頑張って僕達の回復をしてくれたというのもあるだろうけど、一番疲れている原因はシスハさんとガウスさんの会話を近くで聞いていたからだと思う……。

			　僕でさえ、熱のこもった時のガウスさんには若干引く時がある。自分から話すことは少ないけれど、迂闊に痛みなどの話題を振ると喜々として語り始めてしまう。

			　普段は凄く頼りになる人なのに、あの手の話になるといつもああなるのが少し残念だ。

			「それにしても……オークラさん達は相変わらずだったねー」

			「相変わらずどころか、色々ともっと凄いことになっていたような……」

			　僕達との勝負以降、彼らの戦っている姿を見たことがなかった。そして久々に見たオークラ達の戦い方は……やはり異常としか言えない。

			「エステルちゃん、さらに魔法に磨きがかかっていたよね。あんな可愛いのに魔法まで一流だなんて……やっぱり私のエステルちゃんはさすがだよ！」

			「いつからエステルちゃんはミグルのものになったんだ……」

			　魔導師であるエステルちゃん。

			　僕とオークラが争う理由になってしまった彼女だけど、僕も最初見た時はあそこまで凄い魔導師だとは思っていなかった。まさかＥランクパーティにいるＦランクの魔導師が、あんな大規模な魔法を使えるだなんて予想もできないことだろう。

			　幼過ぎて、最初見た時は騙されてパーティに入らされたんじゃないかって思ったぐらいだ。まあ今考えてみれば、あの時点で立派な服装と杖を持っていたからね……Ｆランクという先入観のせいもあるだろうけど、僕の目も当てにならないんだと痛感させられた。

			　僕達と勝負した時すら凄かったのに、今回はさらに派手で強力な魔法の連発。魔導師はこれまでに何人か見てきたけど、あれほど凄い魔導師は他に見たことがない。

			　それなのに冒険者をしていて、さらにはＥランクのパーティにいた理由は何なんだろう……。あれほど凄いんだから、クェレスで魔導師として励めば、間違いなく大成する。

			　考えられる理由があるとしたら……それはオークラだろうか。彼女のために床に頭をつけるぐらい謝ってくる人だ。あの時はずっと物腰の低い態度で僕に対応していたけど、絶対に譲れないという部分は守っていた。

			　正直あの時は、頭を下げている相手にこっちが気け圧おされてしまったぐらいだ。あれだけ必死になるということは、それなりの理由があるんだと思う。

			　オークラは否定していたけど、まさか本当に婚約でもしているんじゃ……あんなに嬉しそうに指輪を見せられると、冗談には思えなかった。

			「あーあー、エステルちゃんみたいな可愛い魔導師の子がパーティに入ってくれるなんて、オークラさんが羨ましいなー」

			「ミグルはそんなにエステルちゃんが気に入ったのかい？」

			「あったりまえじゃない！　あんな可愛い子なかなかいないって！　抱き心地もいいし、同じパーティだったらもう離さない！」

			「……エステルちゃんが僕達のパーティじゃなくて良かったよ」

			「それはどういう意味よ！」

			　ミグルは可愛いものが好きで、可愛い女の子を見ると結構グイグイ行くからね……。同性が好きなのかと前に気になって聞いたらぶん殴られたから、そういう心配はないみたいだけど。

			　もしエステルちゃんが僕達のパーティに入ったら、一日中ベタベタとくっ付いていそうだよ……。一時なら今日みたいに我慢してくれるだろうけど、毎日となったらさすがに怒りそうだ。

			　そんな感じでミグルと話していたけれど、顔の緩んでいるガウスさんを見て彼女は話を振った。

			「あっ、ガウスさんが笑ってる。シスハさんと会話していましたけど、そんなにいい話ができたんですか？」

			「……今回の宴は有意義だった。価値観の分かち合える同志に巡り合えるとは、これ以上の幸福などない」

			「あの人絶対おかしいです……。話してすぐにガウスさんと意気投合するなんて、絶対おかしいです……」

			「ははは……大討伐中も凄まじかったからね……」

			　ガウスさんが笑うほど有意義な話……どんな話だったのか想像しただけで恐ろしい。傍で聞いていたスミカが思い出したのか、体を震わせて青い顔をしている。

			　それを見て僕も、大討伐でノールさんに後退しろと言われてからのことを思い返した。

			


			◆

			


			　後方にいたミグル達のところへ戻ると、後ろから来たはぐれ集団を相手に、エステルちゃんが魔法で対応していた。

			「大丈夫か！」

			「ちょっとまずいかも！　後ろはエステルちゃんが抑えてくれているけど、前からのティラノスがやばい！」

			「わかった！　ガウスさんと一緒に前は抑え込むから、弓で援護してくれ！」

			「了解！」

			　オークラとノールさんが前である程度対処してくれているが、通常のティラノスコボルトが多数後ろに抜けていた。

			　エステルちゃんの魔法による制圧がなくなった今、それをガウスさんが抑えミグルも弓で応戦しているけど、抑え切れずどんどんこっちに向かって進んでくる。

			　彼女達の少し前で僕もガウスさんと一緒に応戦してはいるものの、やはり数で勝るコボルト達には押されてしまう。

			　それでもオークラ達がロードを倒すか、エステルちゃんが後方の処理を終えるまでは持たせる、そう意気込んで僕は剣を振り続けた。

			　しかし、それも長くは持たず、ついに一体のティラノスコボルトが僕達を抜いてミグルの方に突っ込んでいく。

			「くっ、ミグル！」

			　急いで反転してそのコボルトを追いかけるが、追い付けそうもない。

			　ミグルも慌てて弓を射るが、体に矢が刺さっても全く怯まずに雄叫びを上げながら突き進んでいく。

			　そしてついに彼女の目の前まで迫ったレッドティラノスコボルトが斧を振り上げた。

			　それでもミグルは前を見続け、最後まで弓を構え矢を放とうとしている。

			「ミグル──」

			　声にならない声で僕はミグルの名前を呼んだ。

			　だが、斧は止まるはずもなく、ミグルへ向けて振り下ろされ──途中で止まった。

			「うふふ、ここまで来ちゃったのなら仕方ありませんよね」

			「シ、シスハさん!?」

			　レッドティラノスの振り下ろされた斧の柄部分を掴んで、シスハさんが攻撃を受け止めていた。

			　そのまま愉快そうな笑みを浮かべ。

			「ふっ──」

			　杖でティラノスコボルトの頭部を突いた。

			　するとその巨体が弾けるように後ろに仰け反り、縦に回転しながら地面を転がっていく。その光景を見て、僕の思考はほんの僅かの間停止した。

			　神官が……殴った？　ティラノスコボルトを杖で殴り飛ばした？

			　困惑する僕の前で、シスハさんは殴り飛ばされた後、立ち上がろうとしているコボルト目がけて駆けていく。

			　そして四つん這いになっていたコボルトの腹に蹴りを入れ、それと同時に杖を振り下ろし打撃を叩き込んでいる。

			　すぐに殴られていたティラノスは動かなくなり、光となってしまった。

			「あはー、いい手応えです。殺りがいがあるというものですね」

			　ことを終えたシスハさんは、さっきよりもさらに口元を歪ませて笑っている。

			　な、何なんだこの人……本当に神官……なのか？　第一陣を相手にした時も暴れていたけど、まさかここまで好戦的な表情を見せるなんて。

			　神官といえば、大体はスミカのように戦闘することは少なく、基本的に回復を担当する。稀にだけど自分も戦う人がいるが……それでもこんな圧倒的な力を持っているなんておかしい。

			　ティラノスを杖で突き飛ばすなんて、異常だ。

			　守られたミグルも唖然としていて、僕達は離れながらも目を合わせていた。彼女が目で何これ？　と言いたそうに訴えていたので、僕は首を振ってわからないと返しておく。

			　そんな僕達を我に返らせたのは、エステルちゃんの叫び声だった。

			「シスハ、しばらく前をお願い！　私は後ろに集中するから！」

			「お任せください！　スミカさん、私も可能な限り回復に努めますが、少しお任せすることになってしまいそうです！　申し訳ありません！」

			「い、いえ！　私も頑張ります！」

			　エステルちゃんが少しだけ前に向けて魔法で支援攻撃を行い、向かってくるティラノスコボルトの数を減らしてくれた。

			　そしてシスハさんにも戦うように頼むと、また後ろの集団に向けて魔法で攻撃を始める。

			　エステルちゃんに頼まれた彼女は、僕の方に駆け寄ってきた。

			「ディウスさん、私も参加いたしますので一緒に頑張りましょう！」

			「は、はい……」

			　と、シスハさんは笑顔で言った。

			　協会で初めて見た時、凄い美人で正直ドキドキしていた。だけど……今はシスハさんを見ても、その気持ちは全く湧いてこない。

			　むしろお腹の辺りがキュッと締め付けられるような、まるで強い魔物と対峙した時の感覚に似ている。

			　そんな彼女と共に、ガウスさんと僕も合わせた三人は何とか向かってくるティラノスコボルトの群れを相手にしていく。

			　一人前衛が増えたことで、さっきとは違いかなり余裕を持って対処ができる。

			　それどころか、シスハさんが僕よりも早くコボルトを倒しているぐらいだ。すぐにオークラ達が前で戦っているのと、後方でエステルちゃんが相手をしているコボルト以外はいなくなった。

			　後方もまだいるとはいえ、ほぼ壊滅状態だ。エステルちゃんも少し余裕ができたのか、次第に前にも魔法による支援攻撃をしている。

			「ふぅ、どうにか切り抜けたみたいだね」

			「でもまだオークラさん達が相手にしているのがいるよ！」

			「ああ、そうだね。すぐにでも手伝いに──」

			　前から来るティラノスはいなくなったから、オークラの援護に行こうとした。

			　だが、彼らが戦っている集団の方から眩しい光が放たれたかと思うと、何かが弾き飛ばされるように地上から空に向かい飛んでいく。

			「あっ、オ、オークラさんが飛んでる！」

			「えっ」

			　空に向かって弾き飛ばされたのは、オークラだった。手足をジタバタさせてもがいている。

			　あ、あの位置から落ちたら、かなりまずそうだ……でも、僕達じゃ何もしてやれない。

			　僕とガウスさんで何とか受け止めるか……エステルちゃんの魔法頼みだ。

			「エ、エステルちゃん！　あれ助けないと危ないんじゃ！」

			「お兄さんったらまた……すぐに助け──あら」

			　頬に手を添え困った表情で見ていたエステルちゃんが杖を掲げた。そして魔法を使おうとしたけれど……その前に地上からオークラを追うように飛ぶ銀色の光が。

			　あの姿は……。

			「……ノールさん？」

			「な、何で光っているの!?　というか、何であんな高く跳べるの!?」

			　跳躍したノールさんは、オークラに追い付くと抱き上げてそのまま地面に着地した。

			　……常識外れの戦闘力なのは知っていたけれど、まさかあんなに高く跳び上がれるなんて。あの纏っている銀色の光の影響だろうか？

			「ノールがあの状態ならもう終わりかしら」

			「そうですね。もう私達の出番はないかもしれません」

			　そのノールさんの姿を見て、エステルちゃんとシスハさんがもう終わりだというような口振りをしている。

			　まだロードも残っているんだし、そんなことはないだろう……なんて思っていたけれど、すぐにその言葉の意味がわかった。

			　抱き上げていたオークラを降ろした彼女は、一瞬でその場から消える。どこへ行ったのかと探すと、先ほど金の光が放たれた方向にいたコボルト達が一斉に弾けた。

			　そこには金の槍を持ち、赤いマントを羽織った大きなコボルトがいる。あれがコボルトロードなのだろう。さっきオークラを空に飛ばしたのは、間違いなく奴だ。

			　ロードとノールさんの一騎打ちがこれから始まる、と緊張してそれを見守っていたが……もはや勝負になっていなかった。

			　目で追えないぐらいの速さで動く彼女が、一方的にロードを攻撃している。防ぐ間も与えないほどの連撃。だからと言って一撃が軽い訳でもなく、一撃ごとにロードは体勢を崩している。

			「……あんな奥の手があったんだね」

			「ええ、今のノールの強さは──通常の三倍よ」

			「元々強いのに、さらに三倍って……」

			　凛とした表情のエステルちゃんが言うには、今のノールさんは三倍の強さになっているらしい。

			　僕達との勝負の時も、彼女はオーガの手足を軽々と斬り飛ばしていて驚いたけれど……あれでも本気じゃなかったみたいだ。

			　魔法が派手だからエステルちゃんばかり印象に残っていたが、もしかしたらノールさんの方が戦闘面では凄いんじゃ……。

			　あれほどの強さの彼女を見ると、幼い頃に見たある戦士を思い出す。

			　昔僕が他の街に行く際に乗った馬車が魔物に襲われた時、護衛をしていた戦士の男性。

			　彼が一体どのランクの冒険者なのか今ではわからないけれど、魔物と対峙する男性の姿はとてもカッコよく見えた。あれは僕が冒険者を目指した理由の一つだ。

			　ノールさんを見ていると、忘れていたあの頃の感情が胸に湧き出してくる。憧れというものだろうか？

			　僕も彼女のようになれるように、戦士として頑張ろうという気持ちにさせてくれる。

			　そう意気込みを新たにしていると。

			「エステルさん、後方の残党狩りをしてきてもよろしいですか？」

			「ええ、いいわよ」

			「ありがとうございます！」

			　シスハさんがエステルちゃんの許可を取って、喜々とした表情で後方に残っていたコボルト残党に向かって駆けていった。

			　……あの人、何なんだろう。僕達と一緒にティラノスコボルトの対処をしていたはずなのに、まだあんなに元気があるなんて。

			「エステルちゃん……あの人、本当に神官なんだよね？」

			「……ええ、神官よ。……たぶん」

			「あれで私と同じ神官だなんて……」

			　エステルちゃんはまた頬に手を当て、困った表情で自信がなさそうに神官だと言う。

			　スミカもシスハさんを見て、自分と同じ神官なのかと困惑していた。

			　回復魔法を使っていたから間違いなく神官のはずだけど……本当に何者なんだろう。

			　そんな疑問を抱きつつも、ロードを倒し終えたオークラ達が戻ってきて、今回の大討伐は無事に終わった。

			


			◆

			


			　思い返してみると、色々とあった大討伐だ……。だけど、オークラ達と一緒に行けて本当に助かった。

			　あの数のコボルト……それにロードを相手するとなると、Ｂランクパーティが最低でも四つは必要だったと思う。

			　大きな怪我もなく終わらせるなんて、間違いなく四パーティじゃ足りない。それをたった二パーティでやり遂げることができたなんて……ほぼオークラ達のおかげだけどね。

			「エステルちゃんが凄くて印象に強く残るけど、ノールさんも凄かったよねー。最後の銀色の光を出してからは圧倒的だったし」

			「でもあの力を使った後倒れてしばらく動けなかったみたいだから、ノールさんにとってもあれは最終手段なんだと思うよ」

			　あのノールさんの力は、本当に危ない時にしか使わないんだと思う。倒れて全く動けなくなるなんて、まさに奥の手、最終手段。

			　いくら圧倒的とはいえ、まともに動けなくなる力など、本当に危ない時以外は使えないはずだ。

			「それを使うほど、オークラさんを守りたかったってことでしょうか？」

			「うーん、そう考えると何だか素敵かも」

			「……オークラの格好は付いてなかったがな」

			「あはは……それは言わないであげてください。ロード相手の一撃を受けたんですし、仕方ないですよ」

			　オークラはノールさんに、まるで男性が女性を抱える時のように抱き抱えられていたからね……あれから少しの間、顔を赤くして彼は恥ずかしそうにしていた。

			　だけどそれもロード相手なら仕方ないと思う。むしろもあのロードの一撃をまともに食らって無事なんて……彼も何だかんだで凄いんじゃないだろうか。

			「はぁ……私もシスハさんを目指して頑張らないと」

			「スミカも彼女のように、痛みの信念について語り合えるよう──」

			「ガ、ガウスさん！　少し酔ったんじゃないですか！　ス、スミカも、今のままでいいから！」

			　ほんのり顔を赤くしながら歩くスミカがとんでもないことを呟いた。

			　それを促すようにガウスさんが言葉を続けるが、僕は途中で遮る。

			　たしかにシスハさんは凄かった。けど、スミカにはああなってほしくないと、切実に思う。

			　あんなに嬉しそうに魔物を攻撃するような女性を、僕は見たことがない。歪んだ笑みを浮かべ、嬉しそうに言葉にしながらコボルトを貪る彼女は恐ろしかった。

			　ガウスさんとあの手の話で盛り上がる時点で、間違いなく異常な側面があるのだろう。最初に会った時は美人で優しそうな笑みを浮かべる女性だったのに、今思うとあれは嘘だったんじゃないのかと疑ってしまうぐらいだ。

			　だからこそスミカにはそのままでいてほしいと言ってみたけれど……納得いかないのか眉を寄せて不満そうにしている。

			　あれ……ちょっと様子がおかしいかな？　もしかして……スミカも酔ってる？

			「うー、でも……」

			「ス、スミカもお酒を飲んで少し酔ったんじゃない？」

			「そ、そんなこと……ありませ……ん」

			「あ、あれ？　ス、スミカ？」

			　スミカはそのままフラフラした足取りでガウスさんに寄りかかると、崩れ落ちるように寝てしまった。

			「……自分に回復魔法をせずに倒れるとは。スミカもまだまだか」

			「あはは……まあ、たまにはいいじゃないですか」

			「スミカもガウスさんと一緒にいると、安心して気が緩んじゃうだけですよー。父親みたいだって、よく言っていますし」

			「……まだ父親と呼ばれるほどの歳ではないのだが」

			「ふ、雰囲気がそういう感じだってだけですよ！」

			　少しだけ僕達より歳上のガウスさんは、時々おかしなことを口走るけど、スミカにとって頼りになる人のようだ。

			　彼女は人見知りが激しくて、僕達のパーティに入った時は口数も少なくよく震えていた。だけどガウスさんのおかげでだいぶ良くなってきている。

			　ガウスさんも口数は少ないけれど、面倒見の良い人だ。スミカはよくお父さんみたい、なんて言っているけど……本人は年齢的に不本意らしい。

			　それから寝てしまった彼女をガウスさんが抱き上げて、僕達は宿へと帰った。

			　今回の大討伐、オークラには本当に感謝してもし切れない。

			　またいつか彼らとこういう機会があったら、助けられるばかりじゃなくて僕達も助けられるように頑張ろう！

		

	

			書き下ろし（Ⅱ）　俊足のモフット

			


			　いつもどおりに迎えた朝。

			　今日も依頼をしようか魔石集めをしようか悩んでいると、毎朝恒例のモフットのご飯の時間がやってきた。

			「むふふー、モフット！　ご飯なのでありますよ！」

			　モフット専用の食器に載せられたキャベツのような野菜をノールが持ってくると、モフットが彼女の足元でプーと鳴きながらぴょんぴょんと飛び跳ねていた。

			　それを床に置くと白い毛玉はシャクシャクと野菜を食べ始める。何だかほんわかする光景だ。

			　最初は反対したけど、ペットがいるというのも悪くない。

			「ふふ、美味しそうに食べているわね」

			「そうですね。見ていて癒されますよ」

			　エステルとシスハもそれを微笑んで見ていた。

			　モフットがご飯を食べている姿を見ていると和むのか、全員結構楽しみにしている。

			　それにしても、本当に美味しそうに食べているな……。

			　ウサギといえばニンジンが好物だと思っていたが、モフットがよく食べているのはキャベツのような葉っぱに似た野菜ばかりだ。嬉しそうに食べて途中プーと鳴いているし、あれが好物なのだろうか。

			「モフットってそういう葉物が好物なのか？」

			「そうでありますよ！　特にこのキャタスが大好物なのであります。果物も大好きみたいでありますけどね」

			「へぇー、よく好物なんてわかるな」

			「むふふ、モフットに実際に選んでもらったでありますからね」

			　キャタスって何だよ……この世界特有の野菜か？　それにモフットに選んでもらったって……。

			「どうやって選んだの？」

			「実際に葉物が売っているお店に行って、モフットに足を差して選んでもらったのでありますよ」

			「あぁ……知能が高いんだったっけ……」

			「じ、自分で好物を伝えるって……凄いんですねモフットさん」

			　自ら好物を伝えるとは……さすがは知能の高いウサギだ。

			　あの短い足で野菜を足で差している姿を想像すると……あっ、足を見ていて思ったけど、モフットに関して少しだけ疑問があった。

			「それにしても不思議だな」

			「何がでありますか？」

			「いや、モフットって凄く足が遅く──ってごめんごめん！　怒るなよ！」

			「悪口を言われていると思って怒っているわね」

			　モフットが俺の言葉に反応して、床をダンダンと蹴ってブーと鳴いている。悪口を言ったつもりはないのだが……言ったことを完全に理解しているなんて、本当に賢い奴だな。

			「大倉殿、失礼でありますよ！　モフットは凄く足の速い子なのであります！」

			「あっ、そうなの？　別に悪口を言うつもりじゃなくて、あの時よくウルフから逃げ回れていたなって、気になったんだよ」

			「うーん、たしかにちょっとそれは気になるわね」

			　モフットはまん丸いから見た目的に足が遅く見える。それなのにどうやってあそこまでウルフから逃げてきたのか疑問だった。

			　だがノールが言うには、どうやらモフットは足が速いらしい。

			「モフットさんがウルフに襲われていたんですか……」

			「ええ、そこをノールが助けて、今みたいに懐いているのよ。モフット、その時大怪我していてね」

			「そうなんですか……よくご無事でしたね」

			「大倉殿が【ハイポーション】を使ってくれたのでありますよ！　おかげでモフットの傷もすぐ治ったのであります！」

			　モフットを拾った時は、まだシスハはいなかった。

			　当時のことを聞いた彼女は、鬱うつ々うつとした表情でモフットを撫でる。そんなシスハに白い毛玉は、気にするなと言うようにプーと鳴いて擦り寄った。

			　それを受けて彼女もさっきまでの表情がなくなり微笑んでいる。

			「それで、本当にモフットって足は速いのか？」

			「勿論であります！　私とよくかけっこをしているぐらいでありますよ！　ねー、モフット！」

			　正直な話、この見た目で足が速いとか言われてもまるで信用できない。

			　しかしモフットはノールの呼びかけにむふっと鼻息を鳴らして応えている。

			　まさに威風堂々という姿をしているけど……見た目が見た目だけにまるで説得力がない。

			「へぇー、それはちょっと見てみたいわね」

			「私もモフットさんとかけっこしてみたいです」

			「むふふ、それじゃあ今日は皆で一緒にモフットとかけっこをするのでありますよ！」

			　エステルとシスハの要望により、今日はモフットが実際に走る姿を見に行くことになった。

			　ノールはよく外に散歩しに行ってるけど、俺達は行ってないからなぁ。たまにはモフットと過ごすのもいいだろう。

			　そんな訳で、シュティング内にある草に覆われた丘へとやってきた。

			「うーん、これで本当に足が速いのか？」

			「まだ疑っているのでありますね。まあ、勝負してみればわかるのでありますよ」

			　未だに疑っている俺が、まずモフットとかけっこをして勝負することになった。

			　モフットはまた鼻息を鳴らしてその場でクルクルと回りながら走る準備をしている。

			　ノールやシスハには劣るだろうけど、俺だってそれなりに足には自信があるぞ。

			「お兄さん、頑張ってね」

			「ああ、任せろ。たとえウサギが相手だろうと俺は全力でいくぞ！」

			「その意気込みを聞くと、凄く情けなく聞こえてきますね……」

			　相手が誰だろうと、勝負となれば手は抜かない！　それが俺のジャスティスだ！

			　それがウサギとなれば、俺の名誉にかけても絶対に負ける訳にはいかない！

			「それじゃあいくでありますよ！　よーい、どん！」

			「うおらっ！」

			　ノールにスタートの合図をしてもらい、俺とモフットは同時に走り出した。

			　ゴールは少し離れた場所に生えている木。そこに向かって俺は全力で駆けていく。

			　だが……すぐに目の前を白い毛玉が駆けていくのが見えた。足を物凄い速さで前後させ、圧倒的速さで走り去っていく。

			　はっや!?　めちゃくちゃ速い!?　ちょっと待ってくれよ！　魔法のカーペットよりも速いんですけど！

			　あまりの速さに驚く俺を無視して、モフットはゴールである木に着いた。そして振り返ってまだ走っている途中の俺を見て、ぴょんぴょんとその場で跳ねている。

			　何ていうことだ……文句の言いようがないほどの完敗じゃないか……。

			「はぁ……はぁ……マ、マジで速かった……」

			「だから言ったでありましょ？　フォルトゥーナラビットと滅多に出会えない理由の一つになるほど、足が速いのでありますよ」

			「この速さだと、普通に走って追い付くのは無理だものね」

			「本当に足がお速いんですね。ちょっとワクワクしてきましたよ。次は私にやらせてください！」

			「どうぞどうぞでありますよー」

			　モフットに負けた俺はノール達のところへ戻ると、四つん這いになって落ち込んだ。

			　まさかあそこまで速いとは……あの足なら、ウルフ相手にある程度逃げ回れても不思議ではない。

			　俺とモフットの勝負を見て、シスハの勝負魂に火が点いたのか、彼女は腕をワキワキと動かして自分もやりたいと言う。

			　そして今度はモフットとシスハによる勝負が始まったのだが……。

			「ま、負けました……」

			「シスハが負けるんじゃ、俺が勝てるはずもないよな……」

			「もう一度、もう一度やらせてください！　悔しいです！」

			「仕方ないでありますね。モフット、大丈夫でありますか？」

			　結果はモフットの勝利。

			　シスハは俺と同じように四つん這いになって落ち込んでいる。

			　俺よりは良い勝負をしていたが、それでもモフットには足の速さで勝てなかった。シスハで勝てないなら、俺が勝てる訳ないじゃない……。

			　彼女はまだ諦め切れないのか、もう一度勝負をしたいと言い出す。負けず嫌いなんだなぁ……。

			　それに対してモフットはむっふんと鼻息を出して頭を縦に振っている。

			　それから何度もシスハとモフットは勝負をした。結果はというと……

			「むふふ、頑張ったでありますねモフット！　お疲れ様なのであります！」

			「うぅ……一度も勝てませんでした」

			　結局シスハが一度も勝つことなく、モフットの完勝。

			　完全に自信を打ち砕かれたのか、彼女はぷるぷると震えている。

			　モフットはノールに抱き締められながら、プープーと鳴いて誇らしげだ。

			「シスハも諦めが悪いわね。二回ぐらいやればもう勝てないってわかりそうなものだけど」

			「私の信念は勝つまでやるというものなので、いくら負けても勝つまでやらせていただきますよ。勝ったらもうやらずに逃げますけど」

			「最低ね……」

			「これ以上勝負は駄目でありますからね！　モフットが疲れちゃうのであります」

			　まだ懲りずにやるつもりだったみたいだが、ノールに駄目だと言われて勝負は終わった。

			　神官が言ってはいけないようなこと言ってるんですけど……勝ち逃げ思考は悪くないと思うが、ウサギ相手にそれをしようとしてるって、人のこと言えないじゃないか！

			　エステルもそれを聞いて頬に手を当て呆れている。

			「いやぁー、疑って悪かったな。あそこまで速いとは思わなかったぞ」

			「わかってもらえたのならいいのでありますよ」

			　俺が認めたからか、ノールもモフットも満足気な様子。

			　いやはや、見た目からはわからないこともあるんだなぁ。良い勉強になったよ。

			　その後、頑張ったモフットに少しお高い野菜を買いながら適当に街を散策して宿へと戻った。

			　勝利の野菜を食べている白い毛玉は、それはそれは嬉しそうに野菜に食い付いている。それを俺達はやはり和みながら見守っていた。

			　うん、やっぱりペットがいるというのは悪くはないな。

		

	

			あとがき

			


			　この本を手にしてくださり、ありがとうございます。

			　お久しぶりになります、ちんくるりです。

			


			　初めましての方もいらっしゃるかもしれませんので、初めましても言っておきましょう。

			　私も一巻がお店にない時は、二巻や三巻から買うこともありますからね。

			　……えっ、おかしい？　いえいえー、そんなことありませんよ。

			


			


			


			　そんな訳で、さっそく今回の巻について少しお話をしたいと思います。

			　二巻は三人目の仲間の登場にペット付きと、主人公達のパーティもだいぶ賑やかになりました。

			　モフットが大倉に擦り寄っているところは地味にお気に入りだったり……ウサギ可愛いです。

			　表紙のノールが抱いている姿は、私が想像しているとおりの感じでした。美少女と小動物の合わさった図は、かくも素晴らしいものです。

			


			　次に今回のヒロインとして新たに登場した神官のシスハさん、いかがでしたでしょうか？

			　正直な話、これのどこが神官なのかと言いたくなるようなキャラです。

			　しかし私的なイメージですが、アニメや漫画の聖職者って武闘派なことがよくある気がするのです。

			　そんな訳でシスハさんも大人しそうな見た目で、イケイケの武闘派キャラになっております。

			　彼女は今後まともなヒロインになってくれるのでしょうか……。

			


			　最後に今回の話の締めであったディウス達のと共闘の話です。

			　やっぱり主人公達が強くなってくると、こういう大規模戦闘というのをやってみたくなります。

			　さらに因縁のある相手との共闘。これはちょっとした胸の熱くなる展開のはずなのですが……ヒロイン達が強烈過ぎて別の方向に行ってしまった感が。

			　主人公も活躍するどころか、逆にヒロインにお姫様抱っこされるという……主人公頑張れ！

			　今後成長して格好良くヒロインを守れる、そんな主人公になってもらいたいものです。

			


			


			


			　それでは作品の話はここまでにして、ほんの少し雑談にガチャの話でもしましょう。

			　本年に入ってからというもの、私のガチャ運は底を尽くどころか突き抜けて奈落へ落ちているようです。

			　この作品で言う、無料で貰えるＳＳＲ以上確定チケットなるものを八枚ほど使った結果……全てＳＳＲが出てきました。

			


			　さらに通常の課金ガチャの方は、無理が生じる課金額直前で最高レアの確定演出が来たのですが……ダブりが排出されました。上げてから落とすというのをやられた感覚です。

			　私が一体何をしたというのか……どうしてお正月は毎年爆死をしてしまうのでしょうか？　今年も元旦から自分は一体何をしているのかと、パソコンの前で頭を抱えてしまいました。

			　ですがこうして二巻を無事に発売することができましたので、そのダメージもだいぶなくなりました。

			　いつもならふて寝をして過ごすところでしたが、今回はそれが逆に小説を書く糧になったはず……です。

			


			


			


			　さて、私の知られたらメシウマにされそうなガチャの話は終わりにして、最後に謝辞を。

			　この本をお手にとってくださった皆様、ありがとうございました。

			　楽しんで読んでいただけたのでしたら、私としては光栄の至りと存じます。

			


			　引き続きｗｅｂ版をお読みになってくださっている読者の方々、ありがとうございました。

			　　いただける感想などはとても励みになります。こうして二巻を出せたのも、読者の方がいたからこそです。

			


			　イラストを担当してくださったイセ川ヤスタカ様、ありがとうございました。一巻に続いて素晴らしいイラストを描いていただき、言葉では伝えられないほどの感謝を覚えます。

			　各キャラクター達のデザインが本当にイメージとぴったりなので、姿を思い浮かべるのがとても楽しいです。

			


			　担当をしていただいた編集のＯ様、ありがとうございました。お忙しい中、今回もいろいろとご迷惑をおかけして申し訳ございませんでした。

			　心配性なせいか、この展開で大丈夫だったかと不安になることが多いですが、お言葉をいただいて安心することができました。

			


			　最後に、この本を手にしてくださった皆様にもう一度感謝を。

			　本当にありがとうございました。
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